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このマニュアルの内容

このマニュアルは BEA WebLogic Integration Studio で行う こ とができる  BPM 
(Business Process Management) 機能のユーザーズ ガイ ドおよびリ ファレンスで
す。 Studio にワークフローを定義する実践的で詳しい手順については、
『WebLogic Integration BPM ユーザーズ ガイ ド』 を参照して ください。

このマニュアルの内容は以下のとおりです。

第 1 章 「WebLogic Integration Studio －はじめに」 では、 WebLogic 
Integration ワークフロー コンポーネン トの概要、 内部リ ソース と外部リ ソー
スの統合方法、 Studio 設計ワーク  モデルおよびタスク、 そして Studio に付
属の追加ツールを説明します。

第 2 章 「Studio インタフェースの使用法」 では Studio へのログインおよびそ
の終了方法を説明します。 また Studio ユーザ インタフェースについても説
明します。

第 3 章 「データの管理」 では、 オーガニゼーシ ョ ン、 ユーザ、 ロール、 ビジ

ネス  カレンダー、 タスク  ルーティングの作成および保守方法を説明します。
また、 セキュ リ ティの概念と、 ユーザおよびロールのパーミ ッシ ョ ンの設定
方法も説明します。

第 4 章 「ワークフロー リ ソースのコンフ ィグレーシ ョ ン」 では、 外部とカス
タムのコンポーネン トおよびリ ソースを設定してワークフロー設計者が使用
できるよ うにする方法を説明します。 内容と しては、 カスタム  プラグイン、
EJB などの Java コンポーネン ト、 XML ベースのイベン トおよび WebLogic 
Integration XML リ ポジ ト リ などが含まれています。

第 5 章 「ワークフロー テンプレートの定義」 では、 WebLogic Integration 
ワークフロー テンプレート、 テンプレート定義、 およびワークフロー コン
ポーネン ト （ノード、 接続、 変数、 6 つの各ノード  タイプのプロパティな
ど） の定義方法と保守方法を説明します。 さ らに、 ワークフロー設計のガイ
ド ラインも提供します。

第 6 章 「アクシ ョ ンの定義」 では、 タスク、 ワークフロー、 統合、 およびそ

の他多数のアクシ ョ ンを使用してワークフロー アクティ ビティを実行する方
法を説明します。 さ らに、 ワークフロー設計のガイ ド ラインも提供します。
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第 7 章 「XML エンティティを操作」 では、 Studio 内蔵の XML エディ タ と、
WebLogic Integration XML リ ポジ ト リ などのさまざまなソースに含まれる  
XML エンティティの取り出し、 格納、 構成および編集方法を説明します。

第 8 章 「ワークフロー式の使用法」 では、 ワークフロー式の言語および 
Expression Builder および XPath Wizard を使用したワークフロー式の作成方
法について説明します。 また、 この章ではワークフロー機能および式の構文
の参照リ ス ト も提供します。

第 9 章 「ワークフロー例外の処理」 では、 例外ハンド ラの定義および呼び出

し方法と、 例外処理アクシ ョ ンの使用法を説明します。

第 10 章 「ワークフローのモニタ リ ング」 では、 ワークフロー モニタ機能に
ついておよび状態を表示し、 実行するワークフローおよびその変数をアップ
デートする方法について説明します。 さ らに、 ワークロードのレポートや統
計を生成するこ とで、 実行後データを収集する方法も説明します。

第 11 章 「ワークフロー パッケージのインポート とエクスポート 」 では、
ワークフロー パッケージ全体を Java アーカイブ ファ イルとの間でインポー
ト / エクスポート して異なるシステム間で共有する方法を説明します。

対象読者

このマニュアルは、 WebLogic Integration Studio を使用してワークフローを設計、
開発および管理する統合スペシャ リ ス ト 、 システム管理者、 業務アナリ ス トおよ
びアプリ ケーシ ョ ン開発者を対象と しています。

このマニュアルでは、読者が J2EE™ (Java 2 Enterprise Edition: Java 2 エンタープ
ライズ エディシ ョ ン ) プラ ッ ト フォーム、 EJB™ (Enterprise JavaBeans: エンター
プライズ JavaBeans)、 BEA WebLogic Server™、 XML (eXtensible Markup 
Language: 拡張マークアップ言語 )、XPath 言語、JMS (Java Message Service: Java 
メ ッセージ サービス )、 および Java プログラ ミ ング言語に関する多少の知識を
有しているこ とを前提と しています。
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関連情報

以下の BEA WebLogic Integration ドキュ メン トには、 BPM に関連する情報が含
まれています。

『WebLogic Integration BPM ユーザーズ ガイ ド』

『BPM ワークフローの設計のベス ト  プラ クティ ス』

『WebLogic Integration Worklist ユーザーズ ガイ ド』

『BPM ク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ン プログラ ミ ング ガイ ド』

『WebLogic Integration BPM プラグイン プログラ ミ ング ガイ ド』

『BEA WebLogic Integration Javadoc』

『WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンの設計』

Studio を使用してアプリ ケーシ ョ ン統合を行う方法については、 『Application 
Integration ユーザーズ ガイ ド』 を参照して ください。

Studio を使用して B2B 統合を行う方法については、 『B2B Integration ワークフ
ローの作成』 を参照して ください。

Studio を使用してデータ統合を行う方法については、 『Data Integration プラグイ
ン ユーザーズ ガイ ド』 を参照して ください。

e-docs Web サイ ト

BEA 製品のドキュ メン トは、 BEA Systems, Inc. の Web サイ トで入手できます。
BEA のホーム ページで [製品のドキュ メン ト ] をク リ ッ クするか、 または
「e-docs」 とい う製品ドキュ メン ト  ページ
（http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html） を直接表示して ください。
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このマニュアルの印刷方法

Web ブラウザの [ ファ イル｜印刷 ] オプシ ョ ンを使用するこ とによ り、Web ブラ
ウザから このマニュアルを一度に 1 ファ イルずつ印刷できます。

このマニュアルの PDF 版は、 Web サイ トで入手できます。 WebLogic 
IntegrationPDF を Adobe Acrobat Reader で開く と、 マニュアルの全体 （または一

部分） を書籍の形式で印刷できます。 PDF を表示するには、 WebLogic 
Integration ドキュ メン トのホーム ページを開き、 [PDF版 ] ボタンをク リ ッ ク し
て、 印刷するマニュアルを選択します。

Adobe Acrobat Reader がない場合は、 Adobe の Web サイ ト
（http://www.adobe.co.jp/） で無料で入手できます。

サポート情報

BEA WebLogic Integration のドキュ メン トに関するユーザからのフ ィードバッ ク
は弊社にとって非常に重要です。 質問や意見などがあれば、 電子メールで 
docsupport-jp@bea.com までお送り ください。 寄せられた意見については、
WebLogic Integration のドキュ メン ト を作成および改訂する  BEA の専門の担当者
が直に目を通します。

電子メールのメ ッセージには、 ご使用の WebLogic Integration のリ リースをお書
き添えください。

本バージ ョ ンの BEA WebLogic Integration についてご不明な点がある場合、 また
は BEA WebLogic Integration のインス トールおよび動作に問題がある場合は、
BEA WebSupport (http://websupport.bea.com/custsupp) を通じて BEA カス
タマ サポート までお問い合わせください。 カスタマ サポートへの連絡方法につ
いては、 製品パッケージに同梱されているカスタマ サポート  カードにも記載さ
れています。

カスタマ サポートでは以下の情報をお尋ねしますので、 お問い合わせの際はあ
らかじめご用意ください。
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名前、 電子メール アドレス、 電話番号およびファ ッ クス番号

会社の名前と住所

お使いの機種と コード番号

製品の名前とバージ ョ ン

問題の状況と表示されるエラー メ ッセージの内容

表記規則

このマニュアルでは、 全体を通して以下の表記規則が使用されています。

表記法 適用

〔Ctrl〕 +
〔Tab〕

複数のキーを同時に押すこ とを示す。

斜体 強調または書籍のタイ トルを示す。

等幅テキスト コード  サンプル、 コマンド とそのオプシ ョ ン、 データ構造体とそ
のメンバー、 データ型、 ディ レク ト リ、 およびファイル名とその
拡張子を示す。 等幅テキス トはキーボードから入力するテキス ト
も示す。

例

#include <iostream.h> void main ( ) the pointer psz

chmod u+w *

\tux\data\ap

.doc

tux.doc

BITMAP

float

斜体の等幅テ
キスト

コード内の変数を示す。

例

String expr
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すべて大文字
のテキス ト

デバイス名、 環境変数、 および論理演算子を示す。

例

LPT1
SIGNON
OR

{ } 構文の中で複数の選択肢を示す。 実際には、 この括弧は入力しな
い。

[ ] 構文の中で任意指定の項目を示す。 実際には、 この括弧は入力し
ない。

例

buildobjclient [-v] [-o name ] [-f 
file-list]...[-l file-list]...

| 構文の中で相互に排他的な選択肢を区切る。 実際には、 この記号
は入力しない。

... コマンド ラインで以下のいずれかを示す。

引数を複数回繰り返すこ とができる。

任意指定の引数が省略されている。

パラ メータや値などの情報を追加入力できる。

実際には、 この省略記号は入力しない。

例

buildobjclient [-v] [-o name ] [-f 
file-list]...[-l file-list]...

.

.

.

コード  サンプルまたは構文で項目が省略されているこ とを示す。
実際には、 この省略記号は入力しない。

表記法 適用
xviii WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイド



1 WebLogic Integration Studio －
はじめに

WebLogic Integration は、 ビジネス  プロセスを自動化するために役立つワークフ
ロー管理システムです。 ビジネス  プロセスは、 所期の結果をもたらすための、
相互に関連する一連のビジネス  アクティ ビティです。 ビジネス  プロセスのグラ
フ ィ ッ ク表現がワークフローです。 ワークフローは、 WebLogic Integration ク ラ
イアン ト  アプリ ケーシ ョ ンである  WebLogic Integration Studio を使用して定義
し、 モニタするこ とができます。

以下の節で、 Studio のワークフローにかかわる概念、 モデリ ング コンス ト ラ ク
ト 、 タスクおよびワーク  モデルの概要について説明します。

WebLogic Integration における  Business Process Management

Studio の概要

ビジネス  データのモデリ ング

ビジネス  プロセスのモデリ ング

ユーザ、 アプリ ケーシ ョ ン、 およびデータの統合

ワークフローの設計アプローチと タスク

Studio ツール

WebLogic Integration における Business 
Process Management

e- ビジネスの世界では、 ビジネスを迅速かつ効果的に進める必要があ り ます。
このよ う なレベルのパフォーマンスを達成するため、 多くの企業では、 Business 
Process Management システムによるビジネス  プロセスの自動化が行われていま
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1 WebLogic Integration Studio －はじめに
す。 これは、 ソフ ト ウェアを使用してビジネス  プロセスを定義、 管理、 実行す
るシステムです。 ビジネス  アクティ ビティの実行順は、 ワークフローと呼ばれ
る、 プロセスのコンピュータ表現によって規定されています。

ワークフローによって、 プロセス内のアクティ ビティのシーケンスが制御され、
それらが必要とする適切な リ ソースが呼び出され、この仕組みを通じてビジネス  
プロセスが自動化されます。 これらの リ ソースは、 必要なアクティ ビティ を遂行
するソフ ト ウェア コンポーネン トの場合もあれば、 ビジネス  プロセスが生成す
る メ ッセージに応答する人員である場合もあ り ます。

このよ う なレベルのワークフロー オート メーシ ョ ンを達成するため、 ワークフ
ロー管理システムでは、 大き く分けて以下の 3 つの分野をサポート しています。

ワークフローの定義と実行－ワークフローの定義の取り込み、 実動環境にお

けるワークフロー プロセスの管理と実行、 および実行すべきさまざまなアク
ティビティの順序付け。

データ管理－ワークフローにかかわる人員の管理、 必要に応じたタスクの再

ルーティング、 およびワークフロー アクティ ビティのスケジュールを規定す
るビジネス  カレンダーの保守。

ワークフロー モニタ－ワークフロー プロセスの状態の追跡およびワークフ
ローの実行時動的コンフ ィグレーシ ョ ン。

WebLogic Integration は以上 3 つの分野すべてのワークフロー管理をサポート し
ます。 WebLogic Integration は、 実行時プロセス  エンジンと  WebLogic 
Integration Studio によるワークフローの定義とモニタを使用してワークフローの
実行をサポート します。

ただし、 自動化ビジネス  プロセスの導入によって、 すべての人員にコンピュー
タが取って代わるわけではあ り ません。 自動化プロセスにおいても、 裁量に基づ
く決定を下す場合、 あるいは例外や問題が発生した場合の処理など、 依然と して
人員の関与が必要な場面があ り ます。 そこで、 WebLogic Integration には、 エン
ド  ユーザに割り当てられた手動タスクを表示、 実行するための Worklist アプリ
ケーシ ョ ンも含まれています。 Worklist アプリ ケーシ ョ ンの詳細については、
『WebLogic Integration Worklist ユーザーズ ガイ ド』 を参照して ください。 付属ア
プリ ケーシ ョ ンを使用しない場合は、 プログラマが WebLogic Integration API を
使用して独自にワーク リ ス ト  アプリ ケーシ ョ ンを作成するこ と もできます。 詳
細については、 『BPM ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ン プログラ ミ ング ガイ ド』
を参照して ください。
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Studio の概要
注意 : Worklist ク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ンは、WebLogic Integration のこの
リ リースでは廃止になっています。 置き換えられる機能の詳細について
は 『BEA WebLogic Integration リ リース  ノート 』 を参照してください。

Studio の概要

WebLogic Integration Studio は、 グラフ ィカル ユーザ インタフェースを備えたク
ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ンで、 以下に示すとおり、 ワークフロー設計、 ワー
クフロー モニタおよびデータ管理の 3 つの分野の機能が備わっています。

データ管理機能

システムのビジネス  ユニッ ト とユーザのモデリ ング

ユーザに対するパーミ ッシ ョ ン レベルのコンフ ィグレーシ ョ ン

指定された期間の別のユーザへのタスクの再ルーティング

ワークフロー実行の制御に使用するビジネス  カレンダーの作成

ワークフロー設計機能

グラフ ィカル プロセス  フロー ダイアグラムの作成

実行時データの保存に使用する変数の定義

実行時例外を処理するプロセスの定義

外部コンポーネン トに対するインタフェースの定義

ワークフロー モニタ機能

実行中のワークフローの状態の表示

実行中のワークフローに関連するタスクの変更 （タスクの再割り当て、

作業の強制やり直しなど）

システムのワークロード状態のグラフ ィ ッ ク表示

ボ トルネッ クや効率の悪さを発見するためのワークフロー履歴データの

表示

ワークフローの動的保守を行うためのユーザ ワーク リ ス トやロール ワー
ク リ ス トの表示
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ビジネス データのモデリング

WebLogic Integration Studioでは、 オーガニゼーシ ョ ンのデータは以下の 3 つの
カテゴ リに分類されています。

オーガニゼーシ ョ ン－ 1 つの企業全体、 1 部門、 1 地域または企業内の部署
の所在地、 その他その企業の特定の事業に関連するオーガニゼーシ ョ ン単
位。

ロール－特定のオーガニゼーシ ョ ンに所属する個人集団が担う、 そのグルー

プに共通の責任分担、 能力、 または権限レベル。

ユーザ－ワークフローによ り生成されたメ ッセージに応答するなどのワーク

フロー内の一定のタスクを実行するために必要なパーミ ッシ ョ ンを有する、
一定のロールに割り当てられた個人。

ユーザをロールに割り当てるこ とによって、 ユーザのグループがオーガニゼー
シ ョ ン内の汎用的なビジネス  ロールに基づいて手動タスクを実行するこ とが可
能になり ます。 ロールはオーガニゼーシ ョ ン内で一意に定義されます。 これによ
りオーガニゼーシ ョ ンをオーガニゼーシ ョ ン単位に分け、 異なるユーザのグルー
プがアタ ッチされたロール名を再利用できます。

ロールはオーガニゼーシ ョ ン内では一意に定義されますが、 次の図に示すよ う
に、 ユーザは、 1 つまたは複数のオーガニゼーシ ョ ンに所属でき、 各オーガニ
ゼーシ ョ ン内でも  1 つまたは複数のロールに所属できます。
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図 1-1   オーガニゼーシ ョ ン、 ユーザ、 およびロールの相互関係
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このサンプルでは、 エンジニア リ ングとサポート  サービス という  2 つのオーガ
ニゼーシ ョ ンがあ り、 それぞれに、 エンジニア （Engineer）、 QA テスタ （QA 
Tester）、 およびマネージャ （Manager） とい う ロールがあ り ます。 こ こに図示さ
れている関係は、 次の表にま とめられています。

モデリ ングが可能なその他のビジネス  データ と しては、 スケジュールやワーク
フロー ルーティングなどのビジネス  ルールがあ り ます。 勤務時間およびスケ
ジュールは、 ビジネス  カレンダーを使ってモデリ ングします。 このビジネス  カ
レンダーは、 オーガニゼーシ ョ ン、 ロールおよびユーザに関連付けるこ とができ
ます。 また、 ルーティング指定を作成して、 アクティ ビティ を一定期間、 別の
ユーザまたはロールにリダイレク トするこ と もできます。

ビジネス プロセスのモデリング

Studio では、 ビジネス  プロセスは、 モデリ ングおよびダイアグラム作成を経て、
ワークフロー テンプレート と してデータベースに保存されます。 これらのテン
プレートは、 複数のオーガニゼーシ ョ ンに関連付けるこ とができ、 異なるバー
ジ ョ ンのワークフローを保存できるよ うに、 基本的には空のコンテナとなってい
ます。 テンプレートには、 テンプレート定義が格納されていて、 同じワークフ
ローの異なるバージ ョ ンと して機能します。 テンプレート定義は、 各バージ ョ ン
のインスタンス化 （実行時環境への適用） が可能な期間を規定する有効日と終了
日によって区別されます。

表 1-1  オーガニゼーシ ョ ン、 ロールおよびユーザ

オーガニゼーシ ョ ン ロール メンバー

エンジニア リ ング エンジニア Tim、 Gary

QA テスタ Ellen

マネージャ Barbara

サポート  サービス エンジニア Gary

QA テスタ Ellen、 Kim

マネージャ Fran
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テンプレート定義では、 フローの構成要素を表す図形の描画および結合によっ
て、 モデリ ングするビジネス  プロセスを表現します。 プログラム制御は、 次の
図に示すよ うに、 ノード と コネクタを表すシェイプによって視覚的に表現されま
す。

図 1-2   Studio ワークフロー テンプレート定義 : 設計領域
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さ らに、 テンプレート定義には、 実行時に各種のアクティビティを実行するアク
シ ョ ン と例外ハンド ラ、 および実行時データを収集、 保存、 配布するための変数
も含まれています。 テンプレート定義コンポーネン トについては、 以下の節でさ
らに詳し く説明します。

ノード

ノードは、 ワークフローをグラフ ィ ッ クに表現するために使用する幾何学的図形
です。 Studio には、 以下の 7 つのノードがあ り ます。

開始－ワークフローの開始を表します。

タスク－ユーザが割り当てたタスクまたはある作業単位を構成するアクシ ョ

ン （「アクシ ョ ン」 を参照） のグループを表します。

イベン ト－ XML メ ッセージの受信によって ト リガできる待機状態を表しま
す。 イベン トが ト リガされる と、 フローは先へ進みます。

AND 結合－複数のワークフロー パスの単一パスへの結合を表します。 この
結合では、 結合ノードによって リ ンク されたすべてのワークフロー パスの処
理が完了しない限り、 フローが先へ進むこ とはあ り ません。

OR 結合－複数のワークフロー パスの単一パスへの結合を表します。 この結
合では、 結合ノードによって リ ンク されたワークフロー パスのうち 1 つのみ
処理が完了する とフローは先へ進みます。

分岐－有効または無効と して評価されるべき条件 （ノード内で指定される）

を表します。 ワークフローがたどる経路は、 評価結果によって決ま り ます。

完了－ワークフローの終了を表します。

アクシ ョ ン

ワークフローの動作はアクシ ョ ンによって定義されるため、 アクシ ョ ンはある意
味では、 ワークフローの基本構成要素だと言えます。 アクシ ョ ンには、 タスクの
ユーザへの割り当てなどの単純なものもあれば、 XML メ ッセージの送信や EJB 
(Enterprise JavaBean) メ ソ ッ ドの呼び出しなどの複雑なものもあ り ます。 アク
シ ョ ンは、 すべてのノード （結合ノードを除く）、 例外ハンド ラおよび他のアク
シ ョ ンにも追加できます。
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アクシ ョ ンには以下のよ うに、 いくつかのタイプがあ り ます。

[ タスク ] アクシ ョ ン－手動タスクのユーザまたはロールへの割り当て、 およ
びタスク  ノード実行の制御に使用します。

[ ワークフロー ] アクシ ョ ン－現在のワークフローの停止やサブワークフロー
の開始など、 ワークフロー全体を管理するために使用します。

[統合 ] アクシ ョ ン－ワークフローと外部ソフ ト ウェア コンポーネン トや外部
アプリ ケーシ ョ ンとの統合に使用します。 この統合は、 たとえば、 実行可能
プログラムの呼び出しまたは別のアプリ ケーシ ョ ンへの XML メ ッセージの
送信によって実行できます。 統合アクシ ョ ンによって実行される操作につい
ては、 1-10ページの 「ユーザ、 アプリ ケーシ ョ ン、 およびデータの統合」 で
さ らに詳し く説明します。

[例外処理 ] アクシ ョ ン－例外ハンド ラの呼び出し と終了に使用します。 ま
た、 あるワークフローに対して例外ハンド ラをアクティブにするためにも使
用します。

[ その他 ] アクシ ョ ン－電子メールの送信、 監査エン ト リの作成、 またはワー
クフロー イベン トの取り消しなどの追加のアクシ ョ ンの実行に使用します。

[ カスタム ] アクシ ョ ン （plug-in） － WebLogic Integration プラグイン フレー
ムワーク向けにプログラ ミ ングされるアクシ ョ ンで、 Studio からアクセスで
きます。 プラグイン フレームワークの詳細については、 『WebLogic 
Integration BPM プラグイン プログラ ミ ング ガイ ド』 を参照して ください。

変数

変数には、 実行時の値と、 Java コンポーネン トや着信 XML ドキュ メン ト など通
常外部ソースから取得されるデータが格納されます。 変数は、 ワークフロー ア
クシ ョ ンによって定数値に設定するこ と もできます。 ワークフローで変数を使用
する目的はいくつかあ り、 たとえば、 分岐ノードでの条件の評価、 テンプレート
定義のラベル作成、 ワークフローの実行時情報の格納などがそ うです。

WebLogic Integration は、 以下のタイプの変数をサポート しています。 [ブール
]、 [日付 ]、 [倍精度 ]、 [ エンティティ  EJB]、 [整数 ]、 [Java オブジェク ト ]、 [
セッシ ョ ン EJB]、 [文字列 ]、 および [XML] の各型がある。 日付型は、 プラグイ
ン フレームワーク用に開発されたプラグイン型を使用して拡張できます。
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例外ハンドラ

例外ハンド ラは、 内部的または外部的に生成された例外条件の生成、 ト ラ ップ、
応答に使用します。 例外は、 ワークフローの設計時に見つけて ト ラ ップすべき異
常条件である場合もあれば、 ト ラ ップして適切な応答を行うべきサーバ例外であ
る場合もあ り ます。 ワークフローには、 指定すべき一連のアクシ ョ ンから成るカ
スタム定義の例外ハンド ラを含めるこ とができます。

ユーザ、 アプリケーシ ョ ン、 およびデータ
の統合

Studio は、 WebLogic Integration の設計ツールと して、 Business Process 
Management 以上の機能を備えていて、 ビジネス  サイクルにおける手動操作と自
動操作を統合するために役立ちます。 Studio を使用して、 ファ イアウォールの両
側にあるク ラ イアン ト と対話しながら、 またデータの変換を行いながら、 Web 
ベース  アプリ ケーシ ョ ンとバッ クエンド  アプリ ケーシ ョ ンを統合するアクシ ョ
ンを実行できます。 B2B Integration、 Application Integration、 Data Integration な
どの BPM 用プラグイン機能の詳細については、 以下のドキュ メン ト を参照して
ください。

Application Integration ユーザーズ ガイ ド

B2B Integration ワークフローの作成

Data Integration プラグイン ユーザーズ ガイ ド

以下の節では、 Studio の基本アクシ ョ ンによって可能な統合シナリオのサンプ
ル、 およびワークフローが XML メ ッセージング、 ビジネス  オペレーシ ョ ン、 カ
スタム開発によるプラグインなどを介して外部コンポーネン ト と インタフェース
を取る手段について説明します。
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ユーザおよびクライアン ト  アプリケーシ ョ ンを統
合する

ワークフローは、 Worklist アプリ ケーシ ョ ンまたはカスタムのク ライアン ト  ア
プリ ケーシ ョ ンを介して、 以下の方法によってシステム ユーザと対話します。

Worklist またはカスタム ク ラ イアン ト を通じて直接対話する方法

Worklist またはカスタム ク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ンとの内部 XML/JMS 
メ ッセージングによって、 フォームの表示などの追加の操作を行う方法

電子メールによる方法

ワークフローでは、 システムの外部のユーザと も電子メールで対話できます。

次の図は、 ワークフロー、 ク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ンおよびユーザ間で実
行されるさまざまな対話活動を示しています。 図に続いて、 それぞれのシナリオ
について説明します。
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図 1-3   ユーザおよびクライアン ト  アプリケーシ ョ ンの統合
 

1. Worklist ユーザによってワークフローが開始されます。

2. タスクをユーザに割り当てる と、 Worklist ユーザにタスク実行の通知が送信
されます。

3. ク ライアン トに XML を送信する と、 XML メ ッセージが Worklist アプリ
ケーシ ョ ンに送信されて、 メ ッセージ プロンプ ト またはフォームの表示を指
示したり、 そのク ライアン ト上の実行可能プログラムまたはカスタム  コン
ポーネン ト を呼び出します。 このメ ッセージに応答して、 Worklist アプリ
ケーシ ョ ンからワークフローに XML メ ッセージが返信されます。
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4. 電子メール送信機能によって、 WebLogic Integration システムの外部の 
Worklist ユーザやク ライアン トにプログラム エンジンから電子メールを送信
するこ とが可能になり ます。

外部コンポーネン トおよびアプリケーシ ョ ンを統合
する

ワークフローは、 以下の種類の外部ソフ ト ウェア コンポーネン ト と統合できま
す。

JSP (Java Server Pages) やサーブレッ ト などの Web コンポーネン ト を含む外
部システム

従来のシステム、 パッケージ アプリ ケーシ ョ ンなどの企業情報システム

データベース管理システム （DBMS）

これらの外部コンポーネン ト を統合しておく と、 以下の方法によってワークフ
ローとそれら とのデータ交換が可能になり ます。

XML/JMS メ ッセージング

EJB または Java のク ラス  メ ソ ッ ドによって表現するワークフローのビジネ
ス  オペレーシ ョ ン

プラグイン フレームワークを使用した、 Java ク ラスおよび EJB で構成され
るプラグイン コンポーネン ト

次の図は、 ワークフローと外部コンポーネン ト との対話を可能にするさまざまな
手段を示しています。 図に続いて、 それぞれのシナリオについて説明します。
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図 1-4   外部コンポーネン トおよびアプリケーシ ョ ンの統合

1. ワークフローが ト リガされ、 送信元アプリ ケーシ ョ ンからの XML メ ッセー
ジが内部 JMS キューで受信されるこ とによってデータが取得されます。

2. ビジネス  オペレーシ ョ ンを実行する と、 以前からあった Java コンポーネン
トや、 特に該当するワークフロー アプリ ケーシ ョ ン用に作成されたコンポー
ネン トが呼び出されて、 パラ メータが直接ワークフローからコンポーネン ト
に渡され、 再びワークフローに戻されます。

3. プログラムを呼び出すと、 サーバ上の実行可能プログラムが起動します。
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4. ワークフローの進行中は、 送信元アプリ ケーシ ョ ンからの XML メ ッセージ
が 内部 JMS キューで受信されるこ とによって、 イベン トの ト リ ガやデータ
の取得が行われます。

5. 外部 JMS ト ピッ クまたはキューに XML メ ッセージがポスティングされる
と、 その ト ピッ クにサブスク ライブする、 またはそのキューから メ ッセージ
を受信する外部アプリ ケーシ ョ ンに、 通知やデータが送信されます。

6. プラグイン アクシ ョ ンが実行される と、 他のアプリ ケーシ ョ ンやシステムを
統合するために記述されたカスタムの Java コードが呼び出されます。

ワークフローを統合する

以下の方法で、 ワークフロー間の交信を行う こ とができます。

相互に直接呼び出す方法

XML/JMS メ ッセージングを介する方法

次の図は、 ワークフロー間で行われるさまざまな対話を示しています。 図に続い
て、 それぞれのシナリオについて説明します。
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図 1-5   ワークフローの統合

1. ワークフローが ト リガされ、 別の送信元ワークフローからの XML メ ッセー
ジが内部 JMS キューで受信されるこ とによってデータが取得されます。

2. ワークフローは、 呼び出された開始ノードによって設定され、 直接別のワー
クフローによって開始されます。 これらのワークフローは直接パラ メータを
やり と り します。

3. 内部 JMS キューに XML メ ッセージがポスティングされる と、 別のワークフ
ローに通知やデータが送信されて、 その開始ノードまたはその中のイベン ト
が ト リガされます （1 の場合と同様）。
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4. ワークフローの進行中は、 別の、 送信元ワークフローからの XML メ ッセー
ジが 内部 JMS キューで受信されるこ とによって、 イベン トの ト リガやデー
タの取得が行われます （1 の場合と同様）。

5. ワークフローを開始する と、 呼び出されたワークフローが開始され、 直接そ
のワークフローとパラ メータのやり と りが行われます （2 の場合と同様）。

データを統合する

XML メ ッセージの交換に加えて、 ワークフローによって、 XML ドキュ メン ト
をあるフォーマッ トから別のフォーマッ トに変換して、 外部アプリ ケーシ ョ ンに
渡せるよ うにするこ とができます。

図 1-6   データの統合

このシナリオでは、 ワークフローで XSL (Extensible Stylesheet Language: 拡張ス
タイルシート言語 ) テンプレート を使用して、 XML ドキュ メン トの他の構造へ
の変換が行われます。
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ワークフローの設計アプローチとタスク

システム設計理論では、 理想的なシステム設計はト ップダウンのアプローチであ
る と されています。 現実には、 システム設計にはト ップダウン、 ボ ト ムアップの
両方のアプローチが採用されています。 次の図に示すよ うに、 WebLogic 
Integration ワークフローの設計にも、 この 2 つのアプローチが使われています。

図 1-7   ワークフローの設計

このドキュ メン トの組織原理と して採用されているのが ト ップダウン アプロー
チです。 ただし、 ト ップダウン、 ボ ト ムアップの両方と もが有効であ り必要でも
あるため、 実践的には、 通常は両方が採用されます。 Studio の特定の設計タスク
および設計段階に対する両方のアプローチについては、 以下の節で説明します。

ト ップダウン アプローチ
Studio のグラフ ィカル ユーザ インタフェースでは、 ト ップダウン アプローチが
採用されていて、 ほとんどの外部コンポーネン ト要素はあらかじめ開発済みと
なっています。 このアプローチの場合、 ワークフロー定義プロセスは、 基本アク
ティビティの高レベルのグラフ ィ ッ ク表現およびアプリ ケーシ ョ ンが実現するロ
ジッ クのマッピングから始まって、 よ り詳細な指定へと掘り下げていきます。
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このワーク  モデルは、 次のフローチャートに示します。 Studio での WebLogic 
Integration ワークフローのモデリ ング、 設計、 定義、 テス トの各段階で実行する
主なタスクがま とめられています。 このドキュ メン トで用いた構造のベース と
なっているのがこのモデルです。 手順 3 以降の各手順は、 このドキュ メン トで取
り上げる ト ピッ クに対応しています。 この図については、 この後、 詳し く説明し
ます。 この設計プロセスには、 タスクが繰り返される という循環的な特徴があ り
ますが、 視覚的な単純化のため、 フローチャートではこの性質を実際にループで
表現していないので注意してください。
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図 1-8   Studio の設計ワーク  モデルト ップダウン アプローチ

1. ビジネス  アナリ シスの段階では、 アプリ ケーシ ョ ン要件およびデータ要件の
特定、 統合すべき既存コンポーネン トおよびアプリ ケーシ ョ ンの確認、 所属
オーガニゼーシ ョ ンのビジネス  ルールおよびビジネス構造を捕捉するための
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データ  モデルの定義を行います。 これには、 サードパーティの設計ツールで
ワークフローのモデリ ングに着手するこ と もあ り ます。 この段階の詳細につ
いては、 『WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンの設計』 を参照して ください。

2. リ ソース開発段階では、 EJB やカスタム Java ク ラス、 XML ドキュ メン トお
よびワークフローから発信する メ ッセージおよび接続されたアプリ ケーシ ョ
ンやコンポーネン トから着信する メ ッセージで使用されるスタイル シート な
どの Java コンポーネン ト、 およびプラグイン コンポーネン トの開発を行い
ます。 この段階の詳細については、 『WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンの
設計』 を参照して ください。

3. 設計の前段階では、 Studio を使用してビジネス  データのコンフ ィグレーシ ョ
ンを行います。 この段階のタスクについては、 第 3 章 「データの管理」 で説

明します。 これらのタスクは、 最初に 1 度だけ行い、 後は、 ビジネス  ルール
の変更や人事異動の際に必要に応じて行います。

4. この時点で、 手順 2 で作成した任意の外部リ ソースに対して、 ワークフロー
からグローバルにアクセスできるよ うに、 その設定に着手して ください。 こ
の段階のタスクについては、 第 4 章 「ワークフロー リ ソースのコンフ ィグ
レーシ ョ ン」 で説明します。 これらの手順は、 ワークフローの具体的要件の
明確化に伴い、 設計段階の前後で繰り返し行う こ とにな り ます。

5. 実際の設計段階では、 ワークフロー テンプレートおよびテンプレート定義の
設定から着手します。 次に、 各ノードをワークフロー ダイアグラムに追加お
よび接続し、 変数およびノード  プロパティを定義して、 高レベルのプロセス  
フローを定義します。 これらのタスクについては 「ワークフロー テンプレー
トの定義」 で説明しますが、 手順 8 で説明するワークフロー式を何らかの形
で使用する必要があ り ます。

6. ノードの作成後、 「アクシ ョ ンの定義」 で説明する とおり、 アクシ ョ ンの定
義と追加に着手します。

7. アクシ ョ ンを定義する際、 手順 2 および手順 3 で作成およびコンフ ィグレー
シ ョ ンを行った XML ドキュ メン トのインポートが必要となる場合があ り ま
す。 また、 ワークフロー アクシ ョ ン内で XML コンテンツを構成しなければ
ならない場合もあ り ます。 これらのタスクについては、 第 7 章 「XML エン
ティティ を操作」 で説明します。

8. ワークフローの設計プロセス全体を通じて、 ワークフロー式言語でフォー
マッ ト されたデータの入力が必要ですが、 このフォーマッ トには、 リ テラ
ル、 定数、 変数、 実行時データを供給する埋め込み関数を格納できます。
ワークフロー式のセマンティ クスおよび構文については、 第 8 章 「ワークフ

ロー式の使用法」 で説明します。
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9. テンプレート定義にカスタム例外ハンド ラを追加するには、 実行時例外の発
生時に実行すべきアクシ ョ ンのサブフローおよび例外ハンド ラを終了してメ
イン プログラム フローに戻る方法を定義します。 これらのタスクについて
は、 第 9 章 「ワークフロー例外の処理」 で説明します。 例外ハンド ラを定義

した際、 手順 6 で説明したよ うに、 ノードにアクシ ョ ンをも う  1 度追加して
参照できるよ うにする必要があ り ます。

10. こ こで、 ワークフローを実行してテス トするこ とができます。 Studio には、
実行中のワークフロー インスタンスを表示して設計エラーを見つけるために
役立ついくつかのモニタ機能が備わっています。 モニタ機能については、 第 
10 章 「ワークフローのモニタ リ ング」 で説明します。 設計上の不具合と思わ

れるものが見つかった場合は、 アクシ ョ ンの再設定、 式の再定義など、 これ
まで説明してきた設計プロセスの手順をやり直す必要があ り ます。

11.設計実施の後段階では、 つま り、 ワークフローのテス トが完了して、 正常に
実行している段階では、 ワークフローや自分で作成、 コンフ ィグレーシ ョ ン
を行った任意のリ ソースを、 Java アーカイブ パッケージにエクスポートでき
ます。 その後、 エクスポート したパッケージを再インポート して、 プロセス  
サイクル全体を再開できます。 インポートおよびエクスポートのタスクにつ
いては、 第 11 章 「ワークフロー パッケージのインポート とエクスポート 」
で説明します。

ボトムアップ アプローチ
Studio でのタスク設計に対するボ ト ムアップ アプローチでは、 テンプレート定
義にコピーまたはインポート してフローに組み込むこ との可能な、 変数、 アク
シ ョ ン、 ノード、 ノード  グループで構成された再利用およびエクスポート可能
な設計パターンのカタログを作成する必要があ り ます。 このアプローチでも、 や
はり、 アプ リ ケーシ ョ ンの要件を分析し、 必要な リ ソースを整備する という事前
タスクを完了しておく必要があ り ます。 ただし、 このアプローチでは、 高レベル
のプログラム フローの概要を定義するこ とから着手するのではなく、 使用可能
な Studio アクシ ョ ンをワークフローにおいて頻出する操作にマッピングし、 そ
れらのアクシ ョ ンの詳細を定義するこ とから着手します。 このアプローチによる
推奨ワーク  モデルは、 以下の手順で構成されます。

1. アクシ ョ ンが参照する必要のあるすべてのグローバル エンティティを定義し
ます。 このエンティティには、 ビジネス  カレンダー （3-4ページの 「ビジネ
ス  カレンダーの管理」 参照） およびビジネス  オペレーシ ョ ンも含まれます
（4-9ページの 「ビジネス  オペレーシ ョ ンのコンフ ィグレーシ ョ ン」 参照）。
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2. ワークフロー テンプレートおよびテンプレート定義を作成またはインポート
します。 これらのタスクについては、 5-3ページの 「テンプレートに関する
作業」 および 5-7ページの 「テンプレート定義に関する作業」 で説明します。

3. ワークフローに頻出するアクティ ビティを実行する ノード  アーキタイプを追
加、 定義します。 これらのタイプ、 および各タイプを構成するアクシ ョ ンに
ついては、 6-1ページの 「アクシ ョ ンの概要」 で説明します。

4. アドレス指定メ ッセージング、 イベン トによって ト リガされる処理、 ワーク
フロー間通信などの機能を利用するために使用する可能性のあるワークフ
ロー関数およびその他の式コンポーネン ト を検索します。 関数については、
「ワークフロー式の使用法」 の 8-5ページの 「関数の使用法」 で説明します。

5. ビジネス  オペレーシ ョ ン用のインスタンス変数、 XML ドキュ メン ト を格納
する  XML 変数など、 呼び出されたワークフローに対する入力変数および出
力変数など、 アクシ ョ ンが頻繁に参照する必要のある変数を定義します。 変
数定義タスクについては、 5-28ページの 「変数に関する作業」 で説明しま
す。

6. 式、 ビジネス  オペレーシ ョ ン用のパラ メータ、 XML イベン ト をポスティン
グするアクシ ョ ン用の JMS メ ッセージ オプシ ョ ン、 XML ドキュ メン ト を埋
め込むアクシ ョ ン用の XML ドキュ メン ト  コンテンツなど、 これらのノード  
タイプ に含まれるアクシ ョ ンに対するすべての低レベル詳細を定義します。
ユーザ、 ロール、 またはオーガニゼーシ ョ ンを参照するアクシ ョ ンは、 実際
のビジネス要件を表現するエンティティを定義が済むまで、 デフォルト  アク
シ ョ ンをプレースホルダと して使用するこ と も可能です。

7. 開始、 イベン ト、 タスクの各ノードについて、 具体的なノード  プロパティを
定義します。 これらのタスクについては、 5-34ページの 「ノードのプロパ
ティの定義」 で説明します。

8. 例外ハンド ラ とそのアクシ ョ ンを設定します。

9. 作成したコンポーネン ト を新しいワークフロー テンプレートにコピーします
（5-26ページの 「ノードをコピーする」 を参照）。 あるいは、 新しいテンプ
レートに再インポートできるよ うに、 テンプレート定義を Java アーカイブ 
ファ イルにエクスポート します。

10. あらかじめ定義しておいたノードをフローに配置して、 新しいテンプレート
定義に関係する高レベルのオーガニゼーシ ョ ンのデータを定義します。
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Studio ツール

Studio には、 プロセス  フロー設計に使用するグラフ ィ ッ ク描画エンジンに加え
て、 以下のよ うな、 外部リ ソース管理およびワークフロー プロパティ定義に役
立つ各種ツールも備わっています。

XML ファ インダ

XML ファ インダは、 スキーマ、 文書型定義、 メ ッセージ フォーマッ ト など、
データベース表やファイルに保存されている、 タイプの異なる  XML コンテ
ンツにアクセスして整理するために役立つファ イルおよびコンテンツの管理
ツールです。 XML ファ インダについては、 4-27ページの 「リポジ ト リにあ
るエンティティの管理」 および 7-19ページの 「XML ファ インダによる  
XML エンティティの取り出し とエクスポート 」 で説明します。

XML エディ タ

Studio アクシ ョ ンの多くは、 XML ドキュ メン ト をワークフローから構成、
インポートおよびエクスポートするために役立ちます。 これらのアクシ ョ ン
には、 XML ドキュ メン ト  テンプレートの新しい構成、 既存ドキュ メン トの
編集、 および XML スキーマに照らしたコンテンツの検証に使用できる  
XML エディ タが含まれています。 XML 編集機能については、 第 7 章
「XML エンティティを操作」 で説明します。

Expression Builder

Studio のダイアログ ボッ クスの多くは、 ワークフロー式の構文でデータを入
力する必要があ り ます。 Expression Builder は、 演算子、 リ テラル、 ワークフ
ロー関数、 自分で作成した変数などのカタログから選択した要素を使用し
て、 コンポーネン ト ごとに式を作成するための編集ツールです。 式が完成し
たと きに、 Expression Builder によって構文の確認が行われ、 エラーがあれば
通知されます。 Expression Builder については、 8-28ページの 「Expression 
Builder の使い方」 で説明します。

XPath Wizard

着信した XML ドキュ メン トからコンテンツを抽出するには、 XPath 関数を
使用して XML 要素や XML 属性に含まれているターゲッ ト  データを検索し
ます。 XPath Wizard は、 サンプルの XML ドキュ メン トやスキーマ、 DTD 
で生成した XML から選択したコンテンツから、 XPath 言語の構文を習得す
るこ とな く、 XPath 式を自動的に生成させるポイン ト  アンド  ク リ ッ ク  ツー
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ルです。 XPath Wizard については、 8-31ページの 「XPath Wizard を使用す
る  XPath 式の作成」 で説明します。

Import/Export ウ ィザード

Import/Export ウ ィザードを使って、 ワークフロー テンプレート、 テンプ
レート定義、 ビジネス  オペレーシ ョ ン、 イベン ト  キー、 プラグイン、 XML 
エンティティなどのシステム内で定義済みの関連リ ソースのすべてをエクス
ポートできます。 ワークフロー オブジェク トは Java アーカイブファイルに
エクスポート され、 Studio が実行されている任意のシステムにインポートで
きます。 Import/Export ウ ィザードについては、 第 11 章 「ワークフロー パッ
ケージのインポート とエクスポート 」 で説明します。
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2 Studio インタフェースの使用法

この章では、 Studio の起動方法について説明し、 Studio のグラフ ィカル ユーザ 
インタフェースの概要について説明します。

Studio の起動と ログオン

Studio インタフェースの概要

インタフェース  ビューの使用法

Studio の終了

Studio の起動とログオン

Studio は、 以下のいずれかの方法で起動します。

Windows システムで、 [ スタート｜プログラム｜ BEA WebLogic Platform 7.0
｜WebLogic Integration 7.0｜ Studio] を選択します。

UNIX システムの場合、 WLI_HOME/bin ディレク ト リに移動し、 studio コマ
ンドを実行します。

たとえば、 WebLogic Integration が /home/bea/weblogic700/integration 
ディレク ト リにインス トールされている場合、 次を入力します。

cd /home/bea/weblogic700/integration/bin

. ./studio

[WebLogic Integration へのログオン ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。
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図 2-1   [WebLogic Integration へのログオン ] ダイアログ ボックス

WebLogic Integration にログオンする手順は、 次のとおりです。

1. ユーザ名とパスワードを該当するフ ィールドに入力します。 Studio のユーザ
名およびパスワードの割り当てを受けていない場合は、 デフォルトのユーザ
名とパスワードを入力します。 デフォルトのユーザ名とパスワードのリ ス ト
については、 『WebLogic Integration の起動、 停止およびカスタマイズ』 の
「はじめに」 にある 「WebLogic Integration ユーザおよびパスワード」 を参照
して ください。

注意 : ユーザ名とパスワードは大文字と小文字の区別が必要です。 ユーザ名
とパスワードは必ず小文字で入力して ください。

2. [サーバ URL （プロ ト コル : ホス ト  : ポート ） ] フ ィールドで、 WebLogic 
Integration サーバを実行しているシステムを以下のよ うに指定します。
t3://host:port

host は、 WebLogic Integration サーバを実行しているシステムのコン
ピュータ名または IP アドレスです。 サーバを Studio アプリ ケーシ ョ ンと
同じコンピュータ上で実行している場合は、 localhost を指定します。

port は、 WebLogic Integration サーバのインス トール時にリ スン ポート
に対して指定した番号です。 デフォルトは 7001 です。

ク ラスタ化サーバにログインするには、 [ サーバ URL （プロ ト コル : ホス ト  : 
ポート ） ] フ ィールドに次のよ うに入力します。
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t3://host1,host2,host3:port

この場合、 host1、 host2、 および host3 は WebLogic Integration ク ラスタ
化サーバのコンピュータ名または IP アドレスです。

3. [OK] をク リ ッ ク して Studio のメ イン ウ ィンド ウを表示します。

図 2-2   WebLogic Integration Studio メイン ウィンドウ

Studio インタフェースの概要

この節では、 Studio ユーザ インタフェースの各部分およびそれぞれの機能につ
いて説明します。
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メニュー オプシ ョ ン
以下の節では、 Studio でのメニュー バーの使い方について説明します。

[ ファイル ] メニュー
[ ファ イル｜オプシ ョ ン ] の順に選択し、 以下の表に示す機能を実行します。

[表示 ] メニュー
[表示｜オプシ ョ ン ] の順に選択し、 以下の表に示す機能を実行します。

メニュー オプシ ョ ン 機能

[ ログオン ] WebLogic Integration サーバにログオンする。

[ ログオフ ] WebLogic Integration サーバからログオフする。

[終了 ] WebLogic Integration サーバからログオフして、
WebLogic Integration Studio を終了する。

メニュー オプシ ョ ン 機能

[最新の情報に更新 ] 別のクライアン ト  アプリ ケーシ ョ ンによってデータベー
スが変更された場合に、 情報を更新する。

[ フローチャートで色
を使用 ]

ワークフロー図をカラーまたは白黒で表示する。

[選択内容とツ リーを
同期 ]

フォルダ ツ リー階層内のワークフロー コンポーネン ト
を、 設計領域のワークフロー コンポーネン ト と同期させ
る。 たとえば、 ワークフロー図内の開始ノードをク リ ッ
クする と、 フォルダ ツ リー階層構造内の対応する開始
ノード  フォルダが開く。
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[ コンフ ィグレーシ ョ ン ] メニュー
[ コンフ ィグレーシ ョ ン｜オプシ ョ ン ] の順に選択し、 以下の表に示す機能を実
行します。

[ルッ ク & フ ィール ] Studio 表示のルッ ク & フ ィールを変更する。 オプシ ョ ン
は次のとおり。

Metal

CDE/Motif

Windows

[ インタフェース  
ビュー . .]

ビジオネス  オペーレーシ ョ ン、 サブワークフロー、
XML ドキュ メン トおよびプラグインを表す追加の視覚
オブジェク ト を表示する。 このメニュー項目を設定する
と  [ インタフェース  ビュー 設定 ] ダイアログ ボッ クスが
表示される。 インタフェースの表示プリ ファレンスの設
定方法については、 2-13ページの 「インタフェース  
ビューの使用法」 を参照。 開始、 イベン ト 、 または完了
ノードに、 プラグインによって定義されたカスタム プロ
パティが含まれる場合、 ノードのアイコンの右上隅に小
さなプラグイン アイコンが表示されます。

メニュー オプシ ョ ン 機能

メニュー オプシ ョ ン 機能

[ オーガニゼーシ ョ ン ] ビジネス  エンティティや地理的な位置など、 企業の特定
のビジネスを区別するオーガニゼーシ ョ ンを定義する。
オーガニゼーシ ョ ンを定義する方法の詳細については、
3-11ページの 「オーガニゼーシ ョ ンの保守」 を参照。

[ ビジネス  オペレー
シ ョ ン ]

EJB インスタンスまたは Java Class インスタンスに関す
る メ ソ ッ ド呼び出しを表す、 ビジネス  オペレーシ ョ ンを
定義する。 ビジネス  オペレーシ ョ ンを定義する方法の詳
細については、 4-9ページの 「ビジネス  オペレーシ ョ ン
のコンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照。
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[ ツール ] メニュー
[ ツール｜オプシ ョ ン ] の順に選択し、 以下の表に示す機能を実行します。

[ イベン ト ] イベン ト  キーの式を定義する。 イベン ト  キー式を定義
する方法の詳細については、 4-21ページの 「イベン ト  
キーのコンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照。

[ プラグイン ] 使用可能なプラグインを、 表示およびコンフ ィグレー
シ ョ ンする。 プラグインのコンフ ィグレーシ ョ ン方法の
詳細については、 4-3ページの 「プラグインのコンフ ィ
グレーシ ョ ン」 を参照。

[パーミ ッシ ョ ン ] ユーザおよびロールのパーミ ッシ ョ ン レベルを定義す
る。 パーミ ッシ ョ ン レベルを定義する方法の詳細につい
ては、 3-29ページの 「ユーザに対してパーミ ッシ ョ ンを
設定する」 および 3-28ページの 「ロールに対してパー
ミ ッシ ョ ンを設定する」 を参照。

[ ロール マッピング ] 現在定義されているロールを WebLogic Server グループ
に対してマップする。 ロールのマッピングの詳細は、
3-25ページの 「ロールに対するマッピングを変更する」
を参照。

メニュー オプシ ョ ン 機能

メニュー オプシ ョ ン 機能

[パッケージをエクス
ポート  . .]

ワークフロー オブジェク ト を JAR ファ イルと してエク
スポートする。 パッケージをエクスポートする方法の詳
細については、 第 11 章 「ワークフロー パッケージのイ
ンポート とエクスポート 」 を参照。

[パッケージをイン
ポート  . .]

ワークフロー オブジェク ト を JAR ファ イルからイン
ポートする。 パッケージをインポートする方法の詳細に
ついては、 第 11 章 「ワークフロー パッケージのイン
ポート とエクスポート 」 を参照。
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[ヘルプ ] メニュー
[ヘルプ｜オプシ ョ ン ] の順に選択し、 以下の表に示す機能を実行します。

フォルダ ツリー表示
WebLogic Integration Studio インタフェースにはフォルダ ツ リー表示が含まれて
いて、 ワークフロー コンポーネン ト を標準ツ リー構造で表示します。

[XML ファ インダを表
示 . .]

XML リ ポジ ト リの管理に使用する  [XML ファ インダ ] 
ダイアログ ボッ クスを表示する。 XML リ ポジ ト リ を管
理する方法の詳細については、 4-27ページの 「リポジ ト
リにあるエンティティの管理」 を参照。

メニュー オプシ ョ ン 機能

メニュー オプシ ョ ン 機能

[ヘルプ ト ピッ ク ] Studio のオンライン ヘルプにアクセスする。

[ プラグイン ヘルプ ] ロード したプラグインのオンライン ヘルプにアクセスす
る。

[WebLogic Integration 
Studio のバージ ョ ン情
報 ]

WebLogic Integration Studio ソフ ト ウェアのバージ ョ ン情
報を表示する。
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図 2-3   WebLogic Integration フォルダ ツリー表示

異なるオーガニゼーシ ョ ンを選択するには、 ウ ィンド ウ最上部の [ オーガニゼー
シ ョ ン ] ド ロ ップダウン リ ス ト を使用します。

フォルダ ツ リー表示に示される以下の各項目の詳細を表示するには、 該当する
項目をダブルク リ ッ ク して展開します。

テンプレート

カレンダー

ユーザ

ロール

ルーティング

作業負荷レポート
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統計レポート

たとえば、 [ テンプレート ] フォルダをダブルク リ ッ クする と、 ワークフロー テ
ンプレートの リ ス トが表示される。 ワークフロー テンプレート をダブルク リ ッ
クする と、 すべてのワークフロー テンプレート定義のリ ス トが表示される。 特
定のワークフロー テンプレート定義を展開する と、 そのワークフロー テンプ
レート定義に対する  タスク、 分岐、 イベン ト、 結合、 開始、 完了、 変数 などを
格納しているフォルダが表示されます。

フォルダツ リーにあるほとんどの項目は、 右ク リ ッ クする と強調表示され、 その
項目に関連するオプシ ョ ンを列挙する メニューが表示されます。 たとえば、 既存
のワークフロー テンプレート を右ク リ ッ クする と、 次の図に示すオプシ ョ ンを
列挙する メニューが表示されます。

図 2-4   ワークフロー テンプレートのメニュー オプシ ョ ン

ワークフローの設計領域とツールバー

既存のワークフローテンプレート定義を作成またはオープンする （その手順につ
いては 5-7ページの 「テンプレート定義に関する作業」 を参照） と、 次の図のよ
うなワークフロー設計領域でワークフロー設計を作成できます。 ワークフロー 
ツールバーには、 ワークフローの定義に使用する、 ワークフローの各ノード と コ

ネク タを表すシェイプがあ り ます。
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図 2-5   [ ワークフロー設計 ] ウィンドウ

同時に複数のワークフロー設計を開く こ とができます。 複数のワークフローを表
示しておき、 相互に切り替えるこ とができます。
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図 2-6   複数ワークフロー ダイアグラム
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ツールバーの使い方

また、 このツールバーには、 次の切り替えコン ト ロールもあ り ます。

デフォルトでは、 ワークフロー ツールバーは、 設計領域の最上部に現れます。
[Studio] ウ ィンド ウや設計領域のサイズによっては、 ツールバー全体が表示され
ない場合があ り ます。 ツールバー全体を表示するには、 ツールバーを  Studio の
他の設計領域またはデスク ト ップ上の他の場所に移動します。

ツールバーを移動するには、 ツールバーの背景領域 （[ コネクタを描画 ] ボタン
と  [縮小 ] ボタンの間など） をク リ ッ ク して、 ツールバーを移動先にド ラ ッグし
ます。

ツールバーを、 デスク ト ップ上の Studio の設計領域以外の場所に移動する と、
ツールバーはデスク ト ップ上の別のウ ィンド ウ とな り、 最小化、 最大化、 クロー
ズの各操作が可能になり ます。

表 2-1  ツールバー ボタン

ツールバー ボタン 説明

ダイアグラムのズーム アウ ト。 複雑なダ
イアグラムに取り組んでいて、 全体のフ
ローを確認する必要がある場合に便利な
ボタン。

ダイアグラムのズーム イン。

ダイアグラムでグ リ ッ ドを表示または非
表示にする。

ダイアグラム内の図形の整列。

図形の自動整列をオンまたはオフに設定。

インタフェース  ビューのオン / オフ切り
替え。 インタフェース  ビューの詳細につ
いては、 2-13ページの 「インタフェース  
ビューの使用法」 を参照。
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インタフェース ビューの使用法

テンプレート定義を作成して、 ノードの定義を開始し、 アクシ ョ ンの追加が完了
した際には、 一般的には、 ワークフローがインタフェースを取る対象オブジェク
トが、 オブジェク ト を参照する ノード別に表示されている と便利です。 インタ
フェース  ビューを使って、 ワークフロー ダイアグラム中のコンポーネン ト、 お
よびそのワークフローがインタフェースを取る以下のオブジェク ト を表すアイコ
ンを表示できます。

サブワークフロー－現在のワークフローが接続する他のワークフロー

ビジネス  オペレーシ ョ ン－関数を実行するためにワークフローが呼び出す 
EJB ク ラスや Java ク ラスなどのソフ ト ウェア コンポーネン ト

着信および発信 XML ドキュ メン ト－ワークフローが受信する、 またはワー
クフローから他のワークフローやアプリ ケーシ ョ ンに送信される  XML ド
キュ メン ト

プラグイン－カスタムのワークフロー コンポーネン ト

インタフェース  ビューは、 デフォルトでは無効化されています。 インタフェー
ス  ビューを使用するには、 各テンプレート定義に対してインタフェース  ビュー
を有効化し、 そのテンプレート定義にアクセスする新し くなった各セッシ ョ ンも
有効化する必要があ り ます。

一方、 表示されるオブジェク ト を決定するインタフェース  ビュー プリ ファレン
スは、 システム全体を対象と して設定されます。 すなわち、 すべてのテンプレー
ト定義に適用されます。 設定は Studio におけるセッシ ョ ンを切り替えても保存
されますが、 テンプレート定義の一部と しては保存されません。

表示する項目を指定する手順は、 以下のとおりです。

1. [表示｜インタフェース  ビュー ] の順に選択して、 [ インタフェース  ビュー 
設定 ] ダイアログ ボッ クスを表示します。
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図 2-7   [ インタフェース ビュー 設定 ] ダイアログ ボックス

2. 表示するオブジェク トのチェッ ク  ボッ クスにチェッ ク し、 表示しないオブ
ジェク トのチェッ ク  ボッ クスのチェッ クを外します。

現在のテンプレートのノーマル ビューと インタフェース  ビューを切り替えるに

は、 ツールバーにある次のボタンをク リ ッ ク します。

受信 XML ドキュ メン ト  データを表示する
インタフェース  ビューに表示される以下のアイコンは、 ワークフロー図内の受
信 XML ドキュ メン ト を表します。

注意 : テンプレート  ノード向きの矢印は、 受信方向を示しています。

受信 XML ドキュ メン ト  アイコンは、 受信 XML ドキュ メン トに応答する開始
ノード と イベン ト  ノードに対して表示されます。 ワークフロー ダイアグラムの 
XML ドキュ メン ト  アイコンにマウス  ポインタを保持する と、 その XML ドキュ
メン トのタイプ （受信または送信）、 ルートおよびキーが示されているテキス ト  
ボッ クスが表示されます。
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送信 XML ドキュ メン ト  データを表示する
インタフェース  ビューに表示される以下のアイコンは、 ワークフロー図内の送
信 XML ドキュ メン ト を表します。

注意 : テンプレート  ノードを出発点とする向きになっている矢印は、 送信方向
を示しています。

オブジェク トに対して [XML をク ライアン トに送信 ] アクシ ョ ンまたは [XML イ
ベン ト をポス ト ] アクシ ョ ンが定義されている場合に、 送信 XML ドキュ メン ト
のアイコンが表示されます。 XML ドキュ メン トに関する情報を取得する方法は
次のとおりです。

ワークフロー ダイアグラムの XML ドキュ メン ト  アイコンにマウス  ポイン
タを保持する と、 その XML ドキュ メン トのタイプ （受信または送信）、 ルー
トおよびキーが示されているテキス ト  ボッ クスが表示されます。

XML ドキュ メン ト  アイコンをダブルク リ ッ クまたは右ク リ ッ ク し、 ポップ
アップ メニューから  [プロパティ ] を選択する と、 定義されているアクシ ョ
ン （[XML をク ライアン トに送信 ] または [XML イベン ト をポス ト ]） につ
いてのダイアログボッ クス （読み取り専用） が表示されます。

[XML をク ライアン トに送信 ] アクシ ョ ンおよび [XML イベン ト をポス ト ] アク
シ ョ ンの詳細は、 6-62ページの 「ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ンに対し  XML 
メ ッセージを送信する」 および 6-88ページの 「JMS ト ピッ クまたはキューへの 
XML メ ッセージのポス ト 」 を参照して ください。

サブワークフロー データを表示する
インタフェース  ビューでは、 ワークフローダイアグラムにあるサブワークフ
ローは次のアイコンで表されます。
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サブワークフロー アイコンは、 あるオブジェク トに対して ワークフローを開始
アクシ ョ ンが定義されている場合に表示されます。 サブワークフローに関する情
報は、 以下の手順で取得できます。

サブワークフロー アイコンにマウス  ポインタを置く と、 呼び出されたサブ
ワークフローの名前が示されているテキス トボッ クスが表示されます。

サブワークフロー アイコンをダブルク リ ッ クまたは右ク リ ッ ク し、 ポップ
アップ メニューから  [プロパティ ] を選択する と、 [ ワークフローを開始 ] 
ダイアログボッ クス （読み取り専用） が表示されます。

[ ワークフローを開始 ] アクシ ョ ンの詳細は、 6-39ページの 「サブワークフロー
を呼び出す」 を参照して ください。

ビジネス オペレーシ ョ ン データを表示する
インタフェース  ビューに表示される以下のアイコンは、 ワークフロー図内のビ
ジネス  オペレーシ ョ ンを表します。

オブジェク トに対して [ ビジネス  オペレーシ ョ ンを実行 ] アクシ ョ ンが定義され
ている場合に、 ビジネス  オペレーシ ョ ンのアイコンが表示されます。 ビジネス  
オペレーシ ョ ンに関する情報を取得する方法は次のとおりです。

ワークフロー ダイアグラムのビジネス  オペレーシ ョ ン アイコンにマウス  ポ
インタを保持する と、 実行すべきビジネス  オペレーシ ョ ンの名前が示されて
いるテキス ト  ボッ クスが表示されます。

ビジネス  オペレーシ ョ ン アイコンをダブルク リ ッ クまたは右ク リ ッ ク し、
ポップアップ メニューから  [プロパティ ] を選択する と、 [ ビジネス  オペ
レーシ ョ ンを実行 ] ダイアログボッ クス （読み取り専用） が表示されます。

ビジネス  オペレーシ ョ ンを実行アクシ ョ ンの詳細については、 6-84ページの
「ビジネス  オペレーシ ョ ンを呼び出す」 を参照して ください。
2-16 WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイド



Studio の終了
プラグイン データを表示する
インタフェース  ビューに表示される以下のアイコンまたはカスタム  アイコンは、
ワークフロー図内のプラグインを表します。

 

ノードにプラグイン アクシ ョ ンが含まれる場合、 アクシ ョ ンに関する情報を取
得する方法は次のとおりです。

ワークフロー ダイアグラムのプラグイン  アイコンにマウス  ポインタを保持
する と、 そのプラグイン アクシ ョ ンの説明が示されているテキス ト  ボッ ク
スが表示されます。

プラグイン アイコンをダブルク リ ッ クまたは右ク リ ッ ク し、 ポップアップ 
メニューから  [プロパティ ] を選択する と、 対応する [プラグイン ] アク
シ ョ ンのダイアログ ボッ クス （読み取り専用） が表示されます。

注意 : 開始、 イベン ト、 完了の各ノードに、 プラグインで定義された、 カスタ
マイズされたプロパティが設定されている場合は、 ノード  アイコンの右
上のコーナーに小さなプラグイン アイコンが表示されます。

Studio の終了

WebLogic Integration からログオフして Studio は表示したままにしておく手順
は、 以下のとおりです。

1. ワークフローに加えた変更を保存するには、 ワークフロー テンプレート定義
を右ク リ ッ クする と メニューが表示され、 そこから  [保存 ] を選択します。

2. [ ファ イル｜ログオフ ] を選択します。

Studio を終了する手順は、 以下のとおりです。

1. ワークフローに加えた変更を保存するには、 ワークフロー テンプレート定義
を右ク リ ッ クする と メニューが表示され、 そこから  [保存 ] を選択します。
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2. [ ファ イル｜ログオフ ] を選択します。 削除の確認を求めるダイアログ ボッ
クスが表示されます。 [はい ] をク リ ッ クする と終了します。

注意 : 変更内容を保存しないで Studio を終了する と、 ダイアログ ボッ クスに保
存を指示する メ ッセージが表示されます。
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データ  コンフ ィ グレーショ ン  タ スクの概要
3 データの管理

この章では、 Studio における以下のデータ管理にかかわるコンセプ トおよびタス
クについて説明します。

データ  コンフ ィグレーシ ョ ン タスクの概要

セキュ リ ティ  レルム

ビジネス  カレンダーの管理

オーガニゼーシ ョ ンの保守

ユーザの保守

ロールの保守

ユーザおよびロールへのパーミ ッシ ョ ンの割り当て

タスク  ルーティングの管理

データ  コンフ ィグレーシ ョ ン タスクの概要

Studio でのデータ  コンフ ィグレーシ ョ ン タスク と しては、 ビジネス  カレンダー
の定義、 オーガニゼーシ ョ ンの作成、 ユーザおよびロールの作成、 セキュ リ ティ
およびパーミ ッシ ョ ンのコンフ ィグレーシ ョ ン、 およびタスク  ルーティングの
定義があ り ます。 オーガニゼーシ ョ ン データのモデリ ングおよび最初に行うシ
ステム コンフ ィグレーシ ョ ンの実行は、 以下の手順で行う こ とをお勧めします。

1. オーガニゼーシ ョ ン、 ユーザ、 およびロールに関連付けるこ とのできるカレ
ンダーを作成します。 手順の詳細は、 3-6ページの 「カレンダーを作成する」
を参照して ください。 別の方法と して、 あらかじめエクスポート しておいた
カレンダーを既存のワークフロー パッケージからインポート します。 その手
順については、 11-5ページの 「ワークフロー パッケージのインポート 」 を参
照して ください。
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2. 1 つまたは複数のオーガニゼーシ ョ ンを追加します。 手順の詳細は、 3-12
ページの 「オーガニゼーシ ョ ンを追加する」 を参照してください。

3. システムにユーザを追加します。 手順の詳細は、 3-15ページの 「ユーザを作
成する」 を参照して ください。

4. オーガニゼーシ ョ ンにユーザを追加します。 手順の詳細は、 3-17ページの
「オーガニゼーシ ョ ンにユーザを追加する」 を参照してください。

5. （省略可能） WebLogic Server Administration Console を使用して、 Studio で定
義したロールに対応するグループを作成します。 ロールの詳細については、
3-21ページの 「ロールの保守」 を参照して ください。 WebLogic Integration 
グループの作成に関する情報については、 次の URL に掲載されている
『WebLogic Security の管理』 の 「互換性セキュ リ ティの使い方」 にある 「互
換性レルムでのグループの定義」 の節を参照してください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/secmanage/security6
.html

6. オーガニゼーシ ョ ン内のロールまたは複数のロールを定義し、 そのロールを  
WebLogic Server グループにマッピングして、 メンバー ユーザをロールに関
連付けます。 手順の詳細は、 3-21ページの 「ロールの作成」 を参照してくだ
さい。

7.  必要であれば、 そのロールに対するパーミ ッシ ョ ン レベルを変更します。
あるロールに対するパーミ ッシ ョ ン レベルを変更する と、 そのグループの
パーミ ッシ ョ ンも変更され、 そのグループにマッピングされるすべてのロー
ルに影響が及びます。 その手順については、 3-28ページの 「ロールに対して
パーミ ッシ ョ ンを設定する」 を参照して ください。

8. ユーザに対する追加のパーミ ッシ ョ ン  レベルを定義します。 ユーザは各自が
所属するロールのパーミ ッシ ョ ンを継承しますが、 その他に、 ユーザが所属
するロールに対して定義されている以外のパーミ ッシ ョ ン  レベルを追加でき
ます。 手順の詳細は、 3-29ページの 「ユーザに対してパーミ ッシ ョ ンを設定
する」 を参照して ください。
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セキュリ ティ  レルム
セキュリテ ィ  レルム

WebLogic Server は、 セキュ リ ティ  レルムというサービスを通じて BPM アプリ
ケーシ ョ ンのセキュ リ ティを保証します。 セキュ リ ティ  レルムはユーザとグ
ループを論理グループにまとめたものです。 ユーザは、 プログラ ミ ングや営業な
どの一定のタスクを遂行する特定の個人です。 グループは、 同じタスクを遂行す
るユーザの集合です。 この方式では、 たとえば、 グループ A はプログラマの集
合を表し、 グループ B は営業担当者の集合を表します。 管理者はセキュ リティ  
レルム内で、 ワークフローやその他のリ ソースに対してユーザおよびグループに
許可されるアクセスのレベルを指定できます。

注意 : WebLogic Integration および BPM のセキュ リ ティについての重要な基礎
情報については、 次を参照して ください。

『WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンのデプロイ メン ト 』 の
「WebLogic Integration セキュ リ ティの使い方」

『WebLogic Integration の起動、 停止およびカスタマイズ』 の
「WebLogic Integration のカスタマイズ」 にある 「BPM セキュ リ ティ  
モデルについて」

「WebLogic Platform Security の紹介」

リ ス トの 3 番目に記載のマニュアルに、 BPM アプリ ケーシ ョ ンと他の 
WebLogic Platform コンポーネン ト を併用する場合の重要な情報が提供さ
れています。

WebLogic Integration では、 ロールとユーザに関する情報が WebLogic Server セ
キュ リ ティ  レルム内に保持されます。 WebLogic Integration のユーザおよびロー
ルを定義する際、 それらの WebLogic Server におけるユーザおよびグループに対
する関係を指定する必要があ り ます。 このタスクは、 Studio で定義したロールを 
WebLogic Server のセキュ リ ティ  レルムのグループにマッピングするこ とによっ
て行います。

WebLogic Server のセキュ リ ティ  レルムは、 管理が可能な場合と管理が不可能な
場合があ り ます。 管理の可否は、 WebLogic Server でのレルムの実装時に定義さ
れます。 管理可能レルムは、 アプ リ ケーシ ョ ンを通じてグループおよびユーザを
更新できるレルムです。 管理不可能レルムは、 アプリ ケーシ ョ ンからはグループ
およびユーザの一覧表示のみが可能なレルムです。
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レルムが管理可能か管理不可能かは、 WebLogic Integration によって自動的に検
出されます。 WebLogic Integration によって検出されるセキュ リ ティ  レルムのタ
イプによって、 Studio で使用可能なデータ管理機能が決ま り ます。

Studio の各ダイアログ ボッ クスでは、 WebLogic Integration によって管理可能レ
ルムが検出された場合に限り、 以下のタスクを実行できます。

ロールの WebLogic Server グループへのマッピング

ユーザの追加または削除

オーガニゼーシ ョ ンへのユーザの追加

オーガニゼーシ ョ ンからのユーザの削除

ロールへのユーザの追加

ロールからのユーザの削除

WebLogic Integration によって管理不可能レルムが検出された場合は、 Studio の
各ダイアログ ボッ クスを使用して、 以下のタスクを実行できます。

ユーザと ロールのリ ス トの表示。 Studio ダイアログ ボッ クスに備わってい
る、 タスクの追加、 削除、 マッピングなどの機能は灰色表示とな り、 選択で
きな くな り ます。

WebLogic Integration によって管理されるデータの更新。 セキュ リ ティ  レル
ムの WebLogic Server によって管理されている、 ビジネス  カレンダーやオー
ガニゼーシ ョ ンなどのデータは更新できません。

管理不可能レルムにユーザを追加する場合は、 WebLogic Server Administration 
Console で、 そのレルムに対する適切なデータ管理機能を使用して追加する必要
があ り ます。 Studio ダイアログ ボッ クスを使用して追加するこ とはできません。

ビジネス カレンダーの管理

ビジネス  カレンダー機能によって、 ワークフローで表されるエンティティの稼
働時間が定義されます。 ビジネス  カレンダーによって、 「期日を本日よ り  3 稼働
日後と設定する」 など、 時間が関係するビジネス計算が可能になり ます。 ビジネ
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ス  カレンダーは、 週末、 祝日などの非稼働日や非稼働時間を除外して定義する
必要があ り ます。 カレンダーを使用しないオーガニゼーシ ョ ンは、 通常の 365 日
の暦を使用します。

カレンダーは、 以下のエンティティに関連付けるこ とができます。 その方法は
（） 内に示す節で説明します。

オーガニゼーシ ョ ン （3-11ページの 「オーガニゼーシ ョ ンの保守」 を参照）

ユーザ （3-15ページの 「ユーザの保守」 を参照）

ロール （3-21ページの 「ロールの保守」 を参照）

オーガニゼーシ ョ ン、 ユーザ、 ロール、 アクシ ョ ンに対して、 同じビジネス  カ
レンダーを定義して割り当てるこ とができます。 同じオーガニゼーシ ョ ン内の
ユーザ、 ロール、 アクシ ョ ンに対して、 別のビジネス  カレンダーを割り当てる
こ と もできます。

カレンダーは、 ワークフロー内の時限開始ノード （5-37ページの 「時限開始
ノードを定義する」 を参照）、 時限イベン ト （6-34ページの 「時限シーケンスを
埋め込む」 を参照）、 およびユーザが割り当てたタスクの期日 （6-56ページの
「タスク期日を設定する」 を参照） によっても使用されます。

注意 : ビジネス  カレンダーを管理するには、 システムの構成パーミ ッシ ョ ンが
必要です。 詳細については、 3-26ページの 「ユーザおよびロールへの
パーミ ッシ ョ ンの割り当て」 を参照して ください。

カレンダーの割り当ては本質的に階層構造になっています。 この階層構造では、
時間に関係するアクシ ョ ンは、 最も低いレベルに配置され、 その上にロールおよ
びユーザが配置されます。 最も高いレベルにはオーガニゼーシ ョ ンが配置されま
す。 時間に関係するアクシ ョ ンにカレンダーが割り当てられていない場合、 デ
フォルトでは、 そのアクシ ョ ンに割り当てられたユーザまたはロールのカレン
ダーが割り当てられます。 ユーザまたはロールにカレンダーが割り当てられてい
ない場合は、 デフォルトでは、 ビジネス  カレンダー （オーガニゼーシ ョ ン レベ
ル） が割り当てられます。 言い換えれば、 カレンダーの割り当ては最も詳細なコ
ンポーネン ト  レベルで行われます。

ビジネス  カレンダーはルール ベースになっています。 カレンダー機能は、 各
ルールの定義に従って実行されます。
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3 データの管理
カレンダーを作成する

作成済みのカレンダーは、 システム内のすべてのオーガニゼーシ ョ ン、 ユーザ、
ロールにとってグローバルに利用可能になり ます。

新しいカレンダーを作成する手順は、 以下のとおりです。

1. 任意のアクティブなオーガニゼーシ ョ ンについて、 フォルダ ツ リーにある  [
カレンダー ] を右ク リ ッ ク し、 [ カレンダーを作成 ] を選択して [ カレンダー 
プロパティ ] ダイアログ ボッ クスを表示します。

図 3-1   [ カレンダー プロパティ ] ダイアログ ボックス
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ビジネス  カレンダーの管理
2. [名前 ] フ ィールドに、 類推できるカレンダー名を入力します。

3. [ タイム ゾーン ] ド ロ ップ ダウン リ ス トから、 カレンダーのタイム ゾーン
を選択します。

4. [期間 ] ボッ クスで、 [開始 ] および [終了 ] のボッ クスから日付を選択して、
カレンダーの対象期間を指定します （デフォルトは現在の年度の 1 月から  12 
月まで）。

5. カレンダーのルールを追加する場合は、 [追加 ] をク リ ッ ク し、 [ルール ] ダ
イアログ ボッ クスを表示させます。

図 3-2   [ルール ] ダイアログ ボックス

6. [除外 ] または [包含 ] を選択します。 これらのボタンを使用して、 カレン
ダー ルールを定義する方法 （除外または包含） を決定します。 ルール定義の

プロセスでは、 両方の方法を使用しないで、 どちらか一方だけを使用するこ
とをお勧めします。

7. 次のボタンのいずれかをク リ ッ ク してルールを定義します。

曜日－除外または包含する  １  つまたは複数の日付を選択するための [曜
日 ] ダイアログ ボッ クスを表示します。 〔Ctrl〕 を押さえながら ク リ ッ ク
する と複数の曜日を選択できます。 [OK] をク リ ッ ク します。
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図 3-3   [曜日 ] ダイアログ ボックス

時間数－除外または包含する時間帯を選択するための [時間数 ] ダイアロ
グ ボッ クスを表示します。 [開始 ] リ ス ト と  [終了 ] リ ス トからそれぞれ
時間を選択して、 [OK] をク リ ッ ク します。

図 3-4   [時間数 ] ダイアログ ボックス

日付－特定の日付を選択するための [日付 ] ダイアログ ボッ クスを表示し
ます。 除外または包含する月および日を選択して、 [OK] をク リ ッ ク しま
す。
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図 3-5   [曜日 ] ダイアログ ボックス

月－除外または包含するその年度内の特定の月を選択するための [月 ] ダ
イアログ ボッ クスを表示します。 〔Ctrl〕 を押さえながら ク リ ッ クする と、
[月 ] ダイアログ ボッ クスから複数の月を選択できます。

図 3-6   [月 ] ダイアログ ボックス

期間－除外または包含する一連の日付を選択するための [期間 ] ダイアロ
グ ボッ クスを表示します。 [開始 ] ボッ クス と  [終了 ] ボッ クスからそれ
ぞれ月と日を選択して、 [OK] をク リ ッ ク します。
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図 3-7   [期間 ] ダイアログ ボックス

8. [ルール ] ダイアログ ボッ クスで [OK] をク リ ッ ク してルールに追加します。
追加した新しいルールが、 [ カレンダー ルール ] ダイアログ ボッ クスの [
ルール ] 領域に表示されます。

9. 手順 7 と  8 を繰り返して、 カレンダーへのルールの追加を続けます。

10. [OK] をク リ ッ ク してカレンダーを保存します。

カレンダーを更新する

既存カレンダーを更新する手順は、 以下のとおりです。

1. 任意のアクティブなオーガニゼーシ ョ ンについて、 フォルダ ツ リーにある  [
カレンダー ] フォルダを展開し、 更新するカレンダーを右ク リ ッ ク して [プ
ロパティ ] を選択します。

2. [ カレンダー プロパティ ] ダイアログ ボッ クスで、 そのカレンダーの時間帯
と対象期間を必要に応じて変更します。
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3. カレンダーのルールを変更するには、 [ルール ] リ ス トから適切なルールを選
択し、 [削除 ] ボタンまたは [更新 ] ボタンをク リ ッ ク して既存のルールを削
除または更新します。 新しいルールを追加する場合は、 [追加 ] をク リ ッ ク し
て、 3-6ページの 「カレンダーを作成する」 の手順に従ってルールを定義し
ます。

4. [OK] をク リ ッ ク してカレンダーに加えた変更を保存します。

カレンダーの削除

注意 : カレンダーを削除する場合、 他のワークフロー オブジェク トによる
そのカレンダーへの参照について警告は行われません。 ユーザ、 ロー
ル、 およびオーガニゼーシ ョ ンがカレンダーに割り当てられているこ
と、 同様にカレンダーを参照できる以下のワークフロー コンポーネン ト
の割り当ても完了しているこ とを確認してください。

時間指定付き開始ノード （5-37ページの 「時限開始ノードを定
義する」 を参照）

時間指定付きイベン ト （6-34ページの 「時限シーケンスを埋め
込む」 を参照）

タスクの期日 （6-56ページの 「タスク期日を設定する」 を参照）

既存カレンダーを削除する手順は、 以下のとおりです。

1. 削除するカレンダーを右ク リ ッ ク して、 ポップアップ メニューから  [削除 ] 
を選択します。

2. 「カレンダーを削除」 という警告メ ッセージが表示されたら  [はい ] をク リ ッ
ク します。 削除を取り消すには [いいえ ] をク リ ッ ク します。

オーガニゼーシ ョ ンの保守

オーガニゼーシ ョ ンは、 オーガニゼーシ ョ ン機能を使用して定義され、 さまざま
な業務エンティティ、 地域、 その他その企業の特定の事業に関連するオーガニ
ゼーシ ョ ンを表すこ とができます。
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あるオーガニゼーシ ョ ン内の各種ユニッ ト を異なるオーガニゼーシ ョ ンと してモ
デリ ングする と、 同一ロール名を再利用して、 別のグループにマッピングできま
す。 たとえば、 Supervisor とい う ロールを複数個作成できます。 実際は、 この
ロールには、 オーガニゼーシ ョ ンごとに異なる メンバーが所属します （3-21
ページの 「ロールの保守」 を参照）。 オーガニゼーシ ョ ンは、 WebLogic 
Integration に固有のもので、 WebLogic Server のグループには対応しないため注
意して ください。

ユーザも、 1 つまたは複数のオーガニゼーシ ョ ンに割り当てます。 ユーザは、 所
属するオーガニゼーシ ョ ン内のワークフローのみを実行できます。

注意 : オーガニゼーシ ョ ンを追加、 更新、 または削除するには、 管理ユーザ 
パーミ ッシ ョ ンが必要です。 パーミ ッシ ョ ン  レベルの詳細については、
3-26ページの 「ユーザおよびロールへのパーミ ッシ ョ ンの割り当て」 を
参照してください。

フォルダ ツ リーの上にある  [オーガニゼーシ ョ ン ] ド ロ ップダウン リ ス トには、
現在アクティブなオーガニゼーシ ョ ンが表示されます。 この リ ス トにあるオーガ
ニゼーシ ョ ンが選択される と、 フォルダ ツ リーにそのオーガニゼーシ ョ ンに対
して定義されたロール、 ユーザ、 およびワークフローが表示されます。

オーガニゼーシ ョ ンを追加する

Add Organization 機能によって、 オーガニゼーシ ョ ンを WebLogic Integration 
データベースに追加できます。

オーガニゼーシ ョ ンを追加する手順は、 以下のとおりです。

1. [ コンフ ィグレーシ ョ ン｜オーガニゼーシ ョ ン ] を選択して、 [オーガニゼー
シ ョ ンを定義 ] ダイアログ ボッ クスを表示します。
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図 3-8   [ オーガニゼーシ ョ ンを定義 ] ダイアログ ボックス

2. [ オーガニゼーシ ョ ンを定義 ] ダイアログ ボッ クスで、 [追加 ] をク リ ッ ク し
て [オーガニゼーシ ョ ンのプロパティ ] ダイアログ ボッ クスを表示します。

図 3-9   [ オーガニゼーシ ョ ンのプロパティ ] ダイアログ ボックス

3. [ オーガニゼーシ ョ ン ID] フ ィールドにオーガニゼーシ ョ ンの名前と して有
意な名前を入力します。

4. カレンダーの作成完了後、 [ カレンダー ID] ド ロ ップダウン リ ス トから、
オーガニゼーシ ョ ンに割り当てるカレンダーを選択します。 この機能の詳細
は、 3-4ページの 「ビジネス  カレンダーの管理」 を参照して ください。

5. [OK] をク リ ッ ク してオーガニゼーシ ョ ンを作成します。
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オーガニゼーシ ョ ンを更新する

Update Organization 機能によって、 既存オーガニゼーシ ョ ンのビジネス  カレン
ダーを更新できます。

オーガニゼーシ ョ ンを更新する手順は、 以下のとおりです。

1. [ コンフ ィグレーシ ョ ン｜オーガニゼーシ ョ ン ] を選択して、 [オーガニゼー
シ ョ ンを定義 ] ダイアログ ボッ クスを表示します。

2. [ オーガニゼーシ ョ ンを定義 ] ダイアログ ボッ クスで、 更新するオーガニ
ゼーシ ョ ンを強調表示します。

3. [更新 ] をク リ ッ ク します。 [ オーガニゼーシ ョ ンのプロパティ ] ダイアログ 
ボッ クスが表示されます。

図 3-10   [ オーガニゼーシ ョ ンのプロパティ ] ダイアログ ボックス

4. [ オーガニゼーシ ョ ン ID] フ ィールドまたは [ カレンダー ID] フ ィールドに必
要に応じて変更を加え、 [OK] をク リ ッ ク します。

オーガニゼーシ ョ ンを削除する

オーガニゼーシ ョ ンを削除機能によって、 WebLogic Integration データベースか
らオーガニゼーシ ョ ンを削除できます。 ただし、 削除できるのは、 ワークフロー
が定義されていないオーガニゼーシ ョ ンに限られます。 オーガニゼーシ ョ ンに
ワークフローが定義されている場合は、 まずワークフローを削除する必要があ り
ます。 その手順については、 5-18ページの 「テンプレート定義を削除する」 を
参照してください。

オーガニゼーシ ョ ンを削除する手順は、 以下のとおりです。
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1. [ コンフ ィグレーシ ョ ン｜オーガニゼーシ ョ ン ] を選択して、 [オーガニゼー
シ ョ ンを定義 ] ダイアログ ボッ クスを表示します。

2. [ オーガニゼーシ ョ ンを定義 ] ダイアログ ボッ クスで、 削除するオーガニ
ゼーシ ョ ンを強調表示します。

3. 「オーガニゼーシ ョ ンを削除」 という警告メ ッセージが表示されたら、 削除
する場合は [はい ] を、 削除しない場合は [いいえ ] をク リ ッ ク します。

ユーザの保守

ユーザは、 一定のタスクを遂行するパーミ ッシ ョ ンを与えられている個人です。
ユーザ機能を使用して、 WebLogic Server のセキュ リ ティ  レルムでユーザを作
成、 更新、 削除します。 オーガニゼーシ ョ ンへのユーザの追加やオーガニゼー
シ ョ ンからのユーザの削除も可能です。

[ ユーザ ] フォルダは、 Studio のフォルダ ツ リーにあ り ます。 このフォルダを展
開する と、 現在のオーガニゼーシ ョ ンに対して既に定義されているユーザのリ ス
トが表示されます。

注意 : ユーザを追加、 更新、 または削除するには、 管理ユーザ パーミ ッシ ョ ン
が必要です。 パーミ ッシ ョ ン レベルの詳細については、 3-26ページの
「ユーザおよびロールへのパーミ ッシ ョ ンの割り当て」 を参照して くださ
い。

ユーザを作成する

ユーザを作成機能によって、 現在の WebLogic Server のセキュ リ ティ  レルムに
ユーザを追加します。 この機能は、 セキュ リ ティ  レルムが管理可能レルムであ
る場合に限り使用可能です。

セキュ リ ティ  レルムおよび WebLogic Integration データベースでユーザを作成す
る手順は、 以下のとおりです。

1. 任意のアクティブなオーガニゼーシ ョ ンについて [ユーザ ] を右ク リ ッ ク し、
[ ユーザを作成 ] を選択して [ ユーザを作成 ] ダイアログ ボッ クスを表示しま
す。
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図 3-11   [ユーザを作成 ] ダイアログ ボックス

2. 以下の各フ ィールドに値を入力して、 [OK] をク リ ッ ク します。

[ ユーザ ID] －ユーザを一意に定義します。 ユーザはこの ID を入力して 
Studio および Worklist ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ンにログインしま
す。

[パスワード ] と  [パスワードを再入力 ] －ユーザのパスワードを入力しま
す。

[電子メール アドレス ] －ユーザの電子メール アドレスを入力します。

[デフォルトのオーガニゼーシ ョ ン ] －ユーザのデフォルトのオーガニ
ゼーシ ョ ンを選択します。 このオーガニゼーシ ョ ンは、 ユーザがク ライ
アン ト  アプリ ケーシ ョ ンにログオンする と きにデフォルトで表示される。
ユーザの作成がいったん完了すれば、 そのユーザを他のオーガニゼー
シ ョ ンに追加できる。

[ カレンダー ] － （省略可能） そのユーザのビジネス  カレンダーを選択し
ます。

注意 : ユーザ ID とパスワードには、 JDK がサポートする文字セッ ト （各国
文字を含む） 中の英数字を指定するこ とができます。
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オーガニゼーシ ョ ンにユーザを追加する

ユーザを追加機能を使用して、 WebLogic Server のセキュ リ ティ  レルムで既に定
義されているユーザを追加します。 この機能は、 WebLogic Integration Studio が
管理可能なレルム内で動作している場合にのみ利用できます。

オーガニゼーシ ョ ンに追加されたユーザは、 実行時にそのオーガニゼーシ ョ ン内
でワークフローを実行できます。 ただし、 設計時にワークフロー テンプレート
へのユーザのアクセスが制限されないため注意が必要です。 テンプレート を開く
ため必要なパーミ ッシ ョ ンが与えられている限り、 そのユーザは、 複数のオーガ
ニゼーシ ョ ンに関連付けられたテンプレートにアクセスできます。

現在のオーガニゼーシ ョ ンにユーザを追加する手順は、 以下のとおりです。

1. フォルダ ツ リーの上の [ オーガニゼーシ ョ ン ] フ ィールドから、 ユーザを追
加するオーガニゼーシ ョ ンを選択します。

2. フォルダ ツ リーで [ユーザ ] フォルダを右ク リ ッ ク し、 [ユーザを追加 ] を選
択して [ ユーザを追加 ] ダイアログ ボッ クスを表示します。

図 3-12   [ユーザを追加 ] ダイアログ ボックス

3. 追加するユーザの左のチェッ ク  ボッ クスをオンにして、 [OK] をク リ ッ ク し
ます。

4. フォルダ ツ リーにユーザが追加されます。
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ユーザを更新する

ユーザの ID、 電子メール アドレス、 デフォルトのオーガニゼーシ ョ ンおよびビ
ジネス  カレンダーを変更して、 ユーザを更新できます。

注意 : 作成済みのユーザのパスワードを変更するには、 WebLogic Server 
Administration Console を使用する必要があ り ます。 詳細については、
『WebLogic Integration の起動、 停止およびカスタマイズ』 の 「WebLogic 
Integration のカスタマイズ」 にある 「パスワードの更新」 の節を参照し
てください。

ユーザを更新する手順は、 以下のとおりです。

1. フォルダ ツ リーの上の [ オーガニゼーシ ョ ン ] フ ィールドから、 ユーザを定
義するオーガニゼーシ ョ ンを選択します。

2. フォルダ ツ リーで、 [ ユーザ ] フォルダを展開してユーザ名を右ク リ ッ ク し、
ポップアップ メニューから  [プロパティ ] を選択して [ ユーザのプロパティ ] 
ダイアログ ボッ クスを表示します。

図 3-13   [ユーザのプロパティ ] ダイアログ ボックス

3. 以下のフ ィールドを必要に応じて編集します。

[ ユーザ ID]

[電子メール アドレス ]
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[デフォルトのオーガニゼーシ ョ ン ]

[ カレンダー ] －そのユーザに割り当てるビジネス  カレンダーを選択しま
す。 この機能の詳細は、 3-4ページの 「ビジネス  カレンダーの管理」 を参
照。

4. [OK] をク リ ッ ク します。 または、 この操作を取り消す場合は、 [取消し ] を
ク リ ッ ク します。

オーガニゼーシ ョ ンからユーザを削除する

WebLogic Server のセキュ リ ティ  レルムでユーザを消去機能を使用して、 既に定
義されているユーザを削除します。 この操作によって、 セキュ リ ティ  レルムか
らユーザが削除されるわけではあ り ません。

現在のオーガニゼーシ ョ ンからユーザを削除する手順は、 以下のとおりです。

1. フォルダ ツ リーの上の [ オーガニゼーシ ョ ン ] フ ィールドからユーザを削除
するオーガニゼーシ ョ ンを選択します。

2. フォルダ ツ リーで [ユーザ ] フォルダを展開し、 ユーザ名を右ク リ ッ ク し
て、 ポップアップ メニューから  [削除 ] を選択します。

3. 「ユーザを消去」 という警告メ ッセージが表示されたら  [はい ] をク リ ッ ク し
ます。 削除を取り消すには [いいえ ] をク リ ッ ク します。

ユーザを削除する

ユーザを削除する と、 WebLogic Server セキュ リ ティ  レルムおよび WebLogic 
Integration データベースからユーザが削除されます。

注意 : ユーザを削除する場合、 そのユーザを参照する可能性のある他の
ワークフロー コンポーネン トについては警告は行われません。 以下のア
クシ ョ ンは必ず更新しておいてください。

タスク  ルーティング指定 （3-30ページの 「タスク  ルーティング
の管理」 を参照）

[ユーザにタスクを割り当て ] アクシ ョ ン （6-49ページの 「タス
クをユーザに割り当てる」 を参照）
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[ルーティング テーブルを使用してタスクを割り当て ] アクシ ョ
ン （6-53ページの 「ルーティング テーブルによ り タスクを割り
当てる」 を参照）

[電子メール メ ッセージを送信 ] アクシ ョ ン （6-78ページの 「電
子メール メ ッセージを送信」 を参照）

ユーザを削除する手順は、 以下のとおりです。

1. 任意のアクティブなオーガニゼーシ ョ ンについて [ユーザ ] フォルダを右ク
リ ッ ク し、 [ ユーザを削除 ] を選択して [ ユーザを削除 ] ダイアログ ボッ クス
を表示します。 このダイアログボッ クスにはシステム内で定義されているす
べてのユーザが表示されます。

図 3-14   [ユーザを削除 ] ダイアログ ボックス

2. 削除するユーザの左のチェッ ク  ボッ クスをオンにして [OK] をク リ ッ ク しま
す。

3. 削除の確認を求める メ ッセージが表示されたら  [はい ] をク リ ッ ク します。
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ロールの保守

ロールは、 あるグループに属する個人が共通して担う一定の範囲の責任分担、 能
力、 または権限レベルです。 ロールがメンバーと して属せるのは 1 つのオーガニ
ゼーシ ョ ンに限られますが、 同じ名前を複数のオーガニゼーシ ョ ンで使用するこ
とは可能です。 たとえば、 Org1 と  Org2 とい う  2 つのオーガニゼーシ ョ ンで 
Supervisor とい う名前のロールを定義できます。 これらは、 ロール名は同じです
が、 異なるロールです。 名前は同じでも、 Org1 の Supervisor と  Org2 の 
Supervisor は同じものではあ り ません。

ロールは、 WebLogic Server 内のグループにマップされます。 先に説明したロー
ルとオーガニゼーシ ョ ンを例にと る と、 Org1 の Supervisor を SupervisorOrg1 と
い う名前のグループに、 Org2 の Supervisor を SupervisorOrg2 とい う名前のグ
ループにマップできます。

ロールは各オーガニゼーシ ョ ン内で定義および表示されます。 特定のオーガニ
ゼーシ ョ ンに所属するロールを表示するには、 WebLogic Integration のメ イン 
ウ ィンド ウの [ オーガニゼーシ ョ ン ] ド ロ ップダウン リ ス トからオーガニゼー
シ ョ ンを選択し、 [ ロール ] フォルダを展開します。 ロールのプロパティを表示
するにはそのロールをダブルク リ ッ ク します。

注意 : ロールを追加、 更新、 または削除するには 管理ユーザ パーミ ッシ ョ ンが
必要です。 パーミ ッシ ョ ン  レベルの詳細については、 3-26ページの
「ユーザおよびロールへのパーミ ッシ ョ ンの割り当て」 を参照して くださ
い。

ロールの作成

ロールを作成機能によって、現在の WebLogic Server のセキュ リ ティ  レルムにお
ける新しいロールの作成、 およびそのロールの WebLogic Server のグループへの
マッピングが可能になり ます。 この機能は WebLogic Integration Studio が管理可
能レルム内で実行されている場合にのみアクセスできます。

ロールを作成したら、 WebLogic Server 上のグループにマッピングする必要があ
り ます。 そのグループは、 ロールの作成時に自動的に作成されるよ うに設定でき
ます。 または、 あらかじめ WebLogic Server Administration Console で作成してお
く こ と も可能です。 WebLogic Integration グループの作成に関する情報について
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は、 次の URL に掲載されている 『WebLogic Security の管理』 の 「互換性セキュ
リ ティの使い方」 にある 「互換性レルムでのグループの定義」 の節を参照して く
ださい。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/secmanage/security6.h
tml

新しいロールを追加する手順は、 以下のとおりです。

1. フォルダ ツ リーの上の [ オーガニゼーシ ョ ン ] フ ィールドから、 ロールを作
成するオーガニゼーシ ョ ンを選択します。

2. フォルダ ツ リーで [ ロール ] フォルダを右ク リ ッ ク し、 メニューから  [ ロー
ルを作成 ] を選択して [ ロールを作成 ] ダイアログ ボッ クスを表示します。

図 3-15   [ ロールを作成 ] ダイアログ ボックス

3. [ID] フ ィールドにロールの名前と して有意な名前を入力します。
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4. （省略可能） [ カレンダー ] ド ロ ップダウン リ ス ト を使用して、 ロールにカレ
ンダーを割り当てます。 この機能の詳細は、 3-4ページの 「ビジネス  カレン
ダーの管理」 を参照。

5. 以下のいずれか 1 つを実行します。

[WLS グループ ] ド ロ ップダウン リ ス ト を使用して、 WebLogic Server で
定義されている既存のグループにそのロールを割り当てます。

WebLogic Server で [ ロールと同じ名前のグループにマップ ] チェッ ク  
ボッ クスをオンにして、 そのロールと同じ名前の新しいグループを作成
します。

6. ダイアログ ボッ クスの [ メンバー ] セクシ ョ ンで、 このロールのメンバーに
するユーザ （複数可） の左のボッ クスをチェッ ク します。

7. [OK] をク リ ッ ク して作成した新しいロールを保存します。 操作を取り消すに
は、 [取消し ] をク リ ッ ク します。

ロールの更新

ロールは、 カレンダーと メンバーの変更によって更新できます。

既存のロールを更新する手順は、 以下のとおりです。

1. フォルダ ツ リーの上の [ オーガニゼーシ ョ ン ] フ ィールドから、 ロールを定
義するオーガニゼーシ ョ ンを選択します。

2. フォルダ ツ リーで [ ロール ] フォルダを展開してロール名を右ク リ ッ ク し、
ポップアップ メニューから  [プロパティ ] を選択して、 [ ロール プロパティ ] 
ダイアログ ボッ クスを表示します。
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図 3-16   [ ロール プロパティ ] ダイアログ ボックス

3. 必要に応じてカレンダーおよびロール メンバーに変更を加えます。

4. [OK] をク リ ッ ク して更新した内容を保存します。 操作を取り消すには、 [取
消し ] をク リ ッ ク します。

ロールを削除する

ロールを削除する と、 WebLogic Server セキュ リ ティ  レルムおよび WebLogic 
Integration データベースからロールが削除されます。

注意 : ロールを削除する場合、 そのロールを参照する可能性のある他の
ワークフロー アクシ ョ ンについては警告は行われません。 以下のアク
シ ョ ンはロールを参照する可能性があるため、 実行時におけるサーバ例
外の発生を防ぐため必ず更新してください。

タスク  ルーティング指定 （3-30ページの 「タスク  ルーティング
の管理」 を参照）
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[ユーザにタスクを割り当て ] アクシ ョ ン （6-49ページの 「タス
クをユーザに割り当てる」 を参照）

[ ロールにタスクを割り当て ] アクシ ョ ン （6-51ページの 「ロー
ルに対するタスクを割り当てる」 を参照）

[ルーティング テーブルを使用してタスクを割り当て ] アクシ ョ
ン （6-53ページの 「ルーティング テーブルによ り タスクを割り
当てる」 を参照）

[電子メール メ ッセージを送信 ] アクシ ョ ン （6-78ページの 「電
子メール メ ッセージを送信」 を参照）

ロールを削除する手順は、 以下のとおりです。

1. フォルダ ツ リーの上の [ オーガニゼーシ ョ ン ] フ ィールドから、 ロールを定
義するオーガニゼーシ ョ ンを選択します。

2. フォルダ ツ リーで [ ロール ] フォルダを展開してロール名を右ク リ ッ ク し
て、 ポップアップ メニューから  [削除 ] を選択します。

3. 「カレンダーを削除」 という警告メ ッセージが表示されたら  [はい ] をク リ ッ
ク します。 削除を取り消すには [いいえ ] をク リ ッ ク します。

ロールに対するマッピングを変更する

ロールに割り当てられたタスクを再ルーティングするには、 ロールのマッピング
を変更する必要があ り ます。 ロールに割り当てられたタスクを再ルーティングす
るには、 対象ロールがすでにマッピングされた WebLogic Server グループを選択
します。

WebLogic Server グループの作成に関する情報の詳細については、 次の URL に
掲載されている 『WebLogic Server 管理者ガイ ド』 の 「WebLogic Security の管
理」 にある 「グループの定義」 の節を参照して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/secmanage/security7.h
tmll

ロールに対するマッピングを変更する手順は、 以下のとおりです。

1. Studio のメ イン ウ ィンド ウから  [ コンフ ィグレーシ ョ ン｜ロール マッピング
] を選択します。 [ ロール マッピング ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。
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図 3-17   [ ロール マッピング ] ダイアログ ボックス

2. [ オーガニゼーシ ョ ン ] ド ロ ップダウン リ ス トから、 WebLogic Server グルー
プに割り当てるロールを含むオーガニゼーシ ョ ンを選択します。 現在のマッ
ピングが表形式で表示されます。

3. マッピングを変更するロールまたはグループを選択します。 変更するグルー
プ名の右に下向きの矢印が表示されます。

4. [ グループ ] フ ィールドでド ロ ップダウンの矢印をク リ ッ ク し、 ド ロ ップダウ
ン リ ス トで定義済みの WebLogic Server グループからロールのマッピング先
となる新しい WebLogic Server グループを選択します。

5. [OK] をク リ ッ ク して手順を完了します。 [取消し ] をク リ ッ クする と操作は
キャンセルされます。

ユーザおよびロールへのパーミ ッシ ョ ンの
割り当て

パーミ ッシ ョ ン レベルを指定する と、 Studio 機能を保護し、 アクセスを制御す
るこ とができます。 ロールとユーザは、 対応するパーミ ッシ ョ ン レベルを設定
されている場合にのみ、 以下の表に示すタスクを実行できます。
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表 3-1  パーミ ッシ ョ ン レベル

パーミ ッシ ョ ン レベル ユーザまたはロールに許可される作業

システムの構成 ビジネス  カレンダーの追加、 更新、 削除。

イベン ト  キー インタフェースの追加、 更新、 削除。

コンポーネン トの構成 ビジネス  オペレーシ ョ ンの定義、 更新、 削除。

プラグイン のロードおよびコンフ ィグレーシ ョ ン。

管理ユーザ ユーザ、 ロール、 およびオーガニゼーシ ョ ンの追加、

更新、 削除。

ロールのグループへのマップ。

ユーザおよびロールに対するパーミ ッシ ョ ン レベル
の指定。

タスクのルーティング指定の処理。

インスタンスのモニタ ワークフロー変数、 タスクのプロパティの更新を含

むワークフローインスタンスのモニタ。

作業負荷レポート と統計レポートの処理。

テンプレートの作成 テンプレートの作成とテンプレート定義。

テンプレート定義のオープン。

テンプレートおよびテンプレート定義プロパティの
設定。

テンプレートおよびテンプレート定義変数の設定。

テンプレートの削除 テンプレート とテンプレート定義の削除。

テンプレートの実行 特定のオーガニゼーシ ョ ン内での、 Worklist ク ラ イ
アン ト またはカスタム ク ライアン トからのワークフ
ローの開始。

ワークフロー インスタンス変数およびプロパティの
設定。

インスタンスのモニタ インスタンス  タスクの割り当ておよび割り当て解
除。

インスタンス  プロパティの取得および設定。
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ユーザは所属ロールのパーミ ッシ ョ ンを継承するため、 ロールのパーミ ッシ ョ ン
を定義し、 ユーザを定義するこ とをお勧めします。 その手順については以下の節
で説明します。

注意 : ユーザおよびロールにパーミ ッシ ョ ンを割り当てるには、 管理ユーザ 
パーミ ッシ ョ ンが必要です。 パーミ ッシ ョ ン  レベルの詳細については、
3-26ページの 「ユーザおよびロールへのパーミ ッシ ョ ンの割り当て」 を
参照してください。

ロールに対してパーミ ッシ ョ ンを設定する

ロールは、マッピング先の WebLogic Server グループに対するパーミ ッシ ョ ン レ
ベルを継承します。 ロールに対して設定されたパーミ ッシ ョ ン  レベルは、 追加
および削除できます。 ロールに対して加えた変更はすべて、 そのロールのマッピ
ング先のグループにも反映されます。

ロールに対してパーミ ッシ ョ ン レベルを設定する手順は、 以下のとおりです。

1. Studio のメ イン ウ ィンド ウから、 [ コンフ ィグレーシ ョ ン｜パーミ ッシ ョ ン ] 
の順に選択します。 [パーミ ッシ ョ ン ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2. [ ロール ] タブを選択します。

図 3-18   [パーミ ッシ ョ ン ] ダイアログ ボックス : [ ロール ] タブ
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3. [ オーガニゼーシ ョ ン ] ド ロ ップダウン リ ス トから、 ロール パーミ ッシ ョ ン
を設定するオーガニゼーシ ョ ンを選択します。[パーミ ッシ ョ ン ] ダイアログ 
ボッ クスに、 オーガニゼーシ ョ ン内のすべてのロールと現在割り当て済みの
すべてのパーミ ッシ ョ ンが表示されます。

4. 必要に応じてチェッ ク  ボッ クスにチェッ クする、 またはチェッ クを外しま
す。

5. [OK] をク リ ッ ク して変更を適用します。 [取消し ] をク リ ッ クする と操作は
キャンセルされます。

ユーザに対してパーミ ッシ ョ ンを設定する

ユーザは、 所属するロールに対するパーミ ッシ ョ ンのレベルを継承します。 ユー
ザに、 その所属ロールに対して定義されているパーミ ッシ ョ ンのレベル以外のレ
ベルを追加するこ とは可能ですが、 ユーザが所属ロールから継承したパーミ ッ
シ ョ ンを削除できません。 ユーザに追加するパーミ ッシ ョ ンはユーザに固有です
ので、 そのユーザが所属するロールには反映されません。

ユーザに対してパーミ ッシ ョ ン レベルを設定する手順は、 以下のとおりです。

1. Studio のメ イン ウ ィンド ウから、 [ コンフ ィグレーシ ョ ン｜パーミ ッシ ョ ン ] 
の順に選択します。 [パーミ ッシ ョ ン ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2. [ ユーザ ] タブを選択します （選択されていない場合）。

図 3-19   [パーミ ッシ ョ ン ] ダイアログ ボックス : [ユーザ ] タブ
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[パーミ ッシ ョ ン ] ダイアログ ボッ クスに、 現在定義済みのすべてのユーザ
と現在割り当て済みのすべてのパーミ ッシ ョ ンが表示されます。 パーミ ッ
シ ョ ンがチェッ ク されているがグレー表示されている場合は、 ユーザが所属
するロールから継承しているパーミ ッシ ョ ンですので、 そのパーミ ッシ ョ ン
を削除するこ とはできません。

3. 必要に応じてチェッ ク  ボッ クスにチェッ クする、 またはチェッ クを外しま
す。

4. [OK] をク リ ッ ク して変更を適用します。 [取消し ] をク リ ッ クする と操作は
キャンセルされます。

タスク  ルーティングの管理

タスク  ルーティングは、 オーガニゼーシ ョ ンごとに定義して、 現在割り当てら
れているタスクを指定された期間、 一時的に別のユーザまたはロールに再ルー
ティングできます。 タスク  ルーティング機能は、 指定するユーザに割り当てら
れたすべてのタスクの再ルーティングに使用されます。 タスクは、 ユーザ、 ロー
ル、 ロール内のユーザからルーティングできます。 これらの区別、 および割り当
てられたタスクに関する詳細については、 6-48ページの 「手動タスクの設定」
を参照して ください。

注意 : ルーティング機能では、 ユーザに割り当てられたタスクのみ再ルーティ
ングされ、 ロールに割り当てられたタスクは再ルーティングされません。
再ルーティングされたタスクは、 別のユーザ、 ロールのユーザ、 または
ロールに送るこ とができます。 ロールに割り当てられたタスクの再ルー
ティングについては 3-25ページの 「ロールに対するマッピングを変更す
る」 を参照してください。

また、 個々のタスクを特定の条件に基づいて再ルーティングできます。 これは、
タスク  ノード内で指定されるアクシ ョ ンを使って実行されます。 詳細について
は、 6-53ページの 「ルーティング テーブルによ り タスクを割り当てる」 を参照
して ください。
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注意 : タスク ルーティングを管理するには、管理ユーザ パーミッションが必
要です。パーミッション レベルの詳細については、3-26ページの
「ユーザおよびロールへのパーミッションの割り当て」を参照してくださ
い。

タスク  ルーティング指定を表示する
オーガニゼーシ ョ ンに対するタスク  ルーティング指定を表示する手順は、 以下
のとおりです。

1. フォルダ ツ リーの上の [ オーガニゼーシ ョ ン ] フ ィールドから、 ルーティン
グを表示するオーガニゼーシ ョ ンを選択します。

2. フォルダ ツ リーで [ルーティング ] フォルダを右ク リ ッ ク して、 ポップアッ
プ メニューから  [開く ] を選択して [ルーティング ] ウ ィンド ウを表示しま
す。

図 3-20   [ルーティング ] ダイアログ ボックス

[ルーティング ] ウ ィンド ウには、 ルーティング指定ごとに次の情報が表示され
ます。

[ユーザ ] すべてのタスクのルーティング元のユーザに与えられたユー
ザ ID

[ルーティング
先 ]

全タスクのルーティング先のユーザ、 ロール、 またはルー
ティング先ロール内のユーザの ID
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ルーティング指定を追加する

タスク  ルーティング指定を追加する手順は、 以下のとおりです。

1. フォルダ ツ リーの上の [ オーガニゼーシ ョ ン ] フ ィールドから、 ルーティン
グ指定を削除するオーガニゼーシ ョ ンを選択します。

2. フォルダ ツ リーで [ルーティング ] フォルダを右ク リ ッ ク し、 ポップアップ 
メニューから  [開く ] を選択して [ルーティング ] ウ ィンド ウを表示します。

3. [ルーティング ] ダイアログ ボッ クスで、 [追加 ] をク リ ッ ク して [ タスクを
再ルーティング ] ダイアログ ボッ クスを表示します。

[開始 ] タスク  ルーティングを開始すべき日付と時間

[終了 ] タスク  ルーティングを終了すべき日付と時間
3-32 WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイド  



タ スク  ルーティ ングの管理
図 3-21   [ タスクを再ルーティング ] ダイアログ ボックス

4. [ルーティング元 ] ド ロ ップダウン リ ス トから、 全タスクのルーティング元
のユーザを選択します。

5. [ルーティング先 ] ド ロ ップダウン リ ス トから、 全タスクのルーティング先
のユーザ、 ロール、 またはロール内のユーザを選択して、 対応するラジオ ボ
タンを選択します。

注意 : ロール内のユーザ （[ ロール内のユーザ ] ラジオ ボタン） を選択する
と、 そのロール内の各ユーザに割り当てられているタスクの数が点検
され、 その数が最も少ないユーザが選択されて、 再ルーティングされ
るすべてのタスクがこのユーザに割り当てられる、 という方法でワー
クロード  バランシングが行われます。

6. 発効日を指定するには [開始 ] ペインで年度と月を選択し、 月表示から日付
をク リ ッ ク します。
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7. 同様に、 タスク再ルーティングの有効期限終了日を  [終了 ] ペインで指定し
ます。

8. [OK] をク リ ッ ク して再ルーティング指定を保存します。 操作を取り消すに
は、 [取消し ] をク リ ッ ク します。

タスク  ルーティング指定を更新する
タスク  再ルーティング指定を更新する手順は、 以下のとおりです。

1. フォルダ ツ リーの上の [ オーガニゼーシ ョ ン ] フ ィールドから、 ルーティン
グ指定を削除するオーガニゼーシ ョ ンを選択します。

2. フォルダ ツ リーで [ルーティング ] フォルダを右ク リ ッ ク し、 ポップアップ 
メニューから  [開く ] を選択して [ルーティング ] ウ ィンド ウを表示します。

3. タスク  ルーティングのリ ス トが表示されるので、 その リ ス トから更新する
ルーティングを選択します。

4. [更新 ] をク リ ッ ク して、 [ タスクを再ルーティング ] ダイアログ ボッ クスを
表示します。

5. 必要に応じて、 [ルーティング先 ]、 [開始 ]、 および [終了 ] の値を変更しま
す。

6. [OK] をク リ ッ ク して、 更新した内容を保存します。 操作を取り消すには、 [
取消し ] をク リ ッ ク します。

タスクのルーティング指定の削除

タスク  再ルーティング指定を削除する手順は、 以下のとおりです。

1. フォルダ ツ リーの上の [ オーガニゼーシ ョ ン ] フ ィールドから、 ルーティン
グ指定を削除するオーガニゼーシ ョ ンを選択します。

2. フォルダ ツ リーで [ルーティング ] フォルダを右ク リ ッ ク し、 ポップアップ 
メニューから  [開く ] を選択して [ルーティング ] ウ ィンド ウを表示します。

3. タスク  ルーティングのリ ス トが表示されるので、 その リ ス トから更新する
ルーティングを選択します。
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4. 「再ルーティングを削除」 とい う警告メ ッセージが表示されたら  [はい ] をク
リ ッ ク します。 削除を取り消すには [いいえ ] をク リ ッ ク します。

再ルーティング タスク  リス ト をリフレッシュする
[ルーティング ] ダイアログ ボッ クスの [最新の情報に更新 ] をク リ ッ ク して、
再ルーティング タスク  リ ス ト を リ フレッシュし、 [ルーティング ] ダイアログ 
ボッ クスを最初に呼び出してから現在までに加えた変更を表示します。
WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ ド  3-35



3 データの管理
3-36 WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイド  



4 ワークフロー リソースのコンフ ィ
グレーシ ョ ン

この章では、 システムおよびアプリ ケーシ ョ ン コンポーネン トのコンフ ィグ
レーシ ョ ン方法について説明します。

リ ソース  コンフ ィグレーシ ョ ン タスクの概要

プラグインのコンフ ィグレーシ ョ ン

ビジネス  オペレーシ ョ ンのコンフ ィグレーシ ョ ン

イベン ト  キーのコンフ ィグレーシ ョ ン

リポジ ト リにあるエンティティの管理

リソース コンフ ィグレーシ ョ ン タスクの概
要

この節で説明するすべてのタスクは、 ワークフロー設計の前段階またはその設計
中に実行できますが、 こ こで触れる リ ソースは、 ワークフロー テンプレートに
アクセスするこ とな く コンフ ィグレーシ ョ ンを行えます。 場合によってはワーク
フロー設計作業は、 これらのリ ソースが既に設定されているこ とを前提と してい
ます。 たとえば、 ビジネス  オペレーシ ョ ンなどは、 ワークフローによって呼び
出される前に定義しておく必要があ り ます。 定義済みのリ ソースは、 システム内
のすべてのワークフロー、 ユーザ、 およびオーガニゼーシ ョ ンにとってグローバ
ルに利用可能になり ます。 これらのタスクの実行については、 特に決まった順序
はあ り ません。
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注意 : また、 イベン ト  キーのコンフ ィグレーシ ョ ンも タスク と して予定されて
いる場合は、 ワークフロー式言語と  Studio Expression Builder および 
XPath Wizard の各ツールについての学習も必要です。 ワークフロー式に
関する詳細については、 第 8 章 「ワークフロー式の使用法」 を参照して

ください。

プラグインのロード と コンフ ィグレーシ ョ ン Studio を通じてアクセスできる
機能を追加するク ライアン ト  コンポーネン ト またはサーバ コンポーネン ト
をカスタムで開発した場合は、 それらのコンポーネン トのコンフ ィグレー
シ ョ ンを先に完了してください。 プラグインの開発方法については、
『WebLogic Integration BPM プラグイン プログラ ミ ング ガイ ド』 を参照して
ください。 プラグインのロード と コンフ ィグレーシ ョ ンについては、 4-3
ページの 「プラグインのコンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照してください。

ビジネス  オペレーシ ョ ンの定義。 カスタム ク ラスや EJB (Enterprise 
JavaBeans) などの Java コンポーネン ト を開発した場合は、 それらに対する
インタフェースをビジネス  オペレーシ ョ ンの形で設定する必要があ り ます。
ワークフローによって呼び出されたこのインタフェースを通じて、 Java コン
ポーネン トのメ ソ ッ ドに付与された機能が呼び出されます。 ビジネス  オペ
レーシ ョ ンが定義済みでなければ、 ワークフローによる呼び出しは不可能で
す。 手順の詳細は、 4-9ページの 「ビジネス  オペレーシ ョ ンのコンフ ィグ
レーシ ョ ン」 を参照して ください。 別の方法と しては、 あらかじめエクス
ポート しておいたビジネス  オペレーシ ョ ンを既存のワークフロー パッケー
ジからインポート します。 その手順については、 11-5ページの 「ワークフ
ロー パッケージのインポート 」 を参照して ください。

イベン ト  キーのコンフ ィグレーシ ョ ン。 ワークフローまたはそこに含まれる
ノードが、 JMS (Java Message Service) キューへの着信 XML メ ッセージなど
のイベン トによって ト リガされる仕組みとなっている場合は、 着信ドキュ メ
ン トから適切なデータを取り出してイベン ト を ト リ ガするためのイベン ト  
キーを設定できます。 また、 イベン ト  キーのコンフ ィグレーシ ョ ンは、 ワー
クフローの設計中に行う こ と もできるため、 それらを事前に設定しておく こ
と もできます。 その手順については、 4-21ページの 「イベン ト  キーのコン
フ ィグレーシ ョ ン」 を参照して ください。 別の方法と しては、 あらかじめエ
クスポート しておいたイベン ト  キーを既存のワークフロー パッケージから
インポート します。 その手順については、 11-5ページの 「ワークフロー パッ
ケージのインポート 」 を参照して ください。

リポジ ト リの設定。 XML データ  変換操作、 XML メ ッセージの内部キュー、
または外部ト ピッ クや外部キューへの送信が行われる場合は、 XML ドキュ
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メン ト 、 スタイル シート、 その他のエンティティをあらかじめリポジ ト リに
インポート しておく と便利です。 そ うするこ とによって、 データベースの一
元管理が可能になり、 接続されている任意の Studio ク ラ イアン トから自在に
アクセスできるよ うにな り ます。 詳細については、 4-27ページの 「 リ ポジ ト
リにあるエンティティの管理」 を参照してください。 別の方法と しては、 あ
らかじめエクスポート しておいた リポジ ト リ  エンティティ を既存のワークフ
ロー パッケージからインポート します。 その手順については、 11-5ページの
「ワークフロー パッケージのインポート 」 を参照してください。

プラグインのコンフ ィグレーシ ョ ン

プラグインは、 EJB と して実装されている  Java ク ラスの集合で、 一部のワーク
ステーシ ョ ン コンポーネン トに備わる機能を拡張するものです。 プラグインは、
実際の環境に合わせて既存の WebLogic Integration 機能をカスタマイズする手段
とな り、 また、 環境固有の機能を追加する手段と もな り ます。

プラグインは以下のワークフロー コンポーネン トの機能を拡張します。

ワークフロー テンプレート

ワークフロー テンプレート定義

開始ノード

イベン ト  ノード

完了ノード

変数

アクシ ョ ン

関数 （式の構成部分）

プラグインが以上のワークフロー コンポーネン トのいずれかに対して開発され
る場合は、 Studio の対応するダイアログ ボッ クスも、 そのプラグイン機能にア
クセスできるよ うに変更されます。 たとえば、 Studio では開始ノードの [プロパ
ティ ] ダイアログ ボッ クスに、 ワークフローの開始を ト リガするためのデフォル
トの方法がいくつか用意されています。 時限方式、 手動操作、 呼び出し、 そして
イベン トによる ト リガです。 デフォルトの方法を拡張するため、 開発者は電子
メール メ ッセージの受信など、 現実の環境でワークフローを開始するために最
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適なカスタムのワークフロー ト リ ガ イベン ト を指定するプラグインを作成でき
ます。 このプラグインによる方法は、 [開始のプロパティ ] ダイアログ ボッ クス
にオプシ ョ ンと して表示されます。

開発されたプラグインが WevLogic Server にデプロイされる と、 WebLogic 
Integration での使用が可能になり ます。 WebLogic Integration の起動時に、
WebLogic Server 上で利用可能なプラグインの有無を調べるためサーバのチェッ
クが行われます。

利用可能なプラグインは、 Studio を使用してロード しアクティブにしない限り使
用できません。 また、 使用する前にプラグインに対して一定のコンフ ィグレー
シ ョ ン設定を指定しなければならない場合もあ り ます。

注意 : プラグインのロードまたはコンフ ィグレーシ ョ ンを行うには、 コンポー
ネン トの構成パーミ ッシ ョ ンが必要です。 パーミ ッシ ョ ン  レベルの詳細
については、 3-26ページの 「ユーザおよびロールへのパーミ ッシ ョ ンの
割り当て」 を参照してください。

プラグインを表示する

プラグインを表示するには、 [ コンフ ィグレーシ ョ ン｜プラグイン ] を選択して [
プラグインのコンフ ィグレーシ ョ ン ] ダイアログ ボッ クスを表示します。
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図 4-1   [ プラグインのコンフ ィグレーシ ョ ン ] ダイアログ ボックス

各プラグインについて表示される情報については次の表で説明します。

プラグイン名 プラグイン ソフ ト ウェアで指定されているプラグインの名前。

ステータス ロード済み－プラグイン  ロード済み。
初期化済み－プラグインは利用可能であるがロード未完。

欠如－プラグインは登録済みのコンフ ィグレーシ ョ ンを備え
ているが、 デプロイされておらず利用不可能。

エラー－プラグインの呼び出しのと きに例外が送出された状
態、 または新しいバージ ョ ンのプラグイン  フレームワークが
必要な状態。
WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ ド  4-5



4 ワークフロー リソースのコンフ ィグレーシ ョ ン
また、 リ ス トからプラグインを選択して [バージ ョ ン情報 ] をク リ ッ ク しても、
そのプラグインの情報を表示できます。

プラグインをロードする

プラグインの開始モード （Start mode） が手動 （Manual） であれば、 WebLogic 
Integration サーバ セッシ ョ ンの起動時に毎回手動でロードできます。プラグイン
の開始モードが無効 （Disabled） であれば、 まず起動モードを手動または自動に
変更してロード します。

初期化されたプラグインをロードする手順は、 次のとおりです。

1. [プラグインのコンフ ィグレーシ ョ ン ] ダイアログ ボッ クスで必要なプラグ
インを選択します。

2. [ ロード ] をク リ ッ ク します。 リ ス ト内のプラグインのステータスが [ ロード
済み ] に変わり ます。

使用不可能にしたプラグインをロードする手順は、 以下のとおりです。

1. [プラグインのコンフ ィグレーシ ョ ン ] ダイアログ ボッ クスで必要なプラグ
インを選択し、 [更新 ] をク リ ッ ク して [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] ダイアログ 
ボッ クスを表示します。

2. [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] ダイアログ ボッ クスで [開始モード ] を [自動 ] ま
たは [手動 ] にして、 [OK] をク リ ッ ク します。

3. [プラグインのコンフ ィグレーシ ョ ン ] ダイアログ ボッ クスでそのプラグイ
ンを選択して [ ロード ] をク リ ッ ク します。

リ ス ト内のプラグインのステータスが [ ロード済み ] に変わり ます。

開始モード 自動－サービス開始時に毎回プラグインをロード。

手動－サーバ起動時に毎回手動でプラグインをロード。

無効化－プラグインのロード不可能。

バージョ ン  プラグインのソフ ト ウェア バージ ョ ン番号。

ベンダ  プラグイン供給元の会社名。
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注意 : プラグインの開始モードに加えた変更は、 WebLogic Integration サーバを
再起動するまで有効になり ません。

プラグイン コンフ ィグレーシ ョ ンを更新する
プラグインのコンフ ィグレーシ ョ ンを行う手順は、 以下のとおりです。

1. [プラグインのコンフ ィグレーシ ョ ン ] ダイアログ ボッ クスでコンフ ィグ
レーシ ョ ンを行うプラグインを選択します。

2. [更新 ] をク リ ッ ク します。 コンフ ィグレーシ ョ ンを行うダイアログ ボッ ク
スが表示されます。

3. （省略可能） 以下のうちいずれかのボタンをク リ ッ クする方法でプラグイン
の開始モードを選択します。

[自動 ] －このオプシ ョ ンは、 サーバの起動時に毎回プラグインをロード
する場合に選択します。

[手動 ] －このオプシ ョ ンは、 必要に応じて毎回プラグインをロードする
場合に選択します。

[無効化 ] －このオプシ ョ ンは、 プラグイン機能を無効にする場合に選択
します。

注意 : 設定した開始モードは、 WebLogic Integration サーバが再起動される
まで有効になり ません。

4. プラグインのコンフ ィグレーシ ョ ン設定を目的に合わせて指定します。

プラグインのコンフ ィグレーシ ョ ン設定を定義する方法の詳細については、
そのプラグインのオンライン ヘルプを参照して ください。 プラグインのヘル
プにアクセスするには 〔F1〕 を押します （コンテキス ト  センシティブなプラ
グイン ヘルプの場合）。 または、 Studio のメ イン メニューで [ヘルプ｜プラ
グイン ヘルプ ] を選択し、 適切なプラグイン ヘルプを メニューから選択しま
す。

5. [OK] をク リ ッ ク してコンフ ィグレーシ ョ ンを完了します。 または、 この操作
を取り消す場合は [取消し ] をク リ ッ ク します。
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プラグイン コンフ ィグレーシ ョ ンを削除する
プラグインのコンフ ィグレーシ ョ ンは、 不要になった時点で削除できます。 コン
フ ィグレーシ ョ ンを削除してもプラグイン自体は削除されません。 登録されてい
るコンフ ィグレーシ ョ ンのみが削除されます。

注意 : プラグインのステータスが [欠如 ] でない場合は、 プラグインのコン
フ ィグレーシ ョ ンは削除できません。

コンフ ィグレーシ ョ ンを削除する手順は、 次のとおりです。

1. [プラグインのコンフ ィグレーシ ョ ン ] ダイアログ ボッ クスで、 コンフ ィグ
レーシ ョ ンを削除するプラグインを選択します。

2. [削除 ] をク リ ッ ク します。 選択したプラグインに登録されていたコンフ ィグ
レーシ ョ ンは削除されます。 しかし、 プラグインは引き続き  [プラグインの
コンフ ィグレーシ ョ ン ] ダイアログ ボッ クスに表示されます。

次の表では、プラグインのコンフ ィグレーシ ョ ンを削除してから、WebLogic 
Integration サーバを再起動した際に発生するアクシ ョ ンについて説明します。

WebLogic Integration サーバが
再起動された際のプラグインの
状態

結果

デプロイされていない プラグイン マネージャによってプラグイン
が検索されないので、 プラグインは [プラグ
インのコンフ ィグレーシ ョ ン ] ダイアログ 
ボッ クスに表示されない。

デプロイされている プラグインは、 プラグインで定義されたデ
フォルトのコンフ ィグレーシ ョ ン値で自動
的にロード される。
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ビジネス オペレーシ ョ ンのコンフ ィグレー
シ ョ ン

ワークフローで、 Java ク ラスや Enterprise JavaBeans (EJB) などのビジネス  ロ
ジッ クを実行するソフ ト ウェア コンポーネン ト を開くには、 ビジネス  オペレー
シ ョ ンを定義します。 ビジネス  オペレーシ ョ ンは、 パラ メータ と して渡された
変数も含め、 EJB または Java ク ラスのメ ソ ッ ド呼び出し と、 その結果と して
ワークフローに返された値を表しています。 ビジネス  オペレーシ ョ ン機能を使
用して、 既存アプリ ケーシ ョ ンまたは特にそのワークフロー用にビルド されたア
プリ ケーシ ョ ンを呼び出すための、 カスタマイズされた関数を作成できます。 ビ
ジネス  オペレーシ ョ ン機能を使用して、WebLogic Server に登録されている  EJB 
および Java ク ラスのすべてを、 そのメ ソ ッ ドおよびパラ メータ と共に表示でき
ます。

注意 : Java ク ラス と  EJB を、 Studio で表示できるよ うにデプロイする方法につ
いては、 『WebLogic Integration の起動、 停止およびカスタマイズ』 の
「WebLogic Integration のカスタマイズ」 にある 「ビジネス  オペレーシ ョ
ンに対する  EJB と  Java ク ラスのデプロイ」 を参照して ください。

ビジネス  オペレーシ ョ ンをいったん定義すれば、 システム内のすべてのワーク
フローでグローバルに利用できるよ うにな り ます。 ビジネス  オペレーシ ョ ンを、
Java アーカイブ パッケージ ファ イルの一部と してエクスポートおよびインポー
トするこ と もできます。 その際、 それらを参照するワークフローの有無は問題に
はなり ません （詳細については、 第 11 章 「ワークフロー パッケージのインポー
ト とエクスポート 」 を参照）。

個々のワークフロー内では、 ビジネス  オペレーシ ョ ンを実行アクシ ョ ンを使用
してビジネス  オペレーシ ョ ンを呼び出します。 また、 必要に応じてメ ソ ッ ド呼
び出しの結果をワークフロー変数に割り当てます。 詳細については、 6-84ペー
ジの 「ビジネス  オペレーシ ョ ンを呼び出す」 を参照して ください。

ワークフローによって EJB のメ ソ ッ ド または Java ク ラスの非静的メ ソ ッ ドを呼
び出すには、 まず、 ワークフローによってそのコンス ト ラ ク タを呼び出して、
サーバ上に EJB または Java ク ラスのインスタンスを作成する必要があ り ます。
したがって、 create() EJB のメ ソ ッ ドおよび Java ク ラスのコンス ト ラ ク タ  メ
ソ ッ ドに対してビジネス  オペレーシ ョ ンを作成し、 また、 インスタンスへの参
照を格納する変数を必ず作成してください。 各 Java コンポーネン ト  タイプに対
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するビジネス  オペレーシ ョ ンの定義と追加の方法など、 詳細については、 以下
の節で説明します。 また、 6-84ページの 「ビジネス  オペレーシ ョ ンを呼び出す」
では、 必要なメ ソ ッ ドを呼び出す手順および変数を割り当てる手順について説明
します。 また、 『WebLogic Integration BPM ユーザーズ ガイ ド』 の 「ビジネス  オ
ペレーシ ョ ンの作成と実行 : Check Inventory タスクの定義」 には、 ビジネス  オ
ペレーシ ョ ンを定義するコード例が記載されています。 .

注意 : ビジネス  オペレーシ ョ ンを追加、 定義、 または削除するには、 コンポー
ネン トの構成パーミ ッシ ョ ンが必要です。 パーミ ッシ ョ ン  レベルの詳細
については、 3-26ページの 「ユーザおよびロールへのパーミ ッシ ョ ンの
割り当て」 を参照してください。

ビジネス オペレーシ ョ ンを表示する
ビジネス  オペレーシ ョ ンを表示するには、 [ コンフ ィグレーシ ョ ン｜ビジネス  オ
ペレーシ ョ ン ] を選択して [ ビジネス  オペレーシ ョ ン ] ダイアログ ボッ クスを表
示します。

図 4-2   [ ビジネス オペレーシ ョ ン ] ダイアログ ボックス
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各ビジネス  オペレーシ ョ ンに関して表示される情報については、 次の表で説明
します。

ビジネス オペレーシ ョ ンの追加
ビジネス  オペレーシ ョ ンを作成、 定義する手順は、 以下のとおりです。

1. [ ビジネス  オペレーシ ョ ン ] ダイアログ ボッ クスから、 [追加 ] をク リ ッ ク し
て [ ビジネス  オペレーシ ョ ンを定義 ] ダイアログ ボッ クスを表示します。

説明 ビジネス  オペレーシ ョ ンに対して定義する名前。

EJB/ クラス 呼び出す EJB または Java ク ラス。

メ ソ ッ ド 呼び出す EJB または Java ク ラスのメ ソ ッ ド。
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4 ワークフロー リソースのコンフ ィグレーシ ョ ン
図 4-3   [ ビジネス オペレーシ ョ ンを定義 ] ダイアログ ボックス

2. [名前 ] フ ィールドにビジネス  オペレーシ ョ ンの名前と して有意な名前を入
力します。 たとえば、 Check Inventory など、 在庫にある利用可能な品目の
数を返すビジネス  オペレーシ ョ ンが呼び出される場合があ り ます。 実行時に 
Java ク ラスまたは EJB のインスタンスを作成する メ ソ ッ ドには、 Create 

Order Processing EJB Instance などのよ うに、 メ ソ ッ ドの目的や作成す
るク ラスまたは Bean の名前を示すビジネス  オペレーシ ョ ン名を付ける。

注意 : また、 インスタンスを参照するために、 対応する変数も作成する必要
があ り ます。

3. そのビジネス  オペレーシ ョ ンが呼び出すソフ ト ウェアコンポーネン ト を指定
します。 オプシ ョ ンは次のとおり。

Java ク ラス－ビジネス  オペレーシ ョ ンは、 WebLogic Server 上の Java ク
ラスのメ ソ ッ ドを呼び出します。 Java ク ラスはシ リ アライズ可能または
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シ リ アライズ可能ではなくてもかまいません。 シ リ アライズ可能ではな
い Java ク ラス参照は、 ト ランザクシ ョ ンの間のみ存続します。 ワークフ
ロー インスタンスが静止状態に到達する度に再び作成する必要があ り ま
す。 4-13ページの 「Java ク ラスを呼び出すビジネス  オペレーシ ョ ンを追
加する」 で説明する手順に従ってください。

セッシ ョ ン EJB －ビジネス  オペレーシ ョ ンは、 WebLogic Server 上の
セッシ ョ ン EJB のメ ソ ッ ドを呼び出します。 ステート フル セッシ ョ ン 
EJB 参照はト ランザクシ ョ ンの間のみ存続します。 ワークフロー インス
タンスが静止状態に到達する度に再び作成する必要があ り ます。 ステー
ト レス  EJB 参照は、 ワークフロー インスタンスの期間存続します。 4-16
ページの 「セッシ ョ ン EJB を呼び出すビジネス  オペレーシ ョ ンを追加す
る」 で説明する手順に従ってください。

エンティティ  EJB －ビジネス  オペレーシ ョ ンは、 WebLogic Server 上の
エンティティ  EJB のメ ソ ッ ドを呼び出します。 エンティティ  EJB は永続
的なデータで、 少なく と もワークフロー インスタンスの有効期間中は存
続するが、 多くはワークフロー インスタンスの有効期間を過ぎても存続
する。 4-18ページの 「エンティティ  EJB を呼び出すビジネス  オペレー
シ ョ ンを追加する」 で説明する手順に従ってください。

4. [ ビジネス  オペレーシ ョ ンを定義 ] ダイアログ ボッ クスで、 [OK] をク リ ッ ク
してビジネス  オペレーシ ョ ンを保存します。 このビジネス  オペレーシ ョ ン
は [ ビジネス  オペレーシ ョ ン ] ダイアログ ボッ クスの有効なビジネス  オペ
レーシ ョ ンのリ ス トに追加されます。

Java クラスを呼び出すビジネス オペレーシ ョ ンを追加する
Java ク ラスの非静的メ ソ ッ ドを呼び出すビジネス  オペレーシ ョ ンを作成する場
合は、 そのク ラスのコンス ト ラ ク タ  メ ソ ッ ドを呼び出すビジネス  オペレーシ ョ
ンも作成する必要があ り ます （詳細については、 6-85ページの 「EJB または 
Java ク ラス  インスタンスを作成するためのビジネス  オペレーシ ョ ンを呼び出す」
を参照）。 このビジネス  オペレーシ ョ ンは、 そのク ラスの非静的メ ソ ッ ドを呼び
出す前にワークフローから呼び出す必要があるため、 必ずその機能を識別できる
有意な名前を付けてください。 Java ク ラス  インスタンスが実行時に作成される
際に、 そのインスタンスへの参照を格納する  Java Object 型の変数も作成する必
要があ り ます。 変数については、 5-28ページの 「変数に関する作業」 を参照し
てください。
WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ ド  4-13



4 ワークフロー リソースのコンフ ィグレーシ ョ ン
最後に述べておきますが、 ビジネス  オペレーシ ョ ンに名前を付ける際、 ビジネ
ス  オペレーシ ョ ンが静的メ ソ ッ ド、 非静的メ ソ ッ ドのいずれを呼び出すのかを
明示する名前にします。 それによ り、 ワークフロー デザイナは、 最初にコンス
ト ラ ク タ  メ ソ ッ ドを呼び出す必要があるのかど うか判断します。

Java ク ラスを呼び出すビジネス  オペレーシ ョ ンを定義する手順は、 以下のとお
りです。

1. [Java ク ラス ] ラジオ ボタンを選択します。

2. [設定 ] をク リ ッ ク して [Java ク ラス名 ] ダイアログ ボッ クスを表示します。

図 4-4   [Java クラス名 ] ダイアログ ボックス

3. Java ク ラスの完全修飾名 （たとえば、 java.lang.string） を入力し、 [OK] 
をク リ ッ クする。 この Java ク ラス名は [ ビジネス  オペレーシ ョ ンを定義 ] ダ
イアログ ボッ クスの [パッケージ名を指定した Java ク ラス ] フ ィールドに設
定されます。
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図 4-5   [ ビジネス オペレーシ ョ ンを定義 ] ダイアログ ボックス : [Java クラス ] 
オプシ ョ ン

4. [呼び出すメ ソ ッ ド ] ド ロ ップダウン リ ス ト で、 ワークフローでビジネス  オ
ペレーシ ョ ンが呼び出された際に呼び出すメ ソ ッ ドを選択します。 この リ ス
トには、 次の 3 種類の Java ク ラス  メ ソ ッ ドが表示される。

コンス ト ラ ク タ型－このメ ソ ッ ド  タイプはリ ス トの冒頭に記載されます。
コンス ト ラ ク タ  メ ソ ッ ドは [Java ク ラス名 ] フ ィールドに入力した型のオ
ブジェク ト を返します。

メ ソ ッ ド型－このメ ソ ッ ド  タイプはリ ス トの 2 番目に記載されます。
Java オブジェク ト上で開始され、 任意のタイプを返すこ とができる。

Static 型－このメ ソ ッ ド  タイプは Static とい う語を伴い、 リ ス トの最後
に記載します。 静的メ ソ ッ ドに対してはオブジェク ト を作成する必要は
なく、 任意の型を返すこ とができます。
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5. （省略可能） メ ソ ッ ドのパラ メータに有意な名前を付けるには、 Parameters リ
ス トでそのパラ メータを強調表示し、 [更新 ] をク リ ッ ク して [パラ メータ ] 
ダイアログ ボッ クスを表示し、 そこで名前を変更します。

図 4-6   [パラメータ ] ダイアログ ボックス

6. [名前 ] フ ィールドにパラ メータの説明となる名前を入力して [OK] をク リ ッ
ク します。

7. Parameters リ ス トにあるすべてのパラ メータについて、 手順 5 および 6 を繰
り返します。

セッシ ョ ン EJB を呼び出すビジネス オペレーシ ョ ンを追加す
る

ワークフローに対してビジネス  ロジッ クを提供する メ ソ ッ ドを呼び出すビジネ
ス  オペレーシ ョ ンの作成に加えて、 セッシ ョ ン EJB ( メ ソ ッ ドはビジネス  オペ
レーシ ョ ンで呼び出す ) の create() メ ソ ッ ドを呼び出すビジネス  オペレーシ ョ
ンも作成する必要があ り ます （詳細については、 6-85ページの 「EJB または 
Java ク ラス  インスタンスを作成するためのビジネス  オペレーシ ョ ンを呼び出す」
を参照）。 このビジネス  オペレーシ ョ ンは、 他のメ ソ ッ ドを呼び出す各ト ランザ
クシ ョ ンのワークフローから呼び出す必要があるため、 必ずその機能を識別でき
る有意な名前を付けてください。 EJB インスタンスが実行時に作成される際に、
そのインスタンスへの参照を格納するセッシ ョ ン EJB 型の変数も作成する必要
があ り ます。 変数については、 5-28ページの 「変数に関する作業」 を参照して
ください。

WebLogic Server にデプロイ されるすべてのセッシ ョ ン EJB は、 [ ビジネス  オペ
レーシ ョ ンを定義 ] ダイアログ ボッ クスにある リ ス トに、それぞれの JNDI (Java 
Naming and Directory Interface) 名に基づいた名前が表示されます。
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図 4-7   [ ビジネス オペレーシ ョ ンを定義 ] ダイアログ ボックス : [ セッシ ョ ン 
EJB] オプシ ョ ン

セッシ ョ ン EJB を呼び出すビジネス  オペレーシ ョ ンを定義する手順は、 以下の
とおりです。

1. [ ビジネス  オペレーシ ョ ンを定義 ] ダイアログ ボッ クスで [ セッシ ョ ン EJB] 
ラジオ ボタンを選択して、 セッシ ョ ン EJB に関係するフ ィールドを表示しま
す。

2. [ セッシ ョ ン EJB の JNDI 名 ] ド ロ ップダウン リ ス トから、 セッシ ョ ン EJB 
の JNDI 名を選択します。

3. [呼び出すメ ソ ッ ド ] ド ロ ップダウン リ ス ト で、 ワークフローでビジネス  オ
ペレーシ ョ ンが呼び出された際に呼び出すメ ソ ッ ドを選択します。
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4. （省略可能） メ ソ ッ ドのパラ メータに有意な名前を付けるには、 Parameters リ
ス トでそのパラ メータを強調表示し、 [更新 ] をク リ ッ ク して [パラ メータ ] 
ダイアログ ボッ クスを表示し、 そこで名前を変更します。

5. [名前 ] フ ィールドにパラ メータの説明となる名前を入力して [OK] をク リ ッ
ク します。

6. Parameters リ ス トにあるすべてのパラ メータについて、 手順 4 および 5 を繰
り返します。

エンティテ ィ  EJB を呼び出すビジネス オペレーシ ョ ンを追加
する

ワークフローに対してビジネス  ロジッ クを提供する メ ソ ッ ドを呼び出すビジネ
ス  オペレーシ ョ ンの作成に加えて、 エンティティ  EJB ( メ ソ ッ ドはビジネス  オ
ペレーシ ョ ンで呼び出す ) の create() メ ソ ッ ドを呼び出すビジネス  オペレー
シ ョ ンも作成する必要があ り ます （詳細については、 6-85ページの 「EJB また
は Java ク ラス  インスタンスを作成するためのビジネス  オペレーシ ョ ンを呼び出
す」 を参照）。 このビジネス  オペレーシ ョ ンは、 その EJB の他のメ ソ ッ ドを呼び
出す前にワークフローから呼び出す必要があるため、 必ずその機能を識別できる
有意な名前を付けてください。 EJB インスタンスが実行時に作成される際に、 そ
のインスタンスへの参照を格納するエンティティ  EJB 型の変数も作成する必要
があ り ます。 変数については、 5-28ページの 「変数に関する作業」 を参照して
ください。

WebLogic Server にデプロイ されるすべてのエンティティ  EJB は、 [ ビジネス  オ
ペレーシ ョ ンを定義 ] ダイアログ ボッ クスにある リ ス トに、 それぞれの JNDI 名
に基づいた名前が表示されます。
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図 4-8   [ ビジネス オペレーシ ョ ンを定義 ] ダイアログ ボックス : [ エンティテ ィ  
EJB] オプシ ョ ン

エンティティ  EJB を呼び出すビジネス  オペレーシ ョ ンを定義する手順は、 以下
のとおりです。

1. [ ビジネス  オペレーシ ョ ンを定義 ] ダイアログ ボッ クスで [エンティティ  
EJB] ラジオ ボタンを選択して、 エンティティ  EJB に関係するフ ィールドを
表示します。

2. [ エンティティ  EJB の JNDI 名 ] ド ロ ップダウン リ ス トからエンティティ  
EJB の JNDI 名を選択します。

3. [呼び出すメ ソ ッ ド ] ド ロ ップダウン リ ス ト で、 ワークフローでビジネス  オ
ペレーシ ョ ンが呼び出された際に呼び出すメ ソ ッ ドを選択します。
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4. （省略可能） メ ソ ッ ドのパラ メータに有意な名前を付けるには、 Parameters リ
ス トでそのパラ メータを強調表示し、 [更新 ] をク リ ッ ク して [パラ メータ ] 
ダイアログ ボッ クスを表示し、 そこで名前を変更します。

5. [名前 ] フ ィールドにパラ メータの説明となる名前を入力して [OK] をク リ ッ
ク します。

6. Parameters リ ス トにあるすべてのパラ メータについて、 手順 4 および 5 を繰
り返します。

ビジネス オペレーシ ョ ンの更新
ビジネス  オペレーシ ョ ンを更新する場合は、 必ずワークフローからビジネス  オ
ペレーシ ョ ンを参照するビジネス  オペレーシ ョ ンを実行アクシ ョ ンをすべて更
新して ください。 このアクシ ョ ンの詳細については、 6-84ページの 「ビジネス  
オペレーシ ョ ンを呼び出す」 を参照して ください。

ビジネス  オペレーシ ョ ンを更新する手順は、 以下のとおりです。

1. [ ビジネス  オペレーシ ョ ン ] ダイアログ ボッ クスから更新するビジネス  オペ
レーシ ョ ンを選択して、 [更新 ] をク リ ッ ク します。 [ ビジネス  オペレーシ ョ
ンを定義 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2. 必要な変更を加え、 完了したと きに [OK] をク リ ッ ク します。

ビジネス オペレーシ ョ ンの削除
注意 : ビジネス  オペレーシ ョ ンを削除する前に、 そのビジネス  オペレー

シ ョ ンがビジネス  オペレーシ ョ ンを実行アクシ ョ ンを使用したワークフ
ローによって参照されていないこ とを確認して ください。 参照している
と ワークフローをアクティブにできません。 削除を実行する際、 参照が
ある場合も警告は表示されないため、 削除操作に対応したビジネス  オペ
レーシ ョ ンを実行アクシ ョ ンの更新を確実に実行してください （6-84
ページの 「ビジネス  オペレーシ ョ ンを呼び出す」 を参照）。

ビジネス  オペレーシ ョ ンを削除する手順は、 以下のとおりです。
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1. [ ビジネス  オペレーシ ョ ン ] ダイアログ ボッ クスから削除するビジネス  オペ
レーシ ョ ンを選択して、 [削除 ] をク リ ッ ク します。

2. 削除の警告メ ッセージが表示されたら、 削除する場合は [OK] を、 取り消す
場合は [取消し ] をク リ ッ ク します。

イベン ト  キーのコンフ ィグレーシ ョ ン

ワークフローの開始やワークフロー内のノードの ト リガは、 イベン トによって行
う こ とができます。 イベン トは別のワークフローや別のアプリ ケーシ ョ ンなどの
外部ソースからの非同期の通知です。 開始ノードはイベン ト  ト リ ガ型と して定
義され、 イベン ト  ノードは常に外部イベン トのみによって ト リガできる非同期
ノードです。

イベン ト通知は、 一般的には JMS (Java Message Service) メ ッセージに含まれ、
JMS キューで受信される  XML ドキュ メン トの形をと り ます。 ただし、 プラグイ
ンで定義するこ と もでき、 その場合イベン ト通知は XML ドキュ メン トではな
く、 カスタムの ト リガとな り ます （詳細については、 『WebLogic Integration 
BPM プラグイン プログラ ミ ング ガイ ド』 を参照）。

XML イベン トの型では、 実際の ト リガは XML メ ッセージのプロローグで定義
された文書型 （ DOCTYPE） の宣言であるか、 または XML メ ッセージのルート
要素であるかのいずれかです。 開始またはイベン ト  ノードのプロパティ  ダイア
ログ ボッ クスで、 イベン トの ト リガまたはワークフローの開始に使用する  
DOCTYPE またはルート要素を指定します。 イベン トは、 ノードのプロパティ  
ダイアログ ボッ クスで指定された DOCTYPE、 またはルート要素が着信 XML 
メ ッセージのそれと一致しない限り ト リガされません。

DOCTYPE またはルート要素の使用に加え、 イベン ト  キーを使用してイベン ト
をさ らに修飾できます。 イベン ト  キーを使用して、 開始ノードやイベン ト  ノー
ドを開始する着信 XML メ ッセージ、 JMS ヘッダ、 プロパティ  フ ィールドなど
の内容を指定できます。 すなわち、 当該ノードを ト リガする特定の DOCTYPE 
またはルート要素を含むすべての着信 XML ドキュ メン ト を受け入れるのではな
く、 ドキュ メン トやヘッダに含まれる一定の値を持つメ ッセージのみが実行中の
ワークフロー内のノードを ト リ ガできるよ うに、 そのよ うな値に基づいて着信 
XML メ ッセージのインスタンスをフ ィルタ処理できます。

イベン ト  キーは以下の 2 つの部分で構成されます。
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キー値の式

キー値の式は開始ノードまたはイベン ト  ノードの [プロパティ ] ダイアログ 
ボッ クスで指定します。 キー値の式は実行時に評価されるワークフロー式
で、 そのノードの ト リガが可能となるよ うに着信メ ッセージに含まれている
正確なデータを指定します。 開始ノードでは、 この式は一般的には、 着信 
XML ドキュ メン トに含まれる特定の再帰データを参照する定数を含んでい
ます。 それが JMS ヘッダの値である場合もあ り ます。 イベン ト  ノードの場
合、 キー式には通常、 実行時に一意の値を受け取る変数または関数が含まれ
ています。 キー値の式のサンプルは 5-40ページの 「イベン ト  キーを理解す
る」 にあ り ます。 また、 キー値の式を定義する方法は、 5-48ページの 「イベ
ン ト ト リガ型開始のプロパティを定義する」 および 5-51ページの 「イベン ト  
プロパティを定義する」 で説明します。

イベン ト  キー式

これは、 実行時に着信メ ッセージのヘッダまたは本文からキー値を返し、 そ
れを、 開始ノードまたはイベン ト  ノードの対応するキー値の式が必要とする
データ型にコンバートする式です。 イベン ト  キー式は、 [ コンフ ィグレー
シ ョ ン ] メニューからアクセスするイベン ト  キー式のダイアログ ボッ クスで
指定します。 この式には一般的には、 XML ドキュ メン ト を解析するための 
XPath 言語の式、 または JMS メ ッセージのヘッダから値を抽出するための 
EventAttribute() 関数の式が含まれています。

イベン ト  キーのコンフ ィグレーシ ョ ンで、 開始ノードまたはイベン ト  ノードの
プロパティ  ダイアログボッ クスで指定した DOCTYPE またはルート要素に対応
するイベン ト記述子を指定します。 次にイベン ト  キー式を指定します。 これは、
開始ノードまたはイベン ト  ノードのプロパティ  ダイアログ ボッ クスで定義され
たキー値の式に対応する式で、 プロセス  エンジンによって実行時にこの 2 つの
値を比較して一致するかど うかの判断が可能になり ます。 イベン ト記述子と  
DOCTYPE またはルート要素の関係、 およびイベン ト  キー式とキー値の式の関
係は、 5-40ページの 「イベン ト  キーを理解する」 で、 コード例を使用してさ ら
に詳し く説明します。

ただし、 イベン ト  キーのコンフ ィグレーシ ョ ンは、 ワークフローとは独立して
行う こ とができるため、 その手順は以下で説明します。 コンフ ィグレーシ ョ ンが
完了したイベン ト  キーは、 すべてのオーガニゼーシ ョ ンのワークフローで使用
可能とな り ます。 着信メ ッセージの内容がわかっている場合は、 開始ノードかま
たはイベン ト  ノードで対応するキー値の式を設定するワークフロー デザイナが
利用できるよ うに、 あらかじめイベン ト  キー式のコンフ ィグレーシ ョ ンを済ま
しておく こ とが可能です。 イベン ト  キーを、 Java アーカイブ パッケージ ファ イ
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ルとの間でエクスポートおよびインポートするこ と もできます。 その際、 それら
を参照するワークフローの有無は問題にはなり ません （詳細は、 第 11 章 「ワー

クフロー パッケージのインポート とエクスポート 」 を参照）。

イベン ト  キーのコンフ ィグレーシ ョ ンを表示する
イベン ト  キーのコンフ ィグレーシ ョ ンを表示するには [ コンフ ィグレーシ ョ ン｜
イベン ト ] を選択して、 [ イベン ト  キー ] ダイアログ ボッ クスを表示します。

図 4-9   [ イベン ト  キー ] ダイアログ ボックス

各イベン ト  キーに対して表示される情報について、 次の表で説明します。

コンテンツ タイプ デフォルトで text/xml に設定済みで編集できない。 ただし、
ロード されるプラグインについてプラグイン イベン ト  タイ
プが使用可能な場合のみ編集できる。

イベン ト記述子 XML/JMS イベン トでは、 これは受信した XML ドキュ メ
ン トの DOCTYPE またはルート要素であ り、 JMS メ ッセー
ジ内に含まれる。

式 実行時に受信メ ッセージのヘッダまたは本体からキー値を
生成し、 それを対応する開始ノードまたはイベン ト  ノード
内のキー値の式で必要なデータ型に変換する式。
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イベン ト  キーのコンフ ィグレーシ ョ ンを追加する
イベン ト  キーのコンフ ィグレーシ ョ ンを追加する手順は、 以下のとおりです。

1. [ イベン ト  キー] ダイアログ ボッ クスから  [追加 ] をク リ ッ ク して [ イベン ト  
キーを定義 ] ダイアログ ボッ クスを表示します。

図 4-10   [ イベン ト  キーを定義 ] ダイアログ ボックス

2. [ コンテンツ  タイプ ] フ ィールドで、 XML/JMS メ ッセージと対応する  
text/xml を選択します。

3. [ イベン ト記述子 ] フ ィールドに、 受信 XML ドキュ メン トの DOCTYPE ま
たはルート要素を入力します。

4. [式 ] フ ィールドに、 以下のうち 1 つを入力します。

JMS ヘッダまたはプロパティ  フ ィールドから値を抽出するには、
EventAttribute() 関数を使用して、 かっこの中のフ ィールド名で式を
作成します。

XML 本文から値を抽出するには、 XPath() 関数 （8-8ページの 「XPath()」
を参照） を含む式、 または XML 要素が文字列と して返されるための 
ド ッ ト （） 表記 （8-11ページの 「XML 要素のド ッ ト表記」 を参照） を使

用します。 また [式 ] ボタン  を使用して XPath Wizard を呼び出
し、 このウ ィザードを使ってサンプルの着信ドキュ メン トから  XPath の
式を自動的に生成できます。 詳細については、 8-31ページの 「XPath 
Wizard を使用する  XPath 式の作成」 を参照して ください。

イベン ト  キー式の構文についての詳細は、 8-6ページの 「実行時のイベン ト  
データを抽出する」 を参照して ください。 また、 対応する開始ノードまたは
イベン ト  ノードで定義されているキー値の式によって返される型と一致する
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データ型を返すには、 XPath() 関数または EventAttribute() 関数が型キャス ト
関数にラ ップされている必要があるため注意してください。 型キャス ト関数
については、 8-16ページの 「データ型を変換する」 を参照して ください。

こ こに入力したイベン ト  キーの式が、 開始ノードまたはイベン ト  ノードの
キー値の式によって指定された値に一致する値を返す必要があるこ とにも注
意して ください。 開始ノードまたはイベン ト  ノードのキー値の式を定義する
方法の詳細については、 5-39ページの 「イベン トおよびイベン ト ト リ ガ型開
始のプロパティを定義する」 を参照して ください。

5. [OK] をク リ ッ ク します。 イベン ト  キーは、 WebLogic Integration データベー
スのイベン ト  キー表に保存され、 [ イベン ト  キー ] ダイアログボッ クスに表
示されます。

6. [閉じる ] ボタンをク リ ッ ク します。

イベン ト  キーのコンフ ィグレーシ ョ ンを更新する
イベン ト  キーのコンフ ィグレーシ ョ ンを更新する場合、 式のみの更新が可能で、
イベン ト記述子は更新できません。

イベン ト  キーを更新する手順は、 以下のとおりです。

1. [ イベン ト  キー ] ダイアログ ボッ クスから更新するイベン ト  キーを選択し、 [
更新 ] をク リ ッ ク して [ イベン ト  キーを定義 ] ダイアログ ボッ クスを表示し
ます。

2. 必要に応じて式を編集します。

3. 完了したと きに [OK] をク リ ッ ク します。

イベン ト  キーのコンフ ィグレーシ ョ ンを削除する
イベン ト  キーを削除する場合は、 キー値がワークフローの開始ノードまたはイ
ベン ト  ノードのキー値の式によって参照されないよ うに注意してください。 参
照される場合は、 これらのイベン トは ト リガされません。

イベン ト  キーを削除する手順は、 以下のとおりです。
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1. [ イベン ト  キー ] ダイアログ ボッ クスから削除するイベン ト  キーを選択し、 [
削除 ] をク リ ッ ク します。

2. 警告メ ッセージが表示されたら、 削除する場合は [OK] を、 取り消す場合は [
取消し ] をク リ ッ ク します。
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リポジト リにあるエンテ ィテ ィの管理

WebLogic Integration のリポジ ト リには、 XML ドキュ メン ト 、 DTD (Document 
Type Definition: 文書型定義 ) ファ イル、XSL ドキュ メン ト などの XML エンティ
ティ を保存するために使用されるデータベース表が格納されています。 Studio を
使用して、 リポジ ト リの表示、 整理、 リポジ ト リへのファイルの格納を行い、 ま
た、 既存 XML エンティティ をシステム内のすべてのワークフローによってグ
ローバルに利用、 再利用できるよ うに設定できます。 作成したワークフロー内
で、 以前格納した XML ドキュ メン ト を参照する場合、 システムにログオンした
あらゆるク ラ イアン トでこれらのドキュ メン ト を使用できるよ うに、 リポジ ト リ
を設定できます。

たとえば、 XML をク ラ イアン トに送信アクシ ョ ンを使用して Worklist ユーザ
（6-66ページの 「Worklist アプリ ケーシ ョ ンに対する  XML メ ッセージを送信す
る」 を参照） と対話する場合、 各ユーザが DTD ファ イルに一元管理下にある場
所で容易にアクセスできるよ うに、 DTD ファ イルを リポジ ト リに格納できます。
また、 XSL 変換アクシ ョ ンを使用して XML ドキュ メン ト を実行時に変換する場
合は （6-103ページの 「XML ドキュ メン トの変換」 を参照）、 XML スタイル
シート  の変換ドキュ メン ト を リポジ ト リに格納して、 そのアクシ ョ ンを定義す
る際に容易にアクセスできるよ うにする と便利です。

この節では、 リポジ ト リの初期設定について説明します。 ただし、 リポジ ト リお
よびこの節で説明するすべての機能は、 第 7 章 「XML エンティティを操作」 で
述べたとおり、 ワークフロー ダイアログボッ クスから もアクセスできます。 ま
た、 リポジ ト リに格納されているエンティティ を、 ディ スクのファ イルをエクス
ポート （このオプシ ョ ンについては、 4-38ページの 「エンティティ をファ イル 
システムにエクスポートする」 で説明） および Java アーカイブ パッケージ ファ
イルをエクスポート して、 別のシステムに再インポートするこ と もできます （イ
ンポートおよびエクスポートの詳細については、 第 11 章 「ワークフロー パッ
ケージのインポート とエクスポート 」 を参照）。

リポジト リにある XML エンテ ィテ ィ を表示する
リ ポジ ト リにある  XML エンティティを表示する手順は、 以下のとおりです。

1. [ ツール｜ XML ファ インダを表示 ] を選択します。 [XML ファ インダ ] ダイ
アログ ボッ クスが表示されます。 [ リ ポジ ト リ ] タブが選択されています。
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2. 左ペインで XML リ ポジ ト リ を選択します。 リポジ ト リにある  XML エン
ティティが表示されます。

図 4-11   リポジト リ内の XML エンテ ィテ ィ

[ リ ポジ ト リ ] ウ ィンド ウに表示されている情報については次の表で説明します。

タイプ フォルダ、 ドキュ メン ト、 その他の XML エンティティなどの
エンティティの型 （XML エンティティの型については 4-32
ページの 「XML エンティティを操作する」 を参照）。

名前 フォルダまたはエンティティの名前。

作成 リ ポジ ト リ内のエンティティの最初の作成日。

変更 エンティティの最終変更日。

説明 エンティティ作成時に入力された、 フォルダまたはエンティ
ティの説明。
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フォルダの内容を表示する手順は、 以下のとおりです。

1. 左側のペインですべてのフォルダを展開し、 内容を表示するフォルダを選択
します。 フォルダに格納されているエンティティの リ ス トが、 そのフォルダ
作成時に入力された説明やメモと共に右のペインに表示されます。

図 4-12   選択したフォルダ内の XML エンテ ィテ ィ

2. エンティティ作成時に入力された説明やメモを表示するには、 リ ス トからエ
ンティティを選択します。

3. （省略可能） エンティティを選択した状態で [プレビュー ] をク リ ッ ク し、 [
ドキュ メン トのプレビュー ] ウ ィンド ウを表示してドキュ メン トの内容を表
示します。

フォルダ リ ポジ ト リにあるすべてのフォルダを網羅する リ ス ト 。

エンティテ ィ リ ポジ ト リにあるすべてのエンティティを網羅する リ ス ト 。
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図 4-13   [ ドキュ メン トのプレビュー ] ウィンドウ

4. [OK] をク リ ッ ク して、 [ ドキュ メン トのプレビュー ] ダイアログ ボッ クスを
閉じます。

エンティティの詳細については、 4-32ページの 「XML エンティティ を操作す
る」 を参照してください。

左側のパネルには、 フォルダやサブフォルダが階層状に配列された リポジ ト リの
ツ リー ビューが表示されます。 右最上のパネルには、 選択したフォルダの内容
が表示されます。 [説明 ] フ ィールドには、 選択したフォルダの説明が表示され
ます。 [ メモ ] フ ィールドには、 選択したフォルダに関する注意が表示されます。

フォルダを操作する

1 つのフォルダに対して、 追加、 更新、 削除など、 いくつかのアクシ ョ ンを実行
できます。 フォルダに対してこれらのアクシ ョ ンを実行する方法について以下で
説明します。

フォルダを追加する

フォルダを追加する手順は、 以下のとおりです。
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1. [ リ ポジ ト リ ] ウ ィンド ウの左のペインで [XML リ ポジ ト リ ] アイコンまたは
任意のサブフォルダを右ク リ ッ ク し、 ポップアップ メニューから  [ フォルダ
を追加 ] を選択して、 [ フォルダを追加 ] ダイアログ ボッ クスを表示します。

図 4-14   [ フォルダを追加 ] ダイアログ ボックス

2. [名前 ] フ ィールドにフォルダ名を入力します。

3. （省略可能） [説明 ] および [ メモ ] フ ィールドに、 フォルダの説明と注意を
それぞれ入力します。

4. [OK] をク リ ッ ク します。 [XML ファ インダ ] ダイアログ ボッ クスに新しい
フォルダが表示されます。

フォルダ情報を更新する

フォルダを更新する手順は、 以下のとおりです。

1. [ リ ポジ ト リ ] ウ ィンド ウの左のペインで更新するフォルダを右ク リ ッ ク し、
ポップアップ メニューから  [ フォルダ情報を更新 ] を選択して、 [ フォルダ情
報を更新 ] ダイアログ ボッ クスを表示します。
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図 4-15   [ フォルダ情報を更新 ] ダイアログ ボックス

2. 必要に応じて、 [名前 ]、 [説明 ]、 および [ メモ ] フ ィールドの内容を変更し
ます。

3. [OK] をク リ ッ ク します。

フォルダを削除する

フォルダはサブフォルダが存在する間は削除できません。

フォルダを削除する手順は、 以下のとおりです。

1. [ リ ポジ ト リ ] ウ ィンド ウの左のペインで削除するフォルダを右ク リ ッ ク し、
ポップアップ メニューから  [ フォルダを削除 ] を選択します。

2. メ ッセージが表示されたら削除の操作を確認します。

XML エンテ ィテ ィ を操作する
リ ポジ ト リにはさまざまなタイプの XML エンティティが保存されており、 各エ
ンティティは次の表に示すとおり、 記号で表されています。
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リ ポジ ト リに格納されているフォルダ内の XML エンティティに対しては、 エン
ティティの追加、 更新、 移動、 削除など、 いくつかのアクシ ョ ンを実行できま
す。

リポジ ト リに XML エンティテ ィ をインポートする
XML エンティティ を追加する手順は、 以下のとおりです。

1. [ リ ポジ ト リ ] ウ ィンド ウの左のペインでフォルダを展開して、 エンティティ
を追加するフォルダを右ク リ ッ ク し、 ポップアップ メニューから  [エンティ
ティを追加 ] を選択して [ エンティティ を追加 ] ダイアログ ボッ クスを表示
します。

記号 XML エンティティの型

DTD (Documnet Type Definition: 文書型定義 ) ファ イル

MFL (Message Format Language: メ ッセージ フォーマッ
ト言語 ) ファ イル

スキーマ （XSD） ファ イル

テキス ト  ファ イル

XML ドキュ メン ト

XSL (Extensible Stylesheet Language: 拡張スタイルシー
ト言語 ) テンプレート  ドキュ メン ト
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図 4-16   [ エンテ ィテ ィ を追加 ] ダイアログ ボックス

2. [名前 ] フ ィールドに、 追加するエンティティに固有な名前を入力します。

3. [ タイプ ] ド ロ ップダウン リ ス トから追加するエンティティの型を選択しま
す。

4. （省略可能） [説明 ] フ ィールドおよび [ メモ ] フ ィールドに、 そのエンティ
ティに関する説明と メモをそれぞれ入力します。

5. [ コンテンツ  URL] フ ィールドに追加するエンティティの URL を入力しま
す。 または、 [参照 ] を使用して、 ローカル ネッ ト ワーク  ド ラ イブまたは
マッピングされたネッ ト ワーク  ド ラ イブ上のエンティティ を見つけます。 [
開く ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。
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図 4-17   [開く ] ダイアログ ボックス

6. [参照 ] ド ロ ップダウン リ ス トから、 インポートする内容を含むファイルが
格納されたフォルダを選択します。

7. [ ファ イル名 ] フ ィールドにファイル名と拡張子を入力、 あるいはファイルを
選択し  [開く ] をク リ ッ ク します。

8. [ エンティティを追加 ] ダイアログ ボッ クスにそのファイルの URL が返され
ます。

9. （省略可能） [表示 ] をク リ ッ ク して、 追加するエンティティのコンテンツを
表示します。
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10. [取消し ] をク リ ッ クする と ウ ィンド ウが閉じ、 コンテンツは [ エンティティ
を追加 ] ダイアログ ボッ クスに戻されます。

11. [OK] をク リ ッ ク します。 選択したフォルダの [XML ファ インダ ] ダイアロ
グ ボッ クスに新しいエンティティが表示されます。

エンティテ ィ を更新する

エンティティを更新機能を使用して、 定義済みのエンティティのコンテンツを変
更するこ とができます。 ただし、 エンティティの型の変更はできません。 エン
ティティの型を変更するには、 コンテンツ型を持つ新しいエンティティを作成す
る必要があ り ます。 詳細については、 4-33ページの 「 リ ポジ ト リに XML エン
ティティ をインポートする」 を参照して ください。

エンティティを更新する手順は、 以下のとおりです。

1. [ リ ポジ ト リ ] ウ ィンド ウの左側のペインでフォルダを展開して、 更新するエ
ンティティが格納されているフォルダを選択します。

2. ウ ィンド ウの右側のペインで更新するエンティティを右ク リ ッ ク し、 ポップ
アップ メニューから  [エンティティ定義を更新 ] を選択して、 [エンティ
ティ定義を更新 ] ダイアログ ボッ クスを表示します。
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図 4-18   [ エンテ ィテ ィ定義を更新 ] ダイアログ ボックス

3. 必要に応じて、 [名前 ]、 [説明 ]、 および [ メモ ] フ ィールドの内容を変更し
ます。

4. [ コンテンツ  URL] フ ィールドに、 追加する新しいコンテンツのソースの 
URL を入力します。 または、 [参照 ] を使用して、 ローカル ネッ ト ワーク  ド
ラ イブまたはマッピングされたネッ ト ワーク  ド ラ イブ上のエンティティ を探
します。

5. （省略可能） [表示 ] をク リ ッ ク して、 そのエンティティの新しいコンテンツ
を表示します。

6. [OK] をク リ ッ ク して [エンティティ定義を更新 ] ダイアログ ボッ クスを閉じ
ます。 これで選択したエンティティは更新されます。

エンティテ ィ を移動する

エンティティは、 ソース  フォルダから切り取って移動先フォルダに貼り付ける
方法で、 フォルダからフォルダへと移動できます。

エンティティを移動する手順は、 以下のとおりです。
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1. [ リ ポジ ト リ ] ウ ィンド ウの左側のペインでフォルダを展開して、 切り取るエ
ンティティが格納されているフォルダを選択します。

2. ウ ィンド ウの右のペインで切り取るエンティティ を右ク リ ッ ク し、 ポップ
アップ メニューから  [切り取り ] を選択します。

3. [ リ ポジ ト リ ] ウ ィンド ウの左のペインでフォルダを展開し、 そのエンティ
ティを貼り付けるフォルダを右ク リ ッ ク し、 ポップアップ メニューから  [貼
り付け ] を選択します。 これでそのエンティティは移動先フォルダに貼り付
けられました。

エンティテ ィ をファイル システムにエクスポートする
リ ポジ ト リのデータベース表から取得した XML エンティティは、 ローカルファ
イル システム上のローカル ファ イル システムまたはローカル マシンにマッピン
グされたネッ ト ワーク  ド ラ イブに保存できます。

エンティティのファ イルをエクスポートする手順は、 以下のとおりです。

1. [ リ ポジ ト リ ] ウ ィンド ウの左側のペインでフォルダを展開して、 エクスポー
トするエンティティが格納されているフォルダを選択します。

2. ウ ィンド ウの右のペインでエクスポートするエンティティを右ク リ ッ ク し、
ポップアップ メニューから  [エンティティをエクスポート ] を選択して、 [
保存 ] ダイアログ ボッ クスを表示します。
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図 4-19   [保存 ] ダイアログ ボックス

3. [参照 ] ド ロ ップダウン リ ス トから、 そのエンティティのエクスポート先の
ド ライブとフォルダを選択します。

4. [ ファ イル名 ] フ ィールドでエンティティのエクスポート先ファイルの名前を
指定するか、 既存のファイルを選択します。 名前を指定しない場合は、 その
エンティティにはデフォルトの名前が割り当てられます。 既存ファイルを選
択する場合は、 上書きを求める メ ッセージが表示されます。

5. [保存 ] をク リ ッ ク します。 ファ イルは、 ファ イルのタイプに合った拡張が付
けられてディ スクに保存されます。

エンティテ ィ を削除する

ワークフロー内の XSL 変換アクシ ョ ンによって参照されるエンティティを削除
する場合は、 実行時に WebLogic Integration サーバ例外が発生しないよ うに必ず
このアクシ ョ ンを更新して ください （このアクシ ョ ンの詳細については、 6-103
ページの 「XML ドキュ メン トの変換」 を参照）。

エンティティを削除する手順は、 以下のとおりです。
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1. [ リ ポジ ト リ ] ウ ィンド ウの左側のペインでフォルダを展開して、 削除するエ
ンティティが格納されているフォルダを選択します。

2. ウ ィンド ウの右のペインで削除するエンティティ を右ク リ ッ ク し、 ポップ
アップ メニューから  [エンティティを削除 ] を選択します。

3. メ ッセージが表示されたら削除の操作を確認します。
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この章では、 ワークフロー テンプレート、 テンプレートの定義、 ワークフロー
変数およびノードの定義と保守に関するコンセプ トやタスクについて説明しま
す。 構成は以下のとおりです。

テンプレート定義タスクの概要

テンプレートに関する作業

テンプレート定義に関する作業

ノードに関する作業

変数に関する作業

ノードのプロパティの定義

例外ハンド ラに関する作業

テンプレート定義タスクの概要

詳細なワークフロー テンプレートの定義は、 テンプレートの作成、 テンプレー
ト定義の作成、 フローの設計、 変数の定義、 ノードのプロパティの指定および例
外ハンド ラの定義 （省略可能） で構成されます。 ワークフローの定義は、 各レベ
ルでリ ビジ ョ ンおよび改良を要する反復的なプロセスですが、 新しいテンプレー
ト を定義する場合、 これらのタスクの実行は以下の手順をお勧めします。

注意 : また、 ワークフロー テンプレートの定義を開始する前に、 ワークフロー
式の言語や Studio の Expression Builder および XPath Wizard ツールにつ
いての学習も必要です。 テンプレート定義のラベル作成、 分岐ノードの
条件の定義、 イベン トの定義など、 この節で説明するタスクの多くでは
ダイアログボッ クス  フ ィールドに式を入力する必要があ り ます。 ワーク
フロー式に関する詳細については、 第 8 章 「ワークフロー式の使用法」

を参照して ください。
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1. ワークフロー テンプレートの作成手順の詳細は、 5-4ページの 「ワークフ
ロー テンプレート を作成する」 を参照して ください。 あるいは、 エクスポー
ト済みのワークフロー パッケージからテンプレート をインポート します。 手
順の詳細は、 11-5ページの 「ワークフロー パッケージのインポート 」 を参照
して ください。

2. テンプレート内で、 テンプレート定義を作成します。 手順の詳細は、 5-4
ページの 「ワークフロー テンプレート を作成する」 を参照して ください。 あ
るいは、 エクスポート済みのワークフロー パッケージまたは XML ファ イル
からテンプレート定義をインポート します。 その手順については、 11-5ペー
ジの 「ワークフロー パッケージのインポート 」 および 11-12ページの
「XML からワークフロー テンプレート定義をインポートする」 を参照してく
ださい。

3. 設計領域にシェイプと コネクタを追加して高レベルのワークフローを作成し
ます。 手順の詳細は、 5-19ページの 「ノードに関する作業」 を参照してくだ
さい。

4. 機能を認識しやすくするため、 タスク、 イベン トおよび開始ノード型の名前
を変更します。 手順の詳細は、 5-23ページの 「ノードの名前を変更する」 を
参照してください。

5. 変数の作成を開始します。 手順の詳細は、 5-31ページの 「変数を作成する」
を参照して ください。

6. 条件を定義して分岐ノードの名前を変更します。 分岐のプロパティの定義の
手順については、 5-54ページの 「分岐のプロパティを定義する」 を参照して
ください。

7. ト リ ガ型とプロパティ、 変数の初期設定を定義し、 必要に応じてイベン ト ト
リガ開始の場合のイベン ト  キーおよび時限開始の場合のカレンダーを設定
（省略可能） して、 開始ノードのプロパティを指定します。 イベン ト  キーの
詳細については、 4-21ページの 「イベン ト  キーのコンフ ィグレーシ ョ ン」 を
参照してください。 カレンダーの詳細については、 3-4ページの 「ビジネス  
カレンダーの管理」 を参照して ください。

あるいは、 エクスポート済みのイベン ト  キーおよびカレンダーを既存のワー
クフロー パッケージからインポート します。 詳細については、 11-5ページの
「ワークフロー パッケージのインポート 」 を参照して ください。 開始のプロ
パティ定義の手順については、 5-48ページの 「イベン ト ト リガ型開始のプロ
パティを定義する」 を参照して ください。
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8. イベン ト  ノードのプロパティを指定し、 イベン トのイベン ト  キーのコン
フ ィグレーシ ョ ン （省略可能） を行います。 詳細については、 4-21ページの
「イベン ト  キーのコンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照してください。

あるいは、 エクスポート済みのイベン ト  キーを既存のワークフロー パッ
ケージからインポート します。 詳細については、 11-5ページの 「ワークフ
ロー パッケージのインポート 」 を参照して ください。 イベン ト  ノード  プロ
パティ定義の手順については、 5-51ページの 「イベン ト  プロパティを定義す
る」 を参照してください。

9. 手動割り当てタスクに対するタスク  ノード  プロパティを指定します。 タス
ク  プロパティの説明および手順については、 5-55ページの 「タスクのプロパ
ティを定義する」 を参照してください。

10. （省略可能） タスク  ノードおよび他のノードにアクシ ョ ンを追加します。 ア
クシ ョ ンの追加と定義の手順については、 第 6 章 「アクシ ョ ンの定義」 を参

照して ください。

11. （省略可能） テンプレート定義の例外ハンド ラを定義し、 それらのハンド ラ
を呼び出すアクシ ョ ンを追加します。 例外ハンド ラについては、 第 9 章
「ワークフロー例外の処理」 で説明します。

12.テンプレート定義を保存します。 手順の詳細は、 5-12ページの 「テンプレー
ト定義を保存し終了する」 を参照して ください。

13. ワークフローを実行する準備ができたら、 5-13ページの 「テンプレート定義
を更新、 ラベリ ングおよびアクティブ化する」 で説明するよ うにテンプレー
ト定義をアクティブにし、 それを保存します。

テンプレートに関する作業

ワークフロー テンプレート とは、 つま り  WebLogic Integration ワークフロー テ
ンプレート定義用のフォルダまたはコンテナです。 各ワークフロー テンプレー
トには、 1 つまたは複数のワークフロー テンプレート定義を保持できます。 ワー
クフロー テンプレート定義は、 5-7ページの 「テンプレート定義に関する作業」
で説明するよ うに、 フォルダ ツ リーで Effective (有効 ) および Expiry (終了 ) 日
時によって識別されます。
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図 5-1   ワークフロー テンプレート とワークフロー テンプレート定義

テンプレートは、 オーガニゼーシ ョ ンに対して 1 対複数の関係を持ちます。 つま
り、 テンプレートはそのシステムにおいて固有のものとな り ますが、 複数のオー
ガニゼーシ ョ ンに対して定義できます。 テンプレートは、 定義されている各オー
ガニゼーシ ョ ンのフォルダ ツ リーに、 そのすべてのテンプレート定義と共に表
示されます。 1 つのオーガニゼーシ ョ ンのフォルダ ツ リーでテンプレート定義に
加えられた変更 （削除も含む） は、 そのテンプレートが関連付けられている他の
すべてのオーガニゼーシ ョ ンのフォルダ ツ リーに自動的に表示されます。

Import/Export 機能を用いてテンプレートおよびテンプレート定義をインポート
する場合、 テンプレートは上書きされますが、 テンプレート定義は上書きされま
せん。 既存のものと同じ日付のテンプレート定義をインポートする場合、 既存の
テンプレート定義は上書きされず、 別の定義が作成されます （テンプレートのイ
ンポートの詳細については、 11-5ページの 「ワークフロー パッケージのイン
ポート 」 を参照）。

ワークフロー テンプレート を作成する
注意 : テンプレート を作成するためにはテンプレートの作成パーミ ッシ ョ ンが

必要です。 パーミ ッシ ョ ン レベルの詳細については、 3-26ページの
「ユーザおよびロールへのパーミ ッシ ョ ンの割り当て」 を参照して くださ
い。

ワークフロー テンプレート を作成する手順は、 以下のとおりです。

1. オーガニゼーシ ョ ンがアクティブな状態で、 Studio のメ イン ウ ィンド ウの [
テンプレート ] フォルダを右ク リ ッ ク します。

2. ポップアップ メニューから  [ テンプレート を作成 ] を選択します。 [ テンプ
レートのプロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

ワークフロー 

ワークフロー 
テンプレート定義
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図 5-2   [ テンプレートのプロパティ ] ダイアログ ボックス

3. [名前 ] フ ィールドで、 ワークフロー テンプレートに対する有意な固有名を
入力します。 このワークフロー テンプレート内で定義されたすべてのワーク
フロー テンプレート定義は、 実行時にワークフロー インスタンスになる と
識別にこの名前を用います。

4. ダイアログ ボッ クスの [ オーガニゼーシ ョ ン ] セクシ ョ ンで、 このワークフ
ロー テンプレート を割り当てたい単一あるいは複数のオーガニゼーシ ョ ンを
選択します。 ワークフロー テンプレート をすべてのオーガニゼーシ ョ ンに対
して有効にするには [すべてのオーガニゼーシ ョ ン ] を、 オーガニゼーシ ョ
ンをク リ アして リセッ トするには [ オーガニゼーシ ョ ンをク リ ア ] をク リ ッ
ク します。

注意 : 1 つのテンプレート を複数のオーガニゼーシ ョ ンに関連付ける場合、
そのテンプレートに加えたすべての変更は、 他のオーガニゼーシ ョ ン
がそのテンプレート を表示する と自動的に反映されます。

5. [OK] をク リ ッ ク します。 フォルダ ツ リーの [ テンプレート ] フォルダの下に
新しいワークフロー テンプレートが表示されます。
WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ ド 5-5



5 ワークフロー テンプレートの定義
テンプレート  プロパティ を更新する
[ テンプレートのプロパティ ] ダイアログ ボッ クスで、 作成後またはインポート
後にテンプレート を追加されたオーガニゼーシ ョ ンに割り当てるこ とができます
（手順については、 11-5ページの 「ワークフロー パッケージのインポート 」 を参
照）。

テンプレート  プロパティを更新する手順は、 以下のとおりです。

1. フォルダ ツ リーの上の [ オーガニゼーシ ョ ン ] フ ィールドで、 更新するテン
プレートが定義されているオーガニゼーシ ョ ンを選択します。

2. フォルダ ツ リーで [ テンプレート ] フォルダを展開し、 テンプレート を右ク
リ ッ ク して、 ポップアップ メニューから  [プロパティ ] を選択し、 [ テンプ
レートのプロパティ ] ダイアログ ボッ クスを開きます。

3. このテンプレートが割り当てられているオーガニゼーシ ョ ンに必要な変更を
加えます。

4. [OK] をク リ ッ ク して変更を保存し、 ダイアログ ボッ クスを閉じます。

テンプレート を削除する

ワークフロー テンプレート を削除する と以下のこ とが起こ り ます。

テンプレートは割り当てられているすべてのオーガニゼーシ ョ ンから削除さ

れます。

テンプレートに含まれるすべてのテンプレート定義は削除されます。

テンプレートの定義のすべてのインスタンス （現在のステータスにかかわら

ずすべてのタスクを含む） は削除されます。

テンプレートの定義に関連するすべての履歴が削除され、 統計あるいは作業

ロード  レポートでの使用が不可能とな り ます。

注意 : テンプレート を削除するためにはテンプレートの削除パーミ ッシ ョ ンが
必要です。 パーミ ッシ ョ ン レベルの詳細については、 3-26ページの
「ユーザおよびロールへのパーミ ッシ ョ ンの割り当て」 を参照して くださ
い。
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ワークフロー テンプレート を削除する手順は、 以下のとおりです。

1. テンプレートがオープン テンプレート定義を含む場合、 描画ウ ィンド ウの右
上隅にある  [X] をク リ ッ クするか、 フォルダ ツ リーのテンプレート定義を右
ク リ ッ ク してポップアップ メニューから  [閉じる ] を選択してこれらを閉じ
ます。

2. フォルダ ツ リーのワークフロー テンプレート名を右ク リ ッ ク します。

3. ポップアップ メニューから  [削除 ] を選択します。

4. 「テンプレートの削除」 警告メ ッセージが表示された場合は [はい ] をク リ ッ
ク して、 ワークフロー テンプレート とそのすべてのワークフロー テンプ
レート定義を削除するか、 [いいえ ] をク リ ッ ク して削除をキャンセルしま
す。

テンプレートのインスタンスが存在する場合、 インスタンスも削除するよ う
要求されます。 インスタンスを削除してよい場合は [はい ] をク リ ッ ク し、
削除をキャンセルする場合は [いいえ ] をク リ ッ ク します。

テンプレート定義に関する作業

フォルダ ツ リーのワークフロー テンプレート定義名は、 その有効日時および終
了日時で構成されます。 有効日時および終了日時は、 ワークフロー テンプレー
ト定義がインスタンスあるいは実行に有効となる時間の範囲を表します。 同じ有
効日時および終了日時を持つ複数のテンプレート定義が存在する場合もあ り ま
す。

インスタンスに有効なテンプレート定義を作成するためには、 まずそれをアク
ティブにする必要があ り ます。 設計時に、 テンプレート定義を、 いくつでもアク
ティブにできますが、 唯一、 同じ有効 （開始） 日時を持つテンプレート定義はア
クティブにできないという制限があ り ます。

有効および終了日時の機能の利点は、 1 年を通じて異なるテンプレート定義を手
動で非アクティブあるいはアクティブにするこ とな く、 ある期間に対して正確に
有効なワークフロー テンプレート定義を作成できる という点です。 たとえば、
特定のワークフロー テンプレート定義を 1 月から  3 月まで実行し、 異なるタス
クや変数を持つ次のワークフロー テンプレート定義を 4 月から  6 月まで実行し
なければならず、 さ らに次の定義を  7 月から  9 月まで実行しなければならない周
期的ビジネスの場合などです。 1 つのテンプレート定義を手動で非アクティブに
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して、 別のテンプレート定義を四半期ごとにアクティブにする代わりに、 異なる
有効日時および終了日時を指定し、 それらすべてをアクティブと してマークする
と、 サーバがワークフローのインスタンス化の際に正しいバージ ョ ンを自動的に
選択します。

一方、 複数のアクティブなテンプレート定義を持つこ とは可能ですが、 実際に実
行時にインスタンス化されるのは 1 つのテンプレート定義のみです。 つま り、 有
効および終了日時は、 ローリ ング方式で設計するよ う注意し、 日付のオーバー
ラ ップを回避する必要があ り ます。 日付がオーバーラ ップするアクティブなテン
プレート定義がある場合 （たとえば 1 月から  3 月までの定義と  2 月から  4 月まで
の定義が混在する場合）、 プロセス  エンジンはデータベースから検索した最初の
定義を取り上げます。 これは通常、 設計時に先に作成された定義です。

注意 : 異なるビジネス条件に従って異なるフローを指定する場合、 同じテンプ
レート定義で複数の開始ノードを使用します。 詳細については、 5-34
ページの 「開始のプロパティを定義する」 を参照してください。

ワークフロー テンプレート定義を作成する
テンプレート定義を作成する場合、 その有効および終了の日付を指定します。

監査エン ト リ を作成アクシ ョ ンを用いて、 ク ラ イアン ト  アクセスおよび実行時
間など、 実行時のワークフロー情報のロギングを有効にし、 ワークフロー全体
を通じて各ポイン トにおけるカスタム エン ト リ を可能にする監査を有効にす
るこ と もできます （詳細については、 6-45ページの 「監査エン ト リ を作成す
る」 を参照）。 監査情報は、 XML メ ッセージと してデフォルトの JMS 監査
ト ピッ ク  com.bea.wlpi.AuditTopic にポスティングされ、 サーバ上のアクティブ
な WebLogic Integration ド メ インの  logs ディレク ト リにあるテキス ト  ファ イル 
myserver.log に書き込まれます。

注意 : テンプレート定義を作成するためには、 テンプレート を作成パーミ ッ
シ ョ ンが必要です。 パーミ ッシ ョ ン レベルの詳細については、 3-26ペー
ジの 「ユーザおよびロールへのパーミ ッシ ョ ンの割り当て」 を参照して
ください。

ワークフロー テンプレート定義を作成する手順は、 以下のとおりです。

1. フォルダ ツ リーの上の [ オーガニゼーシ ョ ン ] フ ィールドで、 定義の追加を
行うテンプレートが定義されているオーガニゼーシ ョ ンを選択します。
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2. フォルダ ツ リーで [ テンプレート ] フォルダを展開し、 テンプレート を右ク
リ ッ ク し、 ポップアップ メニューから  [ テンプレート定義を作成 ] を選択し
て [ テンプレート定義 ] ダイアログ ボッ クスを表示します。 ダイアログ ボッ
クスにはテンプレート定義が属するテンプレートの名前が表示されます。

図 5-3   [ テンプレート定義 ] ダイアログ ボックス

3. [一般 ] タブで以下を指定します。

開始－このワークフロー テンプレート定義が有効になる正確な日付を
選択します。 時間はシステムによ り自動的に供給され、 テンプレート
定義が最初に作成された時間に対応します。

終了－ （省略可能） このチェッ ク  ボッ クスを選択して、 ワークフロー 
テンプレート定義の終了日を設定します。 時間はシステムによ り自動的
に供給され、 必ず終了日の午後 11 時 59 分とな り ます。

注意 : [終了 ] オプシ ョ ンが選択されていない場合、 ワークフロー テンプ
レート定義は常に有効とな り ます。
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4. （省略可能） [監査を有効化 ] を選択します。 これによ り、 実行時のワーク
フロー情報をロギングできます。

5. （省略可能） [ メモ ] フ ィールドにテンプレート定義を説明する全般的なコ メ
ン ト を入力します。

6. [OK] をク リ ッ ク してワークフロー設計領域を表示します。

ワークフロー設計領域ではデフォルトのワークフロー テンプレート定義がツー
ルバーと共に表示されます。 このツールバーにはワークフロー テンプレートの
定義に用いられる描画シェイプが含まれます。 デフォルトのワークフロー テン
プレート定義には、 開始、 タスク、 完了の 3 つのシェイプが含まれます。

図 5-4   ワークフロー設計領域

5-19ページの 「ノードに関する作業」 で説明するよ うにノードやコネクタを追
加し、 5-28ページの 「変数に関する作業」 で説明する変数を追加してテンプ
レート定義を行う こ とができます。
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既存のテンプレート定義を開く

テンプレート定義の読み取り専用プロパティは、 フォルダ ツ リーでいずれか
のフォルダを右ク リ ッ ク してポップアップ メニューから  [プロパティ ] を選
択して見るこ とができますが、 テンプレート定義は開かれていない限り修正
を加えるこ とはできません。 テンプレート定義は開く と ロ ッ ク されるので、
他のユーザは読み取り専用モードでしか開く こ とができません。

注意 : テンプレート定義を開くためにはテンプレート を作成パーミ ッシ ョ ンが
必要です。 パーミ ッシ ョ ン  レベルの詳細については、 3-26ページの
「ユーザおよびロールへのパーミ ッシ ョ ンの割り当て」 を参照して くださ
い。

既存のワークフロー テンプレート定義を開く手順は、 以下のとおりです。

1. フォルダ ツ リーの上の [ オーガニゼーシ ョ ン ] フ ィールドで、 開きたいテン
プレートが定義されているオーガニゼーシ ョ ンを選択します。

2. フォルダ ツ リーで [ テンプレート ] フォルダを展開して、 目的のテンプレー
ト定義を含むテンプレート  フォルダを展開し、 さ らにテンプレート定義を右
ク リ ッ ク してポップアップ メニューから  [開く ] を選択します。

選択したワークフロー テンプレート定義のインスタンスが既に存在する
場合、 つま り選択したワークフロー テンプレート定義が開始済みでテン
プレート定義のインスタンスがサーバに存在する場合は、 次の図に示す
よ うに警告メ ッセージが表示されます。

図 5-5   [既存のインスタンス ] ダイアログ ボックス

3. 以下のオプシ ョ ンのうち 1 つを選択する。

読み取り専用で開く－選択したワークフロー テンプレート定義を閲覧目
的のみで開きます。 ワークフローへの変更にかかわるすべてのインタ
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フェース  オプシ ョ ンはアクセス不可能となっており、 ワークフローに修
正を加えるこ とはできません。

開く－選択したワークフロー テンプレート定義を閲覧と更新の目的で
開きます。

取消し－このダイアログ ボッ クスを閉じ、 ワークフロー テンプレー
ト定義を開きません。

注意 : 実行中のインスタンスを持つテンプレート定義の修正は行わないでくだ
さい。 このよ う な定義を修正する と、 これらのインスタンスに予測不可
能な例外が発生する場合があ り ます。 そのよ うなテンプレート定義に変
更を加える場合は以下を行ってください。

プロダクシ ョ ン環境で、 まず実行中のすべてのインスタンスを終了さ
せ、 別の有効および終了日を持つ新しいテンプレート定義を作成し、
アクティブにします。 既存のワークフロー情報を新しいテンプレート
定義にコピーする場合は、 5-15ページの 「ワークフロー テンプレー
ト定義をコピーする」 の手順に従ってください。

開発環境で、 変更を加える前にテンプレート定義のすべてのインスタ
ンスを削除します。 その手順については、 10-11ページの 「ワークフ
ロー インスタンスを削除する」 を参照して ください。

テンプレート定義を保存し終了する

Studio のフォルダ ツ リーでは、 保存が必要な各ワークフロー テンプレート定義
の左側にアスタ リ スク （*） が表示されます。

テンプレート定義を保存するには以下のいずれかを行います。

フォルダ ツ リーでテンプレート定義を右ク リ ッ ク し、 ポップアップ メ
ニューから  [保存 ] を選択します。

ワークフロー設計エリ アの任意の場所で右ク リ ッ ク し、 ポップアップ メ
ニューから  [保存 ] を選択します。

テンプレート定義を閉じる と、 ロ ッ クが解除され別のユーザによる使用が可
能になり ます。

ワークフロー テンプレート定義を終了するには以下のいずれかを行います。
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フォルダ ツ リーでテンプレート定義を右ク リ ッ ク し、 ポップアップ メ
ニューから  [閉じる ] を選択します。

テンプレート定義のワークフロー設計ウ ィンド ウの右上隅の [X] をク リ ッ
ク します。

テンプレート定義を更新、 ラベリングおよびアク
テ ィブ化する

テンプレート定義を作成し、 開いたら （5-8ページの 「ワークフロー テンプレー
ト定義を作成する」 で説明）、 作成時に指定したプロパティを更新し、 ラベルを
追加してアクティブ化できます。

こ こで作成するワークフロー ラベルは、 実行時にタスク  リ ス トのワークフロー 
ラベル カラムに表示され Worklist ユーザに示されます。 また、 実行時に Studio 
の [ ワークフロー インスタンス ] ダイアログ ボッ クスの [ ワークフロー ラベル ] 
フ ィールドにも表示されます （詳細については、 10-5ページの 「ワークフロー 
インスタンスの状態を表示する」 を参照）。 これは、 ワークフローのインスタン

スを識別するために用いられ、 日時、 請求書番号、 顧客名あるいは他と区別す
るための関連情報が含まれます。 ラベルはワークフロー式言語で公式化され、 定
数、 変数、 演算子およびその他の式コンポーネン ト を含むこ とが可能です。 ワー
クフロー式機能および構文に関する詳細については、 第 8 章 「ワークフロー式の
使用法」 を参照して ください。

新しいテンプレート定義を作成する とデフォルトで非アクティブな状態になり ま
す。 現在開発中のテンプレート定義は、 不用意に開かれるこ とを避けるため通常
は非アクティブとなっています。 ただし、 ワークフローがインスタンス化される
前、 あるいは実行環境に置かれる前に、 いずれか 1 つのテンプレート定義をアク
ティブにする必要があ り ます。

ワークフロー テンプレート定義のプロパティを更新する手順は、 次のとおりで
す。

1. ワークフロー テンプレート定義が開いた状態で設計ウ ィンド ウの任意の場所
を右ク リ ッ クするか、 フォルダ ツ リーのテンプレート定義を右ク リ ッ ク し
て、 ポップアップ メニューから  [プロパティ ] を選択し、 [ テンプレート定義
] ダイアログ ボッ クスを開きます。
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図 5-6   テンプレート定義のプロパティの更新

2. [ テンプレート定義 ] ダイアログ ボッ クスの [一般 ] タブの [ ワークフロー 
ラベル ] フ ィールドに、 実行時にラベルを生成するために評価される式を入
力します。 ワークフロー式の構築に関する詳細については、 第 8 章 「ワーク

フロー式の使用法」 を参照して ください。

3. テンプレート定義をアクティブにするには [ アクティブ ] チェッ ク  ボッ クス
にチェッ ク します。

4. （省略可能） [開始 ] および [終了 ] を更新し、 監査を有効または無効にしま
す。

5. （省略可能） [ テンプレート定義 ] ダイアログ ボッ クスの [例外ハンド ラ ] 
タブで、 例外ハンド ラを追加、 更新または削除します。 例外のハンド リ
ングに関する詳細については、、 第 8 章 「ワークフロー式の使用法」 を参照

して ください。

6. [OK] をク リ ッ ク して変更を保存し、 ダイアログ ボッ クスを閉じます。
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ワークフロー テンプレート定義をコピーする
Studio では、 同一テンプレート内の既存のワークフロー テンプレート定義をコ
ピーできます。 コピーを行う と、 割り当てられたすべてのワークフロー テンプ
レート定義プロパティ もコピーされます。 これは、 同様のプロパティを持つ複数
のワークフロー テンプレート定義を作成する必要がある場合に時間を節約でき
ます。 新しいワークフロー テンプレート定義のプロパティは必要に応じて修正
できます。

注意 : コピーされた （新しい） ワークフロー テンプレート定義はアクティブに
マーク されていません。 これをインスタンス化のために有効にしたい場
合は、 まずアクティブにする必要があ り ます。 詳細については、 5-13
ページの 「テンプレート定義を更新、 ラベリ ングおよびアクティブ化す
る」 を参照してください。

既存のワークフロー テンプレート定義をコピーする手順は、 以下のとおりです。

1. コピーするワークフロー テンプレート定義を右ク リ ッ ク し、 ポップアップ メ
ニューから  [ コピー ] を選択します。 選択したワークフロー テンプレート定
義のコピーは、 フォルダ ツ リーの最後のワークフロー テンプレート定義と し
て直ちに貼り付けられます。 このコピーはオリジナルのワークフロー テンプ
レート定義と同じ有効および終了日を持ち、 設計領域に展開されます。

2. テンプレート定義の名前を変更し、 プロパティを変更する場合は、 5-13ペー
ジの 「テンプレート定義を更新、 ラベリ ングおよびアクティブ化する」 の手
順に従います。

テンプレート定義を印刷する

Studio から、 ワークフロー テンプレート定義ダイアグラムを印刷できます。 印
刷機構を呼び出す方法は 2 通りあ り ます。

Studio のフォルダ ツ リーでワークフロー テンプレート定義を右ク リ ッ ク し、
表示されるポップアップ メニューから  [印刷 ] を選択します。

描画領域のワークフロー テンプレート定義ダイアグラムのどこかを右ク リ ッ
ク し、 ポップアップ メニューから  [印刷 ] を選択します。
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図 5-7   ワークフロー テキストの印刷

[ テキス ト ] タブには、 タスク、 イベン ト、 分岐および完了ノード内のアクシ ョ
ン （アクシ ョ ン内のサブアクシ ョ ンを含む） の詳細に加え、 アクシ ョ ンおよび
ノード  メモなど、 各ワークフロー ノードに関連した情報が含まれます。
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[ グラフ ィ ッ ク ] タブにはワークフロー テンプレート定義のダイアグラムが含ま
れます。

図 5-8   ワークフロー グラフ ィ ックの印刷

[印刷 ] をク リ ッ ク して選択したタブの情報を印刷するか、 [すべて印刷 ] をク
リ ッ ク して [ テキス ト ] タブに含まれる情報と  [ グラフ ィ ッ ク ] タブに含まれる
ダイアグラムの両方を印刷します。
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[印刷 ] ダイアログ ボッ クスで、 ワークフローを印刷するための適切な設定を行
います。

テンプレート定義を削除する

ワークフロー テンプレート定義を削除する と以下のこ とが起こ り ます。

テンプレート定義は、 それが含まれるテンプレート を割り当てたすべての

オーガニゼーシ ョ ンから削除されます。

そのワークフロー テンプレート定義のすべてのインスタンス （現在のステー
タスにかかわらずすべてのタスクを含む） が削除されます。

そのワークフロー テンプレート定義に関連するすべての履歴が削除され、 統
計レポートでの使用が不可能とな り ます。

削除されたワークフロー テンプレート定義を具体的に参照する作業ロード  
レポートは、 代わりに残ったすべてのワークフロー テンプレート定義を参照
するよ う変更されます。

注意 : テンプレート定義を削除するためには、 テンプレートの削除パーミ ッ
シ ョ ンが必要です。 パーミ ッシ ョ ン レベルの詳細については、 3-26ペー
ジの 「ユーザおよびロールへのパーミ ッシ ョ ンの割り当て」 を参照して
ください。

ワークフロー テンプレート定義を削除する手順は、 以下のとおりです。

1. テンプレート定義が開かれている場合、 描画ウ ィンド ウの右上隅にある  [X] 
をク リ ッ クするか、 フォルダ ツ リーのテンプレート定義を右ク リ ッ ク して
ポップアップ メニューから  [閉じる ] を選択してこれらを閉じます。

2. フォルダ ツ リーのワークフロー テンプレート定義を右ク リ ッ ク します。

3. ポップアップ メニューから  [削除 ] を選択します。

4. 「ワークフローを削除」 警告メ ッセージが表示されたら、 [はい ] をク リ ッ ク
してワークフロー テンプレート定義を削除するか、 [いいえ ] をク リ ッ ク し
て削除を取り消します。

テンプレートの定義にインスタンスがあれば、 そのインスタンスも削除する
よ うに要求されます。 インスタンスを削除してよい場合は [はい ] をク リ ッ
ク し、 削除をキャンセルする場合は [いいえ ] をク リ ッ ク します。
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ノードに関する作業

最初にワークフロー テンプレート定義を作成した後、 デフォルトでは、 設計領
域に開始、 タスクおよび完了の 3 つのシェイプ （ノード） が存在します。 開始
ノードはデフォルトでは手動による開始に設定されており、 タスク  ノードは
ワークフローを開始する  Worklist ユーザにタスクを割り当てます。 これらは、
実行可能なワークフローを作成するために必要な最小限のプロパティです。 （開
始ノード  プロパティの編集の詳細については 5-48ページの 「イベン ト ト リガ型
開始のプロパティを定義する」 を、 タスク  ノード  プロパティの編集の詳細につ
いては、 5-55ページの 「タスクのプロパティを定義する」 を参照）。

次の表に、 ワークフロー シェイプ、 そのノード名および目的を示します。

表 5-1  ワークフローシェイプおよびコネクタ

記号 ノード  タイプ 目的

開始 ワークフローの開始を示し、 異なる方法 （手動、 特定の時
間、 イベン ト、 あるいは別のワークフローによ り） で ト リ
ガするこ とが可能。 開始ノードに関する詳細については、
5-34ページの 「開始のプロパティを定義する」 を参照。

イベン ト 外部アプリ ケーシ ョ ンや別のワークフロー、 あるいはプラ
グイン定義イベン トからの内部 JMS キューで受け取った 
XML メ ッセージによって ト リガされるイベン ト を表す。 イ
ベン ト  ノードに関する詳細については、 5-51ページの 「イ
ベン ト  プロパティを定義する」 を参照。

タスク さまざまなアクシ ョ ンを定義する ノードを表す。 ユーザ割
り当てタスク も定義する。 タスク  ノードに関する詳細につ
いては、 5-55ページの 「タスクのプロパティを定義する」
を参照。

分岐 True または False を評価するワークフローにおける条件を表
す。 True か False かによ り、 異なるワークフロー パスに分
岐する。 詳細については、 5-54ページの 「分岐のプロパ
ティを定義する」 を参照。
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ノードを追加、 配置および接続する

設計領域のシェイプを操作するために、 以下を行う こ とができます。

ツールバー内のシェイプをク リ ッ ク して、 カーソルを設計領域に置き、 再度

ク リ ッ ク してシェイプを設計領域にド ロ ップして設計領域にシェイプを配置
できます。 設計領域にシェイプを配置する と、 フォルダ ツ リー内にノード も
作成されます。

マウスでシェイプをク リ ッ ク  アンド  ド ラ ッグし、 設計領域に移動できます。

ツールバーの [ コネクタを描画 ] ボタンをク リ ッ ク し、 ソース  ノードをク
リ ッ ク してターゲッ ト  ノードにド ラ ッグし、 マウス  ボタンを離してシェイ
プを接続できます。 分岐シェイプからコネク タを作成する と、 [ コネクタを
作成 ] ダイアログ ボッ クスが表示され、 コネク タが [True] か [False] かを指
定するよ う要求されます。

And 結合 2 つの別々のパスを AND ゲートで結合する。 どちらのパス
もフローを処理する前に実行を終了している必要がある。
また、 ワークフローに追加した後で AND を OR 結合に変更
するこ と も可能。 詳細については、 5-60ページの 「結合の
プロパティを定義する」 を参照。

Or 結合 2 つの別々のパスを OR ゲートで結合する。 どちらかのパス
がフローを処理する前に実行を終了している必要がある。
コン ト ロールが単一のパスから結合に続いて起こる ノード
に渡される と、 付随するすべての未実行タスクは実行され
ない。 また、 ワークフローに追加した後で OR を AND 結合
に変更するこ と も可能。 詳細については、 5-60ページの
「結合のプロパティを定義する」 を参照。

完了 ワークフローの終了を示す。 詳細については、 5-62ページ
の 「完了のプロパティを定義する」 を参照。

コネクタ ワークフロー ノードの接続に用いられる。 矢印は、 フロー
内で次に実行される ノードを示す。

表 5-1  ワークフローシェイプおよびコネクタ

記号 ノード  タイプ 目的
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注意 : ツールバーに関する詳細については、 2-12ページの 「ツールバーの使い
方」 を参照してください。

設計領域にノードを追加する と、 ノードは直ちにフォルダ ツ リーにも表示され
ます。 ノードにはデフォルト名が付けられます。 この名前は設計領域に配置した
順番を示す番号を含み、 タスク  ノードの場合は T1、 T2、 T3 のよ うにな り ます。
ノードの名前を変更し、 プロパティを編集する場合は、 5-23ページの 「ノード  
プロパティに関する作業を行う」 を参照して ください。

ノードまたはコネクタを削除する

ノードを削除する手順は、 以下のとおりです。

1. 以下のいずれか 1 つを実行します。

設計領域で削除する ノードを右ク リ ッ ク し、 ポップアップ メニューから  [
削除 ] を選択します。

フォルダ ツ リーで削除する ノードを含むフォルダを展開し、 ノードを右
ク リ ッ ク して、 ポップアップ メニューから  [削除 ] を選択します。

2. 警告メ ッセージが表示されたら、 削除する場合は [OK] を、 この操作を取り
消す場合は [取消し ] をク リ ッ ク します。

コネクタを削除する手順は、 以下のとおりです。

1. コネクタを右ク リ ッ ク し、 ポップアップ メニューから  [削除 ] を選択します。

2. メ ッセージが表示されたら削除を確認します。 そのノード との間のすべての
コネクタが削除されます。

ワークフロー設計のガイドラインとヒン ト

シェイプを追加、 接続、 配置する際、 以下の設計ガイ ド ラインを覚えておく と便
利です。

ワークフローには少なく と も  1 つの開始ノードを含む必要があ り、 また同一
のテンプレート定義に複数の開始ノードを含んで異なるパスを開始するこ と
もできます。
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ワークフローに完了ノードが含まれない場合、 ワークフローは終了しませ

ん。

フロー内の異なるパスを終了させるために複数の完了ノードの追加ができま

すが、 実行時に最初の完了ノードに達する と、 他のパスが実行を終了してい
るかど うかにかかわらずワークフローは終了します。

アクシ ョ ンによって実行される各主要アクティ ビティに対し  1 つのタスク  
ノードを作成し、 ロジッ クをできる限り図式的に見やすく保つと効果的で
す。 アクシ ョ ンと タスクの関係に関する詳細については、 第 6 章 「アクシ ョ

ンの定義」 を参照してください。

フローを複数のパスに分割する場合は、 単一ノードを複数ノードに接続しま

す。

複数パスを単一フローに戻す場合、 複数ノードを単一の結合ノードに接続し

ます。 AND 結合を用いて、 パスを結合する前にすべてのパスを実行するよ
うにします。 OR 結合を用いて、 パスを結合する前にいずれか 1 つのパスを
実行するよ うにします。

BPM は、 並列する複数パスは処理しません。 ノードは、 作成された順序で
処理されます。

ワークフローにループを作成する場合、 以下のガイ ド ラインに従います。

ループを作成する場合、 ノードをフローの前のノードに逆方向に接続し、

分岐ノードをループに含めてカウンタの現在の値を調べます。 カウンタ
または分岐を実装しない限り無限のループになり ます。

同一ノードにループを作成する場合 [ コネクタを描画 ] ボタンを使う こ と
はできません。 ノードの [プロパティ ] ダイアログ ボッ クスの [次 ] タブ
を用いて、 サクセサ ノードを現在のノード と して指定します。 詳細につ
いては、 5-24ページの 「サクセサ ノードを指定または更新する」 を参照
して ください。 この場合のカウンタの値を評価する場合、 ノードに埋め
込まれた条件を評価アクシ ョ ンを用いる必要があ り ます （このアクシ ョ
ンの詳細については、 6-44ページの 「条件付きシーケンスを埋め込む」
を参照）。

非常に複雑なワークフローの場合、 フローをお互いに呼び出すこ とのできる

いくつかのワークフローに分割するこ と も可能です。 サブフローに関する詳
細については、 6-39ページの 「サブワークフローを呼び出す」 を参照して く
ださい。 XML メ ッセージを用いたワークフロー間通信に関する詳細につい
ては、 5-39ページの 「イベン トおよびイベン ト ト リガ型開始のプロパティを
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定義する」 および 6-88ページの 「JMS ト ピッ クまたはキューへの XML 
メ ッセージのポス ト 」 を参照して ください。

設計ガイ ド ラ インの追加情報については、 『BPM ワークフローの設計ベス ト  プ
ラ クティ ス  ガイ ド』 を参照してください。

ノード  プロパティに関する作業を行う
ワークフロー設計領域にノード型を配置し、 そのプロパティを指定するこ とがで
きます。 たとえば、 最初のタスク と してノードの名前を変更し、 ワークフローに
おける ノードの機能を認識しやすくできます。 以下の節では、 すべてのタイプの
ノードに共通するプロパティについての説明、 および設定手順について説明しま
す。 ノードの各タイプ固有のプロパティについては各ノード  タイプについて説
明する節を参照して ください。

ノードのプロパティにアクセスするには以下のいずれかを行います。

設計領域でノードをダブルク リ ッ ク します。

設計領域でノードを右ク リ ッ ク し、 ポップアップ メニューから  [プロパティ
] を選択します。

フォルダ ツ リーでノード  タイプのフォルダを展開し、 目的のノードを右ク
リ ッ ク して、 ポップアップ メニューから  [プロパティ ] を選択します。

ノードの名前を変更する

結合および完了を除くすべてのノード  タイプに有意な名前を付けるこ とができ
ます。 また、 分岐に対しては識別のための条件式を入力する必要があ り ます。 詳
細については、 5-54ページの 「分岐のプロパティを定義する」 を参照して くだ
さい。

ノードの名前を変更する手順は、 以下のとおりです。

1. イベン ト、 開始またはタスク  ノードに対する  [プロパティ ] ダイアログ ボッ
クスを開きます。

2. [名前 ] フ ィールドに Check Inventory など、 実行するアクシ ョ ンを表す有
意な名前を入力します。

3. [OK] をク リ ッ ク して変更を保存します。
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サクセサ ノードを指定または更新する
すべてのノードの [プロパティ ] ダイアログ ボッ クスには、 現在のワークフロー
の全ノードを一覧表示する  [次 ] タブがあ り ます。 ワークフローにおける次の
ノードを、 ノード名の横にあるチェッ クによって指定する。 このタブを使って、
現在のノードに後続ノード （複数可） を指定する、 または設計領域で定義された
後続ノードを変更できる。 タブ内のチェッ ク  ボッ クスにチェッ クするかチェッ
クを外すと、 設計領域内に表示されたノード間をつなぐ線が自動的に引き直され
る。

図 5-9   ノードの [ プロパティ ] ダイアログ ボックスの [次 ] タブ

ノードへの注意を追加する

すべてのノードの [プロパティ ] ダイアログ ボッ クスには、 ノードやノードに含
まれるアクシ ョ ンに関するコ メン ト を入力できる  [ メモ ] テキス ト  ボッ クスがあ
り ます。 これは、 同じワークフローにアクセスする他のユーザが、 そのワークフ
ローのロジッ クや設計を理解する必要のある場合に役立ちます。
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図 5-10   ノードの [ プロパティ ] ダイアログ ボックスの [ メモ ] タブ

さ らに、 分岐ノードおよびタスク  ノードには、 アクシ ョ ンに対して定義された
メモを見るこ とのできる  [ アクシ ョ ン メモ ] タブがあ り ます （6-22ページの 「ア
クシ ョ ンへコ メン ト を追加する」 を参照）。 [ タスクのプロパティ ] または [分岐
のプロパティ ] ダイアログ ボッ クス左のペインでアクシ ョ ンを選択する と、 その
アクシ ョ ン定義に対する メモが表示されます。

ワークフロー アクシ ョ ンを追加、 更新、 並べ替えおよび削除
する

結合 （AND および OR） を除くすべてのノードでは、 そのプロパティ  ダイアロ
グ ボッ クスでアクシ ョ ンの追加、 更新、 並べ替えそして削除が可能です。

図 5-11   ノードの [ プロパティ ] ダイアログ ボックスの [ アクシ ョ ン ] タブ
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アクシ ョ ンは、 ノードがアクティブになった場合に実行する操作を定義するもの
です。 ノードのプロパティ  ダイアログ ボッ クスの [ アクシ ョ ン ] タブで指定した
アクシ ョ ンは、 ワークフローが次のノード （およびそれに含まれるアクシ ョ ン）
に進む前に実行されます。

タスク  ノードではアクシ ョ ンの追加が必須ですが、 その他のノードではサクセ
サ タスク  ノードの追加によって同一ロジッ クが実装される場合が多いため、 ア
クシ ョ ンの追加は任意であ り、 推奨されません。 アクシ ョ ンの追加、 更新、 削
除、 並べ替えそして定義についての詳細については、 6-18ページの 「アクシ ョ
ンの操作」 で説明します。

ノードをコピーする

ワークフロー テンプレート定義内のノードを表すシェイプをコピーして、 現
在のワークフロー テンプレート定義、 または別の開いているワークフロー 
テンプレート定義に貼り付けるこ とができます。 ノード内で定義されたアク
シ ョ ンおよびプロパティ もコピーされるため、 コピー機能を用いて若干の修
正のみで再利用が可能な設計パターンを作成できます。

注意 : テンプレート定義間でノードをコピーする場合には、 そのノードが参照
する変数とそのアクシ ョ ンがコピー先のテンプレート定義内で作成され
ているこ と、 その他の参照オブジェク トであるロール、 ユーザ、 ビジネ
ス  カレンダーなどがそのテンプレートに関連付けられたオーガニゼー
シ ョ ンについて定義されているこ とを確認する必要があ り ます。

ノード内に定義されているすべてのプロパティ とアクシ ョ ンもコピーされま
す。

テンプレート定義間でノード とそのプロパティをコピーする手順は、 以下のとお
りです。

1. 以下のいずれか 1 つを実行します。

設計領域でコピーする ノードを右ク リ ッ ク し、 表示されるポップアップ 
メニューから  [ コピー ] を選択します。

フォルダ ツ リーで、 コピーする ノードを含むフォルダを展開します。 コ
ピーする ノードを右ク リ ッ ク してポップアップ メニューの [ コピー ] を
選択します。

2. 以下のいずれか 1 つを実行します。
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カーソルをコピー先テンプレート定義の設計領域に置き、 右ク リ ッ ク

します。 表示されたポップアップメニューから  [貼り付け ] を選択し
ます。

フォルダ ツ リーで、 該当する ノード  タイプのフォルダを右ク リ ッ ク
します。 表示されるポップアップ メニューから  [貼り付け ] を選択し
ます。

コピーしたノードが設計領域とフォルダ ツ リーに表示されます。 このアク
シ ョ ンの [プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。 すべての設定
が元のアクシ ョ ンからコピーされています。

3. 必要に応じて、 ノードのプロパティを変更します。

タスクおよびイベン ト用途を表示する

タスク  アクシ ョ ンやワークフロー イベン ト を取消しアクシ ョ ンなどによ り イベ
ン ト  またはタスク  ノードが参照される別の場所を閲覧できます。 詳細について
は、 6-2ページの 「アクシ ョ ン カテゴ リ 」 を参照して ください。

タスク  またはイベン ト  ノードの使用場所を閲覧する手順は、 以下のとおりです。

1. 設計領域またはフォルダ ツ リーで目的のイベン ト またはタスク  ノードを右ク
リ ッ ク し、 ポップアップ メニューから  [使用場所 ] を選択して [ タスクの使
用場所 ] または [ イベン トの使用場所 ] ダイアログ ボッ クスを開きます。
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図 5-12   [ タスクの使用場所 ] ダイアログ ボックス

2. 選択したノードを参照する項目が表示されるまでフォルダを展開します。

3. （省略可能） 以下に示すダイアログ ボッ クスのボタンを使用して操作を行い
ます。

[更新 ] －ノードを参照する選択オブジェク トに対するダイアログ ボッ ク
スが開きます。

[削除 ] －選択したオブジェク ト を削除します。

4. [OK] をク リ ッ ク して、 [ タスクの使用場所 ] または [ イベン トの使用場所 ] 
ダイアログ ボッ クスを閉じます。

変数に関する作業

各ワークフロー テンプレート定義には、 関連した一連の変数を割り当てるこ と
ができます。 変数は、 ビジネス  オペレーシ ョ ンから返された値、 XML ドキュ メ
ン トから抽出された値、 あるいはワークフロー アクシ ョ ンによ り明示的に設定
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された値を持つこ とができます。 また、 変数は、 分岐ノードの条件の評価、
Worklist ク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ンからのレスポンス結果の保存など、
ワークフローによ り他の目的に用いられるこ と もあ り ます。

すべてのワークフロー テンプレート定義に変数が必要なわけではあ り ません。
しかし、 変数が必要な処理を含むワークフロー テンプレート定義については、
ノード  プロパティやアクシ ョ ンなどの他のワークフロー コンポーネン トの定義
を開始する前に変数を定義したり、 または設計プロセスで変数を追加した りでき
ます。

ワークフロー変数の適用範囲はワークフロー全体です。 つま り、 単一の変数は
ワークフロー テンプレート定義インスタンス内のすべてのオブジェク トによっ
て共有されます。 よって、 変数はフォルダ ツ リーのワークフロー テンプレート
定義レベルで定義され、 ワークフロー変数と呼ばれます。

変数は、 次のいずれかのタイプとな り ます。

表 5-2  ワークフロー変数のタイプおよび初期値

変数タイプ 内容 初期値

Boolean ブール値 True または False false

日付 Java date オブジェク ト 現在の日付

Double 倍精度浮動小数点の数 0.0

エンティティ  
EJB

ビジネス  オペレーシ ョ ンを実行アクシ ョ ンによって呼
び出されるエンティティ  EJB への参照 （6-84ページの
「ビジネス  オペレーシ ョ ンを呼び出す」 を参照）

null

Integer 長整数 0

Java オブジェ
ク ト

ビジネス  オペレーシ ョ ンを実行アクシ ョ ンによって呼
び出される  Java ク ラスへの参照 （6-84ページの 「ビジ
ネス  オペレーシ ョ ンを呼び出す」 を参照）。

null

セッシ ョ ン EJB ビジネスオペレーシ ョ ンを実行アクシ ョ ンによって呼
び出されるセッシ ョ ン EJB への参照 （6-84ページの
「ビジネス  オペレーシ ョ ンを呼び出す」 を参照）。

null

文字列 文字列 空の文字列
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注意 : 変数タイプに対して plug-inが定義されている場合、 追加の変数タイプが
選択可となる場合があ り ます。

注意 : 上記の表に示した初期値は、 サーバのスタート アップ スク リプ トの設定
によって決められたものです。 この設定を修正して、 すべてのデータ型
の初期値を NULL に変更できます。 詳細については、 『WebLogic 
Integration の起動、 停止およびカスタマイズ』 の 「WebLogic Integration 
のカスタマイズ」 にある 「Null 変数をサポートする  BPM のコンフ ィグ
レーシ ョ ン」 を参照して ください。

さ らに、 ワークフローが別のワークフローによって呼び出される場合 （詳細につ
いては、 5-34ページの 「開始のプロパティを定義する」 を参照）、 変数が入力ま
たは出力どちらのパラ メータ と して機能するかを指定する必要があ り ます。 入力
パラ メータは、 変数がその値を呼び出し側、 つま り親ワークフローから受け取る
こ とを示します。 出力パラ メータは、 呼び出し元のワークフローに返された値を
変数が持つこ とを示します。

さ らに、 入力パラ メータに対しては、 このパラ メータが必須であるかど うかも指
定するこ と もできます。 入力パラ メータが必須の場合、 呼び出し側 （親） ワーク
フローから変数の値が受け取られるまでワークフローは開始されません。 値が受
け取られない限り ワークフローは開始されず、 例外が発生します。

呼び出されたワークフローへの値の供給に関する詳細については、 6-39ページ
の 「サブワークフローを呼び出す」 を参照して ください。

変数の初期値を設定する場合は、 ノード内にあるワークフロー変数を設定アク
シ ョ ンを用いる （詳細については、 6-22ページの 「変数値の設定」 を参照） か、
開始またはイベン ト  ノードの [変数 ] タブ、 例外ハンド ラ、 あるいは XML をク
ラ イアン トに送信アクシ ョ ンを用います （詳細については、 5-46ページの 「イ
ベン ト  データからの変数を初期化する」 を参照）。

変数がワークフロー式で用いられる場合、 変数名の前にドル記号 （$） またはコ
ロン （:）、 あるいは他の文字が入り ます。 変数表記の詳細については、 8-3ペー
ジの 「変数の使い方」 を参照して ください。

XML XML ドキュ メン ト （詳細については、 6-22ページの
「変数値の設定」 を参照）。

null

表 5-2  ワークフロー変数のタイプおよび初期値

変数タイプ 内容 初期値
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変数を作成する

変数を作成する手順は、 以下のとおりです。

1. フォルダ ツ リーで適切なワークフロー テンプレート定義の [変数 ] を右ク
リ ッ ク し、 [変数を作成 ] を選択して [変数プロパティ ] ダイアログ ボッ クス
を開きます。

図 5-13   [変数プロパティ ] ダイアログ ボックス

2. [名前 ] フ ィールドで OrderID などの有意な変数名を入力します。

注意 : 変数名にはスペースは入れません。

3. [ タイプ ] ド ロ ップダウン リ ス トから、 表 5-2 に示す変数タイプを選択しま
す。

4. （省略可能） ワークフローが呼び出されたワークフローの場合、 Parameter と
それが入力パラ メータか出力パラ メータか指定するこ と もできます。 入力パ
ラ メータには、 パラ メータが必須かど うかを指定します。

パラ メータは、 値を渡すために呼び出し側ワークフローによって使用され、
呼び出し側サブワークフローから値を受け取り ます。 入力パラ メータは、 サ
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ブワークフローに渡される値を含み、 出力パラ メータはサブワークフローか
らの戻り値を含みます。

注意 : ワークフローをプログラムによ り インスタンス化する場合は、 入力変
数と してのみ指定された変数を設定できます。 ワークフローをプログ
ラムによってインスタンス化する方法については、 『BPM ク ライアン
ト  アプリ ケーシ ョ ン プログラ ミ ング ガイ ド』 の 「手動によるワーク
フローの開始」 を参照して ください。

1 度ワークフローをインスタンス化する と、 『BPM ク ライアン ト  アプ
リ ケーシ ョ ン プログラ ミ ング ガイ ド』 の 「実行時変数のモニタ リ ン
グ」 で説明されているよ うに入力および出力変数を含むあらゆる変数
の値を設定できます。

別のワークフローの開始の詳細は、 6-39ページの 「サブワークフローを呼び
出す」 を参照して ください。

5. （省略可能） 変数に関するコ メン ト を [ メモ ] テキス ト  ボッ クスに入力しま
す。

6. [OK] をク リ ッ ク して変数の定義を保存します。 新しい変数がフォルダ ツ
リーの [変数 ] フォルダの下に表示されます。

変数を更新する

既存の変数を更新する手順は、 以下のとおりです。

1. フォルダ ツ リーで既存の変数を右ク リ ッ ク し、 ポップアップ メニューから  [
プロパティ ] を選択します。 [変数プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示さ
れます。

2. 必要に応じて変数を変更し、 [OK] をク リ ッ ク します。

変数の用途を表示する

変数がワークフローのどこで用いられるかを閲覧する手順は、 以下のとおりで
す。
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1. フォルダ ツ リーで変数を右ク リ ッ ク し、 ポップアップ メニューから  [使用場
所 ] を選択して [変数の使用場所 ] ダイアログ ボッ クスを表示します。 この
ダイアログ ボッ クスには選択した変数が使用されている場所や値が割り当て
られている場所が一覧表示されます。

図 5-14   [変数の使用場所 ] ダイアログ ボックス

2. 選択した変数を参照する項目が表示されるまでフォルダを展開します。

3. （省略可能） 以下に示すダイアログ ボッ クスのボタンを使用して操作を行い
ます。

[更新 ] －変数を参照する選択オブジェク トに対するダイアログ ボッ クス
が開きます。

[削除 ] －選択したオブジェク ト を削除します。

4. [OK] をク リ ッ ク して、 [変数の使用場所 ] ダイアログ ボッ クスを閉じます。
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変数を削除する

どのワークフロー ノード、 アクシ ョ ン、 または式からも参照されていない変数
のみ削除できます。 参照変数が使用されている場所を閲覧する場合は、 5-32
ページの 「変数の用途を表示する」 の手順に従います。

変数を削除する手順は、 次のとおりです。

1. フォルダ ツ リーで [変数 ] フォルダを展開し、 削除する変数を右ク リ ッ ク し
て、 ポップアップ メニューから  [削除 ] を選択します。

2. 警告メ ッセージが表示されたら、 [OK] をク リ ッ ク して削除を確認するか、 [
取消し ] をク リ ッ ク して削除を取り消します。

ノードのプロパティの定義

この節では、 特定の各ノード  タイプによって、 ノードのプロパティを定義する
方法について説明します。

開始のプロパティを定義する

イベン トおよびイベン ト ト リガ型開始のプロパティを定義する

分岐のプロパティを定義する

タスクのプロパティを定義する

結合のプロパティを定義する

完了のプロパティを定義する

開始のプロパティ を定義する

各ワークフローには、 ワークフローの始ま り を示す開始シェイプが 1 つ以上設定
されています。 開始後、 最初のノードは、 ワークフローで最初にアクティブにな
る ノードで、 タスク、 分岐またはイベン ト  ノードのどちらかです。
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注意 : 開始ノードが指定されていない場合、 ワークフローではノードのアク
ティブ化は行われません。

開始ノードには 4 つのタイプの ト リガがあ り ます。

手動開始－ワークフローは Worklist あるいはク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ
ンからのエンド  ユーザによって手動で開始されます。 このタイプの開始に
は、 エンド  ユーザがワークフローを開始する時期を決定するための特定のビ
ジネス条件を知っているこ とが必須とな り ます。 すべての要件を取り込むト
リガを作成できない場合に、 手動開始を作成する場合もあ り ます。

呼び出し－ワークフローはワークフローを開始アクシ ョ ンを用いて別のワー

クフローから呼び出されるこ とで開始されます。 詳細については、 6-39ペー
ジの 「サブワークフローを呼び出す」 を参照してください。

イベン ト  － ワークフローは JMS キューによる  XML ドキュ メン トの受け取
りなどの外部イベン トや、 プラグイン定義イベン トによる ト リガによって開
始されます。 詳細については、 5-48ページの 「イベン ト ト リガ型開始のプロ
パティを定義する」 を参照して ください。

時限－ワークフローは時間によ り スケジュールされたジ ョブと して、 定義し

た日時に実行されます。 詳細については、 5-37ページの 「時限開始ノードを
定義する」 を参照してください。

注意 : テンプレート定義の作成時、 デフォルトの開始ノードは手動開始に設定
されています。

以下のよ うな多種の目的で複数の開始ノードを指定するこ と もできます。

複数の個別作業パスが同時に開始されるよ う指定する場合。 これは、 すべて

の開始ノードを手動開始に、 同じ開始時間に、 あるいは同じイベン ト  ト リ ガ
に設定するこ とで実施できます。

複数の個別作業パスが別々に開始されるよ う指定する場合。 これは、 各ノー

ドで異なる ト リガ タイプを指定するこ とで実施できます。

同一の作業パスを開始させるために異なる条件、 つま り異なる ト リガ イベン
ト を指定する場合。

注意 : シーケンシャルなローリ ング日時を採用するワークフローを指定して、1 
つのフローが終了になる と別のフローが開始されるよ うにする場合は、
適切な有効日と終了日を設定して個別のテンプレート定義を行います。
詳細については、 5-7ページの 「テンプレート定義に関する作業」 を参
照して ください。
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最後に開始ノードを用いて、 そのワークフローに対して作成された変数を初期化
できます。 たとえば、 開始時の値と して 1 を設定したいワークフローにカウンタ
を設定する場合があ り ます。 この値を開始ノードがアクティブになる際にカウン
タ変数と して割り当てるこ とができます。 詳細については、 5-46ページの 「イ
ベン ト  データからの変数を初期化する」 を参照してください。

開始ノードを定義する手順は、 以下のとおりです。

1. 開始ノードをダブルク リ ッ クするか、 フォルダ ツ リーで開始ノードを右ク
リ ッ ク して [プロパティ ] を選択して、 [開始のプロパティ ] ダイアログ ボッ
クスを表示します。

図 5-15   [開始のプロパティ ] ダイアログ ボックス

2. （省略可能） [説明 ] フ ィールドで開始ノードの名前を固有で識別しやすい名
前に変更します。

3. ワークフローの ト リガ メ ソ ッ ドを選択します。 時限を選択した場合、 5-37
ページの 「時限開始ノードを定義する」 で説明する手順に従って追加のオプ
シ ョ ンを指定します。 イベン ト を選択した場合、 5-48ページの 「イベン ト ト
リガ型開始のプロパティを定義する」 で説明する手順に従います。
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4. （省略可能） ワークフロー開始時に変数を初期化するために [変数 ] タブを選
択し、 [追加 ] をク リ ッ ク して [ ワークフロー変数の割り当て ] ダイアログ 
ボッ クスを表示します。

図 5-16   [ ワークフロー変数の割り当て ] ダイアログ ボックス

5. [変数 ] ド ロ ップダウン リ ス トから初期化する変数を選択します。

6. [式 ] フ ィールドに式を入力します。 入力した式は実行時に評価され、 結果と
して変数の値が得られます。 定数の指定に使用する構文については、 8-2
ページの 「 リ テラルの使い方」 を参照してください。

7. （省略可能） 開始ノードの起動時に実行されるアクシ ョ ンを追加します。 ア
クシ ョ ンに関する詳細については、 第 6 章 「アクシ ョ ンの定義」 を参照して

ください。

8. [OK] をク リ ッ ク して変更を保存します。

時限開始ノードを定義する

開始日式を指定するこ とで、 ワークフローを正確な日時に開始させるこ とができ
ます。 ワークフローを開始するには、 ワークフローが開始されるオーガニゼー
シ ョ ンも指定する必要があ り ます。

たとえば 2 日ごとなどのよ うに、 ワークフローが再開されるインターバルも指定
できます。 この場合、 ワークフローのインスタンスはテンプレートの終了日にな
るまで 2 日 ごとに開始されます。 テンプレートの終了日になる と、 ワークフ
ローはそれ以上開始されません。
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図 5-17   [開始のプロパティ ] ダイアログ ボックス : [時限 ] オプシ ョ ン 

時限開始ノードを定義する手順は、 以下のとおりです。

1. [開始のプロパティ ] ダイアログ ボッ クスで [時限 ] オプシ ョ ンを選択しま
す。
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2. [開始日の式 ] フ ィールドに絶対値または相対値と して、 ワークフローの開始
日時を指定する式を入力します。 式は必ず Date オブジェク ト を返さなけれ
ばならないため、 以下のよ うに日付関数を使用する必要があ り ます。

絶対日時を指定するには StringToDate() を使用します。 詳細について
は、 8-18ページの 「StringToDate()」 を参照して ください。

関数 DateAdd() を用いて定数ベースの日時に相対する値を指定します。
詳細については、 8-20ページの 「DateAdd()」 を参照して ください。

3. （省略可能） [再スケジューリ ング ] フ ィールドに値を入力し、 ド ロ ップダウ
ン リ ス トから時間の単位を選択するこ とで、 ワークフローが再開されるまで
のインターバルを指定します。

サーバが指定した開始時刻に実行されていない場合、 指定した時刻に開始さ
れるワークフローを回復するか （つま りサーバが再開始されるまで遅らせ
る） またはスキップするかを指定するには [回復可能 ] チェッ クボッ クスを
設定します。

4. （省略可能） 開始日を評価するために用いるビジネス  カレンダーを選択しま
す。

5. [開始オーガニゼーシ ョ ン ] フ ィールドで、 以下のいずれかを行ってワークフ
ローを開始するオーガニゼーシ ョ ンを選択します。

ド ロ ップダウン リ ス トからオーガニゼーシ ョ ンを選択します。

[ ワークフロー式を使用 ] チェッ クボッ クスをオンにし、 [開始オーガニ
ゼーシ ョ ン ] フ ィールドで引用符で囲まれた文字列を入力するか、 実行時
に評価されオーガニゼーシ ョ ンの名前となる式を入力してオーガニゼー
シ ョ ンを指定します。

6. [OK] をク リ ッ ク して開始ノードを保存します。

イベン トおよびイベン ト ト リガ型開始のプロパティ
を定義する

ワークフローの開始や、 ワークフロー内のノードの ト リガはイベン トによって行
う こ とができます。 イベン トは別のワークフローや別のアプリ ケーシ ョ ンなどの
外部ソースからの非同期の通知です。 開始ノードはイベン ト ト リ ガ型と して定義
され、 イベン ト  ノードは外部イベン トによってのみト リガできます。
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イベン ト通知は、 一般的には JMS (Java Message Service) メ ッセージに含まれ、
JMS キューで受信される  XML ドキュ メン トの形をと り ます。 ただし、 プラグイ
ンで定義するこ と もでき、 その場合イベン ト通知は XML ドキュ メン トではな
く、 カスタムの ト リガとな り ます （詳細については、 『WebLogic Integration 
BPM プラグイン プログラ ミ ング ガイ ド』 を参照）。

ワークフローによる メ ッセージの消費先である  WebLogic Integration のデフォル
トの内部 JMS キューの JNDI 名は、 com.bea.wlpiEventQueue です。 ただし、
別のメ ッセージ キューの設定も可能です。 詳細については、 『WebLogic 
Integration の起動、 停止およびカスタマイズ』 の 「WebLogic Integration のカス
タマイズ」 にある 「カスタム Java Message Service キューのコンフ ィグレーシ ョ
ン」 を参照してください。

XML イベン トの型では、 実際の ト リガは XML メ ッセージのプロローグで定義
された文書型 （DOCTYPE） の宣言であるか、 または XML メ ッセージのルート
要素であるかのいずれかです。 開始またはイベン ト  ノードのプロパティ  ダイア
ログ ボッ クスで、 イベン トの ト リガまたはワークフローの開始に使用する  
DOCTYPE またはルート要素を指定します。 イベン トは、 ノードのプロパティ  
ダイアログ ボッ クスで指定された DOCTYPE、 またはルート要素が着信 XML 
メ ッセージのそれと一致しない限り ト リガされません。

DOCTYPE またはルート要素の使用に加え、 イベン ト  キーやイベン ト条件で、
イベン ト をさ らに修飾できます。 そのよ うなサブワークフローについて以下で説
明します。

イベン ト  キーを理解する
イベン ト  キーを使用すれば、 開始ノードまたはイベン ト  ノードを ト リガするこ
とになる受信 XML メ ッセージの内容、 JMS ヘッダ、 またはプロパティの値を指
定できます。 つま り、 特定の DOCTYPE またはルート要素を含むすべての受信 
XML ドキュ メン トにノードを ト リ ガできるのではなく、 XML 本体または JMS 
ヘッダ フ ィールドに含まれる特定の値に従って受信 XML メ ッセージのインスタ
ンスをフ ィルタ リ ングするこ とで、 特定の値を含む XML メ ッセージ （複数） だ
けが、 実行中のワークフローに含まれる ノードを ト リガできます。

イベン ト  キーは以下の 2 つの部分で構成されます。

キー値の式

キー値の式は開始ノードまたはイベン ト  ノードの [プロパティ ] ダイアログ 
ボッ クスで指定します。 キー値の式は実行時に評価されるワークフロー式
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で、 そのノードの ト リガが可能となるよ うに着信メ ッセージに含まれている
正確なデータを指定します。 開始ノードでは、 式には一般的に着信 XML ド
キュ メン ト  あるいは JMS ヘッダに含まれる特定の再帰データを参照する定
数が含まれます。 イベン ト  ノードの場合、 キー式には通常、 実行時に一意の
値を受け取る変数または関数が含まれています。 イベン ト  キーを用いる場
合、 各イベン ト  ノードは固有のキーを指定します。

キー値の式のサンプルは以下の節で示しており、 キー値の式の定義手順は、
5-48ページの 「イベン ト ト リガ型開始のプロパティを定義する」 および 5-51
ページの 「イベン ト  プロパティを定義する」 で説明します。

イベン ト  キー式

これは、 実行時に着信メ ッセージのヘッダまたは本文からキー値を返し、 そ
れを、 開始ノードまたはイベン ト  ノードの対応するキー値の式が必要とする
データ型にコンバートする式です。 イベン ト  キー式は、 [ コンフ ィグレー
シ ョ ン ] メニューからアクセスするイベン ト  キー式のダイアログ ボッ クスで
指定します。 この式には一般的には、 XML ドキュ メン ト を解析するための 
XPath 言語の式、 または JMS メ ッセージのヘッダから値を抽出するための 
EventAttribute() 関数の式が含まれています。 イベン ト  キー式のコンフ ィグ
レーシ ョ ンが行われる と、 すべてのオーガニゼーシ ョ ンのすべてのワークフ
ローで使用できます。 イベン ト  キー式のサンプルは、 以下の節を参照して く
ださい。 また、 イベン ト  キー式の設定手順については、 4-21ページの 「イベ
ン ト  キーのコンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照して ください。

注意 : ワークフロー式言語の詳細については、 第 8 章 「ワークフロー式の使用

法」 で、 XPath および EventAttribute() 関数の詳細については、 8-6
ページの 「実行時のイベン ト  データを抽出する」 で説明します。

XML コンテンツのイベン ト  キーとして使用する
簡単なサンプルと して、 受取勘定アプリ ケーシ ョ ンから定期的に顧客アカウン ト
情報などを報告する  XML メ ッセージを着信する と想定します。 これらのメ ッ
セージには他のデータ と並んで次の要素を含みます。

コード  リス ト  5-1   着信 XML ドキュ メン トのサンプル

<account>
.
.
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.
<number>847365</number>
<customer>John Doe</customer>
<balance>

<status>past due</status>
<date_due>7-11-2001</date_due>
<amount_due>5670.85</amount_due>

</balance>
<credit_limit>7500.00</credit_limit>

</account>

残高状態が （「OK」、 あるいは 「ペンディング」 に対し） 「期日到来済み （past 
due）」 である着信ドキュ メン トのみがワークフローを ト リガするよ う、 期限経
過勘定を処理するワークフローがある と します。 最初に、 着信ドキュ メン トの
ルート要素は、 ドキュ メン トがこのワークフローの ト リガと してみなされるよ
う、必ず <account> となるよ う指定します。次に past due の値に対応するイベ
ン ト  キーを作成します。 実行時にイベン ト  プロセッサは、 着信 XML ドキュ メ
ン トの残高状態要素から返された値を、 開始ノードで指定した値と比較します。
一致した場合、 ワークフローが ト リガされます。

通常開始ノードは、 ワークフローの複数のインスタンスが着信 XML ドキュ メン
トの複数のインスタンスによって開始できるよ う、 定数をイベン ト  キーと して
使用します。 一方、 ワークフロー内のイベン ト  ノードは、 通常、 現在のワーク
フローの別の場所 （たとえば、 開始ノードの変数初期化時） で取り込まれた特定
のデータを含む XML ドキュ メン トの特定のインスタンスによってのみト リガさ
れる必要があ り ます （5-46ページの 「イベン ト  データからの変数を初期化する」
を参照）。 この値は設計時には決定できないため、 ワークフロー変数または実行
時に目的の値を返す関数と して表す必要があ り ます。 たとえば、 イベン ト  イン
スタンスが正しいアカウン ト番号 （この場合 847365） を含む XML インスタン
スによってのみト リガされるよ うに、 コード  リ ス ト 5-1 のドキュ メン ト を用い
てイベン ト  キーがアカウン ト番号の値を指定するこ と もできます。 実行時に、
イベン ト  プロセッサは、着信 XML ドキュ メン トのアカウン ト番号から返された
値を、 イベン ト  ノードで指定した式から返された値と比較します。 一致した場
合イベン トが ト リガされます。

こ こで、 キー値およびイベン ト  キー式の構築方法について、 このサンプルの状
況内で見てみまし ょ う。 開始ノードの場合、 キー値の式は次のよ うに （ワークフ
ロー式構文で要求されるよ うに引用符で囲まれた） 定数で構成されます。

“past due”
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イベン ト  キー コンフ ィグレーシ ョ ンで設定した XML ドキュ メン トから この値
を返すよ う要求されたイベン ト  キー式は次のよ うにな り ます。

ToString(XPath(“/account/balance/status/text()”))

イベン ト  ノードの場合、 キー値の式はワークフロー インスタンスを実行するこ
とで早期に設定されたはずの値を持つ （ワークフロー式構文においてドル記号で
示される） ワークフローで作成した変数で構成されます。

$AccountNumber

アカウン ト番号はワークフロー変数の中で文字列と して格納され、 XML ドキュ
メン トから この変数を返すためにイベン ト  キー コンフ ィグレーシ ョ ンで必要に
なる式は次のとおりです。

ToString(XPath(“/account/number/text()”))

注意 : イベン ト  キー式は、 開始あるいはイベン ト  ノードでキー値の式によって
用いられたものと同じデータ型と して評価される必要があ り ます。
XPath 式はノード  リ ス トのタイプを返すため、 通常、 正しいデータ型を
返すには、 ワークフロー式の言語で記述される型キャス ト を実行する関
数を使用する必要があ り ます。 これらの関数の詳細については、 8-16
ページの 「データ型を変換する」 を参照して ください。 返されたデータ
型が文字列の場合、 XML ド ッ ト表記を用いるこ と もできます。 詳細につ
いては、 8-11ページの 「XML 要素のド ッ ト表記」 を参照してください。

次の図に XML ドキュ メン トのイベン ト  キーのメカニズムをま とめています。
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図 5-18   イベン ト  キー メカニズム

イベン ト  キーとして JMS ヘッダまたはプロパティ  データを
使用する

EventAttribute() 関数を用いて、 JMS ヘッダまたはプロパティから特定の値
を検索するこ と もできます。 このメカニズムは XML ドキュ メン トに対しての場
合とまったく同様に機能しますが、 XML ドキュ メン ト を解析してターゲッ ト値
を探すのではなく、 値は JMS プロパティから抽出されます。

たとえば、 送信元のアプリ ケーシ ョ ンがプロパティ  フ ィールドを用いてメ ッ
セージの送信元の国を示し （これを  Country と呼ぶ）、 送信元の国によって開始
される複数の異なるワークフローがある と想定します。 この場合、 イベン ト  
キー式は次のよ うにな り ます。

ToString(EventAttribute(“Country”))

注意 : イベン ト  キー コンフ ィグレーシ ョ ン式は、 開始あるいはイベン ト  ノー
ドでキー値の式によって用いられたものと同じデータ型と して評価され
る必要があ り ます。 EventAttribute() 式はオブジェク ト型を返すため、
正しいデータ型を返すよ う、 ワークフロー式言語で与えられる型キャス
ト関数を用いる必要があ り ます。 これらの関数の詳細については、 8-16
ページの 「データ型を変換する」 を参照して ください。
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カナダに関連する情報のみを処理するワークフローの場合、 開始ノードのキー値
式は次のよ うにな り ます。

“Canada”

このメ ッセージには、 Province と呼ばれるプロパティ も含まれている と しま
す。 開始ノード内でこの情報を抽出し、 これを州名を含むよ う変数に保存しま
す。 ワークフローがインスタンス化される と、 その特定の州向けに送られたメ ッ
セージのみがワークフローの別のイベン ト  インスタンス （たとえば、 売上税の
値を算出するビジネス  オペレーシ ョ ンの呼び出しなど） の ト リガに用いられる
よ うにします。 この場合、 州のイベン ト  キーを作成します。 イベン ト  キー式は
次のよ うにな り ます。

ToString(EventAttribute(“Province”))

キー値の式は変数名で構成されます。

$ProvinceName

イベン ト条件を理解する

イベン ト または開始ノードの ト リガをさ らに修飾するために評価する必要のある
条件を指定できます。 これによ り イベン ト  プロセッサがイベン ト  キーの一致を
識別しても、 条件が満たされるまではイベン トが ト リガされません。

注意 : イベン ト  キーなしでイベン ト条件を用いるこ とはできますが、 これは推
奨されません。 イベン ト  キーのメカニズムでは、 メモ リに目的の値を格
納し、着信 XML ドキュ メン トにおける  DOM 解析が軽減されるため、単
純なイベン ト条件に比べ、 はるかに優れたパフォーマンスを提供します。
イベン ト条件は、 イベン ト を ト リガする  XML メ ッセージ インスタンス
をさ らに制限する場合に、 イベン ト  キーと共に追加フ ィルタ と してのみ
使用します。

コード  リ ス ト 5-1 で示した XML ドキュ メン トのサンプルを用いて、 ワークフ
ロー内に期日到来済みで特定の額 （たとえばアカウン トのクレジッ ト限度の 
75%） 以上の残高があるアカウン トのクレジッ ト凍結を発行するイベン トがある
と想定します。 ワークフローでは、既に <amount_due> および <credit_limit> 
要素から値を抽出し、 2 つの変数 Amount_Due および Credit_Limit に格納してい
ます。 残高がクレジッ ト限度の 75% を超えた場合にのみイベン ト を ト リガする
（および、 クレジッ トの凍結を実行する） ための条件と して次の式を用いるこ と
ができます。

$Amount_Due > .75 * $Credit_Limit
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コード  リ ス ト 5-1 に示すドキュ メン ト  インスタンス  サンプルの場合、 条件は 
true と して評価され、 イベン トが ト リ ガされます。

また、 イベン ト条件で XPath() および EventAttribute() 関数を用いて、 XML 
または JMS ヘッダまたはプロパティ  データからコンテンツを直接抽出して、 そ
れを定数、 変数あるいは他の関数を含む他のデータ と比較するこ と もできます。
前出の国の例では、 送信元の国が指定した国である場合にのみ、 イベン トが実行
されました。 国情報が <country> などの XML 要素に埋め込まれているこ とを
想定する と、 条件は次のよ うにな り ます。

ToString(XPath(“/root_element/child_element/country/text()”)) = 
“Canada”

国の値が Country と呼ばれる  JMS プロパティに埋め込まれている場合は、 条件
は次のよ うにな り ます。

ToString(EventAttribute(“Country”)) = “Canada”

注意 : XPath() または EventAttribute() などの関数で条件を用いる場合は、
両方程式にある式は同じデータ型と して評価されなければならず、 同じ
データ型でない場合、 条件が処理できないという点に注意して ください。
Studio の型キャス ト関数の詳細については、 8-16ページの 「データ型を
変換する」 を参照してください。 また、 文字列値に XML ド ッ ト表記を
用いるこ と もできます。 詳細については、 8-11ページの 「XML 要素の
ド ッ ト表記」 を参照して ください。

イベン ト  データからの変数を初期化する
開始 およびイベン ト  ノードのプロパティ  ダイアログ ボッ クスには、 ワークフ
ロー開始時またはイベン トの ト リガ時に値を設定する変数の追加、 更新あるいは
削除に用いるこ とのできる  [変数 ] タブがあ り ます （変数の詳細については、

5-28ページの 「変数に関する作業」 を参照）。
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図 5-19   開始およびイベン ト  ノードの [ プロパティ ] ダイアログ ボックスの [変
数 ] タブ

[追加 ] をク リ ッ クする と  [ ワークフロー変数の割り当て ] ダイアログ ボッ クス
が表示されます。 こ こでは、 ワークフローに対し既に定義された変数に値を割り
当てるこ とができます。 定義済みの変数は [変数 ] ド ロ ップダウン リ ス トに表示
され、 こ こから初期化する変数を選択できます。

図 5-20   [ ワークフロー変数の割り当て ] ダイアログ ボックス

注意 : [ アクシ ョ ン ] タブのワークフロー変数を設定アクシ ョ ンを用いても同じ
こ とができます。 実際、 開始あるいはイベン ト を除くすべてのノードに
対して、 あるいは XML ドキュ メン ト を  XML 変数に割り当てる場合は、
必ずこのアクシ ョ ンを用いる必要があ り ます （詳細については、 6-22
ページの 「変数値の設定」 を参照）。 ただし、 ワークフローの実行時、 開
始またはイベン ト  ノードでは [変数 ] タブに指定されている変数はアク
シ ョ ンが実行される前に [ アクシ ョ ン ] タブに加えられた順番で初期化
されます。
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この機能は、 開始ノードで用いてワークフローの開始時に変数を定数値に初期化
するこ と もできますが、複数の変数値を設定するために用いられる着信イベン ト  
データの取り込みに用いるこ とが最も便利と言えるでし ょ う。 たとえば、 ノード
が JMS メ ッセージの着信 XML ドキュ メン トによって ト リガされる場合、 複数
の式を用いて、 変数をドキュ メン トに含まれる値あるいは JMS ヘッダまたはプ
ロパティ  フ ィールドで指定された値に初期化できます。

また、 XML ドキュ メン トや JMS プロパティから現在のワークフローに渡される
インスタンス  ID やテンプレート名など、 他のワークフローの ト ラ ッキング属性
を用いるこ と もできます。 たとえば、 後に対話を開始したワークフローへのメ ッ
セージ応答で使用したい場合、 これらの値を抽出して、 それを変数に格納する必
要があ り ます。 また、 このメカニズムによって JMS ト ピッ クまたはキューを通
じて外部アプリ ケーシ ョ ンに配信される メ ッセージの単一の JMS プロパティ  
ヘッダで送るこ とのできる複数のワークフロー属性を集めるこ と もできます （ア
ドレス  メ ッセージングおよび JMS プロパティ と してのワークフロー属性の挿入
に関する詳細については、 6-88ページの 「JMS ト ピッ クまたはキューへの XML 
メ ッセージのポス ト 」 を参照）。

変数の値を更新する場合は、 リ ス ト内の変数名を強調表示させ、 [更新 ] をク
リ ッ ク して [ ワークフロー変数の割り当て ] ダイアログ ボッ クスを開きます。

変数割り当てを削除する場合は、 リ ス トから変数名を選択し  [削除 ] をク リ ッ ク
します。

イベン ト ト リガ型開始のプロパティ を定義する

イベン ト ト リガ型での開始を定義する場合、 ワークフローが開始されるオーガニ
ゼーシ ョ ンを指定する必要があ り ます。 設計時にオーガニゼーシ ョ ンを指定する
か、 実行時に、 たとえば着信イベン ト  メ ッセージで指定されたデータを抽出す
るなどしてオーガニゼーシ ョ ンを決定する式を用いるこ とが可能です。

イベン ト ト リガ型開始ノードを定義する手順は、 以下のとおりです。

1. [開始のプロパティ ] ダイアログ ボッ クスで [ イベン ト ] オプシ ョ ンを選択し
ます。
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図 5-21   [開始のプロパティ ] ダイアログ ボックス : [ イベン ト ] オプシ ョ ン

2. [ ドキュ メン ト  タイプ /ルート要素 ] フ ィールドで、 ワークフローの開始を
ト リガする  XML メ ッセージの DOCTYPE またはルート要素を入力します。

3. (省略可能 ) [ キー値の式 ] フ ィールドに、 実行時にイベン ト を ト リ ガする正
確な XML コンテンツ、 JMS ヘッダ、 あるいはプロパティ  フ ィールド値の評
価となるワークフロー式を入力して XML メ ッセージのキー値を定義します。
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式は通常、 定数リテラルで構成されます。 キー値式に関する詳細について
は、 5-40ページの 「イベン ト  キーを理解する」 を参照して ください。 式の作
成方法の詳細については、 第 8 章 「ワークフロー式の使用法」 を参照して く

ださい。

注意 : また、 プロセス  エンジンがこのフ ィールドに指定したキー値と比較
できるよ う、着信 XML メ ッセージのキー値を配置するイベン ト  キー 
コンフ ィグレーシ ョ ンを定義する必要があ り ます。 詳細については、
4-21ページの 「イベン ト  キーのコンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照して
ください。

4. (省略可能 ) [条件 ] フ ィールドで、 ワークフローの開始前に評価する必要が
ある条件を定義します。 イベン ト条件の詳細については、 5-45ページの 「イ
ベン ト条件を理解する」 を参照してください。

5. [開始オーガニゼーシ ョ ン ] フ ィールドで、 以下のいずれかを行ってワークフ
ローを開始するオーガニゼーシ ョ ンを選択します。

ド ロ ップダウン リ ス トからオーガニゼーシ ョ ンを選択します。

[ ワークフロー式を使用 ] チェッ クボッ クスをオンにし、 [開始オーガニ
ゼーシ ョ ン ] フ ィールドで引用符で囲まれた文字列を入力するか、 実行時
に評価されオーガニゼーシ ョ ンの名前となる式を入力してオーガニゼー
シ ョ ンを指定します。 これはたとえば、 XPath() あるいは 
EventAttribute() 関数で着信 XML メ ッセージからオーガニゼーシ ョ ン
情報を抽出する式です。

6. [変数 ] タブを選択して、 着信イベン ト  データなどからの変数を初期化し、 [
追加 ] をク リ ッ ク して [ ワークフロー変数の割り当て ] ダイアログ ボッ クス
を表示します。

図 5-22   [ ワークフロー変数の割り当て ] ダイアログ ボックス
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7. [変数 ] ド ロ ップダウン リ ス トで、 受信するデータを格納する変数を選択し
ます。

8. 以下のいずれかを実行して、実行時に評価して変数の値を生成する式を  [式 ] 
フ ィールドに入力します。

定数の指定に使用する構文については、 8-2ページの 「 リ テラルの使い方」
を参照して ください。

着信 JMS ヘッダ データを取り込む場合、 EventAttribute() 関数を使用
します （詳細は、 8-7ページの 「EventAttribute()」 を参照）。

着信 XML コンテンツを取り込む場合、 XPath() 関数を用いる （詳細に
ついては、 8-8ページの 「XPath()」 を参照） か、 文字列と して返される  
XML 要素のド ッ ト表記を用います （詳細については、 8-11ページの

「XML 要素のド ッ ト表記」 を参照）。 また [式 ] ボタン  を使用して 
XPath Wizard を呼び出し、 このウ ィザードを使ってサンプルの着信ド
キュ メン トから  XPath の式を自動的に生成できます。 詳細については、
8-31ページの 「XPath Wizard を使用する  XPath 式の作成」 を参照して く
ださい。

9. [OK] をク リ ッ ク します。 変数の初期化が [開始のプロパティ ] ダイアログ 
ボッ クスの [変数 ] タブのリ ス トに表示されます。

10.初期化するすべての変数に対し、 手順 6 から  9 を繰り返します。

11. [OK] をク リ ッ ク して変更を保存します。

イベン ト  プロパティを定義する
イベン ト  ノードを定義する手順は、 以下のとおりです。

1. イベン ト  ノードをダブルク リ ッ クするか、 フォルダ ツ リーでイベン ト  ノー
ドを右ク リ ッ ク して [プロパティ ] を選択して、 [ イベン トのプロパティ ] ダ
イアログ ボッ クスを開きます。
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図 5-23   [ イベン トのプロパティ ] ダイアログ ボックス

2. [説明 ] フ ィールドでデフォルト名を修正して、 Wait for New Inventory など、
イベン トに識別しやすい固有の名前を付けます。

3. [ ドキュ メン ト  タイプ /ルート要素 ] フ ィールドで、 イベン ト を ト リガする  
XML メ ッセージの DOCTYPE またはルート要素を入力します。

4. (省略可能 ) [ キー値の式 ] フ ィールドに、 実行時にイベン ト を ト リ ガする正
確な XML コンテンツ、 JMS ヘッダ、 あるいはプロパティ  フ ィールド値の評
価となるワークフロー式を入力して XML メ ッセージのキー値を定義します。
式は通常、 変数またはワークフロー関数で構成されます。 キー値の式に関す
る詳細については、 5-40ページの 「イベン ト  キーを理解する」 を参照して く
ださい。 式の作成方法の詳細については、 第 8 章 「ワークフロー式の使用

法」 を参照してください。
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注意 : また、 プロセス  エンジンがこのフ ィールドに指定したキー値と比較
できるよ う、 着信 XML メ ッセージのキー値を配置する式を定義する
必要があ り ます。 詳細については、 4-21ページの 「イベン ト  キーの
コンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照してください。

5. (省略可能 ) [条件 ] フ ィールドで、 イベン トの ト リガ前に評価する必要のあ
る条件を定義します。 イベン ト条件の詳細については、 5-45ページの 「イベ
ン ト条件を理解する」 を参照して ください。

6. [変数 ] タブを選択して、 着信イベン ト  データなどからの変数を初期化し、 [
追加 ] をク リ ッ ク して [ ワークフロー変数の割り当て ] ダイアログ ボッ クス
を表示します。

図 5-24   [ ワークフロー変数の割り当て ] ダイアログ ボックス

7. [変数 ] ド ロ ップダウン リ ス トで、 受信するデータを格納する変数を選択し
ます。

8. 以下のいずれかを実行して、実行時に評価して変数の値を生成する式を  [式 ] 
フ ィールドに入力します。

定数の指定に使用する構文については、 8-2ページの 「 リ テラルの使い方」
を参照して ください。

着信 JMS ヘッダ データを取り込む場合、 EventAttribute() 関数を使用
します （詳細は、 8-7ページの 「EventAttribute()」 を参照）。

着信 XML コンテンツを取り込む場合、 XPath() 関数を用いる （詳細に
ついては、 8-8ページの 「XPath()」 を参照） か、 文字列と して返される  
XML 要素のド ッ ト表記を用います （詳細については、 8-11ページの

「XML 要素のド ッ ト表記」 を参照）。 また [式 ] ボタン  を使用して 
XPath Wizard を呼び出し、 このウ ィザードを使ってサンプルの着信ド
キュ メン トから  XPath の式を自動的に生成できます。 詳細については、
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8-31ページの 「XPath Wizard を使用する  XPath 式の作成」 を参照して く
ださい。

9. [OK] をク リ ッ ク します。 変数の初期化が [ イベン トのプロパティ ] ダイアロ
グ ボッ クスの [変数 ] タブのリ ス トに表示されます。

10.初期化するすべての変数に対し、 手順 6 から  9 を繰り返します。

11. （省略可能） イベン トの ト リガ時に実行されるアクシ ョ ンを追加します。 ア
クシ ョ ンに関する詳細については、 第 6 章 「アクシ ョ ンの定義」 を参照して

ください。

12. [OK] をク リ ッ ク して変更を保存します。

分岐のプロパティ を定義する

ワークフローでは分岐をいくつでも使用できます。 各分岐ノードには条件が指定
されています。 条件は、 分岐ノードに移行する と きに評価されます。 結果は 
True または False とな り、 その結果に基づいて異なるパスに渡されたコン ト ロー
ルのサブシーケンス  フローを持ちます。

また、 条件の評価の結果が True または False のどちらの場合でも実行するアク
シ ョ ンを指定するこ と もできます。 [True] タブおよび [False] タブに定義したア
クシ ョ ンは、 true または false の分岐先に指定されたノードの前に実行されます。
また、 フォルダ ツ リーにおいて、 これらのアクシ ョ ンは [分岐 ] フォルダ内の 
[True] および [False] フォルダに表示されます。
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図 5-25   [分岐のプロパティ ] ダイアログ ボックス

分岐ノードを定義する手順は、 以下のとおりです。

1. 分岐ノードをダブルク リ ッ クするか、 フォルダ ツ リーで分岐ノードを右ク
リ ッ ク して [プロパティ ] を選択して、 [分岐のプロパティ ] ダイアログ ボッ
クスを開きます。

2. [条件 ] フ ィールドで実行時に評価される条件式を指定します。 条件には、 定
数、 変数、 関数を含めるこ とができます。 式の作成方法の詳細については、
第 8 章 「ワークフロー式の使用法」 を参照して ください。

3. （省略可能） [False] や [True] タブにアクシ ョ ンを追加して、 実行時の条件の
結果 （true または false） に基づいて実行されるアクシ ョ ンを指定します。 こ
れらのアクシ ョ ンは、 後続ノードに指定されたアクシ ョ ンよ り も前に実行さ
れる。

アクシ ョ ンに関する詳細については、 第 6 章 「アクシ ョ ンの定義」 を参照し

てください。

4. [OK] をク リ ッ ク して変更を保存します。

タスクのプロパティ を定義する

タスク  ノードは、 以下のよ うに定義されます。
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ソフ ト ウェア コンポーネン トによって手動または自動で実行されるアクシ ョ
ンを含む作業ユニッ ト 。

手動で実行するために Worklist または カスタム ク ライアン ト  アプリ ケー
シ ョ ン ユーザに割り当てられたタスク。

タスク  ノードはワークフローの基本構成要素であ り、 フロー内の単一の操作
（複数のワークフロー アクシ ョ ンによって実装される必要はある） を表します。

ワークフロー ト ランザクシ ョ ン モデルでは、 ワークフロー ノードは、 『BPM ク
ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ン プログラ ミ ング ガイ ド』 の 「BPM ト ランザク
シ ョ ン モデルの理解」 で説明するよ うに、 ト ランザクシ ョ ンがどのよ うに処理
されるかを決定するアクティブ化および実行の状態になり ます。 タスク以外のす
べてのノードでは、 これらの状態は Studio で明示的に表されているものではあ
り ません。 ただし、 タスク  ノードでは 4 つのタスク状況のうちのいずれかに
従ってアクシ ョ ンを指定する必要があ り、 フローのコン ト ロールを効果的に操作
するには、 これらの意味を理解するこ とが重要とな り ます。

図 5-26   [ タスクのプロパティ ] ダイアログ ボックス
 

5-56 WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイド



ノ ード のプロパティ の定義
 タスクの状態を理解する
各タスク  ノードは、 作成時、 アクティブ時、 実行時 および Marked Done の 4 つ
の異なる状態を通じて進行します。 各ステータスに対してアクシ ョ ンの リ ス ト を
指定できる。 タスクのステータスが変わる と、 それに応じて指定したアクシ ョ ン
が実行される。 次の表では、 各タスク状態とそのタスクの到達時に実行されるア
クシ ョ ンを示します。

表 5-3  タスク状態

タスク状態 アクシ ョ ンの設定および実行される状況 一般的に指定されるアクシ ョ ン

作成時 新しいワークフロー インスタンスが作成さ
れたと き。

タスクは、 ワークフローでタスク  ノードに
到達するまで作成時状態が維持される。

開始ノードで変数を初期化できるため、
この状態に対してはアクシ ョ ンを指定
する必要はほとんどない。

アクティブ時 前のノードが処理を終了したと き。

タスクは、 以下によって実行されるまでア
クティブ時状態が維持される。

 Worklist またはカスタム ク ライアン ト  
ユーザ

 タスクを実行アクシ ョ ン

プログラム的な API 呼び出し

ユーザ割り当てタスク  アクシ ョ ンに
先立つ、 あるいはそれを含まないア
クシ ョ ン。

ユーザ割り当てタスク  アクシ ョ ン。

実行時 ユーザが Worklist または カスタム ク ラ
イアン ト  アプリ ケーシ ョ ンを用いて手
動でタスクを実行したと き

タスクを実行アクシ ョ ンが指定された

と き

プログラム的な WebLogic Integration 
API の使用

タスクが完了するまでワークフローは進行
せず、 タスクのステータスは [実行時 ] の
ままである。

ユーザ割り当てタスク  アクシ ョ ンに続
くアクシ ョ ン。
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他のノード と異な り、 すべてのタスク  ノードにノードの完了を知らせるために
完了マークを付ける必要があ り ます。 マーク されない限り ワークフローは次に進
みません。 手動割り当てタスクの場合、 実行時にタスクに完了マークを付けるこ
とを可能にするパーミ ッシ ョ ン （以下を参照） を設定できます。 ただし、 多くの
場合、 設計時にタスクに完了マークを付けるアクシ ョ ンの追加によって明示的に
タスクに完了マークを付けます。

タスクに完了マークを付けるアクシ ョ ンを置く タブは、 タスクが 表 5-3 に示され
るどの手段によって実行されるかによって異なり ます。 タスクに完了マークを付
けるアクシ ョ ンを実行する場合、 タスクに完了マークを付けるアクシ ョ ンを [実
行時 ] タブに指定し、 実行しない場合は [ アクティブ時 ] タブに指定します。 詳
細については、 6-11ページの 「タスクに完了マークを付ける」 を参照して くだ
さい。

[ タスクのプロパティ ] ダイアログ ボッ クスで定義されたアクシ ョ ンは、 その配
置に従ってフォルダ ツ リーの [作成時 ]、 [ アクティブ時 ]、 [実行時 ] あるいは [
完了マーク時 ] フォルダの下に表示されます。

タスク  パーミ ッシ ョ ンについて
パーミ ッシ ョ ンをタスクに割り当て、 Worklist ( またはカスタム ク ラ イアン ト ) 
ユーザ、 あるいは Studio でインスタンスをモニタしている管理者による、 実行
時のタスクに対して行われる操作の型をコン ト ロールできます。 Studio での実行
時におけるタスク操作実行に関する詳細については、 10-14ページの 「タスクの
パーミ ッシ ョ ンと優先度の変更」 および 10-16ページの 「タスクのステータス と

完了マーク時 ユーザが Worklist または Studio アプリ
ケーシ ョ ンで手動でタスクに完了マー
クを付けたと き

タスクに完了マークを付けるアクシ ョ
ンが指定されたと き

プログラム的な WebLogic Integration 
API の使用

以下のノードでアクシ ョ ンを指定でき
るため、 この状態に対してはアクシ ョ
ンを指定する必要はほとんどない。

表 5-3  タスク状態

タスク状態 アクシ ョ ンの設定および実行される状況 一般的に指定されるアクシ ョ ン
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割り当ての変更」 を参照してください。 Worklist での実行時におけるタスク操作
実行に関する詳細については、 『WebLogic Integration Worklist ユーザーズ ガイ
ド』 を参照してください。

タスク  ノードを作成する場合、 デフォルトでは初めから割り当てられている
パーミ ッシ ョ ンはあ り ませんが、 次の表に示す有効なタスク  パーミ ッシ ョ ンを
有効化できます。

 タスクの優先順位について
手動割り当てタスクの場合、 優先順位レベルを割り当てるこ とができます。 優先
度は実行時における ノードまたはノードの実行方法には影響を与えない。 単にタ
スクを実行した り ソート した りできる  Worklist のユーザに応じて表示される。

優先順位オプシ ョ ンは、 低、 中、 および高です。 デフォルト値は中です。

表 5-4  タスク  パーミ ッシ ョ ン

パーミ ッシ ョ ン 説明

実行せずに完了マークを付ける Worklist ユーザまたは Studio 管理者に、 実行されていない
タスクに完了マークを付けるこ とを許可し、 タスクの完了
日付を手動で設定できる。

完了マークがあれば再実行 Worklist ユーザは、 完了済みのタスクを再実行できる。

完了マークがあれば外す Worklist ユーザまたは Studio 管理者に、 完了マークが付い
ているタスクの状態を未完了に戻すこ とを許可する （ユー
ザが完了済みのタスクに完了済みではないというマークを
付ける と、 タスクのステータスは Active に変更されるが、
実行済みのアクシ ョ ンによる効果が取り消されるこ とはな
い）。

実行時に変更 Worklist ユーザまたは Studio 管理者に、 タスク実行前にタ
スクに対するパーミ ッシ ョ ンを変更するこ とを許可する。

実行時に再割り当て Worklist ユーザに、 タスクを受けるか再割り当てするこ とを
許可する。 あるいは、 Studio 管理者に、 タスク実行前にタス
クを別のユーザまたはロールに再り割当てするこ とを許可
する。
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タスク  ノードを定義する
タスク  ノードを定義する手順は、 以下のとおりです。

1. タスク  ノードをダブルク リ ッ クするか、 フォルダ ツ リーで [ タスク ] を右ク
リ ッ ク して [プロパティ ] を選択して、 [ タスクのプロパティ ] ダイアログ 
ボッ クスを表示します。

2. [ タスク名 ] フ ィールドでデフォルト名を修正して、 Confirm Order など識
別しやすい固有の名前を付けます。 この値は、 主に Worklist アプリ ケーシ ョ
ンで用いられますが、 さまざまな Studio のモニタ リ ング レポートから見る
こ とができます。

3. 適切なタブで各タスク状態に対して実行されるアクシ ョ ンを追加します。 こ
れらの状態に関する詳細については、 表 5-3 を参照してください。 アクシ ョ
ンの指定の詳細は、 第 6 章 「アクシ ョ ンの定義」 を参照。

4. （省略可能） 手動割り当てタスクに対し、 表 5-4 で説明するよ うに、 [パー
ミ ッシ ョ ン ] タブでチェッ ク  ボッ クスにチェッ ク してパーミ ッシ ョ ンを割り
当てます。

5. （省略可能） 手動割り当てタスクに対し、 [低 ]、 [中 ] あるいは [高 ] を選択
して優先順位を割り当てます。

6. 非手動割り当てタスク、 あるいは実行せずに完了マークを付けるパーミ ッ
シ ョ ンが無効な手動割り当てタスクに対しては、 タスクに完了マークを付け
ます。 詳細については、 6-11ページの 「タスクに完了マークを付ける」 を参
照して ください。

7. [OK] をク リ ッ ク して変更を保存します。

結合のプロパティ を定義する

結合ノードを使って、 タスク、 イベン ト、 および分岐ノードの複数の経路を  1 つ
の経路に結合します。 AND 結合の場合、 ワークフローはすべてのパスの実行の
終了を待ってから次のノードに進みます。 OR 結合を使用する と、 先行する  1 つ
の経路の実行が完了した後、 その他の先行ノードは実行されずにワークフローは
次のノードに進みます。

結合ノードを作成した後で、 AND から  OR、 または OR から  AND に変更できま
す。 設計領域内の結合ノード と対応するシェイプは、 自動的に更新されます。
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図 5-27   [結合のプロパティ ] ダイアログ ボックス

結合ノードを定義する手順は、 以下のとおりです。

1. 結合ノードをダブルク リ ッ クするか、 フォルダ ツ リーで 結合ノードを右ク
リ ッ ク して [プロパティ ] を選択して、 [結合のプロパティ ] ダイアログ ボッ
クスを開きます。

2. 以下のオプシ ョ ンのうち 1 つを選択します。

And －ノードを AND 結合に変更します。

Or －ノードを  OR 結合に変更します。

3. [OK] をク リ ッ ク して変更を保存します。 設計領域内のシェイプが更新されま
す。
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完了のプロパティ を定義する

完了ノードはワークフロー内のプロセス終了ポイン ト を示します。 ワークフロー
内の 1 つの完了ノードに到達する と、 他の完了ノードに到達したかど うかとは無
関係に、 ワークフロー内で実行中のインスタンスは完了とマーク されます。

ワークフローでは完了ノードをいくつでも指定できます。 ワークフローがさまざ
まなポイン トから終了できる場合は、 必要に応じてどこにでも個別の完了ノード
を配置するこ とが可能になり ます。

完了ノードにアクシ ョ ンを追加するこ とはできますが、 推奨はされません。

完了ノードを定義する手順は、 以下のとおりです。

1. 完了ノードをダブルク リ ッ クするか、 フォルダ ツ リーで完了ノードを右ク
リ ッ ク して [プロパティ ] を選択して、 [完了のプロパティ ] ダイアログ ボッ
クスを開きます。

図 5-28   [完了のプロパティ ] ダイアログ ボックス

2. （省略可能） 完了ノードの到達時に実行されるアクシ ョ ンを追加します。

3. [OK] をク リ ッ ク して変更を保存します。
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例外ハンドラに関する作業

例外ハンド ラはサーバの例外の発生によって ト リガされ、 例外ハンド ラの呼び出
しアクシ ョ ンによって呼び出されて、 メ イン  ワークフロー内のアクシ ョ ンのサ
ブフローのよ うに機能します。 例外ハンド ラの定義と呼び出しに関する詳細につ
いては、 第 9 章 「ワークフロー例外の処理」 を参照してください。
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6 アクシ ョ ンの定義

この章では、 WebLogic Integration アクシ ョ ンを使用して各種ワークフロー アク
ティ ビティを遂行する方法について説明します。

アクシ ョ ンの概要

アクシ ョ ン定義タスクの概要

アクシ ョ ンの操作

変数値の設定

プログラム フローの制御

時限オペレーシ ョ ンの使用法

サブワークフローの使用法

実行時状態のモニタ リ ング

手動タスクの設定

電子メール メ ッセージを送信

コンポーネン トの呼び出し

JMS ト ピッ クまたはキューへの XML メ ッセージのポス ト

XML ドキュ メン トの変換

例外処理

アクシ ョ ンの概要

ビジネス  プロセスの論理的順序と制御を指定するにはノード と コネクタが使用
されますが、 ワークフロー定義の実際の作業を実行するのはアクシ ョ ンです。 ア
クシ ョ ンは、 何らかのアクティビティを実行できる最も基本的なワークフローの
単位です。 このアクティビティには、 変数の初期化のよ うな単純なものから、 ク
WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ ド 6-1



6 アクシ ョ ンの定義
ラ イアン ト  システム上でカスタム アプリ ケーシ ョ ンを呼び出すよ うな複雑なも
のまであ り ます。 アクシ ョ ンは、 すべてのタイプのノード （結合ノードを除く）、
例外ハンド ラ、 および他のアクシ ョ ンに追加できます。

以下の節では、 ワークフローでアクティ ビティ を実行するためにアクシ ョ ンを使
用する場合の重要な基礎情報を示します。 構成は以下のとおりです。

アクシ ョ ン カテゴ リ

アクシ ョ ン タイプと配置を理解する

タスク  ノードにアクシ ョ ンを置く

アクシ ョ ン カテゴリ
Studio では、 アクシ ョ ンはいくつかのカテゴ リに分類されます。 ただし、 このガ
イ ドでは、 実行できる主要アクティ ビティにアクシ ョ ンを分類します。 次の表
に、 カテゴ リ、 カテゴ リに含まれるアクシ ョ ン、 実行されるアクティ ビティおよ
びこのガイ ドで詳細に説明されている節を リ ス ト します。
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カテゴリ アクシ ョ ン 使用目的

タスク [ タスクに完了マークを付
ける ]

[ タスクの完了マークを外
す ]

[ タスクを実行 ]

メ イン プログラム フローの制御。
詳細は、 6-25ページの 「プログラム フローの制御」
を参照。

[ユーザにタスクを割り当
て ]

[ ロールにタスクを割り当
て ]

[ルーティング テーブルを
使用してタスクを割り当て
]

[ タスクの割り当てを解除 ]

[ タスク  コ メン ト を設定 ]

[ タスク優先度を設定 ]

手動タスクの割り当てとそのプロパティの設定。

詳細については、 6-48ページの 「手動タスクの設
定」 を参照。

[ タスク期日を設定 ] 手動タスクおよび非手動タスクの期日の設定、 ある
いは時間遅延の導入。

詳細については、 6-48ページの 「手動タスクの設
定」 を参照。
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ワークフロー [ ワークフローに完了マー
クを付ける ]

[ ワークフローを中断 ]

メ イン プログラム フローの制御。
詳細は、 6-25ページの 「プログラム フローの制御」
を参照。

[ ワークフローを開始 ] サブワークフローの呼び出し。

詳細については、 6-38ページの 「サブワークフロー
の使用法」 を参照。

[ ワークフロー変数を設定 ] 変数の初期化。
詳細については、 6-22ページの 「変数値の設定」 を
参照。

[ ワークフロー コ メン ト を
設定 ]

実行時状態のモニタ。

詳細については、 6-45ページの 「実行時状態のモニ
タ リ ング」 を参照。

統合 [ ビジネス  オペレーシ ョ ン
を実行 ]

[プログラムの呼び出し ]

ワークフローを、 EJB や Java ク ラスのよ うな外部ソ
フ ト ウェア コンポーネン ト、 あるいは実行可能プロ
グラムと統合。

詳細については、 6-82ページの 「コンポーネン トの
呼び出し」 を参照。

[XML をク ライアン トに送
信 ]

Worklist 上またはカスタム ク ライアン ト  システム上
で別のオペレーシ ョ ンを実行。

詳細については、 6-48ページの 「手動タスクの設
定」 を参照。

[XML イベン ト をポス ト ] ワークフロー、 コンポーネン ト、 アプリ ケーシ ョ ン
の間で XML メ ッセージを交換。
詳細については、 6-88ページの 「JMS ト ピッ クまた
はキューへの XML メ ッセージのポス ト 」 を参照。

[XSL 変換 ] スタイル シートに従って、 XML ドキュ メン ト をあ
るフォーマッ トから別のフォーマッ トに変換。

詳細については、 6-103ページの 「XML ドキュ メン
トの変換」 を参照。

カテゴリ アクシ ョ ン 使用目的
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アクショ ンの概要
アクシ ョ ン タイプと配置を理解する
タスク、 ワークフロー、 統合、 例外処理、 その他の Studio によ り表わされるア
クシ ョ ン カテゴ リだけでなく、 アクシ ョ ンとその動作の間に存在する以下のよ
うな区別も知っておく必要があ り ます。

端末アクシ ョ ンと非端末アクシ ョ ン （後者は他のアクシ ョ ンを含めるこ とが

できる）

例外処理 [ ワークフロー例外ハンド
ラを設定 ]

[例外ハンド ラを編集 ]

ワークフローのために使用する例外ハンド ラの管理。

詳細については、 第 9 章 「ワークフロー例外の処理」
を参照。

[例外ハンド ラの呼び出し ] 例外を処理するサブワークフローの呼び出し。
詳細については、 第 9 章 「ワークフロー例外の処理」
を参照。

その他 [処理なし ]

[ ワークフロー イベン ト を
取消し ]

メ イン プログラム フローの制御。
詳細については、 6-25ページの 「プログラム フロー
の制御」 を参照。

[条件を評価 ] 条件付きサブワークフローの埋め込み。

詳細については、 6-38ページの 「サブワークフロー
の使用法」 を参照。

[時限イベン ト ] 時限サブワークフローの埋め込みと時間遅延の導入。

詳細については、 6-33ページの 「時限オペレーシ ョ
ンの使用法」 を参照。

[電子メール メ ッセージを
送信 ]

電子メールをユーザ、 ロール、 または外部クライア
ン トに送信。

詳細については、 6-78ページの 「電子メール メ ッ
セージを送信」 を参照。

[監査エン ト リ を作成 ] 実行時状態のモニタ と ワークフロー設計のデバッグ。

詳細については、 6-45ページの 「実行時状態のモニ
タ リ ング」 を参照。

カテゴリ アクシ ョ ン 使用目的
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アクシ ョ ンまたはサブアクシ ョ ンの同期的実行と非同期的実行 （後者は並行

処理が可能）

これらは、 ワークフロー オペレーシ ョ ンが実行される順序に影響するこ とがあ
るため、 その区別は重要です。 それぞれの区別の詳細について、 以下の節で説明
します。

端末アクシ ョ ンと非端末アクシ ョ ン

大部分のアクシ ョ ンは端末アクシ ョ ンです。 つま り、 アクシ ョ ンの中に他のアク
シ ョ ンを含めるこ とはできません。 一方、 一部のアクシ ョ ンは、 その内部にサブ
アクシ ョ ンを定義できます。 サブアクシ ョ ンは、 親アクシ ョ ンの性質に応じて特
定の条件に従って実行されます。 以下のアクシ ョ ンは、 その内部で定義されるサ
ブアクシ ョ ンを持つこ とができるため非端末アクシ ョ ンです。

[条件を評価 ] －定義された条件の結果が True であるか False であるかに応じ
て、 サブアクシ ョ ンを実行できます。

[時限イベン ト ] －サブアクシ ョ ンは日付と時刻に従って実行され、 スケ
ジュールに従って再実行できます。

[XML をク ライアン トに送信 ] －ワークフローがク ライアン ト  アプリ ケー
シ ョ ンからの応答を受け取った際に、 サブアクシ ョ ンを実行できます。

[ ワークフローを開始 ] －呼び出されたワークフローの完了時に、 サブアク
シ ョ ンを実行できます。

[ タスク期日を設定 ] －タスクの期日が過ぎた後に、 サブアクシ ョ ンを実行で
きます。

このよ う な非端末アクシ ョ ンの場合、 サブアクシ ョ ンは [プロパティ ] ダイアロ
グ ボッ クスにのみ表示され、 フォルダ ツ リーには表示されません。

非端末アクシ ョ ンに関する特記事項と して、 大部分の端末アクシ ョ ンは常に同期
方式で実行される、 つま り ワークフローは端末アクシ ョ ンの実行が終了するまで
待機しますが、 非端末アクシ ョ ンは同期方式または非同期方式のどちらでもオペ
レーシ ョ ンを実行できます。 非端末アクシ ョ ンの非同期的実行とは、 ワークフ
ローがアクシ ョ ンまたはそのサブアクシ ョ ンのオペレーシ ョ ンの完了を待たずに
先に進み、 並行して処理を続けるこ とです。 以下で、 この区別について詳し く説
明します。
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アクシ ョ ンの同期的実行と非同期的実行

すべてのアクシ ョ ンは同期的です。 ワークフローは現在のアクシ ョ ンによ り実
行されているオペレーシ ョ ンが完了するまで次のアクシ ョ ンに進みません。 ただ
し、 以下の例外があ り ます。

[プログラムの呼び出し ] －このアクシ ョ ンは、 ワークフローと常に並行実行
される実行可能プログラムを呼び出します。

[XML イベン ト をポス ト ] －このアクシ ョ ンは 「発信後削除 （fire and 
forget）」 モデルで XML メ ッセージを送信するため、 メ ッセージの受信者に
よ り ト リガされるすべてのワークフローまたはアプリ ケーシ ョ ンは並行実行
されます （このアクシ ョ ンの非同期的機能を強制する方法についての詳細に
ついては、 6-88ページの 「JMS ト ピッ クまたはキューへの XML メ ッセージ
のポス ト 」 を参照）。

ただし、 以下のアクシ ョ ンと、 それに含まれるすべてのサブアクシ ョ ンは、 アク
シ ョ ンがどのよ うに配置されているかに応じて同期方式または非同期方式のいず
れかで実行できます。

[時限イベン ト ] －サブアクシ ョ ンを非同期的または同期的に実行できます。

[XML をク ライアン トに送信 ] － XML メ ッセージ伝送、 応答の受領および
任意のコールバッ クの各サブアクシ ョ ンを同期的または非同期的に実行でき
ます。

[ ワークフローを開始 ] －サブワークフローおよび任意のサブアクシ ョ ンを非
同期的または同期的に実行できます。

[ タスク期日を設定 ] －任意の期日超過サブアクシ ョ ンを非同期的または同期
的に実行できます。

上記の非端末アクシ ョ ンとそのサブアクシ ョ ンは以下の条件で非同期的に実行さ
れます。

アクシ ョ ンが開始、 イベン ト、 または分岐のいずれかのノードに置かれてい

る場合。

次の図に示すよ うに、 アクシ ョ ンがタスク  ノードに置かれており、 タスクに
完了マークを付けるアクシ ョ ンが [ タスクのプロパティ ] に置かれている場
合。
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6 アクシ ョ ンの定義
図 6-1   [ タスクのプロパティ ] から完了マークを付けられたタスクを持つタスク  
ノードの非端末アクシ ョ ン

上記の場合、 アクシ ョ ンのオペレーシ ョ ンおよび指定されたサブアクシ ョ ンは、
ワークフロー内の後続のノードで並行実行されます。 これを次の図に示します。

図 6-2   ワークフロー アクシ ョ ンの非同期的実行
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一方、 非端末アクシ ョ ンとそのサブアクシ ョ ンは、 アクシ ョ ンのプロパティでそ
れらのアクシ ョ ンの置かれているタスク  ノードに完了マークが付けられている
場合、 同期的に実行されます。 これを次の図に示します。

図 6-3   [ アクシ ョ ンのプロパティ ] で完了マークが付いたタスクを持つ非端末ア
クシ ョ ン

つま り、 ワークフローは次の図に示すよ うに、 すべてのオペレーシ ョ ンとサブア
クシ ョ ンが完了するまで待ってから次のノードに進みます。
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6 アクシ ョ ンの定義
図 6-4   ワークフロー アクシ ョ ンの同期的実行

アクシ ョ ン設計問題に関する詳細については以下の ト ピッ クを参照して くださ
い。

6-39ページの 「サブワークフローを呼び出す」

6-34ページの 「時限シーケンスを埋め込む」

6-56ページの 「タスク期日を設定する」

6-62ページの 「ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ンに対し  XML メ ッセージを送
信する」

タスクに完了マークを付ける方法の詳細については以下の節を参照して くださ
い。

タスク  ノードにアクシ ョ ンを置く
タスク  ノードを使用する場合、 特定のアクティ ビティを実行するために、 アク
シ ョ ンをどのよ うに置く こ とがよいか知っておく必要があ り ます。 そのために
は、 まず、 [ タスクのプロパティ ] ダイアログ ボッ クスの適切なタブ （[ アク
ティブ時 ] または [実行時 ]） にアクシ ョ ンを置き、 次に適切なポイン トでタス
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アクショ ンの概要
クに完了マークを付けます。 [ タスクのプロパティ ] ダイアログ ボッ クスの各タ
ブの詳細については、 5-57ページの 「タスクの状態を理解する」 を参照して く
ださい。

[ アクテ ィブ時 ] タブと  [実行時 ] タブを使用する
タスクは以下の方法でのみ実行されます。

ユーザにタスクを割り当てアクシ ョ ンを使用して、 Worklist またはタスクを
手動で実行するカスタム ク ライアン ト  ユーザにタスクを割り当てます。

タスクを実行アクシ ョ ンを使用します。

プログラム的に API コールを通じて実行します。

したがって、 一般的にはアクシ ョ ン配置を考える場合に以下のガイ ド ラインに従
います。

ユーザが手動でタスクを実行する前に実行される必要のあるアクシ ョ ン （あ

るいは上のリ ス ト以外の手段によ り実行されるアクシ ョ ン） は、 [ アクティ
ブ時 ] タブに置きます。

ユーザにタスクを割り当てアクシ ョ ンは、常に [ アクティブ時 ] タブのリ ス ト
の最後に置きます。 [ アクティブ時 ] タブでこのアクシ ョ ン以降にリ ス ト さ
れたアクシ ョ ンは実行されません。

[実行時 ] タブでは、 ユーザにタスクを割り当てアクシ ョ ンが最初に来るよ う
に配置します。

[ タスクのプロパティ ] ダイアログ ボッ クスの各タブを使用して、 このガイ ドで
説明する主なアクティ ビティ を実行する場合のガイ ド ラインをま とめた詳しい表
は、 6-13ページの 「タスク  ノードでのアクシ ョ ン配置に関するガイ ド ライン」
にあ り ます。

タスクに完了マークを付ける

すべてのタスクには完了マークを付ける必要があ り ます。 これは、 タスクに対し
て実行せずに完了マークを付けるパーミ ッシ ョ ンが割り当てられている場合は 
Worklist またはカスタム ク ラ イアン ト  ユーザによ り手動で （詳細については
5-58ページの 「タスク  パーミ ッシ ョ ンについて」 を参照）、 あるいはタスクに完
了マークを付けるアクシ ョ ンを使用するこ とによ り設計時に明示的に行います。
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タスクに完了マークが付けられていない場合、 ワークフローはタスク  ノードか
ら先に進みません。 逆に、 [ タスクのプロパティ ] ダイアログ ボッ クスでタスク
に完了マークを付けるアクシ ョ ン以降にリ ス ト されたアクシ ョ ンは、 [ タスクの
プロパティ ] ダイアログ ボッ クスの [完了マーク時 ] タブに置かれている場合を
除き実行されません。

注意 : 同様に、 非端末アクシ ョ ンの場合、 [ アクシ ョ ンのプロパティ ] ダイアロ
グ ボッ クスの [ タスクに完了マークを付ける ] アクシ ョ ン以降に置かれ
たアクシ ョ ン （6-7ページの 「アクシ ョ ンの同期的実行と非同期的実行」
に説明） は実行されません。

タスクに完了マークを付けるために使用できる一般的ガイ ド ラインは以下のとお
りです。

タスクにそれを実行できるアクシ ョ ンが含まれていない場合、 次の図に示す

よ うに、 [ アクティブ時 ] タブの最後のアクシ ョ ンと してタスクに完了マー
クを付けるアクシ ョ ンを置きます。

図 6-5   実行されないタスクに完了マークを付ける

ユーザにタスクを割り当てやタスクを実行など、 タスクにそれを実行できる

アクシ ョ ンを含まれている場合、 [実行時 ] タブの最後のアクシ ョ ンと して
タスクに完了マークを付けるアクシ ョ ンを置きます。
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図 6-6   実行されるタスクに完了マークを付ける

非端末アクシ ョ ンとそのサブアクシ ョ ンを非同期的に実行するには、 [ タスク
のプロパティ ] ダイアログ ボッ クスで、 [ アクティブ時 ] タブまたは [実行
時 ] タブのうち適切な方の最後のアクシ ョ ンと してタスクに完了マークを付
けるアクシ ョ ンを置きます （図 6-1 を参照）。

非端末アクシ ョ ンとそのサブアクシ ョ ンを同期的に実行するには、 アクシ ョ

ンのプロパティ  ダイアログ ボッ クスの最後のアクシ ョ ンと してタスクに完
了マークを付けるアクシ ョ ンを置きます （図 6-3 を参照）。

[ タスクのプロパティ ] ダイアログ ボッ クスの各タブを使用して、 このガイ ドで
説明する主なアクティ ビティ を実行する場合のガイ ド ラインをま とめた詳しい表
は以下の節にあ り ます。

タスク  ノードでのアクシ ョ ン配置に関するガイド ライン
通常はタスク  ノードにのみアクシ ョ ンを置き、 他のタイプのノードでアクシ ョ
ンを使用するこ とは避けてください。 また、 少数のタスク  ノードに長いアク
シ ョ ン リ ス ト を置く よ り も、 短いアクシ ョ ン リ ス ト を多数のタスク  ノードに置
く よ うにして ください。 浅いまたはフラ ッ ト な設計アプローチを使用する と、 グ
ラフ ィ ッ ク表現の中で、 ワークフローのロジッ クやト ランザクシ ョ ン単位を一目
で把握できます。
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ただし、 場合によっては、 同じ ノードに複数のアクシ ョ ンを指定しなければなら
ないこ と もあ り ます。 たとえば、 ユーザに割り当てられるタスクにさまざまなプ
ロパティを指定する必要がある場合などです （詳細については、 6-48ページの
「手動タスクの設定」 を参照）。 同様に、 タスク以外のノードにアクシ ョ ンを追加
する方が効率的な場合や、 新たなタスク  ノードを作成してグラフ ィカル フロー
を複雑にするよ り も、 1 つのタスク  ノードにアクシ ョ ン リ ス ト を置く方が効率
的な場合もあ り ます。 たとえば、 変数値の設定、 タスクまたはワークフローのコ
メン トの設定、 監査エン ト リの作成のよ うな単純なアクティ ビティの場合が該当
します。

次の表に、 主な一般的アクティビティを実行する再利用可能なノード  パターン
を設計する場合の参考となるガイ ド ラインを示します。

表 6-1  アクシ ョ ン配置のガイ ド ライン

アクテ ィ ビテ ィ タスク  ノードに置
く アクシ ョ ン

アクシ ョ
ンを置く
タブ

タスクに
完了マー
クを付け
るタブ

詳細の参照先

Java コンポーネン トの
呼び出し

[ ビジネス  オペレー
シ ョ ンを実行 ]

[ アクティ
ブ時 ]

[ アクティ
ブ時 ]

6-84ページの 「ビジ
ネス  オペレーシ ョ ン
を呼び出す」

実行可能プログラムの
呼び出し

[ プログラムの呼び
出し ]

[ アクティ
ブ時 ]

[ アクティ
ブ時 ]

6-82ページの 「サー
バ上の実行可能なプ
ログラムを呼び出
す」

XML ドキュ メン トの変
換

[XSL 変換 ] [ アクティ
ブ時 ]

[ アクティ
ブ時 ]

6-103ページの
「XML ドキュ メン ト
の変換」

電子メール送信 [電子メール メ ッ
セージを送信 ]

[ アクティ
ブ時 ]

[ アクティ
ブ時 ]

6-78ページの 「電子
メール メ ッセージを
送信」

JMS ト ピッ クまたは
キューへの XML メ ッ
セージのポス ト

[XML イベン ト をポ
ス ト ]

[ アクティ
ブ時 ]

[ アクティ
ブ時 ]

6-88ページの 「JMS 
ト ピッ クまたは
キューへの XML 
メ ッセージのポス
ト 」
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プラグイン アクシ ョ ン
の使用

[ カスタム アクシ ョ
ン ]

[ アクティ
ブ時 ]

[ アクティ
ブ時 ]

手動タスクの割り当て (省略可能 ) [ タスク  
コ メン ト を設定 ]
(省略可能 ) [ タスク
期日を設定 ]
[Assign Task to 
User/Role/Using 
Routing Table]

[ アクティ
ブ時 ]

[実行時 ] 6-48ページの 「手動
タスクの設定」

(省略可能 ) [XML を
ク ラ イアン トに送信
]

[実行時 ] [XML をク
ライアン
トに送信 ] 
ダイアロ
グ ボッ ク
スの [ コー
ルバッ ク  
アクシ ョ
ン ] タブ

6-62ページの 「ク ラ
イアン ト  アプリ ケー
シ ョ ンに対し  XML 
メ ッセージを送信す
る」

サブワークフローの同
期的呼び出し

[ ワークフローを開
始 ]

[ アクティ
ブ時 ]

[ ワークフ
ローを開
始 ] ダイア
ログ ボッ
クスの [ ア
クシ ョ ン ] 
タブ

6-39ページの 「サブ
ワークフローを呼び
出す」

表 6-1  アクシ ョ ン配置のガイ ド ライン

アクテ ィ ビテ ィ タスク  ノードに置
く アクシ ョ ン

アクシ ョ
ンを置く
タブ

タスクに
完了マー
クを付け
るタブ

詳細の参照先
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アクシ ョ ン定義タスクの概要

ワークフローを作成し、 必要な リ ソースをコンフ ィグレーシ ョ ンした後、 ノード
などのオブジェク トにアクシ ョ ンを追加できます。 アクシ ョ ンの追加と定義は反
復的プロセスです。 新しいノードを追加する、 新しい変数を作成する、 データ と
リ ソースを再コンフ ィグレーシ ョ ンする、 XML ドキュ メン ト を定義するなどの
タスクが必要です。 アクシ ョ ンの定義には次のタスクが関係します。 各タスクは
どの順序で実行してもかまいません。

時間遅延の導入 [ タスク期日を設定 ] [ アクティ
ブ時 ]

[ タスク期
日を設定 ] 
ダイアロ
グ ボッ ク
スの [期日
に実行す
るアク
シ ョ ン ] タ
ブ

6-56ページの 「タス
ク期日を設定する」

[時限イベン ト ] [ アクティ
ブ時 ]

[時限イベ
ン ト ] ダイ
アログ 
ボッ クス
の [ ト リ ガ
時のアク
シ ョ ン ] タ
ブ

6-34ページの 「時限
シーケンスを埋め込
む」

表 6-1  アクシ ョ ン配置のガイ ド ライン

アクテ ィ ビテ ィ タスク  ノードに置
く アクシ ョ ン

アクシ ョ
ンを置く
タブ

タスクに
完了マー
クを付け
るタブ

詳細の参照先
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注意 : 大部分のアクシ ョ ンでは、 ダイアログ ボッ クス  フ ィールドに式の入力が
必要になるため、 アクシ ョ ンの定義を開始する前に、 ワークフロー式言
語および Studio のツールである  Expression Builer と  XPath Wizard の学習
も必要です。 ワークフロー式に関する詳細については、 第 8 章 「ワーク

フロー式の使用法」 を参照して ください。

ビジネス  オペレーシ ョ ンを実行アクシ ョ ンを定義するには、 4-9ページの
「ビジネス  オペレーシ ョ ンのコンフ ィグレーシ ョ ン」 に説明されているよ う
に、 ビジネス  オペレーシ ョ ンを定義します。

（省略可能） ユーザにタスクを割り当て、 ルーティング テーブルを使用して
タスクを割り当て、 または電子メール メ ッセージを送信の各アクシ ョ ンのた
めのユーザを指定する場合は、 3-15ページの 「ユーザの保守」 に説明されて
いるよ うに、 ユーザを定義します。

（省略可能） ロールにタスクを割り当て、 ルーティング テーブルを使用して
タスクを割り当て、 または電子メール メ ッセージを送信の各アクシ ョ ンのた
めのロールを指定する場合は、 3-21ページの 「ロールの保守」 に説明されて
いるよ うに、 ロールを定義します。

（省略可能） 時限イベン ト  アクシ ョ ンまたはタスク期日を設定アクシ ョ ンの
場合、 3-4ページの 「ビジネス  カレンダーの管理」 に説明されているよ うに、
ビジネス  カレンダーを定義します。 あるいは、 既存のワークフロー パッ
ケージからエクスポート済みのカレンダーをインポートするこ と もできま
す。 その順序については、 11-5ページの 「ワークフロー パッケージのイン
ポート 」 を参照して ください。

テンプレート定義にノードを追加します。 手順の詳細は、 5-19ページの
「ノードに関する作業」 を参照してください。

アクシ ョ ンによ り参照される変数を作成します。 手順の詳細は、 5-28ページ
の 「変数に関する作業」 を参照してください。

タスク  ノードにアクシ ョ ンを追加します。 必要に応じて、 開始、 イベン ト、
分岐ノードにも追加します。 アクシ ョ ンを追加するための手順については、
6-18ページの 「アクシ ョ ンを追加する」 を参照して ください。

アクシ ョ ンを非端末アクシ ョ ンに追加します。

タスクに完了マークを付けるアクシ ョ ンをタスク  ノードまたは非端末アク
シ ョ ンに追加します。 手順の詳細は、 6-26ページの 「タスクに完了マークを
付ける」 を参照して ください。
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例外ハンド ラを追加します。 例外ハンド ラを定義するための手順について

は、 9-3ページの 「例外ハンド ラの定義」 を参照してください。

アクシ ョ ンを例外ハンド ラに追加します。 例外ハンド ラを定義するための手

順については、 9-3ページの 「例外ハンド ラの定義」 を参照して ください。

独立した各アクティ ビティがノードによ り表わされるよ うに、 新しいノード

をワークフローに追加し、 設計を再定義します。 ノードを追加するための手
順については、 5-20ページの 「ノードを追加、 配置および接続する」 を参照
して ください。

ワークフローに XML ドキュ メン ト を埋め込むアクシ ョ ン （XML イベン ト
をポス ト 、 XML をク ラ イアン トに送信、 ワークフロー変数を設定など） が
必要とする  XML ドキュ メン ト を作成またはインポート します。 [ アクシ ョ
ンのプロパティ ] ダイアログ ボッ クスを使用して XML ドキュ メン ト を操作
するための手順については、 第 7 章 「XML エンティティを操作」 を参照し
てください。

アクシ ョ ンの操作

アクシ ョ ンの追加および更新は、 [ タスク ]、 [分岐 ]、 [ イベン ト ]、 [完了 ]、 [
開始のプロパティ ] の各ダイアログ ボッ クス、 ならびにカスタム例外ハンド ラ、
および 6-6ページの 「端末アクシ ョ ンと非端末アクシ ョ ン」 に リ ス ト された [ ア
クシ ョ ンのプロパティ ] ダイアログ ボッ クスで行います。 各ダイアログ ボッ ク
スには、 アクシ ョ ンの配置と保守のために使用する  [ アクシ ョ ン ] タブがあ り ま
す。 この節では、 すべてのアクシ ョ ンに共通な機能について説明します。

アクシ ョ ンを追加する

アクシ ョ ンを追加する手順は、 以下のとおりです。

1. 以下のいずれか 1 つを実行します。

設計領域で、 アクシ ョ ンを追加する ノードをダブルク リ ッ ク し、 表示さ

れた [プロパティ ] ダイアログ ボッ クスで該当する  [ アクシ ョ ン ] タブを
選択して [追加 ] をク リ ッ ク します。
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フォルダ ツ リーで、 アクシ ョ ンを追加するオブジェク ト を表すフォルダ
を展開し、 [ アクシ ョ ン ] フォルダを右ク リ ッ ク して、 表示されたダイア
ログ ボッ クスで [ アクシ ョ ンを作成 ] を選択します。

[ アクシ ョ ンを追加 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

図 6-7   [ アクシ ョ ンを追加 ] ダイアログ ボックス

注意 : アクシ ョ ンに対してプラグインが定義されている場合、 このダイアロ
グ ボッ クスに新しいアクシ ョ ンが入り ます。

2. アクシ ョ ン タイプのフォルダをダブルク リ ッ ク して展開し、 アクシ ョ ンを選
択し、 [OK] をク リ ッ ク します。 選択したアクシ ョ ンに固有な [プロパティ ] 
ダイアログ ボッ クスが表示されます。

3. ダイアログ ボッ クスのフ ィールドに入力し、 [OK] をク リ ッ ク します。 各ア
クシ ョ ン タイプに関する詳細な手順は、 このガイ ドの残りの部分で説明しま
す。

アクシ ョ ンは、 選択したノードの [プロパティ ] ダイアログ ボッ クスに追加
され次第、 フォルダ ツ リー内でそのアクシ ョ ンを含むノードまたは例外ハン
ド ラを表すフォルダの下に表示されます。
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アクシ ョ ンを更新する

アクシ ョ ンを更新する手順は、 以下のとおりです。

1. 以下のいずれか 1 つを実行します。

更新するアクシ ョ ンの入った [プロパティ ] ダイアログ ボッ クスで、 目的
のアクシ ョ ンを選択し、 [更新 ] をク リ ッ ク します。

フォルダ ツ リーで、 更新するアクシ ョ ンの入ったフォルダを展開し、 ア
クシ ョ ンを右ク リ ッ ク し、 ポップアップ メニューから  [プロパティ ] を
選択します。

選択したアクシ ョ ンの [プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2. アクシ ョ ン定義の変更が完了した後 [OK] をク リ ッ ク します。

アクシ ョ ンを削除する

アクシ ョ ンを削除する手順は、 以下のとおりです。

1. 以下のいずれか 1 つを実行します。

削除するアクシ ョ ンの入った [プロパティ ] ダイアログ ボッ クスで、 目的
のアクシ ョ ンを選択し、 [削除 ] をク リ ッ ク します。

フォルダ ツ リーで削除するアクシ ョ ンの入ったフォルダを展開し、 アク
シ ョ ンを右ク リ ッ ク し、 ポップアップ メニューから  [削除 ] を選択しま
す。

2. 警告メ ッセージが表示されたら、 削除する場合は [OK] を、 この操作を取り
消す場合は [取消し ] をク リ ッ ク します。

アクシ ョ ンをコピーする

ワークフロー ノードの内部または相互間で、 あるいはワークフロー テンプ
レート定義 （およびテンプレート ） の内部または相互間でアクシ ョ ンをコ
ピーするこ とによ り、 再利用可能な設計パターンを作成できます。 アクシ ョ
ン内で定義されたプロパティ もコピーされるので、 アクシ ョ ンをわずかに変
更するだけで済み、 時間を節約できます。
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注意 : テンプレート定義間でアクシ ョ ンをコピーする場合は、 そのアクシ ョ ン
が参照する変数がコピー先のテンプレート定義内にすでに作成されてい
るこ と、 およびその他の参照オブジェク トであるロール、 ユーザ、 ビジ
ネス  カレンダーなどが、 そのテンプレート と関連付けられているオーガ
ニゼーシ ョ ンについて定義されているこ とを必ず確認して ください。

ノード内またはノード間でアクシ ョ ンとそのプロパティをコピーする手順
は、 次のとおりです。

1. 以下のいずれか 1 つを実行します。

設計領域でコピーするアクシ ョ ンの入っている ノードをダブルク リ ッ ク

します。 [プロパティ ] ダイアログ ボッ クスで、 適切な [ アクシ ョ ン ] タ
ブを選択し、 アクシ ョ ンを右ク リ ッ ク し、 ポップアップ メニューから  [
コピー ] を選択します。

フォルダ ツ リーで、 コピーするアクシ ョ ンを含むフォルダを展開し、 コ
ピーするアクシ ョ ンを右ク リ ッ ク してポップアップ メニューの [ コピー ] 
を選択します。

2. 別のノードまたはテンプレート定義に貼り付ける場合は、 次の操作のう
ち 1 つを実行します。

[OK] をク リ ッ ク してノードの [プロパティ ] ダイアログ ボッ クスを閉
じ、 ターゲッ ト  テンプレート定義の設計領域で、 定義済みアクシ ョ ン
をペース トする ノードのシェイプをダブルク リ ッ ク します。 [プロパ
ティ ] ダイアログ ボッ クスで適切な [ アクシ ョ ン ] タブを選択し、 右
ク リ ッ ク し、 ポップアップ メニューから  [貼り付け ] を選択します。

フォルダ ツ リーで、 アクシ ョ ンをペース トするフォルダを展開し、 [
アクシ ョ ン ] フォルダを右ク リ ッ ク し、 ポップアップ メニューから  [
貼り付け ] を選択します。

このアクシ ョ ンの [プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。 すべ
ての設定が元のアクシ ョ ンからコピーされています。

3. 必要に応じて、 アクシ ョ ンの [プロパティ ] ダイアログ ボッ クスの設定を変
更します。

4. [OK] をク リ ッ クする と変更内容が保存され、 コピー先のオブジェク トにアク
シ ョ ンが追加されます。
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アクシ ョ ンの順序を変更する

アクシ ョ ンは実行される順序で表示されます。 アクシ ョ ンの順序を変更するに
は、 [プロパティ ] ダイアログ ボッ クスのリ ス トからアクシ ョ ンを選択し、 上矢
印または下矢印を押して リ ス ト内での位置を移動して ください。

アクシ ョ ンへコ メン ト を追加する

すべてのアクシ ョ ンの [プロパティ ] ダイアログ ボッ クスには、 アクシ ョ ンに関
するコ メン ト を入力できる  [ メモ ] テキス ト  ボッ クスがあ り ます。 これは、 同じ
ワークフローにアクセスする他のユーザが、 そのワークフローのロジッ クや設計
を理解する必要のある場合に役立ちます。

図 6-8   [ メモ ] テキスト  ボックス

変数値の設定

どのタイプのノードについても、 ワークフローのどこかのポイン トで既存のワー
クフロー変数に値を割り当てるには、 ワークフロー変数を設定アクシ ョ ンを使用
します。 たとえば、 ループを設計するには、 このアクシ ョ ンを使用してカウンタ
をインク リ メ ン トできます。 変数の定義方法の詳細は、 5-28ページの 「変数に
関する作業」 を参照。
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変数に対して割り当てる値は、 式または定数にできます。 式は、 アクシ ョ ンの実
行時に評価され、 結果は指定された変数に割り当てられます。

このアクシ ョ ンを使用して、 既存の XML ドキュ メン トの作成やインポートおよ
び XML または文字列型の変数への定数の格納を行う こ と もできます。 この後、
その変数を再利用して XML イベン ト  アクシ ョ ンのポス ト などのために、 ワーク
フローのさまざまな場所でこの XML の内容を参照できます （6-88ページの
「JMS ト ピッ クまたはキューへの XML メ ッセージのポス ト 」 参照）。

注意 : 非 XML 変数の場合、 開始ノード、 イベン ト  ノード、 [XML をク ライア
ン トに送信 ]、 [例外ハンド ラのプロパティ ] の各ダイアログ ボッ クスの 
[変数 ] タブを使用しても変数値を設定できます。
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図 6-9   [ ワークフロー変数を設定 ] ダイアログ ボックス

変数に値を割り当てる手順は、 以下のとおりです。

1. [ アクシ ョ ンを追加 ] ダイアログ ボッ クスの [ ワークフロー アクシ ョ ン ] フォ
ルダから  [ ワークフロー変数を設定 ] を選択し、 [OK] をク リ ッ クする と、 [
ワークフロー変数を設定 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2. [設定する変数 ] ド ロ ップダウン リ ス トから値を割り当てる既存の変数を選
択するか、 変数を入力します （詳細は、 5-28ページの 「変数に関する作業」
を参照）。

3. 以下のいずれかのオプシ ョ ンを選択します。
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式－値を生成するために実行時に評価する式を入力します。 ワークフ

ロー式コンポーネン ト と構文の詳細については、 第 8 章 「ワークフロー

式の使用法」 を参照して ください。 定数を入力するには、 8-2ページの
「 リ テラルの使い方」 で説明されている構文を使用します。

構造－ XML ドキュ メン ト を指定するこ とによ り、 XML または文字列型
の変数の値をセッ ト します。 新たに自由形式ドキュ メン ト を作成するに
は [子を追加 ] ボタンをク リ ッ ク し、 ノードの追加を開始します。 既存の 
XML ドキュ メン ト を指定するには [ インポート ] ボタンをク リ ッ ク し、
ドキュ メン ト をロード し、 必要に応じて編集します。 新たなタイプ指定 
XML ドキュ メン ト を作成するには [ コンテンツ  タイプを設定 ] ボタンを
ク リ ッ ク し、 スキーマ ドキュ メン ト をロード します。 上記のオプシ ョ ン
の手順の詳細については、 7-2ページの 「XML ドキュ メン トの作成と編
集」 を参照してください。

 ユーザ定義の XML ドキュ メン トは、 ワークフロー テンプレート定義内に
保存される。

注意 : 文字列型の変数に格納された XML ドキュ メン トは、 まず文字列に変
換されます。

4. [OK] をク リ ッ クする と  [ ワークフロー変数を設定 ] アクシ ョ ンが追加されま
す。

プログラム フローの制御

通常は、 プログラム フローを制御するにはノード と コネクタを使用してくださ
い。 ただし、 場合によってはノード内から代替実行パスを指定しなければならな
いこ と もあ り ます。 たとえば、 ワークフローの特定のノードまでに限って ト リガ
を許可し、 それ以降は禁止するよ うなイベン ト を定義するこ とがあ り ます。 ある
いは、 条件に応じて別のノード内から自動的にタスクを実行しなければならない
こ と もあ り ます。 最も重要なこ とは、 タスクに完了マークを付けるアクシ ョ ンの
位置によ り、 サブアクシ ョ ンあるいはサブワークフロー全体を同期的に実行する
か、 非同期的に実行するかを制御できるこ とです。

したがって、 以下のアクシ ョ ンをプログラム制御のために使用できます。

[ タスクに完了マークを付ける ] －ユーザが実行する手動タスクだけでなく、
完全に自動化されたアクシ ョ ンの入ったタスク  ノードに完了マークを付ける
こ と も、 フローが正し く進行するには必要です。 ワークフローが意図したと
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おりに実行されるにはこのアクシ ョ ンが必要です。 6-26ページの 「タスクに
完了マークを付ける」 で説明します。

[ タスクの完了マークを外す ] －既に完了マークが付けられたタスクの完了
マークを外します。 6-28ページの 「タスクから完了マークを外す」 で説明し
ます。

[ ワークフロー イベン ト を取消し ] －指定したイベン ト をキャンセルし、ワー
クフローのこのポイン ト以降でこのイベン トが ト リ ガされないよ うにしま
す。 6-29ページの 「ワークフロー イベン ト をキャンセルする」 で説明しま
す。

[ ワークフローに完了マークを付ける ] －このアクシ ョ ンは完了ノードに進む
こ と と同じです。 6-30ページの 「ワークフローに完了マークを付ける」 で説
明します。

[ ワークフローを中断 ] －実行中のインスタンスを終了し、 データベースから
それを削除します。 6-31ページの 「ワークフローを中断する」 で説明しま
す。

[ タスクを実行 ] －タスク  ノードを自動的に実行し、 ノードの [実行時 ] タブ
にリ ス ト されたアクシ ョ ンを実行します。 6-31ページの 「タスクを自動実行
する」 で説明します。

[処理なし ] －このアクシ ョ ンは、 実際にはワークフローに対しての影響はな
く、 ワークフロー設計者のためのプレースホルダと して機能します。 6-33
ページの 「プレースホルダ アクシ ョ ンを追加する」 で説明します。

[時限イベン ト ] －ワークフローで時間遅延を作成するために使用できます。
6-34ページの 「時限シーケンスを埋め込む」 で説明します。

[ タスク期日を設定 ] －ワークフローで時間遅延を作成するために使用できま
す。 6-56ページの 「タスク期日を設定する」 で説明します。

タスクに完了マークを付ける

ユーザに割り当てられたタスクの定義で、 ユーザが実行時にタスクに手動で完了
マークを付けるこ とを許可されている場合を除き （5-55ページの 「タスクのプ
ロパティを定義する」 を参照）、 すべてのタスク  ノードには、 その [ タスクのプ
ロパティ ] ダイアログ ボッ クス、 または非端末アクシ ョ ンの [ アクシ ョ ン ] タブ
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のいずれかでタスクに完了マークを付けるアクシ ョ ンを指定しておく必要があ り
ます。 このアクシ ョ ンの使用法の詳細については、 6-5ページの 「アクシ ョ ン タ
イプと配置を理解する」 を参照してください。

図 6-10   [ タスクに完了マークを付ける ] ダイアログ ボックス

タスクに完了マークを付ける手順は、 次のとおりです。

1. [ アクシ ョ ンを追加 ] ダイアログ ボッ クスの [ タスク  アクシ ョ ン ] フォルダで 
[ タスクに完了マークを付ける ] を選択し、 [OK] をク リ ッ ク して [ タスクに
完了マークを付ける ] ダイアログ ボッ クスを表示します。

2. [完了マークを付けるタスク ] フ ィールドで、 アクシ ョ ン実行時に完了マーク
を付けるタスクを選択します。 一度に選択できるタスクは、 1 つのみ。

3. [OK] をク リ ッ クする と  [ タスクに完了マークを付ける ] アクシ ョ ンが追加さ
れます。
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タスクから完了マークを外す

タスクの完了マークを外すアクシ ョ ンは、 タスクが完了していないものと して
マークします。 このアクシ ョ ンを割り当てられたタスクは、 Worklist でアクティ
ブになり再度実行できます。 ループや並行ワークフローなどで、 タスクを再度実
行できるよ うにするには、 このアクシ ョ ンを使用して ください。

注意 : 完了していないものと してマーク されたタスクは、 再度ト リガされて起
動状態にはなり ません。 タスクを起動状態に ト リガするには、 ワークフ
ローでタスクを再度開始する必要があ り ます。 タスク状態の詳細につい
ては、 5-57ページの 「タスクの状態を理解する」 を参照して ください。

図 6-11   [ タスクの完了マークを外す ] ダイアログ ボックス

タスクから完了マークを外す手順は、 以下のとおりです。

1. [ アクシ ョ ンを追加 ] ダイアログ ボッ クスの [ タスク  アクシ ョ ン ] フォルダか
ら  [ タスクの完了マークを外す ] を選択し、 [OK] をク リ ッ クする と、 [ タス
クの完了マークを外す ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。
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2. [完了マークを外すタスク ] フ ィールドで、 アクシ ョ ン実行時に完了マークを
付けるタスクを選択します。 一度に選択できるタスクは、 1 つのみ。

3. [OK] をク リ ッ クする と  [ タスクの完了マークを外す ] アクシ ョ ンが追加され
ます。

ワークフロー イベン ト をキャンセルする
ワークフロー内で定義された 1 つまたは複数のイベン ト  ノードをキャンセルす
る場合は、 ワークフロー イベン ト を取消しアクシ ョ ンを使用してください。 こ
のアクシ ョ ンは、 ワークフローの特定のポイン ト以降イベン トが ト リガされない
よ うにするため、 イベン ト  ノードの終了メカニズムと して使用できます。 たと
えば、 注文処理ワークフローで、 顧客からのキャンセル通知を待つイベン トがあ
り、 その結果に応じて何らかのアクシ ョ ンを実行する と します。 出荷後に注文の
キャンセルを発行できないよ うにするには、 ワークフローで出荷タスクが実行さ
れるポイン トでワークフロー イベン ト を取消しアクシ ョ ンを定義し、 注文キャ
ンセル イベン トの ト リ ガを禁止できます。

図 6-12   [ ワークフロー イベン ト を取消し ] ダイアログ ボックス
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イベン ト をキャンセルする手順は、 以下のとおりです。

1. [ アクシ ョ ンを追加 ] ダイアログ ボッ クスの [ その他のアクシ ョ ン ] フォルダ
で、 [ ワークフロー イベン ト を取消し ] を選択し  [OK] をク リ ッ ク して、 [
ワークフロー イベン ト を取消し ] ダイアログ ボッ クスを表示します。

2. [取り消すイベン ト ] フ ィールドで、 キャンセルするワークフローを強調表示
します （複数のイベン ト を強調表示するには 〔Ctrl〕 を押したままで選択）。

3. [OK] をク リ ッ クする と  [ ワークフロー イベン ト を取消し ] アクシ ョ ンが追加
されます。

ワークフローに完了マークを付ける

ワークフローに完了マークを付けるアクシ ョ ンは、 現在のワークフローに完了
マークを付け、 ワークフローが完了ノードに到達したのと同じ状態にします。 こ
れは分岐ノードにおいて、 完了ノード よ り前のすべてのアクシ ョ ンをスキップ
し、 そのポイン トでワークフローを終了したい場合などに使用できます。

図 6-13   [ ワークフローに完了マークを付ける ]

ワークフローに完了マークを付ける手順は、 次のとおりです。

1. [ アクシ ョ ンを追加 ] ダイアログ ボッ クスの [ ワークフロー アクシ ョ ン ] フォ
ルダから  [ ワークフローに完了マークを付ける ] を選択し、 [OK] をク リ ッ ク
する と、 [ ワークフローに完了マークを付ける ] ダイアログ ボッ クスが表示
されます。

2. [OK] をク リ ッ クする と  [ ワークフローに完了マークを付ける ] アクシ ョ ンが
追加されます。
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ワークフローを中断する

ワークフローを中断アクシ ョ ンは、 現在処理中のワークフローを恒久的に停止し
ます。 このアクシ ョ ンは、 インスタンスを終了しなければならない例外的な状況
で使用できます。

注意 : 中断されたワークフロー インスタンスは、 データベースから削除され、
モニタできな くな り ます。 ワークフローを終了させてもインスタンスの
レコードは保持したい場合は、 完了ノードまたは [ ワークフローに完了
マークを付ける ] アクシ ョ ンを使用してください。

図 6-14   [ ワークフローを中断 ] ダイアログ ボックス

ワークフローを中断する手順は、 以下のとおりです。

1. [ アクシ ョ ンを追加 ] ダイアログ ボッ クスの [ ワークフロー アクシ ョ ン ] フォ
ルダから  [ ワークフローを中断 ] を選択し、 [OK] をク リ ッ クする と、 [ ワー
クフローを中断 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2. [OK] をク リ ッ クする と  [ ワークフローを中断 ] アクシ ョ ンが追加されます。

タスクを自動実行する

タスクを実行アクシ ョ ンを使用して、 ユーザではなく ワークフローにワークフ
ロー内のタスクを明示的に実行させるこ とができます。 このアクシ ョ ンによっ
て、 タスクのステータスは実行済みになり、 [ タスクのプロパティ ] ダイアログ 
ボッ クスの [実行時 ] タブに一覧表示されているすべてのアクシ ョ ンが実行され
ます。 タスク状態の詳細については、 5-57ページの 「タスクの状態を理解する」
を参照して ください。
WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ ド 6-31



6 アクシ ョ ンの定義
このアクシ ョ ンを使用して、 たとえば、 例外ハンド ラ内から例外ハンド ラのアク
シ ョ ンの完了後にタスク  ノードのアクシ ョ ンを再実行させるこ とができます。
あるいは、 グラフ ィ ッ クに表現するのが難しいループを作成するためにも使用で
きます。

図 6-15   [ タスクを実行 ] ダイアログ ボックス

タスクを自動的に実行する手順は、 以下のとおりです。

1. [ アクシ ョ ンを追加 ] ダイアログ ボッ クスの [ タスク  アクシ ョ ン ] フォルダか
ら  [ タスクを実行 ] を選択し、 [OK] をク リ ッ クする と、 [ タスクを実行 ] ダイ
アログ ボッ クスが表示されます。

2. [実行するタスク ] フ ィールドで実行するタスクを選択します。 一度に選択で
きるタスクは、 1 つのみ。

3. [OK] をク リ ッ クする と  [ タスクを実行 ] アクシ ョ ンが追加されます。
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プレースホルダ アクシ ョ ンを追加する
処理なしアクシ ョ ンはワークフローには影響しません。 後でアナリ ス トがアク
シ ョ ンの追加を忘れないよ うにするためのプレースホルダと しての役割だけで
す。

図 6-16   [処理なし ] ダイアログ ボックス

プレースホルダを追加する手順は、 以下のとおりです。

1. [ アクシ ョ ンを追加 ] ダイアログ ボッ クスの [ その他のアクシ ョ ン ] フォルダ
から  [処理なし ] を選択し、 [OK] をク リ ッ クする と、 [処理なし ] ダイアログ 
ボッ クスが表示されます。

2. [説明 ] フ ィールドに処理なしアクシ ョ ンの内容を表わす名前を入力します。
後でアクシ ョ ンを追加するこ とを思い出させるよ うな名前がよいでし ょ う。

3. [OK] をク リ ッ クする と  [処理なし ] アクシ ョ ンが追加されます。

時限オペレーシ ョ ンの使用法

以下のアクシ ョ ンによ り時限オペレーシ ョ ンを設定できます。

[時限イベン ト ] －実行する一連のサブアクシ ョ ンを指定します。 任意で、 正
確なタイム スケジュールに従って再実行させるこ と もできます。 また、 ワー
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クフローで時間遅延を作成するためにも使用できます。 6-34ページの 「時限
シーケンスを埋め込む」 で説明します。

[ タスク期日を設定 ] －タスクを実行する期日を指定できます。 必要であれば
期日後に実行する一連のサブアクシ ョ ンも指定できます。 また、 ワークフ
ローで時間遅延を作成するためにも使用できます。 6-56ページの 「タスク期
日を設定する」 で説明します。

時限シーケンスを埋め込む

時限イベン ト  アクシ ョ ンを使用して、 正確な日時に ト リガされる時限アクシ ョ
ンのシーケンスを作成できます。 必要に応じて指定されたスケジュールに従って
再実行するこ と もできます。

実行スケジュールについて

時限イベン ト を再スケジューリ ングする場合、 2 つのオプシ ョ ンに従って実行停
止メ ソ ッ ドを指定する必要があ り ます。

ワークフローが完了した場合。 この場合、 時限イベン トはワークフローが完

了するまで再実行されます。

タスクが完了した場合。 この場合、 時限イベン トは、 そのイベン トの入って

いるタスク  ノードに完了マークが付く まで再実行されます。 このオプシ ョ ン
は、 以下の 2 つの条件を満たす場合にのみ使用してください。

時限イベン ト  アクシ ョ ンがタスク  ノードに指定されています。

そのタスク  ノードがタスク  ノード自体の外部、 たとえば分岐ノードや他
のアクシ ョ ンから完了マークを付けられます。 タスク  ノードをタスク  
ノードの内部から、 あるいは [時限イベン ト ] ダイアログ ボッ クスの [サ
ブ アクシ ョ ン ] タブ内から完了マークを付けるこ とはできません。 この
方法でタスクに完了マークを付けるこ とは、 実際上、 時限イベン トのす
べての反復実行を終了するこ とになるからです。
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非同期的および同期的にト リガされたアクシ ョ ンを実行する

時限シーケンスに指定されたアクシ ョ ンは、 同期モードまたは非同期モードのい
ずれでも実行できます。 非同期モードではサブアクシ ョ ンは並行実行され、 その
間にワークフローは次のノードに進みます。 この方法でアクシ ョ ンを設定するに
は、 タスク  ノードで時限イベン ト を使用し、 タスク  ノード自体で、 または他の
タイプのノードで、 アクシ ョ ンの入っているタスクに完了マークを付けます。

同期モードでは、 このアクシ ョ ンを使用してワークフローで時間遅延の作成がで
きます。 ワークフローは、 ト リ ガ日時に達するまで待ってからサブアクシ ョ ンを
実行し、 その後、 先に進みます。 この方法でアクシ ョ ンを設定するには、 タスク  
ノードでアクシ ョ ンを使用し、 [時限イベン ト ] ダイアログ ボッ クスの [ ト リ ガ
時のアクシ ョ ン ] タブに [ タスクに完了マークを付ける ] アクシ ョ ンを追加しま
す。

どの場合でも、 時限イベン ト を再スケジューリ ングするには、 ワークフローが完
了した場合に限り実行を停止して ください。

図 6-17   [時限イベン ト ] : [ イベン トのト リガ ] タブ

時限イベン ト を定義する

時限イベン ト を定義する手順は、 以下のとおりです。
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1. [ アクシ ョ ンを追加 ] ダイアログ ボッ クスの [ その他のアクシ ョ ン ] フォルダ
で、 [時限イベン ト ] を選択し  [OK] をク リ ッ ク して、 [時限イベン ト ] ダイア
ログ ボッ クスを表示します。

2. [ イベン トの ト リガ ] タブで以下のいずれかのオプシ ョ ンを選択するこ とによ
り、 サブアクシ ョ ンを実行する時刻を指定します。

アクシ ョ ン実行から－時限イベン トが実行された後、 つま り、 ノードの

アクシ ョ ン リ ス ト で時限イベン ト  アクシ ョ ンに到達した場合に、 一定間
隔で ト リガされるアクシ ョ ンを開始するには、 このオプシ ョ ンを選択し
ます。 右側のド ロ ップダウン リ ス ト で時間単位を選択し、 左側のフ ィー
ルドに数値を入力する。 たとえば、 [分 ] を選択して 4 を入力する と、
ワークフロー内で [時限イベン ト ] アクシ ョ ンに達してから  4 分後にサブ
アクシ ョ ンが実行される。

式－絶対日時または相対日時を指定するにはこのオプシ ョ ンを選択しま

す。 日時はフ ィールドに式を入力するこ とによ り定義します。

3. [式 ] を選択した場合、 以下のよ うに Java Date オブジェク ト を戻す日付関数
をフ ィールドに入力します。

絶対日時を指定するには StringToDate() を使用します。 詳細について
は、 8-18ページの 「StringToDate()」 を参照して ください。

定数に対する相対的な値または変数ベースの日時を指定するには 
DateAdd() 関数を使用します。 詳細については、 8-20ページの
「DateAdd()」 を参照してください。

4. （省略可能） DateAdd() 関数のパラ メータ と してビジネス  カレンダーを指定し
ない場合、 以下のよ うにビジネス  カレンダーを指定する方法もあ り ます。

オーガニゼーシ ョ ン用－ワークフロー テンプレート定義インスタンスが
実行されるオーガニゼーシ ョ ンに割り当てられたビジネス  カレンダーを
使用します。

割り当て対象用－時限イベン トがユーザに対して手動タスクを割り当て

るタスク  ノードで定義されている場合に限り、 ト リガされるイベン トの
入っているタスクを割り当てられたユーザまたはロールに属するカレン
ダーを使用します。
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5. （省略可能） ト リガされたアクシ ョ ンを反復するため、 [実行スケジュール ] 
タブの [再スケジューリ ング間隔 ] フ ィールドに、 ト リガされたアクシ ョ ン
の再実行インターバルを表わす値を入力し、 ド ロ ップダウン リ ス トから時間
の単位を選択します。 たとえば、 「4 分」 を選択する と、 指定された実行が停
止するまで、 最初のト リガ後、 4 分ごとにサブアクシ ョ ンが実行されます。

サーバが指定した開始時刻に実行されていない場合、 指定した時刻に開始さ
れるイベン ト を回復する （つま りサーバが再開始されるまで遅らせる） また
はスキップするかを指定するには [回復可能 ] チェッ クボッ クスを設定しま
す。

図 6-18   [時限イベン ト ] : [実行スケジュール ] タブ

6. 実行スケジュールを指定した場合、 [実行停止条件 ] オプシ ョ ンを選択し、 ト
リガを停止する時期を指定します。

ワークフロー完了－ワークフロー全体の完了時に ト リガを停止する場合

に選択します。

タスク完了－このアクシ ョ ンが指定されているタスクに完了マークが付

けられたら、 ト リガを停止する場合に選択します。 このオプシ ョ ンは、 [
時限イベン ト ] アクシ ョ ンをタスク ノード内で指定していて、 そのタスク
ノードに対してノードの外部およびアクシ ョ ンの外部から完了マークが
付けられている場合にのみ選択するこ と。 詳細については、 6-34ページ
の 「実行スケジュールについて」 を参照して ください。
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7. [ ト リ ガ時のアクシ ョ ン ] タブで [追加 ] をク リ ッ クする と、 [ アクシ ョ ンを
追加 ] ダイアログ ボッ クスが表示され、 イベン トが ト リガされた際に実行す
るサブアクシ ョ ンを選択および定義します。 サブアクシ ョ ンが同期的に実行
されるよ うにする場合、 またはこのアクシ ョ ンを使用してワークフローで時
間遅延を作成する場合は、 このアクシ ョ ン リ ス トの最後にタスクに完了マー
クを付けるアクシ ョ ンを追加します。 [ タスクに完了マークを付ける ] ダイア
ログ ボッ クスで、 時限イベン ト  アクシ ョ ンの入ったタスク  ノードを選択し
ます。

8. [OK] をク リ ッ クする と  [時限イベン ト ] アクシ ョ ンが追加されます。

サブワークフローの使用法

一部のアクシ ョ ンではサブワークフローを指定できます。 これは設計領域に表示
されません。 そのよ うなサブワークフローについて以下で説明します。

注意 : イベン ト  ト リ ガされたワークフローを開始する  XML メ ッセージを内部 
JMS キューに対してポス トするこ とによ り、 サブワークフローを呼び出
すこ と もできます。 詳細については、 6-88ページの 「JMS ト ピッ クまた
はキューへの XML メ ッセージのポス ト 」 を参照してください。

ワークフローを開始－ Called Start で定義されているまったく別のワークフ
ローを呼び出します。 6-39ページの 「サブワークフローを呼び出す」 で説明
します。

条件を評価－条件の真偽に従って実行される代替サブアクシ ョ ンを指定する

こ とによ り、 単一ノード内に決定分岐を埋め込みます。 6-44ページの 「条件
付きシーケンスを埋め込む」 で説明します。

時限イベン ト－実行する一連のサブアクシ ョ ンを指定します。 任意で、 正確

なタイム スケジュールに従って再実行させるこ と もできます。 6-34ページの
「時限シーケンスを埋め込む」 で説明します。

例外ハンド ラの呼び出し－例外が発生したかど うかにかかわらず、 ワークフ

ロー内の特定のポイン トで例外ハンド ラ内に定義された一連のサブアクシ ョ
ンを呼び出します。 このアクシ ョ ンの詳細については、 第 9 章 「ワークフ

ロー例外の処理」 を参照してください。
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サブワークフローを呼び出す

大き く複雑なワークフローを複数の部分に分割するために、 プロセスを複数の
ワークフローで構成したい場合や、 特定の条件に従ってのみ呼び出されるプロセ
スのためにサブワークフローを使用する場合があ り ます。

ワークフローを開始アクシ ョ ンを使用するこ とによ り、 現在のワークフローから
別のワークフローを開始できます。 開始されるワークフローはサブワークフロー
と呼ばれます。 呼び出されるワークフローまたは子ワークフローと呼ばれるこ と
もあ り ます。 サブワークフローを開始する側のワークフローは、 呼び出し側の
ワークフローまたは親ワークフローと呼びます。

ワークフローを呼び出すには、 Called Start ノードを含み、 アクティブと して
マーク され、 現在有効な開始日および終了日を指定しているテンプレート定義
が、 ワークフロー テンプレートに少なく と も  1 つ入っている必要があ り ます。
そのワークフロー テンプレートの中の 1 つのワークフロー テンプレート定義の
みを開始できます。 これは、 アクティブなワークフロー テンプレート定義の中
で最も有効的な定義だからです。 詳細については、 5-7ページの 「テンプレート
定義に関する作業」 を参照して ください。

パラメータを引き渡す

サブワークフローに入力パラ メータ と して定義された変数がある場合、 その変数
には親ワークフローから受け取った値が入れられます。 したがって、 ワークフ
ローを開始アクシ ョ ンのプロパティで、 サブワークフローに入力パラ メータ と し
て渡す値を指定する必要があ り ます。 通常、 値は親ワークフローに定義された、
対応する変数から取られます。

同様に、 サブワークフローに出力パラ メータ と して定義された変数がある場合、
サブワークフローの取得または計算した値が親ワークフローに戻されます。 この
場合も、 ワークフローを開始アクシ ョ ンのプロパティで、 結果の値を受け取る親
ワークフロー変数を指定する必要があ り ます。

サブワークフローを非同期的または同期的に実行する

ワークフローを開始アクシ ョ ンは、 同期モードおよび非同期モードのいずれでも
ワークフローを開始するために使用できます。 同期モードでは、 呼び出し側ワー
クフローは、 サブワークフローの処理完了を待ってから次のノードに進みます。
この方法でアクシ ョ ンを設定するには、 開始ノードまたは分岐ノードでワークフ
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ローを開始アクシ ョ ンを使用するか、 またはタスク  ノードにおいて、 タスク  
ノードではなく ワークフローを開始アクシ ョ ンのサブアクシ ョ ンと してタスクに
完了マークを付けます。

非同期モードでは、 呼び出し側ワークフローは呼び出されたワークフローの完了
を待たずに次のノードに続くため、 両方のワークフローが並行実行されます。 こ
の方法でアクシ ョ ンを設定するには、 タスク  ノードでアクシ ョ ンを使用し、 タ
スク  ノード自体でタスクに完了マークを付けるか、 または分岐、 開始、 イベン
トのよ う な他のタイプのノードでアクシ ョ ンを使用します。

注意 : 内部 JMS キューに XML メ ッセージをポス ト して、 イベン ト  ト リ ガされ
るワークフローを ト リガするこ とによっても、 別のワークフローを非同
期的または同期的に実行できます。 パラ メータの引き渡しなど、 2 つの
ワークフロー間の相互作用は、 XML/JMS メ ッセージングによ り行われ、
実行の制御は、 親ワークフローのイベン ト  ノードを使用して、 サブワー
クフローから戻される応答を受け取るこ とによ り行われます。 実際、 ク
ラスタ化環境で WebLogic Integration を実行している場合、 この方法の
方が負荷バランスをよ く制御できます。 詳細については、 6-88ページの
「JMS ト ピッ クまたはキューへの XML メ ッセージのポス ト 」 を参照して
ください。

親ワークフローがサブワークフローの完了を待ってから先に進むかど うかにかか
わらず、 呼び出されたワークフローの完了時に実行する任意のサブアクシ ョ ンの
セッ ト を定義しておく こ と もできます。

サブワークフローを ト ラッキングする

呼び出し側ワークフローで定義された変数に、 呼び出されたワークフロー イン
スタンスの ID を割り当てるこ とができます。インスタンス  ID は文字列と して戻
されるため、 文字列型と して定義した変数を作成して ください （その手順につい
ては、 5-28ページの 「変数に関する作業」 参照）。 呼び出し側ワークフローは、
WorkflowVariable() を使用して式の中で参照変数を使用するこ とによ り、 呼
び出されたサブワークフローから変数を取り出すこ とができます。
WorkflowVariable() 関数でのインスタンス  ID の使い方の詳細については、
8-12ページの 「実行時のワークフロー データを収集する」 を参照してください。
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図 6-19   [ ワークフローを開始 ] ダイアログ ボックス

サブワークフローを呼び出す手順は、 以下のとおりです。

1. [ アクシ ョ ンを追加 ] ダイアログ ボッ クスの [ ワークフロー アクシ ョ ン ] フォ
ルダから  [ ワークフローを開始 ] を選択し、 [OK] をク リ ッ クする と、 [ ワー
クフローを開始 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2. [開始するワークフロー ] フ ィールドで、 アクシ ョ ン実行時に開始するワーク
フロー テンプレート を選択します。 このフ ィールドには、 現在のオーガニ
ゼーシ ョ ンに関連付けられたワークフロー テンプレートがすべて表示され
る。 これらのワークフロー テンプレートは、 呼び出された側のワークフロー
の [開始 ]、 現在有効な [開始 ] および [終了 ] の各日付を伴うテンプレート
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定義を少なく と も  1 つ含み、 [ アクティブ ] とマーク されている。 ワークフ
ローを選択する と、ダイアログ ボッ クス下部の [パラ メータ ] タブと  [結果 ] 
タブに、 そのワークフロー内で定義された入力変数と出力変数が表示され
る。

3. [ オーガニゼーシ ョ ン内での開始 ] フ ィールドで、 以下のいずれかのオプシ ョ
ンを選択します。

現在のオーガニゼーシ ョ ン－現在のオーガニゼーシ ョ ン （フォルダ ツ
リー上の [オーガニゼーシ ョ ン ] ド ロ ップダウン リ ス トから選択された
オーガニゼーシ ョ ン） で選択します。

式－実行時に決定されるオーガニゼーシ ョ ンのためにワークフローの開

始を選択します。 オーガニゼーシ ョ ンは、 ワークフロー式によ り、 引用
符で囲んだオーガニゼーシ ョ ンを指定する文字列の入力によ り、 または
実行時に評価され、 オーガニゼーシ ョ ンの名前になる式の入力によ り決
定されます。 たとえば、 前に別のノードから受け取った着信 XML メ ッ
セージからオーガニゼーシ ョ ン情報を格納している変数とするこ とがで
きます。

4. （省略可能） [参照に使用する変数 ] フ ィールドで、 現在のワークフローのた
めに利用できる変数のリ ス トから変数を選択するこ と もできます。 呼び出さ
れたワークフローがインスタンス化される と、 そのインスタンス  ID が自動
的に選択された変数に割り当てられます。

注意 : この変数は、 文字型でなければなり ません。

5. [パラ メータ ] タブの [パラ メータ ] リ ス トからパラ メータを選択し、 [更新 ] 
をク リ ッ クする と、 [パラ メータを設定 ] ダイアログ ボッ クスが表示されま
す。 これを使用して、 呼び出されたワークフローに渡す値を指定します。

図 6-20   [パラメータを設定 ] ダイアログ ボックス
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6. [式 ] フ ィールドに、 式と してサブワークフローに渡す値を入力します。 この
値は、 一般的に親ワークフロー内の対応する変数の値からなる。

7. [OK] をク リ ッ ク します。 パラ メータ とその値が、 [ ワークフローを開始 ] ダ
イアログ ボッ クスの [パラ メータ ] タブのリ ス トに表示されます。

8. リ ス トのすべてのパラ メータについて、 手順 5 から  7 を繰り返します。

9. [結果 ] タブの [結果 ] リ ス トから結果を選択し、 [更新 ] をク リ ッ クする と、
[結果から変数を設定 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。 これを使用し
て、 親ワークフローでサブワークフローによ り戻された値を格納する変数を
指定します。

図 6-21   [結果から変数を設定 ] ダイアログ ボックス

10. [変数 ] ド ロ ップダウン リ ス トから、 サブワークフロー内で定義した対応す
る出力変数によって返される値を格納する変数を選択する。

11. [OK] をク リ ッ ク します。 結果とその値が、 [ ワークフローを開始 ] ダイアロ
グ ボッ クスの [結果 ] タブのリ ス トに表示されます。

12. リ ス トのすべての結果について、 手順 8 から  10 を繰り返します。

13. （省略可能） [ アクシ ョ ン ] タブを選択し、 [追加 ] をク リ ッ クする と、 [ アク
シ ョ ンを追加 ] ダイアログ ボッ クスが表示され、 サブワークフロー完了時に
実行するサブアクシ ョ ンを選択および定義できます。 親ワークフロー内で実
行される他のどのノード よ り も先にサブワークフローを完了させたい場合
は、 このタブに [ タスクに完了マークを付ける ] アクシ ョ ンを必ず追加する
こ と。 [ タスクに完了マークを付ける ] ダイアログ ボッ クスで、 ワークフ
ローを開始アクシ ョ ンを指定したタスク  ノードを選択します。

14. [OK] をク リ ッ クする と  [ ワークフローを開始 ] アクシ ョ ンが追加されます。
WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ ド 6-43



6 アクシ ョ ンの定義
条件付きシーケンスを埋め込む

条件を評価アクシ ョ ンは、 分岐ノード と同じ方法で機能します。 つま り、 実行時
に条件式を評価し、 その結果に応じてサブアクシ ョ ンの代替シーケンスを実行し
ます。 通常、 このタイプのフローを実行するには、 分岐ノードを使用してくださ
い。 ただし、 そのワークフローの独立したノード と してではなく、 別のノード内
にアクシ ョ ンの条件付きセッ ト を指定するこ とによ り行われる方法で、 メ イン  
ワークフロー内に条件付きサブワークフローを埋め込む場合もあ り ます。 これ
は、 例外ハンド ラの中など、 条件を指定する他の方法がない場合に必要とな り ま
す。

条件が True と評価された場合に実行する一連のアクシ ョ ン条件が False と評価さ
れた場合に実行する一連のアクシ ョ ン、 またはその両方を定義します。

図 6-22   [条件を評価 ] ダイアログ ボックス
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条件を評価する手順は、 以下のとおりです。

1. [ アクシ ョ ンを追加 ] ダイアログ ボッ クスの [ その他のアクシ ョ ン ] フォルダ
から  [条件を評価 ] を選択し、 [OK] をク リ ッ クする と、 [条件を評価 ] ダイア
ログ ボッ クスが表示されます。

2. [条件 ] フ ィールドに、 どのサブアクシ ョ ンのセッ ト を実行するかを決定する
ために実行時に評価する有効なワークフロー条件を入力します。 式の作成方
法の詳細については、 第 8 章 「ワークフロー式の使用法」 を参照してくださ

い。

3. [False] タブまたは [True] タブで、 [追加 ] をク リ ッ クする と  [ アクシ ョ ンを
追加 ] ダイアログ ボッ クスが表示され、 次のボタンを使用して、 それぞれ条
件が False または True と評価された場合に実行するサブアクシ ョ ンを選択お
よび定義します。

4. [OK] をク リ ッ クする と  [条件を評価 ] アクシ ョ ンが追加されます。

実行時状態のモニタ リング

ワークフロー モニタ リ ングのために 2 つのアクシ ョ ンを使用できます。

監査エン ト リ を作成－ワークフロー インスタンス実行中に記録される監査ロ
グに対して、 ユーザが指定した内容を持つエン ト リ を追加します。 6-45ペー
ジの 「監査エン ト リ を作成する」 で説明します。

ワークフロー コ メン ト を設定－ Studio で実行時にワークフロー インスタン
スをモニタ リ ングしている管理者に説明や指示のコ メン ト を表示します。
6-47ページの 「ワークフロー コ メン ト を設定する」 で説明します。

監査エン ト リを作成する

WebLogic Integration には、 主要なすべてのユーザとのやり と りおよび変更を、
JMS ト ピッ ク、 およびサーバ上のアクティブな WebLogic Integration ド メ インの
ログ ディ レク ト リにある  myserver.log に対して記録するデフォルト監査機能が
あ り ます。
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ワークフローのどのノードでも、 監査エン ト リ を作成アクシ ョ ンを使用して、
ワークフローの実行中に監査ログに記録する実行時ワークフロー情報を追加定義
できます。 各エン ト リの日時が記録されるため、 ユーザは実行時に記録したい
データを提供する式を定義します。 それには、 変数、 関数、 定数を含めるこ とが
できます。 たとえば、 ロールに対して割り当てられたタスクで CurrentUser() 関
数を使用するこ とによ り、 それを実行したユーザを記録できます （実行時ワーク
フロー情報を戻す関数については、 8-12ページの 「実行時のワークフロー デー
タを収集する」 を参照）。

注意 : このアクシ ョ ンを有効にするには、 ワークフローの [ テンプレート定義
のプロパティ ] ダイアログ ボッ クスで監査をオンにする必要があ り ます。
詳細については、 5-8ページの 「ワークフロー テンプレート定義を作成
する」 を参照して ください。

図 6-23   [監査エン ト リを作成 ] ダイアログ ボックス

監査エン ト リ を作成する手順は、 以下のとおりです。

1. [ アクシ ョ ンを追加 ] ダイアログ ボッ クスの [ その他のアクシ ョ ン ] フォルダ
で、 [監査エン ト リ を作成 ] を選択し  [OK] をク リ ッ ク して、 [監査エン ト リ
を作成 ] ダイアログ ボッ クスを表示します。

2. [監査エン ト リ式 ] フ ィールドに、 監査エン ト リ情報を生成するために実行時
に評価する式を入力します。 式の作成方法の詳細については、 第 8 章 「ワー

クフロー式の使用法」 を参照して ください。

3. [OK] をク リ ッ クする とアクシ ョ ンが追加されます。
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ワークフロー コ メン ト を設定する
ワークフロー コ メン ト を設定アクシ ョ ンを使用する と、 ワークフロー インスタ
ンスにコ メン ト を指定できます。 コ メン トは、 アクシ ョ ンが実行された際に、
Studio の [ ワークフロー インスタンス ] ダイアログ ボッ クスの [ コ メン ト ] カラ
ムに表示されます （詳細については、 10-2ページの 「ワークフロー インスタン
スの操作」 を参照）。 一般的に、 このコ メン トは情報の提供を目的とするもので、
その時点でのワークフローのステータスを示します。

図 6-24   [ ワークフロー コ メン ト を設定 ] ダイアログ ボックス

ワークフローにコ メン ト を設定する手順は、 次のとおりです。

1. [ アクシ ョ ンを追加 ] ダイアログ ボッ クスの [ ワークフロー アクシ ョ ン ] フォ
ルダから  [ ワークフロー コ メン ト を設定 ] を選択し、 [OK] をク リ ッ クする
と、 [ ワークフロー コ メン ト を設定 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2. [ コ メン ト ] フ ィールドに、 コ メン ト を生成するために実行時に評価する式を
入力します。 一般的に、 この式は文字列と変数からなる。 式とその構文の詳
細については、 第 8 章 「ワークフロー式の使用法」 を参照してください。

注意 : ワークフローのコ メン トは最大 254 文字までです。 コ メン トの長さ
は、 式の長さが異なる場合があるため実行時まで決定されません。
254 文字を超過するコ メン トは、 実行時に警告なしに短縮されます。

3. [OK] をク リ ッ クする と  [ ワークフロー コ メン ト を設定 ] アクシ ョ ンが追加さ
れます。
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手動タスクの設定

手動タスクを割り当てるため、 または WebLogic Integration Worklist あるいはカ
スタム ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ンのユーザと対話するために、 以下のタス
ク  アクシ ョ ンを使用できます。

[ ユーザにタスクを割り当て ] －特定のユーザに対して、 または負荷バランス
調整に基づくユーザに対して、 手動タスクを割り当てます。 6-49ページの
「タスクをユーザに割り当てる」 で説明します。

[ ロールにタスクを割り当て ] －ロールに対して手動タスクを割り当てます。
6-51ページの 「ロールに対するタスクを割り当てる」 で説明します。

[ルーティング テーブルを使用してタスクを割り当て ] －指定した条件に従っ
て、 別のユーザまたはロールに同じタスクを割り当てます。 6-53ページの
「ルーティング テーブルによ り タスクを割り当てる」 で説明します。

[ タスク期日を設定 ] －割り当てられたユーザまたはロールがタスクを実行す
べき期日を指定します。 6-56ページの 「タスク期日を設定する」 で説明しま
す。

[ タスク  コ メン ト を設定 ] －タスクを実行するユーザに対して実行時にコ メン
ト または指示を表示します。 6-58ページの 「タスクのコ メン ト を設定する」
で説明します。

[ タスク優先度を設定 ] －ユーザに対して実行時にタスクの優先順位レベルを
表示します。 6-60ページの 「タスク優先順位を設定する」 で説明します。

[ タスクの割り当てを解除 ] －タスクの割り当てを解除します。 6-61ページの
「タスクの割り当てを解除する」 で説明します。

[XML をク ライアン トに送信 ] － Worklist またはカスタム ク ライアン ト  アプ
リ ケーシ ョ ンに対して XML メ ッセージを送信し、 ユーザにフォームまたは
プロンプ ト を表示する、 あるいはク ライアン ト上のプログラムまたはカスタ
ム拡張を呼び出します。 6-62ページの 「ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ンに対
し  XML メ ッセージを送信する」 で説明します。
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タスク  アクシ ョ ンの配置に関するガイド ライン
手動タスクを割り当てる場合、 アクシ ョ ン配置について以下のガイ ド ラインに
従ってください。

同じタスクに関係するすべてのアクシ ョ ンは、 同じタスク  ノードに配置する
必要があ り ます。

ユーザがタスクを実行する前に、 タスクを閲覧するユーザに対して、 必ずコ
メン ト または期日が表示されるよ うにするには、 ユーザにタスクを割り当て
/ ロールにタスクを割り当て /ルーティング テーブルを使用してタスクを割
り当てアクシ ョ ンの前に、 タスク  コ メン ト を設定アクシ ョ ンと タスク期日を
設定アクシ ョ ンを置きます。

[ タスクのプロパティ ] ダイアログ ボッ クスの [実行時 ] タブでタスクに完了
マークを付けます。

ク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ンに XML メ ッセージを送信し、 プロンプ ト  
メ ッセージの表示、 またはク ライアン ト上の他のソフ ト ウェア コンポーネン
トの呼び出しを行うには、 まず、 ユーザまたはロールにタスクを割り当て、
その後、 [ タスクのプロパティ ] ダイアログ ボッ クスの [実行時 ] タブに
XML をク ライアン トに送信アクシ ョ ンを置きます。

タスクをユーザに割り当てる

個々のユーザに指定されたタスクを割り当てるにはユーザにタスクを割り当てア
クシ ョ ンを使用します。 ユーザにタスクを割り当てる と、 Worklist またはカスタ
ム ク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ンからタスクをビューおよび実行するユーザに
通知が送信されます。 Worklist アプリ ケーシ ョ ンの詳細については、 『WebLogic 
Integration Worklist ユーザーズ ガイ ド』 を参照してください。

タスクを割り当てる特定のユーザの指定、 あるいはロール メンバーの指定がで
きます。 その場合、 システムによ り、 実行時に特定のロールに属するすべての
ユーザの中で保留中タスク数が最小のユーザが決定されます。 その後、 そのユー
ザにタスクが割り当てられます。 ユーザまたはロールは、 定数と して指定した
り、 実行時に提供されるワークフロー式から取得したりできます。
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図 6-25   [ユーザにタスクを割り当て ] ダイアログ ボックス

ユーザにタスクを割り当てる手順は、 次のとおりです。

1. [ アクシ ョ ンを追加 ] ダイアログ ボッ クスの [ タスク  アクシ ョ ン ] フォルダか
ら  [ユーザにタスクを割り当て ] を選択し、 [OK] をク リ ッ クする と、 [ ユー
ザにタスクを割り当て ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2. [割り当てるタスク ] フ ィールドで割り当てるタスクを選択します。 一度に選
択できるタスクは、 1 つのみ。

3. ユーザを指定するには以下のオプシ ョ ンから選択します。

ユーザ名を指定するには、 [ユーザ ] ド ロ ップダウン リ ス トから名前を選
択します。 現在のオーガニゼーシ ョ ンと関連付けられているユーザのみ
が、 この リ ス トに表示されます。
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ロール メ ンバーにタスクを割り当てるには [ロール メ ンバーに割り当て ] 
を選択し、 表示された [ ロール内のユーザ ] ド ロ ップダウン リ ス トから
ロール名を選択します。 現在のオーガニゼーシ ョ ンに対して定義されて
いるロールのみが、 この リ ス トに表示されます。 実行時に、 このロール
に属するユーザのうち、 割り当てられているタスク数の最も少ないユー
ザにタスクが割り当てられます。

実行時に決定される  ID を持つユーザを指定するには [ ワークフロー式を
使用 ] を選択し、 [ ユーザ ] フ ィールドに実行時に適切なユーザを戻す式
を入力します。

4. [OK] をク リ ッ クする と  [ユーザにタスクを割り当て ] アクシ ョ ンが追加され
ます。

ロールに対するタスクを割り当てる

特定のユーザに対するタスクの割り当てを希望しない場合は [ ロールにタスクを
割り当て ] アクシ ョ ンが使用できます。 ロールに対してタスクを割り当てるこ と
によ り、 そのロールに属するどのユーザでもタスクをビューおよび実行できます
が、 Worklist でのタスクの明示的通知はあ り ません。

ロールに対してタスクを割り当てるには、 ロール名を指定するか、 実行時にロー
ルを決定する式を指定します。
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図 6-26   [ ロールにタスクを割り当て ] ダイアログ ボックス

ロールにタスクを割り当てる手順は、 次のとおりです。

1. [ アクシ ョ ンを追加 ] ダイアログ ボッ クスの [ タスク  アクシ ョ ン ] フォルダか
ら  [ ロールにタスクを割り当て ] を選択し、 [OK] をク リ ッ クする と、 [ ロー
ルにタスクを割り当て ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2. [割り当てるタスク ] フ ィールドで割り当てるタスクを選択します。 一度に選
択できるタスクは、 1 つのみ。

3. ロールを指定するには以下のオプシ ョ ンから選択します。

ロール名を指定するには、 [ ロール ] ド ロ ップダウン リ ス トから名前を選
択します。 現在のオーガニゼーシ ョ ンで定義されているロールのみが、
この リ ス トに表示されます。
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実行時に決定される  ID を持つロールを指定するには [ ワークフロー式を
使用 ] を選択し、 [ ロール ] フ ィールドに実行時に適切なロールを戻す式
を入力します。 関数と式についての詳細については、 第 8 章 「ワークフ

ロー式の使用法」 を参照してください。

4. [OK] をク リ ッ クする と  [ ロールにタスクを割り当て ] アクシ ョ ンが追加され
ます。

ルーティング テーブルにより タスクを割り当てる
条件のセッ トに応じて、 別のユーザまたはロールにタスクを割り当てるこ とがで
きます。 ルーティング テーブルは、 任意の数のルーティング条件のシーケンス
からなっています。 ルーティング条件には、 タスクを割り当てるユーザまたは
ロールの候補、 および割り当てが行われる条件を指定します。 実行時にこのアク
シ ョ ンが実行される と、 True とい う結果が得られるまで条件が 1 つずつ評価さ
れます。 True とい う結果が得られる と、 該当するユーザまたはロールにタスク
が割り当てられて、 後続の条件は無視されます。

注意 : どのルーティング条件も満たされない場合は、 実行時例外が発生します。

特定の条件によって行う代わりに、 一定期間だけ特定のユーザまたはロールにす
べてのタスクをルーティングする場合は、 オーガニゼーシ ョ ンのためのルーティ
ング仕様を作成します。 詳細については、 3-30ページの 「タスク  ルーティング
の管理」 を参照して ください。

注意 : ルーティング機能では、 ユーザに割り当てられたタスクのみ再ルーティ
ングされ、 ロールに割り当てられたタスクは再ルーティングされません。
再ルーティングされたタスクは、 別のユーザ、 ロールのユーザ、 または
ロールに送るこ とができます。 ロールに割り当てられたタスクの再ルー
ティングについては 3-25ページの 「ロールに対するマッピングを変更す
る」 を参照してください。
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図 6-27   [ルーティング テーブルを使用してタスクを割り当て ] ダイアログ ボッ
クス

ルーティング テーブルを使ってタスクを割り当てる手順は、 次のとおりです。

1. [ アクシ ョ ンを追加 ] ダイアログ ボッ クスの [ タスク  アクシ ョ ン ] フォルダか
ら  [ルーティング テーブルを使用してタスクを割り当て ] を選択し、 [OK] を
ク リ ッ クする と、 [ルーティング テーブルを使用してタスクを割り当て ] ダ
イアログ ボッ クスが表示されます。

2. [割り当てるタスク ] フ ィールドで割り当てるタスクを選択します。 一度に選
択できるタスクは、 1 つのみ。
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3. [ルーティング テーブル ] フ ィールドの横の [追加 ] をク リ ッ クする と、 [
ルーティング条件を定義 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

図 6-28   [ルーティング条件を定義 ] ダイアログ ボックス

4. [条件 ] フ ィールドに、 論理結果 （True または False） を生成する有効なワー
クフロー条件式を入力します。 式の作成方法については、 第 8 章 「ワークフ

ロー式の使用法」 を参照してください。

5. [割り当て先 ] フ ィールドで、 [ユーザ ]、 [ ロール内のユーザ ]、 または [
ロール ] のいずれかのオプシ ョ ンを選択します。

6. ド ロ ップダウン リ ス トで希望のユーザまたはロール名を選択します。

7. [OK] をク リ ッ クする とルーティング テーブルにルーティング条件が追加さ
れます。

8. さ らに必要な数のルーティング条件を追加します。 ルーティングを削除する
には [削除 ] ボタン、 ルーティングを編集するには [更新 ] ボタン、 テーブル
内でルーティングの順序を変更するには矢印キーを使用して ください。

9. [OK] をク リ ッ クする と  [ルーティング テーブルを使用してタスクを割り当
て ] アクシ ョ ンが追加されます。
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タスク期日を設定する

タスク期日を設定アクシ ョ ンを使用してタスクの実行期日を設定できます。 期日
は、 タスクが割り当てられた Worklist またはカスタム ク ラ イアン ト  ユーザに対
して表示されます。 期日は、 分、 時、 日、 週、 または月の単位で表わすこ とがで
きます。 あるいは、 実行時に日時が決定される式と して表わすこ と もできます。

非手動タスクに対してこのアクシ ョ ンを使用するこ とによ り、 ユーザにタスクを
割り当てアクシ ョ ンを使用せずに、 特定の日付以降に並行実行させるアクシ ョ ン
を指定したり、 ワークフローに時間遅延を導入するこ と もできます。

期日超過アクシ ョ ンを非同期的および同期的に実行する

タスクが期日まで実行されない場合、 期日後に実行すべきサブアクシ ョ ンを、 同
期モードまたは非同期モードで指定できます。 非同期モードではサブアクシ ョ ン
は並行実行され、 その間にワークフローは次のノードに進みます。 この方法でア
クシ ョ ンを設定するには、 タスク  ノード自体で、 アクシ ョ ンの入っているタス
クに完了マークを付けます。 これは、 通常、 アクシ ョ ンを手動でタスクに割り当
てるために使用される方法です。

同期モードでは、 このアクシ ョ ンを使用してワークフローで時間遅延を作成でき
ます。 ワークフローは、 期日に達するまで待ってから期日超過アクシ ョ ンを実行
し、 その後、 先に進みます。 アクシ ョ ンをこの方法で設定するには、 ユーザに割
り当てられているタスクまたは割り当てられていないタスクまたは割り当てられ
ていないタスクにアクシ ョ ンを置き、 [ タスク期日を設定 ] ダイアログ ボッ クス
の [期日に実行するアクシ ョ ン ] タブにタスクに完了マークを付けるアクシ ョ ン
を追加するこ とによ り、 アクシ ョ ンの入っているタスクに完了マークを付けま
す。
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図 6-29   [ タスク期日を設定 ] ダイアログ ボックス

タスクの期日を設定する手順は、 次のとおりです。

1. [ アクシ ョ ンを追加 ] ダイアログ ボッ クスの [ タスク  アクシ ョ ン ] フォルダか
ら  [ タスク期日を設定 ] を選択し、 [OK] をク リ ッ クする と、 [ タスク期日を
設定 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2. [期日を設定するタスク ] フ ィールドで、 アクシ ョ ン実行時に期日設定を持っ
ている必要のあるタスクを選択します。 一度に選択できるタスクは、 1 つの
み。

3. [期日 ] タブの [式に設定 ] フ ィールドに、 絶対日時または相対日時を指定す
る式を入力します。 式は Java Date オブジェク ト を戻さなければならないた
め、 以下の関数を使用する必要があ り ます。
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絶対日時を指定するには StringToDate() を使用します。 詳細について
は、 8-18ページの 「StringToDate()」 を参照して ください。

定数に対する相対的な値または変数ベースの日時を指定するには 
DateAdd() 関数を使用します。 詳細については、 8-20ページの
「DateAdd()」 を参照してください。

4. （省略可能） DateAdd() 関数のパラ メータ と してビジネス  カレンダーを指定し
ない場合、 以下のよ うにビジネス  カレンダーを指定する方法もあ り ます。

オーガニゼーシ ョ ン用－ワークフロー テンプレート定義インスタンスが
実行されるオーガニゼーシ ョ ンに割り当てられたビジネス  カレンダーを
使用します。

割り当て対象用－期日がユーザに対して手動タスクを割り当てるタスク  
ノードで定義されている場合に限り、 タスク期日を設定アクシ ョ ンの
入っているタスクを割り当てられたユーザまたはロールに属するカレン
ダーを使用します。

5. （省略可能） [期日に実行するアクシ ョ ン ] タブを選択し、 [追加 ] をク リ ッ ク
する と、 [ アクシ ョ ンを追加 ] ダイアログ ボッ クスが表示され、 期日に達し
た際に実行するサブアクシ ョ ンを選択および定義できます。 期日に達するま
で先に進まずにワークフローを待たせたい場合、 タスク  ノードでこのアク
シ ョ ンを使用し、 このタブでタスクに完了マークを付けるアクシ ョ ンを必ず
追加してください。 [ タスクに完了マークを付ける ] ダイアログ ボッ クスで、
タスク期日を設定アクシ ョ ンを指定したタスク  ノードを選択してください。

6. [OK] をク リ ッ クする と  [ タスク期日を設定 ] アクシ ョ ンが追加されます。

タスクのコ メン ト を設定する

タスク  コ メン ト を設定アクシ ョ ンを使用して、 タスク  インスタンスに関するコ
メン ト を設定できます。 コ メン トは、 アクシ ョ ンが実行される際に、 Worklist ま
たは Studio でタスクをビューするユーザに対してテキス ト  メ ッセージと して表
示されます。 通常、 このテキス トは、 ユーザに実行を求める手動での作業に関す
る情報または指示を提供します。 テキス ト  メ ッセージは、 Worklist アプリ ケー
シ ョ ンのタスク  リ ス ト 、 または Studio の [ ワークフロー インスタンス ] ダイア
ログ ボッ クスまたは [Worklist] ダイアログ ボッ クスで、タスクの横の [ コ メン ト
] カラムに表示されます （詳細については、 第 10 章 「ワークフローのモニタ リ ン
グ」 を参照）。
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図 6-30   [ タスク  コ メン ト を設定 ] ダイアログ ボックス

タスクにコ メン ト を設定する手順は、 次のとおりです。

1. [ アクシ ョ ンを追加 ] ダイアログ ボッ クスの [ タスク  アクシ ョ ン ] フォルダか
ら  [ タスク  コ メン ト を設定 ] を選択し、 [] をク リ ッ クする と、 [ タスク  コ メン
ト を設定 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2. [ コ メン ト を設定するタスク ] で対象のタスクを選択します。 一度に選択でき
るタスクは、 1 つのみ。

3. [ コ メン ト ] フ ィールドに、 コ メン ト を生成するために実行時に評価する式を
入力します。 一般的に、 この式は文字列と変数からなる。 式とその構文の詳
細については、 第 8 章 「ワークフロー式の使用法」 を参照してください。

注意 : タスクのコ メン トは最大 254 文字までです。 コ メン トの長さは、 式の
長さが異なる場合があるため実行時まで決定されません。 254 文字を
超過するコ メン トは、 実行時に警告なしに短縮されます。

4. [OK] をク リ ッ クする と  [ タスク  コ メン ト を設定 ] アクシ ョ ンが追加されま
す。
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タスク優先順位を設定する

タスク優先度を設定アクシ ョ ンを使用して、 タスク優先順位を低、 中、 または高
に設定できます。 この優先度は、 実行時における ノードまたはノードのアクシ ョ
ンの実行方法には影響を与えません。 単に、 Worklist に合わせてタスクを実行や
ソート を行う こ とができる  Worklist ユーザに対して表示されるだけです。

[ タスクのプロパティ ] ダイアログ ボッ クスで現在のタスクの優先順位を設定で
きるため、 ワークフローのどこかでタスクの優先順位を指定する条件の結果と し
てこのアクシ ョ ンを使用できます。

図 6-31   [ タスク優先度を設定 ] ダイアログ ボックス

タスクの優先度を設定する手順は、 次のとおりです。

1. [ アクシ ョ ンを追加 ] ダイアログ ボッ クスの [ タスク  アクシ ョ ン ] フォルダか
ら  [ タスク優先度を設定 ] を選択し、 [OK] をク リ ッ クする と、 [ タスク優先
度を設定 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。
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2. [優先度を設定するタスク ] で対象のタスクを選択します。 一度に選択できる
タスクは、 1 つのみ。

3. [優先度 ] ド ロ ップダウン リ ス トから、 [低 ]、 [中 ]、 または [高 ] を選択し
ます。

4. [OK] をク リ ッ クする と  [ タスク優先度を設定 ] アクシ ョ ンが追加されます。

タスクの割り当てを解除する

タスクの割り当てを解除アクシ ョ ンを使用して、 現在のタスク割り当てを削除で
きます。 タスクはユーザまたはロールに対する割り当てを持たなくな り ます。 条
件の結果と してタスクの割り当ての解除もできます。

図 6-32   [ タスクの割り当てを解除 ] ダイアログ ボックス

タスクの割り当てを解除する手順は、 次のとおりです。
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1. [ アクシ ョ ンを追加 ] ダイアログ ボッ クスの [ タスク  アクシ ョ ン ] フォルダか
ら  [ タスクの割り当てを解除 ] を選択し、 [OK] をク リ ッ クする と、 [ タスク
の割り当てを解除 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2. [割り当てを解除するタスク ] フ ィールドで割り当て解除するタスクを選択し
ます。 一度に選択できるタスクは、 1 つのみ。

3. [OK] をク リ ッ クする と  [ タスクの割り当てを解除 ] アクシ ョ ンが追加されま
す。

クライアン ト  アプリケーシ ョ ンに対し  XML メ ッ
セージを送信する

ユーザにタスクを割り当てた後、 XML をク ライアン トに送信アクシ ョ ンを使用
して XML ドキュ メン ト をク ライアン トに送信するこ とによ り、 ワークフロー
と、 Worklist またはカスタム ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ンとの間の通信を行
う こ とができます。 この場合、 ク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ンが XML ドキュ メ
ン ト を識別し、 該当するアクシ ョ ンを実行し、 ワークフローに応答して XML ド
キュ メン ト を返すよ うにプログラムされている必要があ り ます。 Worklist アプリ
ケーシ ョ ンの場合、 XML メ ッセージを送信して、 メ ッセージ プロンプ トや
フォームをユーザに表示した り、 ク ライアン ト  システム上でカスタム コンポー
ネン トや実行可能プログラムを呼び出した りできます。 カスタム ク ラ イアン ト  
アプリ ケーシ ョ ンの開発方法については、 『BPM ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ
ン プログラ ミ ング ガイ ド』 を参照して ください。

XML をク ライアン トに送信アクシ ョ ンは、 XML の送信先のクライアン ト  マシ
ンまたはアプリ ケーシ ョ ンを実際に指定するわけではあ り ません。 したがって、
まずタスクをユーザまたはロールに割り当てておく必要があ り ます。 する と、
XML メ ッセージがタスクを実行するク ライアン トに送信されます。 詳細につい
ては、 6-48ページの 「手動タスクの設定」 を参照してください。

メ ッセージを非同期的または同期的に送信する

XML メ ッセージは、 ク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ンに対して、 非同期的または
同期的に送信できます。 同期モードでは、 ワークフローはク ライアン トからの応
答を待ってから次のノードに進みます。 この方法でアクシ ョ ンを設定するには、
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タスク  ノードではなく、 [XML をク ラ イアン トに送信 ] ダイアログ ボッ クスの [
コールバッ ク  アクシ ョ ン ] タブ上のサブアクシ ョ ンと して、 アクシ ョ ンの入って
いるタスクにマークを付けます。

非同期モードでは、 ワークフローはク ライアン トからの応答を待たずに次のノー
ドに続くため、 ク ラ イアン ト上のオペレーシ ョ ンは並行実行されます。 この方法
でアクシ ョ ンを設定するには、 タスク  ノード自体で、 タスクに完了マークを付
けます。

データを抽出する

XML メ ッセージを返信するこ とによ り、 アプリ ケーシ ョ ンがワークフローに応
答する場合、 応答ドキュ メン トによ り戻されるデータを格納するための変数を作
成する必要があ り ます （手順については 5-28ページの 「変数に関する作業」 を
参照）。 また、 応答 XML ドキュ メン トからデータ値を取り出すために、 XPath 
式 （またはド ッ ト （） 表記） を使用して変数を初期化しておく必要があ り ます。
そのメ ッセージの JMS プロパティがアプリ ケーシ ョ ンによ り使用される場合、
EventAttribute() 関数を使用してこのデータを検索するこ と もできます （詳細

については、 8-6ページの 「実行時のイベン ト  データを抽出する」 を参照）。

XML をクライアン トに送信アクシ ョ ンを定義する
以下のプロシージャが、 非 Worklist アプリ ケーシ ョ ンのために生成されます。
Worklist に XML メ ッセージを送信する方法の詳細については、 6-66ページの
「Worklist アプリ ケーシ ョ ンに対する  XML メ ッセージを送信する」 を参照して
ください。 タイプ指定された XML ドキュ メン ト を使用する方法の詳細について
は、 7-11ページの 「タイプ指定ドキュ メン ト を操作する」 を参照して ください。
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図 6-33   [XML をクライアン トに送信 ] ダイアログ ボックス

ク ライアン トに XML メ ッセージを送信する手順は、 次のとおりです。

1. [ アクシ ョ ンを追加 ] ダイアログ ボッ クスの [統合アクシ ョ ン ] フォルダから  
[XML をク ライアン トに送信 ] を選択し、 [OK] をク リ ッ クする と、 [XML を
ク ライアン トに送信 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。 ルート要素と  
actionid 要素を持つデフォルト  XML ドキュ メン ト構造が作成されます。

注意 : システムによ り生成される  actionid 要素とその値は、 実行時に 
XML をク ライアン トに送信アクシ ョ ンを識別するために使用されま
す。 actionid 要素は、 ルート要素の最初の子要素でなければなり ま
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せん。 actionid 要素の移動、 削除、 編集は行ってはなり ません。 ま
た、 この要素に下位要素を追加しないでください。

2. XML ドキュ メン ト構造を指定するには以下のいずれかを行います。

新たな自由形式ドキュ メン ト を作成するには、 [子を追加 ] ボタンをク
リ ッ ク し、 ノードを追加するこ とによ り、 ドキュ メン トの作成を開始し
ます。

既存の XML ドキュ メン ト を指定するには、[ インポート ] ボタンをク リ ッ
ク してドキュ メン ト をロード します。

新たなタイプ指定 XML ドキュ メン ト を作成するには、 [ コンテンツ  タイ
プを設定 ] ボタンをク リ ッ ク し、 適切なスキーマ ドキュ メン ト をロード
します。 actionid 値は削除され、 手順 9 でアクシ ョ ンを保存する際にリ
セッ ト されます。

上記のオプシ ョ ンの詳細な手順については、 7-2ページの 「XML ドキュ メン
トの作成と編集」 を参照してください。

 ユーザ定義の XML ドキュ メン トは、 ワークフロー テンプレート定義内に
保存される。

3. ク ライアン トからの応答を受け取る変数を指定するには、 [ コールバッ ク変
数 ] タブを選択し、 [追加 ] をク リ ッ クする と、 [ ワークフロー変数の割り当
て ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

図 6-34   [ ワークフロー変数の割り当て ] ダイアログ ボックス

4. [式 ] フ ィールドに、 実行時に評価される応答 XML ドキュ メン トからデータ
を抽出する式を入力します。 そのために、 次の操作のうちのどちらかを実行
します。
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受信 JMS ヘッダ データを取り込むために、 EventAttribute() 関数を使用
します詳細については、 8-7ページの 「EventAttribute()」 を参照してくだ
さい。

着信 XML コンテンツを取り込むには XPath() 関数 （8-8ページの
「XPath()」 を参照）、 または文字列を戻す XML 要素のド ッ ト （） 表記
（詳細については 8-11ページの 「XML 要素のド ッ ト表記」 を参照） を使

用します。 また [式 ] ボタン  を使用して XPath Wizard を呼び出
し、 このウ ィザードを使ってサンプルの着信ドキュ メン トから  XPath の
式を自動的に生成できます。 詳細については、 8-31ページの 「XPath 
Wizard を使用する  XPath 式の作成」 を参照して ください。

5. [OK] をク リ ッ ク します。 [XML をク ライアン トに送信 ] ダイアログ ボッ ク
スの [ コールバッ ク変数 ] タブのリ ス トで変数初期化が行われます。

6. 応答ドキュ メン トから取り込む必要があるデータ項目すべてについて、 手順 
4 ～ 5 を繰り返します。

7. [ コールバッ ク  アクシ ョ ン ] タブを選択し、 [追加 ] をク リ ッ ク して [ アク
シ ョ ンを追加 ] ダイアログ ボッ クスを表示します。 そこで、 ク ライアン トか
らの応答を受信したと きに実行するサブアクシ ョ ンを指定します。 ク ライア
ン トからの応答を待ってからワークフロー内の他のノードに進みたい場合
は、 このタブのアクシ ョ ン リ ス トの最後に必ず [ タスクに完了マークを付け
る ] アクシ ョ ンを追加して ください。 [ タスクに完了マークを付ける ] ダイア
ログ ボッ クスでは、 [XML をク ライアン トに送信 ] アクシ ョ ンを指定したタ
スク  ノードを選択します。

8. タイプ指定ドキュ メン ト を使用している場合、 actionid 値の追加を要求さ
れます。 [はい ] をク リ ッ クする と ドキュ メン トが更新されます。

9. 再度 [OK] をク リ ッ クする とアクシ ョ ン定義が保存されます。

Worklist アプリケーシ ョ ンに対する XML メ ッセージを送信
する

注意 : Worklist ク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ンは、WebLogic Integration のこの
リ リースでは廃止になっています。 置き換えられる機能の詳細について
は 『BEA WebLogic Integration リ リース  ノート 』 を参照してください。
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Worklist ク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ンは、 事前定義された DTD (Document 
Type Definition: ドキュ メン ト  タイプ定義 ) ファ イルの 4 つのペアに準拠する  
XML ドキュ メン トに対する応答によってアクシ ョ ンを実行するよ うに設計され
ており、 これらのファイルによ り以下のこ とを行う こ とができます。

ユーザに対するプロンプ トの入ったメ ッセージ ボッ クスを表示します。

ユーザに対する入力フ ィールドの入ったフォームを表示します。

ク ライアン ト上のカスタム アド イン コンポーネン ト を呼び出します。

ク ライアン ト上の実行可能プログラムを呼び出します。

事前定義された DTD ファ イルの 4 つのペアは、 WebLogic Integration サーバ イ
ンス ト レーシ ョ ンの次のディ レク ト リにあ り ます。

WLI_HOME\docs\apidocs\com\bea\wlpi\common\doc-files

このパスでは、 WLI_HOME は WebLogic Integration をインス トールしたディ レク
ト リ を表します。 多くの場合、 ディ レク ト リは、
c:\bea\weblogic700\integration とな り ます。

各ペアは、 Worklist ク ラ イアン トに対する要求のための DTD ファ イルと、
Worklist ク ライアン トからの応答のための DTD ファ イルで構成されます。 次の
表に、 事前定義された DTD ファ イルと、 要求 DTD ファ イルの 1 つに準拠する  
XML ドキュ メン ト を受け取った際に Worklist アプリ ケーシ ョ ンによ り実行され
るアクシ ョ ンを リ ス ト します。

表 6-2  Worklist DTD ファイル

DTD ペア 使用目的

要求 ClientMsgBoxReq.dtd メ ッセージまたはクエ リに対してユーザが応答す
るためのメ ッセージ ダイアログ ボッ クスを表示す
る。

応答 = ok/yes/no/cancel
詳細については、 6-68ページの 「ユーザに対して
メ ッセージ プロンプ ト を表示する」 を参照。

応答 ClientMsgBoxResp.dtd
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注意 : これらの DTD に頻繁にアクセスする場合、取り出しやすいよ うに リポジ
ト リにインポート しておく こ と もできます。 その手順については、 4-27
ページの 「 リポジ ト リにあるエンティティの管理」 を参照して ください。

ク ライアン トから受け取る各応答について、 応答によ り戻される値を置くための
変数を作成する必要があ り ます。 大部分は文字列型変数です。 変数作成の手順に
ついては、 5-28ページの 「変数に関する作業」 を参照して ください。

以下の節では、 各 DTD ペアに必要なドキュ メン ト構造について詳し く説明しま
す。

ユーザに対してメ ッセージ プロンプ ト を表示する

次のサンプルのよ うに、 ClientMsgBox DTD を使用するこ とによ り、 Worklist 
ユーザに対してメ ッセージ ボッ クスを表示できます。

要求 ClientSetVarsReq.dtd ユーザが値を入力する入力フ ィールドの入ったプ
ロンプ ト  ダイアログ ボッ クスを表示する。
応答 = フ ィールド名と値のペア
詳細については、 6-72ページの 「ユーザに対して
フォームを表示する」 を参照。

応答 ClientSetVarsResp.dtd

要求 ClientCallPgmReq.dtd ク ライアン ト  マシンでプログラムを実行する。
応答 = プログラム出口コード
詳細については、 6-74ページの 「ク ライアン ト上
の実行可能プログラムを呼び出す」 を参照。

応答 ClientCallPgmResp.dtd

要求 ClientCallAddInReq.dtd Worklist ク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ンに対する
カスタム拡張を呼び出す。

応答 = カスタム
詳細については、 6-76ページの 「ク ライアン ト上
でのカスタム Worklist 拡張を呼び出す」 を参照。

応答 ClientCallAddInResp.dtd

表 6-2  Worklist DTD ファイル

DTD ペア 使用目的
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図 6-35   メ ッセージ プロンプ トのサンプル

要求 DTD では次の構造を持つドキュ メン トが必要です。

コード  リス ト  6-1   ClientMsgBoxReq XML ドキュ メン トの構造

<message-box title=“text” 
style=“{plain|information|question|warning|error}”
options=“{ok|ok_cancel|yes_no|yes_no_cancel}”>
text
   <actionid>provided by default</actionid>
</message-box>

すべての要素と属性は必須です。 これらについて以下で説明します。

表 6-3  ClientMsgBoxReq の要素と属性

要素または属性 説明 有効な値

message-box ダイアログ ボッ クスのメ ッセージに表示するテ
キス ト。

任意のテキス ト文字列。

title ダイアログ ボッ クスのタイ トル バーに表示す
るテキス ト。

任意のテキス ト文字列。
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style ダイアログ ボッ クスの左上隅に表示する  
[Swing] アイコン。

デフォルトは plain。

アイコンなし plain

information

question

warning

error

表 6-3  ClientMsgBoxReq の要素と属性

要素または属性 説明 有効な値
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応答ドキュ メン トは、 選択されたボタンに従ってユーザの応答をメ ッセージ 
ボッ クスに表示します。 応答 DTD には次の構造が必要です。

コード  リス ト  6-2   ClientMsgBoxReq XML ドキュ メン トの構造

<message-box option=”{ok|yes|no|cancel}” /> 

options ダイアログ ボッ クスの下部の選択ボタンと、 そ
の中のテキス ト。

デフォルトは ok。

[はい ]、 [いいえ ]、 [取消し ] の 3 つのボタン yes_no_cancel

style要素が plain ま
たは question に設定
されている場合のみ有
効。

[OK] と  [取消し ] の 2 つのボタン ok_cancel

style要素が error、
plain、 または 
warning に設定されて
いる場合のみ有効。

1 つの [OK] ボタン ok

style要素が error、
information、 plain、
または warning に設定
されている場合のみ有
効。

[はい ] と  [いいえ ] の 2 つのボタン yes_no

style 要素が plain ま
たは question に設定
されている場合のみ有
効。

表 6-3  ClientMsgBoxReq の要素と属性

要素または属性 説明 有効な値
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要素と属性は必須です。 それらについて、 ワークフロー変数に値を戻すために必
要な式と共に、 以下で説明します。

ユーザに対してフォームを表示する

次のサンプルのよ うに、 ClientSetVars DTD を使用するこ とによ り  Worklist ユー
ザに対してフォームを表示できます。

図 6-36   フォームのサンプル

要求 DTD では次の構造を持つドキュ メン トが必要です。

コード  リス ト  6-3   ClientSetVarsReq XML ドキュ メン トの構造

<set-variables title=“text”>
text
   <actionid>provided by default</actionid>
   <variable name=“variable name” prompt=“text” />
   [<variable name=“variable name” prompt=“text” />]
</set-variables>

表 6-4  ClientMsgBoxResp の要素と属性

要素また
は属性

説明 有効な値 値を抽出するために必要な式

option ク ラ イアン ト  ユーザによ
り選択されたボタン。 文
字列と して表わされる。

ok

yes

no

cancel

XPath(“/message-box/@option/text()”)
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すべての要素と属性は必須です。 少なく と も  1 つの <variable> 要素が必要で
す。 さ らに、 任意の数の <variable> 要素を指定できます。 要素と属性について
以下で説明します。

応答ドキュ メン トは、 ユーザの応答をそれぞれの入力フ ィールドに表示します。
応答 DTD には次の構造が必要です。

コード  リス ト  6-4   ClientSetVarsResp XML ドキュ メン トの構造

<set-variables>
   <variable name=“variable_name_1”>response_1</variable>
   [<variable name=“variable name_2”>response_1</variable>] 
   .
   .
   .
</set-variables>

すべての要素と属性は必須です。 <variable> 要素の数は、 要求ドキュ メン トで
使用された数に対応させてください。 要素と属性は必須です。 ワークフロー変数
に値を戻すために必要な式について以下で説明します。

表 6-5  ClientSetVarsReq の要素と属性

要素または属性 説明 有効な値

set-variables ダイアログ ボッ クスのメ ッセージに表示するテキ
ス ト。

任意のテキス ト文字列。

title ダイアログ ボッ クスのタイ トル バーに表示するテ
キス ト。

任意のテキス ト文字列。

name 入力フ ィールドを識別する名前。 任意のテキス ト文字列。

prompt 入力フ ィールドの前にプロンプ ト と して表示する
テキス ト。

任意のテキス ト文字列。
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クライアン ト上の実行可能プログラムを呼び出す

ClientCallProgram DTD を使用して、 Worklist ク ライアン ト上のプログラムを呼
び出すこ とができます。 要求ドキュ メン トには次の構造が必要です。

コード  リス ト  6-5   ClientCallProgramReq XML ドキュ メン トの構造

<call-program name=“name” mode=”{sync|async}”>
    <actionid>provided by default</actionid>
    [<parm>parameter_1</parm>] 
    .
    .
    .
    [<env-var name=”name”>environment variable
      definition_1</env-var>]
    .
    .
    .
</call-program>

すべての要素と属性は必須です。 ただし、 <parm> 要素と  <env-var> 要素は省略
可能です。 <parm> 要素と  <env-var> 要素は、 指定しないこ と も、 あるいは複数
指定するこ と も可能です。

表 6-6  ClientSetVarsResp の要素と属性

要素また
は属性

説明 有効な値 値を抽出するために必要な式

variable ク ラ イアン トによ り与えら
れた応答。

任意のテキ
ス ト文字
列。

XPath("/set-variables/variable[@name=
"field_name"]/text()")

name 入力フ ィールドを識別する
ために使用する名前。

要求ドキュ
メン トで使
用した名前
に対応。
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応答 DTD には次の構造が必要です。

コード  リス ト  6-6   ClientCallProgramResp XML ドキュ メン トの構造

<call-program exit-value=“value” />
    

要素と属性は必須です。 これらについて以下で説明します。

表 6-7  ClientCallProgramReq の要素と属性

要素または属性 説明 有効な値

name プログラムの名前。 テキス ト文字列。

mode Worklist に関連して、 実行可能プログラムを実行す
る際のモード。

デフォルトは、 async。

プログラムは同期的に実行される。 呼び出された
プログラムが終了するまで、 Worklist の続行はブ
ロ ッ ク され、 そのユーザ インタフェースにアクセ
スできない。

sync

プログラムは非同期的に実行され、 Worklist と並行
して実行される。 呼び出されたプログラムの実行
中も、 そのユーザ インタフェースにアクセスでき
る。

async

parm プログラムに渡すパラ メータ。 任意のテキス ト文字列。

env-var 呼び出されるプログラムと関連付ける環境変数の
定義。

テキス ト文字列。

name 環境変数のシンボ リ ッ ク名。 テキス ト文字列。
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クライアン ト上でのカスタム Worklist 拡張を呼び出す

ClientCallAddIn DTD を使用して、 Worklist ク ラ イアン トに対してカスタム拡張
を呼び出すこ とができます。 要求ドキュ メン トには次の構造が必要です。

コード  リス ト  6-7   ClientCallAddInReq XML ドキュ メン トの構造

<call-addin name=“name” mode=”{sync|async}”>
    <actionid>provided by default</actionid>
    [<parm>parameter_1</parm>] 
    .
    .
    .
</call-addin>

すべての要素と属性は必須です。 ただし、 <parm> 要素は省略可能です。 <parm> 
要素は、 指定しないこ と も、 あるいは複数指定するこ と も可能です。

表 6-8  ClientCallProgramResp の要素

要素また
は属性

説明 有効な値 値を抽出するために必要な式

exit-

Value
呼び出されたプログ
ラムの数値出口コー
ド。 オペレーティン
グ システムによ り検
索される。

有効な終了
コードに関す
る詳細につい
ては、 該当す
るプログラム  
ドキュ メン ト
を参照。

XPath("/call-program/@exit-value")

表 6-9  ClientCallAddInReq の要素と属性

要素または属
性

説明 有効な値

name com.bea.wlpi.client.worklist.WorklistAddIn イ
ンタフェースを実装するカスタム Java ク ラスの名前。

Java ク ラスの完全修飾 
JNDI 名。
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応答ドキュ メン トの指定は省略可能です。 要素は省略可能で、 任意の数のカスタ
ム要素と属性を定義できます。

コード  リス ト  6-8   ClientCallAddInResp XML ドキュ メン トの構造

<call-addin>
[<tag_name_1 attribute_name_1=”attribute_value”

         . . .>value</tag_name_1>]
       .
       .
       .
</call-addin>

これらの要素について以下で説明します。

mode Worklist に関連して、 プログラムを実行する際のモード。 デフォルトは、 async。

プログラムは同期的に実行される。 呼び出されたプログ
ラムが終了するまで Worklist の続行はブロ ッ ク され、 そ
のユーザ インタフェースにアクセスできない。

sync

プログラムは非同期的に実行され、 Worklist と並行して
実行される。 プログラムの実行中も、 そのユーザ インタ
フェースにアクセスできる。

async

parm 拡張に渡すパラ メータ。 任意のテキス ト文字列。

表 6-9  ClientCallAddInReq の要素と属性

要素または属
性

説明 有効な値

表 6-10  ClientCallAddInResp の要素と属性

要素また
は属性

説明 有効な値 値を抽出するために必要な式

任意の要
素名

任意の数の属性で構成で
きる。

カスタム
定義。

XPath("/call-addin/path/text()")
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電子メール メ ッセージを送信

電子メール メ ッセージを送信アクシ ョ ンを使用して、 WebLogic Integration シス
テムのユーザまたは外部パーティのユーザにも電子メール メ ッセージを送信で
きます。 メ ッセージの伝送には、 インターネッ ト標準の SMTP が使用されます。

設計時にオペレーティング システムがサポート している文字セッ トであればど
れでも電子メール メ ッセージを作成できます。 また、 メ ッセージを送信するた
めに実行時にサーバによ り使用される文字セッ ト を指定できます。 英語ロケール
では、 サーバによ り使用されるデフォルト文字セッ トは、 Java Virtual Machine 
によ り使用されるデフォルト文字セッ トである  cp1252 ですが、 Java 言語によ り
サポート されるどの文字セッ トでも指定できます。 文字セッ トの リ ス トについて
は、 http://java.sun.com/j2se/1.3/docs/guide/intl/encoding.doc.html を参照して くだ
さい。

注意 : このアクシ ョ ンには、WebLogic Integration サーバのインス ト レーシ ョ ン 
プロセス中またはその後で、 電子メール サーバが正し く コンフ ィグレー
シ ョ ンされている必要があ り ます。 インス ト レーシ ョ ン後にメール サー
バ プロパティをコンフ ィグレーシ ョ ンする方法については、 『WebLogic 
Integration の起動、 停止およびカスタマイズ』 の 「WebLogic Integration 
のカスタマイズ」 にある 「メール セッシ ョ ン プロパティのカスタマイ
ズ」 を参照してください。
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図 6-37   [電子メール メ ッセージを送信 ] ダイアログ ボックス

電子メール メ ッセージを送信する手順は、 以下のとおりです。

1. [ アクシ ョ ンを追加 ] ダイアログ ボッ クスの [ その他のアクシ ョ ン ] フォルダ
から  [電子メール メ ッセージを送信 ] を選択し、 [OK] をク リ ッ クする と、 [
電子メール メ ッセージを送信 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2. [件名 ] フ ィールドに、 電子メールの件名を生成するために実行時に評価する
有効なワークフロー式を入力します。 この式は、 リ テラル、 変数、 演算子、
および関数で構成できる。 式の作成方法の詳細については、 第 8 章 「ワーク

フロー式の使用法」 を参照して ください。

3. [ メ ッセージ ] タブのテキス ト  ボッ クスに、 電子メールのメ ッセージ テキス
ト を生成するために実行時に評価する有効なワークフロー式を入力します。

4. （省略可能） [MIME 文字セッ ト ] フ ィールドで、 Java 言語によ りサポート さ
れている  MIME 文字セッ ト を入力または選択し、 サーバがメ ッセージを送信
する際に使用させるこ とができます。 たとえば、 2 バイ ト言語の文字を含む
メ ッセージを送信する場合は、 UTF-8 (Unicode 標準フォーマッ トの 1 つ ) を
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選択する。 受取人がメ ッセージを正し く表示するためには、 選択されたエン
コード方法が受取人の使用する電子メール ク ライアン ト  プログラムでもサ
ポート されていなければなり ません。

注意 : ユーザが文字入力に使用するエンコードは、 [MIME 文字セッ ト ] 
フ ィールドでの設定とは関係なく、 OS およびロケールによって決ま
り ます。

5. [To] タブを選択する と受取人に関する次の情報が表示されます。

図 6-38   [電子メール メ ッセージを送信 ] ダイアログ ボックスの [To] タブ

6. [追加 ] をク リ ッ クする と受取人が追加されます。 [ メールの宛先 ] ダイアロ
グ ボッ クスが表示されます。

Addressee 電子メール アドレス、 ユーザ名またはロール名、
あるいは実行時に電子メール アドレスを生成する
ために定義された式。

Via アドレスが定数と して指定されているか、 式と し
て指定されているかを示す。

Type アドレス、 ユーザ、 またはロール。
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図 6-39   [ メールの宛先 ] ダイアログ ボックス

7. 以下のオプシ ョ ンの 1 つを選択するこ とによ り、 アドレスを指定します。

アドレス－フ ィールドに電子メール アドレスを入力するか、 [式 ] チェッ
ク  ボッ クスをオンにし、 実行時に電子メール アドレスを生成するワーク
フロー式を入力します。

ユーザ－現在のオーガニゼーシ ョ ンと関連付けられたすべてのユーザの

中から適切なユーザを選択するためのド ロ ップダウン  リ ス ト を表示する
には、 このオプシ ョ ンを選択します。 電子メール アドレスは、 3-15ペー
ジの 「ユーザを作成する」 に説明されているよ うに、 ユーザのプロパ
ティから取得されます。 あるいは、 [式 ] チェッ ク  ボッ クスをオンにし、
CurrentUser() 関数、 WorkflowAttribute("Initiator") 関数、
TaskAttribute("Assignee") 関数のよ うなワークフロー式を入力しま
す。 この式は、 実行時にユーザの電子メール アドレス、 または引用符で
囲まれた特定の電子メール アドレスを生成します。

ロール－現在のオーガニゼーシ ョ ンと関連付けられたすべてのロールの

中から適切なロールを選択するためのド ロ ップダウン  リ ス ト を表示する
には、 このオプシ ョ ンを選択します。 メ ッセージは、 そのロールに属す
るすべてのユーザに送信されます。 あるいは、 [式 ] チェッ ク  ボッ クスを
オンにし、 実行時にロール名を戻すこ とのできる  TaskAttribute() 関数
など、 実行時にロール名を生成するワークフロー式を入力します。

詳細については第 8 章 「ワークフロー式の使用法」 を参照してください。

8. [OK] をク リ ッ ク します。 新しい受取人がリ ス トに追加されます。
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9. さ らに受取人を追加するには、 手順 6 から  8 を繰り返します。 受取人を更新
するには、 リ ス トでそれを選択し、 [更新 ] をク リ ッ ク します。 受取人を削除
するには、 リ ス トでそれを選択し、 [削除 ] をク リ ッ ク します。 メ ッセージが
表示されたら削除を確認します。

10. （省略可能） [CC] タブまたは [BCC] タブで、 手順 5 から  8 を繰り返し、 明示
する同報受取人または隠す同報受取人を指定してください。

11. [OK] をク リ ッ クする と  [電子メール メ ッセージを送信 ] アクシ ョ ンが追加さ
れます。

コンポーネン トの呼び出し

以下のアクシ ョ ンを使用して、 EJB、 Java ク ラス、 実行可能プログラムなどのソ
フ ト ウェア コンポーネン ト を呼び出したり、 ワークフローと コンポーネン トの
間で入力パラ メータや出力パラ メータを直接受け渡すこ とができます。

プログラムの呼び出し－サーバ上の実行可能プログラムを呼び出します。 プ

ログラムはワークフローと並行実行されます。 6-82ページの 「サーバ上の実
行可能なプログラムを呼び出す」 で説明します。

ビジネス  オペレーシ ョ ンを実行－ EJB または Java ク ラスのメ ソ ッ ドを表わ
す、 事前コンフ ィグレーシ ョ ンされたビジネス  オペレーシ ョ ンを呼び出しま
す。 6-84ページの 「ビジネス  オペレーシ ョ ンを呼び出す」 で説明します。

サーバ上の実行可能なプログラムを呼び出す

プログラムの呼び出しアクシ ョ ンを使用して、 WebLogic Integration サーバ上の
実行可能プログラムを呼び出すこ とができます。 このアクシ ョ ンは、 常に非同期
的に実行されます。 つま り、 ワークフロー内でこのアクシ ョ ンの後に続くアク
シ ョ ンは、 呼ばれた側のプログラムが完了するのを待つこ とな く同時に実行され
ます。
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注意 : XML をク ライアン トに送信アクシ ョ ン内でプログラムの呼び出しアク
シ ョ ンを使用して、 cmd.exec などのシェル プログラムへのアクセスを
許可する場合は注意してください。 これによ り ク ライアン ト  コンピュー
タへの完全なアクセスが可能になるため、 アプ リ ケーシ ョ ンのセキュ リ
ティが低減します。

図 6-40   [ プログラムの呼び出し ] ダイアログ ボックス

サーバ上の実行可能プログラムを呼び出す手順は、 以下のとおりです。

1. [ アクシ ョ ンを追加 ] ダイアログ ボッ クスで [統合アクシ ョ ン ] フォルダを展
開し、 [プログラムの呼び出し ] を選択して、 [OK] をク リ ッ クする と、 [プロ
グラムの呼び出し ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2. [プログラム ] フ ィールドに、 実行可能ファイルの名前を拡張子も含めて入力
します。

DOS シェル固有のコマンド （echo など） を含まない .cmd ファ イルや .bat 
ファ イルのよ うな DOS スク リプ ト  ファ イルを実行する場合、 以下のいずれ
かを行います。

環境変数で設定した WebLogic Integration サーバ パスにこのファイルの
パスが含まれている場合は、 次のよ うに拡張子を含む完全なファイル名
を入力する。 testscript.bat

環境変数で設定した WebLogic Integration サーバ パスにこのファイルの
パスが含まれていない場合には、 次のよ うにパスおよびファイルの完全
修飾名を入力する。 c:\mydirectory\myfiles\testscript.bat
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DOS シェル固有のコマンド （echo など） を含む .cmd ファ イルや .bat ファ
イルのよ うな DOS スク リプ ト  ファ イルを実行する場合、 次を入力します。
c:\winnt\system32\cmd

3. [引数 ] フ ィールドに、 変数名などプログラムに渡す引数を生成するために実
行時に評価する有効なワークフロー式を入力します。

DOS シェル固有のコマンド （echo など） を含む .cmd ファ イルや .bat ファ
イルのよ うな DOS スク リプ ト  ファ イルを実行する場合、 次を入力します。
"/c start c:\\path\\filename.extension expression" 

4. [OK] をク リ ッ クする と  [プログラムの呼び出し ] アクシ ョ ンが追加されま
す。

ビジネス オペレーシ ョ ンを呼び出す
ビジネス  オペレーシ ョ ンを実行アクシ ョ ンを使用して、 EJB や Java ク ラスなど
の Java コンポーネン トで、 ビジネス  アクティビティを実行する メ ソ ッ ドを呼び
出すこ とができます。

開始したいビジネス  オペレーシ ョ ンは、 あらかじめ定義しておく必要があ り ま
す。 さ らに、 Java オブジェク ト 、 セッシ ョ ン EJB、 エンティティ  EJB の各変数
が、 ビジネス  オペレーシ ョ ンによって呼び出される メ ソ ッ ドを持つ Java ク ラス
または EJB インスタンスへの参照を保存するよ うに、 あらかじめ定義しておく
必要があ り ます。 ビジネス  オペレーシ ョ ンを定義する方法の詳細については、
4-9ページの 「ビジネス  オペレーシ ョ ンのコンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照して く
ださい。 変数の定義方法の詳細は、 5-28ページの 「変数に関する作業」 を参照
して ください。

また、 EJB 上のメ ソ ッ ド または Java ク ラス上の非静的メ ソ ッ ドを呼び出すビジ
ネス  オペレーシ ョ ンを実行できるよ うにするには、 その前に、 以下のルールに
従って、WebLogic Integration サーバで Java ク ラスまたは EJB のインスタンスを
作成するビジネス  オペレーシ ョ ンを呼び出す必要があ り ます。

Java ク ラス上の静的メ ソ ッ ドを表わすビジネス  オペレーシ ョ ンを呼び出す場
合、 コンス ト ラ ク タ  メ ソ ッ ドを呼び出す必要はあ り ません。

Java ク ラス上の非静的メ ソ ッ ドを表わすビジネス  オペレーシ ョ ンを呼び出す
には、 まず、 ク ラスのコンス ト ラ ク タ  メ ソ ッ ドを表わすビジネス  オペレー
6-84 WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイド



コンポーネント の呼び出し
シ ョ ンを呼び出す必要があ り ます。 このビジネス  オペレーシ ョ ンは、 ワーク
フローで 1 回呼び出せば十分です。

エンティティ  EJB 上のメ ソ ッ ド呼び出しを表わすビジネス  オペレーシ ョ ン
を呼び出すには、 まず、 EJB インスタンスを作成するビジネス  オペレーシ ョ
ンを呼び出す必要があ り ます。 このビジネス  オペレーシ ョ ンは、 ワークフ
ローで 1 回呼び出せば十分です。

セッシ ョ ン EJB (ステート レスまたはステート フル ) でメ ソ ッ ド呼び出しを表
わすビジネス  オペレーシ ョ ンを呼び出すには、 まず、 EJB インスタンスを作
成するビジネス  オペレーシ ョ ンを呼び出す必要があ り ます。 このビジネス  
オペレーシ ョ ンは、 その EJB で他のメ ソ ッ ドを呼び出すト ランザクシ ョ ンご
とに 1 回呼び出す必要があ り ます。 ワークフローでの ト ランザクシ ョ ンと境
界については、 『BPM ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ン プログラ ミ ング ガイ
ド』 の 「BPM ト ランザクシ ョ ン モデルの理解」 を参照して ください。

インスタンスを作成するビジネス  オペレーシ ョ ンを実行する場合、 インスタン
ス変数と呼ばれる変数に対してインスタンスへの参照を割り当てます。 その後、
同じ  EJB またはク ラスに入っている メ ソ ッ ドを表わす他のビジネス  オペレー
シ ョ ンを呼び出す際に、 EJB または Java ク ラス  インスタンスを参照するインス
タンス変数を識別します。 詳細については以下の節で説明します。

EJB または Java クラス インスタンスを作成するためのビジ
ネス オペレーシ ョ ンを呼び出す

EJB または Java ク ラス  インスタンスを作成するビジネス  オペレーシ ョ ンを呼び
出す場合、 以下のよ うに、 インスタンスに対する参照を同じデータ型の変数に対
して割り当てる必要があ り ます。

Java ク ラスの場合、 インスタンス変数は Java オブジェク ト  タイプ

セッシ ョ ン EJB の場合、 インスタンス変数はセッシ ョ ン EJB タイプ

エンティティ  EJB の場合、 インスタンス変数はエンティティ  EJB タイプ
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図 6-41   [ ビジネス オペレーシ ョ ンを実行 ] ダイアログ ボックス

EJB または Java ク ラス  インスタンスを作成するためにビジネス  オペレーシ ョ ン
を呼び出す手順は、 以下のとおりです。

1. [ アクシ ョ ンを追加 ] ダイアログ ボッ クスの [統合アクシ ョ ン ] フォルダから  
[ ビジネス  オペレーシ ョ ンを実行 ] を選択し、 [OK] をク リ ッ クする と、 [ ビ
ジネス  オペレーシ ョ ンを実行 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2. [ オペレーシ ョ ン ] ド ロ ップダウン リ ス トから、 Java ク ラスまたは EJB イン
スタンスを作成するビジネス  オペレーシ ョ ンを選択します。

3. [結果の割り当て先 ] ド ロ ップダウン リ ス トから、 このビジネス  オペレー
シ ョ ンのためのインスタンス変数を選択するか、 [追加 ] をク リ ッ ク して [変
数を作成 ] ダイアログ ボッ クスを呼び出し、 変数を作成します。 変数の型
は、 作成されるコンポーネン トのタイプに対応している必要があ り ます。

4. [OK] をク リ ッ クする と  [ ビジネス  オペレーシ ョ ンを実行 ] アクシ ョ ンが追加
されます。
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他のビジネス オペレーシ ョ ンを呼び出す
EJB または Java ク ラスの create() またはコンス ト ラ ク タ  メ ソ ッ ドのためのビ
ジネス  オペレーシ ョ ンを実行をノードに追加した後、 同じク ラスまたは EJB 上
のメ ソ ッ ドを呼び出す他のビジネス  オペレーシ ョ ンを追加できます。

合計価格の計算のよ うな、 パラ メータを取って結果を戻すメ ソ ッ ドの場合、 ビジ
ネス  オペレーシ ョ ンによ り戻される値を格納する変数も作成する必要があ り ま
す。 この変数は、 メ ソ ッ ドによ り指定された変数と同じタイプにして ください。

図 6-42   [ ビジネス オペレーシ ョ ンを実行 ] ダイアログ ボックス

他のビジネス  オペレーシ ョ ンを呼び出す手順は、 以下のとおりです。

1. [ アクシ ョ ンを追加 ] ダイアログ ボッ クスの [統合アクシ ョ ン ] フォルダから  
[ ビジネス  オペレーシ ョ ンを実行 ] を選択し、 [OK] をク リ ッ クする と、 [ ビ
ジネス  オペレーシ ョ ンを実行 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。
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2. [ オペレーシ ョ ン ] ド ロ ップダウン リ ス トから、 実行するビジネス  ロジッ ク
を表わすビジネス  オペレーシ ョ ンを選択します。 EJB 上のメ ソ ッ ド、 または
非静的 Java ク ラス  メ ソ ッ ドを呼び出すビジネス  オペレーシ ョ ンの場合、 [
インスタンス変数 ] ド ロ ップダウン リ ス トに、 Java オブジェク ト  変数、
セッシ ョ ン EJB 変数、 またはエンティティ  EJB 変数が表示されます。

3. [ インスタンス変数 ] ド ロ ップダウン リ ス トから、 EJB または Java ク ラスに
対する参照を格納する変数を選択します。 詳細については、 6-85ページの
「EJB または Java ク ラス  インスタンスを作成するためのビジネス  オペレー
シ ョ ンを呼び出す」 を参照して ください。

4. ビジネス  オペレーシ ョ ンによ り  [パラ メータ ] リ ス トにパラ メータが表示さ
れた場合、 そのリ ス トからパラ メータを選択し、 [更新 ] をク リ ッ ク し、 表示
された [Expression Builder] ダイアログ ボッ クスを使用して、 この値を定義
します。 一般に、 この値は、 既に定義されたワークフロー変数によ り提供さ
れます。

5. ビジネス  オペレーシ ョ ンから結果が戻される場合、 [結果の割り当て先 ] ド
ロ ップダウン リ ス トから結果を割り当てる変数を選択するか、 あるいは、 [
追加 ] をク リ ッ ク して、 [変数を作成 ] ダイアログ ボッ クスを呼び出し、 変
数を定義します。 変数の型は、 メ ソ ッ ドによ り指定された型と一致している
必要があ り ます。

6. [OK] をク リ ッ クする と  [ ビジネス  オペレーシ ョ ンを実行 ] アクシ ョ ンが追加
されます。

JMS ト ピックまたはキューへの XML メ ッ
セージのポスト

イベン ト を ト リガする目的で、 指定された宛先に XML メ ッセージを送信するに
は、 XML イベン ト をポス ト アクシ ョ ンを使用します。 このアクシ ョ ンによ り、
新しい XML 文書を作成またはワークフローの既存の XML 型変数の内容を使用
します。 いずれの場合でも  JMS メ ッセージ内に XML コンテンツを埋め込みま
す。 この XML コンテンツは、外部アプリ ケーシ ョ ンで処理するために外部 JMS 
キューまたはト ピッ クにポス トするこ と も、 あるいは、 別のワークフローで処理
するために内部キューにポス トするこ と もできます。
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注意 : ク ラスタ化環境で WebLogic Integration を実行している場合、 ワークフ
ローを開始アクシ ョ ンで直接ワークフローを呼び出すよ り、 別のワーク
フローを開始する  XML イベン ト をポス トするほ うが、 負荷バランスを
よ り よ く調整できます。

送信する  XML ドキュ メン トの作成もできれば、 XML リ ポジ ト リ 、 ディ スク上
のファ イル、 または URL から既存の XML ドキュ メン トのインポート も可能で
す。 また、 XML コンテンツを実行時に指定できる変数と して送信される ドキュ
メン ト を指定するこ と もできます。

XML イベン ト をポス ト アクシ ョ ンは、 XML メ ッセージ コンテンツだけでなく、
アクシ ョ ンのプロパティに指定されたオプシ ョ ンに従って、 JMS ヘッダと値を
メ ッセージに挿入します。WebLogic Server サーバの標準 JMS ヘッダ フ ィ -ルド
の詳細については、 次の URL にある 『WebLogic JMS プログラマーズ ガイ ド』
の 「WebLogic JMS の基礎」 を参照してください。
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/jms/fund.html

JMS メ ッセージング オプシ ョ ンについて以下の節で説明します。

イベン ト を非同期的または同期的にポストする

発信メ ッセージを作成するよ うにコンフ ィグレーシ ョ ンされたワークフローまた
は他のコンポーネン トに関連して、 XML イベン ト を、 非同期的にも、 あるいは
同期的にも機能するよ う設定できます。 そのためには、 受取側ワークフローから
戻される確認メ ッセージを受け取るための通信を開始するワークフローでイベン
ト  ノードを使用します。

デフォルトでは、 XML イベン ト をポス ト アクシ ョ ンは 「発信後削除 （fire and 
forget）」 方式でメ ッセージをポス トするだけの非同期的なものであ り、 その間
にワークフローは次のアクシ ョ ンに進みます。 したがって、 並行して実行される
他のワークフローまたはアプリ ケーシ ョ ンを ト リガする場合、 および呼び出し側
ワークフローは、 呼び出されたワークフローまたはアプリ ケーシ ョ ンからの返信
を受け取る必要がない場合には、 そのままそのアクシ ョ ンを使用して ください。

呼び出し側ワークフローと呼び出されたワークフローまたはアプリ ケーシ ョ ンと
を並行して実行し、 呼び出し側ワークフローが呼び出されたワークフローまたは
アプリ ケーシ ョ ンからの返信を期待している場合、 「適時 （just in time）」 方式で
メ ッセージを受け取るよ うに、 呼び出し側ワークフローでイベン ト  ノードを設
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定できます。 つま り、 ワークフローの中で、 呼び出されたワークフローまたはア
プリ ケーシ ョ ンによ り戻されるデータを必要とするポイン トにのみイベン ト  
ノードを設定できます。 次の図に 2 つのシナリオを示します。

図 6-43   XML イベン トの非同期的ポスト

XML イベン ト を純粋に同期的方法でポス トする場合、 つま り、 呼び出された
ワークフローまたはアプリ ケーシ ョ ンが実行を完了するまで、 呼び出し側ワーク
フローが先に進まずに待つよ うにする場合、 呼び出されたワークフローまたはア
プリ ケーシ ョ ンが実行を終了した際にメ ッセージを送信するよ うに設定し、 呼び
出し側ワークフローの XML イベン ト をポス ト アクシ ョ ンの直後にこのメ ッセー
ジを リ スンするイベン ト  ノードを置きます。 この設計を次の図に示します。
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図 6-44   イベン トの同期的ポスト

JMS メ ッセージング オプシ ョ ン
以下の節では、 [XML イベン ト をポス ト ] ダイアログ ボッ クス内から利用できる
各種 JMS メ ッセージング オプシ ョ ンについて説明します。

送り先

内部 JMS キューを指定するこ とによ り、 現在のワークフローまたは別のワーク
フローでイベン ト  ノードを ト リガした り、 イベン トによ り ト リガされる開始を
定義した別のワークフローを開始したりできます （開始ノード と イベン ト  ノー
ドでイベン ト を ト リガする方法の詳細については、 5-39ページの 「イベン トお
よびイベン ト ト リガ型開始のプロパティを定義する」 を参照）。 デフォルトの
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メ ッセージ送信先である内部 JMS キューの JNDI 名は、
com.bea.wlpiEventQueue です。 WebLogic Server で他にもキューがコンフ ィグ
レーシ ョ ンされている場合、 代替キュー名を指定できます （WebLogic 
Integration のための代替メ ッセージ キューを設定する方法の詳細については、
『WebLogic Integration の起動、 停止およびカスタマイズ』 の 「WebLogic 
Integration のカスタマイズ」 にある 「カスタム Java Message Service キューのコ
ンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照）。

また、 指定した JMS ト ピッ クにサブスク ライブする外部アプリ ケーシ ョ ンや、
JMS キュー受信者である特定のアプリ ケーシ ョ ンと通信するために、 外部 JMS 
ト ピッ クやキューに XML メ ッセージを送信するこ と もできます。

ヘッダ

JMS メ ッセージは、 メ ッセージと共に常に伝送されるヘッダ フ ィールドの標準
セッ ト を含んでいます。 [XML イベン ト をポス ト ] ダイアログ ボッ クスで利用で
きるオプシ ョ ンによ り自動的に挿入される  JMSDeliveryMode、
JMSDestination、 JMSPriority、 JMSExpiration (存続時間 ) の各ヘッダに加
え、 アプ リ ケーシ ョ ン固有の情報のプロパティ  フ ィールドや値を発信メ ッセー
ジに追加し、 メ ッセージ本文には適していない情報の指定もできます。 たとえ
ば、 別のワークフローを ト リガするために XML メ ッセージングを使用する場
合、 ワークフローを開始するオーガニゼーシ ョ ンの名前を指定するためにプロパ
ティ  フ ィールドを使用できます。

JMS メ ッセージ プロパティは、 名前と値の組み合わせです。 名前には、 Java 言
語で有効な識別子ならば、 ほとんどの文字列を使用できます。 値は、 ブール、 バ
イ ト 、 シ ョート 、 整数、 ロング、 フロート、 倍精度、 または文字列にできます。

JMS ヘッダおよびプロパティ  フ ィ -ルドの詳細については、次の URL にある 『 
WebLogic JMS プログラマーズ ガイ ド』 の 「WebLogic JMS の基礎」 を参照。
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/jms/fund.html

順序指定メ ッセージまたはアドレス指定メ ッセージが使用された場合、 [XML イ
ベン ト をポス ト ] ダイアログ ボッ クス  オプシ ョ ンの [ アドレス指定 ] タブに入力
された値に基づいて、 順序指定メ ッセージの場合は指定された順序キーのための
プロパティ  フ ィールドが、 アドレス指定メ ッセージの場合は指定されたワーク
フロー インスタンス  IDのためのプロパティ  フ ィールドが、 WebLogic 
Integration によ り挿入されます。 ただし、 さ らに 2 つのプロパティがサポート さ
れており、 手動で挿入できます。
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WLPIInstanceID －実行時に決定されるワークフロー インスタンス  ID の入っ
た単一の変数、 またはカンマで区切られた変数のリ ス ト 。 たとえば、 次のい
ずれかです。

$ParentID 
$Child1ID + “,” + $Child2ID + “,” + $Child3ID

WLPI テンプレート名－実行時に決定されるテンプレート名の入った単一の
テンプレート名、 またはカンマで区切られたテンプレート名のリ ス ト。

この機能は、 現在のワークフローとの会話に入力されたワークフロー インスタ
ンスまたはテンプレート名のリ ス ト を統合して、 単一のメ ッセージによ り外部ア
プリ ケーシ ョ ンに渡す必要がある場合に便利です。

メ ッセージが別のワークフローによ り受信されるよ うにする場合、 受信側ワーク
フローは、 開始ノードまたはイベン ト  ノードのイベン ト  キー式または変数初期
化で EventAttribute() 関数を使用するこ とによ り、 プロパティ  フ ィールドに
指定された情報を検索できます。 複数のインスタンス  ID またはテンプレート名
を指定する場合、 Java オブジェク ト  データ型と して定義された変数に関数の結
果を割り当てる必要があ り ます。

イベン ト  キー式の詳細については、 4-21ページの 「イベン ト  キーのコンフ ィグ
レーシ ョ ン」 を参照して ください。 イベン ト  データから変数を初期化する方法
の詳細については、 5-46ページの 「イベン ト  データからの変数を初期化する」
を参照して ください。 EventAttribute() 関数の詳細については、 8-6ページの
「実行時のイベン ト  データを抽出する」 を参照して ください。

配信モード

メ ッセージは、 永続または非永続のいずれかと して指定できます。 永続メ ッセー
ジは、 データベース表に書き込まれ、 JMS サーバが失敗した場合でも失われま
せん。 このメ ッセージは、 サーバが回復した後に再度配信される。 非永続メ ッ
セージは、 JMS サーバが失敗する と失われるこ とがあ り ます。 このメ ッセージ
は、 サーバが回復しても再配信されない。 デフォルトの配信モードは永続です。

存続時間 
メ ッセージを永続とするか、 非永続とするかは、 メ ッセージの期限によ り指定で
きます。 消滅時間までに配信されない場合、 メ ッセージは破棄されます。 このオ
プシ ョ ンは、 株の指し値のよ うに、 ある時刻以降には配信してはならないメ ッ
セージの場合に便利です。 存続時間はミ リ秒単位で表わされます。 たとえば、
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メ ッセージを 1 時間有効にする場合は、3600000 (60 分 × 60 秒 × 1000 ミ リ秒 ) 
とい う値を指定する。 デフォルト値の 0 (ゼロ ) は、 メ ッセージに期限がないこ
とを示す。

アドレス指定されたメ ッセージに対して消滅時間を指定した場合、 指定されたす
べての受取人にメ ッセージが正常に配信されるか、 あるいは消滅するかのいずれ
か早い方のイベン トが発生するまでメ ッセージは存続します。

優先度 
0 から  9 のレベルの優先順位を割り当てるこ とができます。 レベル 0 から  4 は通
常の優先順位です。 レベル 5 から  9 は迅速を求める優先順位です。 優先度が至急
のメ ッセージは、 通常の優先度のメ ッセージよ り も先に配信される。 一般に、 ア
ラーム メ ッセージやシャッ ト ダウン メ ッセージに対して迅速順位を使用します。
デフォルト優先順位はレベル 4 です。

優先順位は順位付き メ ッセージングをオーバーライ ドするため、 同じ順位キーを
持つメ ッセージに対しては、 すべて同じレベルの優先順位を指定する必要があ り
ます。 推奨設定は、 デフォルトの 4 のままにするこ とです。

他の優先順位レベルを使用するには、 まず、 WebLogic Server で宛先キーをコン
フ ィグレーシ ョ ンする必要があ り ます。 詳細については、 次の URL にある
『WebLogic Server 管理者ガイ ド』 の 「JMS の管理」 を参照してください。
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/adminguide/jms.html

ト ランザクシ ョ ン モード
メ ッセージを直ちに送信するか、 XML イベン ト をポス ト アクシ ョ ンの入ってい
る現在の ト ランザクシ ョ ンがコ ミ ッ トする際に送信するかを指定できます。 メ ッ
セージを直ちに送信する と、 ト ランザクシ ョ ンが完了したかど うかにかかわら
ず、 メ ッセージは送信されます。 コ ミ ッ ト時にメ ッセージを送信する と、 ト ラン
ザクシ ョ ンが正常に完了し、 コ ミ ッ トが発行された場合に限り、 メ ッセージは送
信されます。 ト ランザクシ ョ ンが正常に完了せず、 ロールバッ ク された場合、
メ ッセージは送信されません。 デフォルトは、 ト ランザクシ ョ ンのコ ミ ッ ト時で
す。 ワークフロー ト ランザクシ ョ ン境界の詳細については、 『BPM ク ラ イアン
ト  アプリ ケーシ ョ ン プログラ ミ ング ガイ ド』 の 「BPM ト ランザクシ ョ ン モデ
ル」 を参照してください。
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アドレス指定メ ッセージング

インスタンス化されたワークフローの受信側イベン ト  ノードがフローでアク
ティブ化されていない場合でも、 現在のワークフローとの会話を開始した （ワー
クフローを開始アクシ ョ ンでワークフローを呼び出すこ とによ り、 または以前に
送信された XML メ ッセージによ り、 ワークフロー内の開始ノードまたはイベン
ト  ノードを ト リ ガするこ とによ り） 特定のワークフロー インスタンスに確実に
応答メ ッセージが配信されるよ うにするには、 アドレス指定メ ッセージングを使
用できますノードのアクティブ化の詳細については、 『BPM ク ライアン ト  アプ
リ ケーシ ョ ン プログラ ミ ング ガイ ド』 の 「BPM ト ランザクシ ョ ン モデル」 を
参照してください。

アドレス指定メ ッセージングを使用する場合、 通常は、 メ ッセージの配信先の
ワークフロー インスタンス  ID のリ ス ト を用意します。 この リ ス トは、 XML 
メ ッセージに埋め込まれた WorkflowAttribute(“InstanceID”) 式によ り、 ま
たはワークフローを開始アクシ ョ ンによ り ワークフローに渡されるパラ メータ と
して、 発信元ワークフローから送信され、 現在のワークフローの前のノードによ
り抽出され、 変数に格納されます。 インスタンス  ID のリ ス トは、 通常、 対象の 
ID の入ったカンマ区切りの変数のリ ス トです。 メ ッセージは、 この リ ス トに指
定されたインスタンスに対してのみ配信されます。

注意 : ワークフロー インスタンス  ID は文字列と して格納されるため、 インス
タンス  ID 値を入れる変数を作成する場合は、 文字列型と して作成して く
ださい。 ワークフロー属性関数の詳細については、 8-12ページの 「実行
時のワークフロー データを収集する」 を参照して ください。

存続期間を指定した場合、 メ ッセージが指定されたすべての受取人に配信される
か、 消滅するかのいずれか早い方のイベン トが発生するまで、 メ ッセージは存続
します。

順序指定メ ッセージング

同じイベン トの リ スナに、 メ ッセージを受け取った順序どおりに処理させるに
は、 順序キーを指定します。 たとえば、 注文処理システムが注文を作成する要求
と、 注文の更新またはキャンセルを行う要求を受け取った場合、 作成要求メ ッ
セージを先に処理させるこ とができます。
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順序キーは整数値でなければならず、 その値は受け取った順序で処理させたいす
べてのイベン トで同じでなければなり ません。 たとえば、 2 つのイベン トが同時
にポス ト され、 受け取った順序で処理されるよ うにする場合、 各イベン トに対し
て、 整数値の 8 のよ うな同じ値の順序キーを入力します。 また、 順序指定メ ッ
セージは、 同じ  JMS キューに送信する必要があ り ます。

順序指定メ ッセージングは、 メ ッセージ優先順位と互換性がないため、 順序キー
を使用する場合は、 同じ順序キーを持つすべてのメ ッセージに対して同じレベル
の優先順位を設定する必要があ り ます。 推奨設定は、 デフォルトの 4 のままにす
るこ とです。

XML イベン ト をポストアクシ ョ ンを定義する
XML イベン ト を定義する手順は、 以下のとおりです。

1. [ アクシ ョ ンを追加 ] ダイアログ ボッ クスの [統合アクシ ョ ン ] フォルダから  
[XML イベン ト をポス ト ] を選択し、 [OK] をク リ ッ クする と、 [XML イベン
ト をポス ト ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。
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図 6-45   [XML イベン ト をポスト ] ダイアログ ボックスの [XML メ ッセージ ] タ
ブ

2. [XML メ ッセージ ] タブを選択し、 以下のいずれかを行う こ とによ り、 この
アクシ ョ ンを送信する  XML メ ッセージを定義します。

XML ドキュ メン トが XML タイプ変数に格納されている場合は、 [XML 
変数から ] ド ロ ップダウン リ ス トから変数を選択します。 XML タイプ変
数についての詳細については、 5-28ページの 「変数に関する作業」 を参
照して ください。

既存の XML ドキュ メン ト をロードまたは編集する場合は [構造 ] オプ
シ ョ ンを選択します。 新たに自由形式ドキュ メン ト を作成するには [子を
追加 ] ボタンをク リ ッ ク し、 ノードの追加を開始します。 既存の XML ド
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キュ メン ト を指定するには [ インポート ] ボタンをク リ ッ ク し、 ドキュ メ
ン ト をロード し、 必要に応じて編集します。 新たなタイプ指定 XML ド
キュ メン ト を作成するには [ コンテンツ  タイプを設定 ] ボタンをク リ ッ
ク し、 スキーマ ドキュ メン ト をロード します。 上記のオプシ ョ ンの詳細
な手順については、 7-2ページの 「XML ドキュ メン トの作成と編集」 を
参照してください。

 ユーザ定義の XML ドキュ メン トは、 ワークフロー テンプレート定義内に
保存される。

3. [送り先 ] タブの [送り先 ] オプシ ョ ンで、 以下のいずれかを選択します。

[内部 ] －デフォルト内部キューである  wlpiEventQueue にメ ッセージを
送信します。

[JMS ト ピッ ク ] －外部ト ピッ クにメ ッセージをポス ト します。 フ ィール
ドに、 ト ピッ クの JNDI 名を引用符で囲んで入力するか、 実行時にト ピッ
ク名を決定する式を入力します。

[JMS キュー ] －外部キュー、 または WebLogic Server でコンフ ィグレー
シ ョ ンされている代替内部キューにメ ッセージをポス ト します。 フ ィー
ルドに、 キューの JNDI 名を引用符で囲んで入力するか、 実行時にキュー
名を決定する式を入力します。

注意 : 式の作成方法の詳細については、 第 8 章 「ワークフロー式の使用法」

を参照して ください。
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図 6-46   [XML イベン ト をポスト ] ダイアログ ボックスの [送り先 ] タブ
 

4. （省略可能） [ ト ランザクシ ョ ン モード ] オプシ ョ ンから以下のいずれかを選
択します。

[ ト ランザクシ ョ ンのコ ミ ッ ト時 ] －ト ランザクシ ョ ンが正常に完了し、
コ ミ ッ トが発行された場合に限り メ ッセージを送信します。 ト ランザク
シ ョ ンが正常に完了せずにロールバッ ク された場合は、 メ ッセージは送
信されない。

[即時 ] －ト ランザクシ ョ ンの完了を待たずに直ちにメ ッセージを送信し
ます。
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5. （省略可能） [ メ ッセージ ヘッダ ] タブを選択し、 メ ッセージに追加する  JMS 
メ ッセージ プロパティを指定します （利用可能なワークフロー固有のプロパ

ティについては、 6-92ページの 「ヘッダ」 を参照）。 [追加 ] をク リ ッ クする
と、 [JMS プロパティを設定 ] ダイアログ ボッ クスが表示される。 このダイ
アログ ボッ クスの設定手順は、 次のとおり。

a. [JMS プロパティ ] フ ィールドに、 プロパティ名を指定する。

b. [JMS プロパティ値 ] フ ィールドに、 プロパティの値を入力する。 引用符
で囲んだ値を直接入力する、 または実行時に評価されて値を生成する式
を入力する。

c. [OK] をク リ ッ ク します。

図 6-47   [JMS プロパティ を設定 ] ダイアログ ボックス

6. （省略可能） [ メ ッセージ ヘッダ ] タブで以下のオプシ ョ ンから選択するこ と
によ り、 配信モードを指定します。

[永続 ] －メ ッセージをデータベース表に書き込み、 JMS サーバ障害の場
合でも メ ッセージが残るよ うにします。

[非永続 ] －メ ッセージを残しません。 JMS サーバが失敗する と、 メ ッ
セージが失われるこ とがあ り ます。
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図 6-48   [XML イベン ト をポスト ] ダイアログ ボックスの [ メ ッセージ ヘッダ ] 
タブ

7. （省略可能） [ メ ッセージ ヘッダ ] タブで、 [存続期間 ] フ ィールドに存続時間
を ミ リ秒単位で指定するか、 [式を使用 ] チェッ ク  ボッ クスにチェッ ク して、
実行時に評価されて値を生成する式をフ ィールドに入力します。 値 0 はメ ッ
セージが消滅しないこ とがわかり ます。

8. （省略可能） ド ロ ップダウン リ ス トから  0 (最低の優先順位 ) から  9 (最高の
優先順位 ) の値を選択するこ とによ り、 メ ッセージ優先順位を指定します。
あるいは、 [式を使用 ] チェッ ク  ボッ クスをオンにし、 実行時に評価されて
値を生成する式をフ ィールドに入力します。
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注意 : メ ッセージを並べるための順序キーを指定する場合は、デフォルト値 
4 のままにします。

9. （省略可能） アドレス指定メ ッセージを送信する場合は、 [ アドレス指定 ] タ
ブを選択し、 1 つまたは複数のワークフロー インスタンスのために XML 
メ ッセージを残しておく こ とを指定します。 [ アドレス指定されたメ ッセー
ジ ] チェッ ク  ボッ クスにチェッ ク し、 [ インスタンス  ID] フ ィールドに 1 つ
の変数名、 またはカンマ区切りの変数のリ ス ト を入力します。 変数には、 現
在のワークフローであらかじめワークフロー インスタンス  ID を格納してお
きます （詳細については、 6-95ページの 「アドレス指定メ ッセージング」 を
参照）。

図 6-49   [XML イベン ト をポスト ] ダイアログ ボックスの [ アドレス指定 ] タブ
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注意 : [ メ ッセージ ヘッダ ] 領域で [存続期間 ] を指定する と、 指定した期
間だけメ ッセージが保持されます。

10. （省略可能） 順序指定メ ッセージを送信する場合、 [ アドレス指定 ] タブで
メ ッセージの順序キーを入力します。 これは、 順に処理されるよ うにするす
べてのメ ッセージで同じ値にします。 この値は、 整数、 または実行時に整数
値を決定する式でなければなり ません。

注意 : 順序キーを指定する場合は、 メ ッセージ優先順位をデフォルトの 4 の
ままにして ください。

11. [OK] をク リ ッ クする と  [XML イベン ト をポス ト ] アクシ ョ ンが追加されま
す。

XML ドキュ メン トの変換

XSLT (Extensible Stylesheet Language Transformations: 拡張可能スタイルシート
言語変換 ) は、 XML ドキュ メン ト を他の XML ドキュ メン ト または非 XML ド
キュ メン トに変換するためのルールを定義します。 XSL テンプレート  ドキュ メ
ン トは、 変換する入力 XML ドキュ メン トの要素と、 その要素をどのよ うに変換
するかを指定します。

XSL 変換アクシ ョ ンによ り、 変換する入力 XML ドキュ メン ト 、 変換の詳細を指
定する  XSL テンプレート  ドキュ メン ト 、 変換されたドキュ メン ト を入れる出力
変数を指定できます。 実際の変換は実行時に行われ、 WebLogic Server 付属の 
XSL 変換エンジンによ り実行されます。

入力ドキュ メン トにはワークフロー式を入れるこ とができます。 その場合、 式は
変換を行う前にプロセス  エンジンによ り解決され、 結果の入った式に置き換え
られます。 同様に、 XSL テンプレート  ドキュ メン トにはワークフロー変数に対
する参照を入れるこ とができます。 その場合、 参照は変換を行う前にプロセス  
エンジンによ り解決され、 適切な値の入った参照に置き換えられます。

入力ドキュ メン トは、 実行時にドキュ メン トの場所を指示する式と して指定され
るこ とに注意して ください。 この式には、 XML ドキュ メン ト を格納したワーク
フロー変数の名前を含めるこ とができます。 この場合、 XML タイプ変数を作成
し （5-28ページの 「変数に関する作業」 参照）、 あらかじめワークフローで既存
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または着信 XML ドキュ メン ト を割り当てておく必要があ り ます。 これを行う方
法の 1 つは、 ワークフロー変数を設定アクシ ョ ンです。 その手順については、
6-22ページの 「変数値の設定」 を参照して ください。

XSL テンプレート  ドキュ メン ト （変換ドキュ メン ト ） は、 リポジ ト リに格納さ
れたエンティティにできます （詳細については、 4-27ページの 「リ ポジ ト リに
あるエンティティの管理」 を参照）。 あるいは、 実行時にドキュ メン トの場所を
示す式を使用するこ と もできます。 リポジ ト リにある  XSL エンティティ または
実行時に場所指定される  XSL ドキュ メン トがパラ メータを取る場合、 実行時に
パラ メータの値を提供する式を指定するこ と もできます。

出力ドキュ メン トは、 事前に作成できる  XML または文字変数に格納する必要が
あ り ます。 その手順については、 5-31ページの 「変数を作成する」 を参照して
ください。
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図 6-50   [XSL 変換 ] ダイアログ ボックス

XML ドキュ メン ト を変換する手順は、 以下のとおりです。

1. [ アクシ ョ ンを追加 ] ダイアログ ボッ クスの [統合アクシ ョ ン ] フォルダから  
[XSL 変換 ] を選択し、 [OK] をク リ ッ クする と、 [XSL 変換 ] ダイアログ ボッ
クスが表示されます。

2. [入力ドキュ メン ト ] フ ィールドに、 変換する  XML ドキュ メン ト を表わす式
を入力します。 この式は実行時に評価され、 XML ドキュ メン ト を得るこ と
ができる。 また、 この式には、 以前に入力ドキュ メン ト を格納した変数名を
含めるこ と もできる。
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注意 : 式の作成方法の詳細については、 第 8 章 「ワークフロー式の使用法」

を参照して ください。

3. [変換ドキュ メン ト ] フ ィールドの 1 つに、 入力ドキュ メン ト を変換するた
めに使用する  XSL テンプレート  ドキュ メン ト を指定します。 以下のオプ
シ ョ ンからいずれか 1 つを選択します。

[式 ] － XSL テンプレート  ドキュ メン ト を取得するために実行時に評価す
る式を入力します。

[ リ ポジ ト リ ] － XML リ ポジ ト リに格納された XSL テンプレート  ドキュ
メン トの名前を入力するか、 [XML] ボタンをク リ ッ ク して [XML ファ イ
ンダ ] ダイアログ ボッ クスを表示させ、 リポジ ト リから、 または URL に
よ り指定された場所から、 希望する  XSL ファ イルを選択します。 XML 
ファ インダを使用して XML エンティティ を検索する手順については、
7-19ページの 「XML エンティティ を取り出す」 を参照して ください。

4. XSL ドキュ メン ト を表わす式を入力した場合、 またはパラ メータを取る  
XSL ドキュ メン ト を指定した場合、 必要に応じて [追加 ] をク リ ッ ク して 
[XSL パラ メータ ] ダイアログ ボッ クスを表示させるこ とによ り、 実行時に
変換ドキュ メン トに渡すパラ メータを追加できます。

図 6-51   [XSL パラメータ ] ダイアログ ボックス

5. [パラ メータ ] フ ィールドにパラ メータ名を入力する。

6. [式 ] フ ィールドに、 実行時に評価されてパラ メータの値を生成する式を入力
する。

7. [OK] をク リ ッ ク してパラ メータを追加する。 新しいパラ メータが [XSL パラ
メータ ] リ ス トに表示される。
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8. パラ メータをさ らに追加する場合は、 手順 4 ～ 7 を繰り返す。 あるいは、 [
更新 ] または [削除 ] をク リ ッ ク して既存のパラ メータを更新または削除す
る。

9. [出力変数 ] ド ロ ップダウン リ ス トから、 変換された XML ドキュ メン ト を
入れる変数を選択します。 この変数は XML 型でなければならない。 変数の
名前の入力もできます。 変数が存在しない場合には、 変数を作成するよ うに
要求される。 変数の定義方法の詳細は、 5-28ページの 「変数に関する作業」
を参照して ください。

10. [OK] をク リ ッ クする とアクシ ョ ンが追加されます。

例外処理

例外の処理に関係するアクシ ョ ンは、 すべて第 9 章 「ワークフロー例外の処理」

で説明します。
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この章では、 Studio を使用して XML エンティティの取り出し、 構成、 および保
存を行う方法を説明します。

XML ドキュ メン ト管理タスクの概要

XML ドキュ メン トの作成と編集

XML ファ インダによる  XML エンティティの取り出し とエクスポート

XML ドキュ メン ト管理タスクの概要

いくつかのワークフロー アクシ ョ ンには、 ワークフローに埋め込まれているフ
リーフォーム XML ドキュ メン トやタイプ指定 XML ドキュ メン トの作成、編集、
およびエクスポートに使用できる  XML エディ タが内蔵されています。 XML 
ファ インダを使用する と、 さまざまなソース内の XML エンティティ を検索し、
そのエンティティを別のタイプのス ト レージで保存できます。 XML ドキュ メン
トのコンテンツとス ト レージの管理は次のよ うに行います。

（省略可能） 既存の XML エンティティをファ イル システムから リポジ ト リ
にインポート します。 このエンティティには、 XML ドキュ メン ト  テンプ
レートやインスンタンス、 XML スキーマ ドキュ メン ト などが含まれます。
その手順は、 4-27ページの 「 リポジ ト リにあるエンティティの管理」 で説明
されています。

あるいは、 前にエクスポート した XML エンティティ を既存のワークフロー 
パッケージからインポート します。 詳細については、 11-5ページの 「ワーク
フロー パッケージのインポート 」 の手順を参照してください。

アクシ ョ ンワークフロー変数を設定、 XML イベン ト をポス ト 、 XML をク ラ
イアン トに送信、 XSL 変換、 および例外ハンド ラの呼び出しを既存のノード
またはアクシ ョ ンに追加します。 最初の 3 つのアクシ ョ ンについては、 第 6 
章 「アクシ ョ ンの定義」 を参照してください。 例外ハンド ラの呼び出しアク
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7 XML エンテ ィテ ィ を操作
シ ョ ンについては、 9-13ページの 「例外ハンド ラを呼び出す」 を参照して く
ださい。

アクシ ョ ン ダイアログ ボッ クスで XML ドキュ メン ト を構成、 インポート、
および編集します。 手順の詳細は、 7-2ページの 「XML ドキュ メン トの作成
と編集」 を参照して ください。

（省略可能） XML ファ インダを使用して XML エンティティ をファ イル シス
テムまたは XML リ ポジ ト リ  データベースから取り出してワークフローにイ
ンポート します。 手順の詳細は、 7-19ページの 「XML エンティティ を取り
出す」 を参照して ください。

（省略可能） XML ファ インダを使用して、 ワークフローに埋め込まれた 
XML ドキュ メン ト をファ イル システムまたは XML リ ポジ ト リ  データベー
スにエクスポート します。 手順の詳細は、 7-26ページの 「XML エンティ
ティをエクスポートする」 を参照して ください。

注意 : XML ドキュ メン ト を作成するダイアログ ボッ クスでは XML 要素値を式
と して入力する必要があるため、 XML ドキュ メン トの定義を始める前
に、ワークフロー式言語と  Studio の Expression Builder ツールの学習も必
要です。 ワークフロー式に関する詳細については、 第 8 章 「ワークフ

ロー式の使用法」 を参照してください。

XML ドキュ メン トの作成と編集

次のアクシ ョ ン ダイアログ ボッ クスには、 ワークフロー テンプレート定義内に
保存された整形式の XML ドキュ メン トの作成、 インポート、 および編集に使用
する、 組み込み XML エディ タが含まれています。

[ ワークフロー変数を設定 ]

[XML イベン ト をポス ト ]

[XML をク ライアン トに送信 ]

[例外ハンド ラの呼び出し ]
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図 7-1   アクシ ョ ン ダイアログ ボックスの XML エディ タ

XML エディ タには、 次の標準 XML マークアップから成る ノードで構成される  
XML ドキュ メン トが、 ツ リー構造で表示されます。

Elements (要素 )

Attributes （属性）

Comments ( コ メン ト )

CDATA sections (CDATA セクシ ョ ン )

Processing instructions (処理手順 )

左ペインには要素および属性のタグなどのメ タデータが表示され、 右ペインには
各タグに対する実際のデータ値が表示されます。

Studio のダイアログ ボッ クスで作成および編集する ドキュ メン トは、 実際には、
実行時に XML ドキュ メン トのインスタンスを生成するために使われる  XML ド
キュ メン トのテンプレートです。 つま り、 要素および属性に対してワークフロー
の式を使用して実行時に値を生成し、 これらのノードのうちの 1 つから  
Expression Builder を起動してユーザ指定の式を作成できます。 要素と属性の
データはワークフローの式構文に従う必要があるため、 文字列をすべて引用符で
囲みます。 入力した値が有効なワークフロー式でない場合、 たとえば文字列が引
用符で囲まれていない場合やバッ クスラ ッシュの前にエスケープ文字がない場合
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は、  アイコンがその前に表示されます。 ワークフロー式の言語、 および 
Expression Builder の使い方については、 第 8 章 「ワークフロー式の使用法」 を

参照してください。

ドキュ メン トの新規作成、 および既存のドキュ メン トの編集には、 フ リーフォー
ム モード と コンテンツ型モードの 2 つのモードがあ り ます。 フ リーフォーム 
モードでは、 コンテンツ  タイプの検証を行わずにドキュ メン ト を作成および編
集します。特定のコンテンツ  タイプに従う必要のない整形式の XML ドキュ メン
ト を生成する と きには、 フ リーフォーム モードを使用します。 フ リーフォーム 
モードでの XML ドキュ メン ト作成の詳細は、 7-6ページの 「フ リーフォーム ド
キュ メン ト を作成する」 を参照してください。

コンテンツ  タイプ モードでは、 ドキュ メン ト を検証する基準となる既存の外部
スキーマ ドキュ メン ト をロードするこ とで新規または既存ドキュ メン トのコン
テンツ タイプを指定します。 ドキュ メン トの作成または編集処理中に、 ドキュ
メン トの有効性を何度でも検証できます。 コンテンツ型の指定されたドキュ メン
トでの作業については、 7-11ページの 「タイプ指定ドキュ メン ト を操作する」
を参照して ください。

既存のフ リーフォームおよびタイプ指定ドキュ メン ト を リポジ ト リ またはディ ス
ク上のファイルからインポートするこ と （7-7ページの 「既存のドキュ メン ト を
インポートする」 参照） や、 コンテンツ  タイプを既存ドキュ メン トに追加する
こ と （7-15ページの 「既存のドキュ メン トへの新しいコンテンツ  タイプを設定
する」 参照） も可能です。

さ らに、 Studio で作成または編集されたドキュ メン ト  テンプレート を リポジ ト
リ またはディ スク上のファ イルにエクスポートするこ とが可能です。アクシ ョ ン  
ダイアログ ボッ クスから  XML ドキュ メン ト をエクスポートする方法について
は、 7-26ページの 「XML エンティティをエクスポートする」 を参照して くださ
い。

XML ドキュ メン トの作業に使用するダイアログ ボッ クス内には、 次の表に示す
ツールバーが表示されます。 XML ドキュ メン トの作成、 インポート、 編集、 お
よびコンテンツ  タイプの設定方法については、 後の節で説明します。
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表 7-1  XML エディ タのツールバー ボタンとキーボード  シ ョート カッ ト

ボタン キーボード  
シ ョート カッ ト

目的

〔Ctrl〕 + 〔q〕 リ ポジ ト リ、 ディ スク上のファイル、 または URL 
位置から、 編集対象の既存の XML ドキュ メン ト を
取り出す。 詳細については、 7-19ページの 「XML 
エンティティを取り出す」 を参照。

〔Ctrl〕 + 〔w〕 ワークフロー内の XML メ ッセージを リポジ ト リ ま
たはディ スク上のファイルに保存する。 詳細につ
いては、 7-26ページの 「XML エンティティをエク
スポートする」 を参照。

〔Ctrl〕 + 〔t〕 XML ドキュ メン トのコンテンツ  タイプと して設定
するスキーマ ドキュ メン ト を取り出す。 詳細につ
いては、 7-11ページの 「タイプ指定ドキュ メン ト
を操作する」 を参照。

〔Ctrl〕 + 〔k〕 コンテンツ  タイプと して現在設定されているス
キーマ ファ イルのコンテンツを表示する。 詳細に
ついては、 7-17ページの 「タイプ指定ドキュ メン
ト を検証する」 を参照。

〔Ctrl〕 + 〔l〕 ドキュ メン トが有効な XML で、現在のコンテンツ 
タイプに従っているかど うかを調べる。 詳細につ
いては、 7-17ページの 「タイプ指定ドキュ メン ト
を検証する」 を参照。

〔Delete〕 選択したノードを削除する、 または文書型宣言が
選択されている場合は、 現在のドキュ メン トから
コンテンツ  タイプ定義を取り除く。

〔Ctrl〕 + 〔Insert〕 選択した要素と同じレベルに、 要素ノードを追加
する。

〔Insert〕 ドキュ メン トのルート要素ノードを追加する、 ま
たは選択した要素の下位レベルの要素を追加する。

〔Ctrl〕 + 〔a〕 選択した要素に属性ノードを追加する。
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フリーフォーム ドキュ メン ト を作成する
フ リーフォーム ドキュ メン ト を作成する手順は、 次のとおりです。

1. XML エディ タを含むアクシ ョ ン ダイアログ ボッ クスで、[子を追加 ] ボタン 

 をク リ ッ ク してルート要素をドキュ メン トに追加します。 デフォルトの
要素名が選択された状態で表示されます。

2. デフォルト名 element を変更するには、 新しい名前を入力して上書きしま
す。

3. 要素に値を追加するには、 右ペインで要素の横にあるフ ィールドをダブルク
リ ッ ク し、 ワークフローの式構文を使って値を入力します。

〔Ctrl〕 + 〔p〕 処理手順ノードを追加する。

〔Ctrl〕 + 〔m〕 コ メ ン ト  ノードを追加する。

〔Ctrl〕 + 〔n〕 CDATA セクシ ョ ン ノードを追加する。

〔Ctrl〕 + 〔↑〕 選択したノードを、 同じレベル内で上に移動する。

〔Ctrl〕 + 〔↓〕 選択したノードを、 同じレベル内で下に移動する。

〔Ctrl〕 + 〔→〕 選択したノードを、 下位レベルに移動する。

〔Ctrl〕 + 〔←〕 選択したノードを、 上位レベルに移動する。

表 7-1  XML エディ タのツールバー ボタンとキーボード  シ ョート カッ ト

ボタン キーボード  
シ ョート カッ ト

目的
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4. 表 7-1 に示すツールバー ボタンを使用する、 または 7-9ページの 「XML ド
キュ メン ト を編集する」 に示す手順に従って、 ドキュ メン トにノード と値を
さ らに追加します。

5. ドキュ メン トの作成が完了したと きに、 次の操作のうち 1 つを行います。

（省略可能） ドキュ メン ト を リポジ ト リ またはファイルにエクスポート し

ます。 エクスポートの手順は、 7-26ページの 「XML エンティティをエク
スポートする」 を参照して ください。

アクシ ョ ン ダイアログ ボッ クスで [OK] をク リ ッ ク し、 ドキュ メン ト を
ワークフローに保存します。 要素または属性に無効なワークフローの式
が含まれている場合、 ドキュ メン ト を保存する前に訂正するよ うに求め
られます。

ワークフローから ドキュ メン ト を破棄するには、 アクシ ョ ン ダイアログ 
ボッ クス内の [取消し ] をク リ ッ ク します。

既存のドキュメン ト をインポートする

Studio の XML エディ タで作成後にエクスポート した、 またはその他のメ ソ ッ ド
で作成されたフ リーフォームおよびコンテンツ型の XML ドキュ メン トは、 両方
と も インポートできます。 コンテンツ型のドキュ メン トのインポートについて
は、 7-12ページの 「タイプ指定ドキュ メン トのインポートについて」 を参照し
てください。

既存 XML ドキュ メン ト をワークフローにインポートする と、 XML エディ タに
よって XML ドキュ メン トが次の 2 種類に区別されます。

Studio の XML エディ タで前にエクスポート された XML ドキュ メン ト 。 つ
ま り、 ワークフロー式構文に即した要素値と属性値を含むワークフロー 
XML ドキュ メン ト  テンプレート 。

別の方法で作成された XML ドキュ メン ト 。 つま り、 標準 XML 値を含む 
XML ドキュ メン ト  インスタンス。

Studio から作成およびエクスポート されたワークフロー XML ドキュ メン ト  テン
プレートでは、 要素および属性の文字列の値が引用符で囲まれていますが、 その
他のドキュ メン トのインスタンスでは、 通常、 囲まれていません。 そのため、
Studio のアクシ ョ ン ダイアログ ボッ クス以外で作成された XML ドキュ メン ト
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では、 ドキュ メン ト を  XML テンプレートに変換するよ う求められます。 変換処
理を行う と、 必要に応じてすべての要素および属性の値が引用符で囲まれるた
め、 手動で挿入する必要はあ り ません。

注意 : Studio では、 前のバージ ョ ンの WebLogic Process Integrator からエクス
ポート された XML ドキュ メン トはドキュ メン ト  テンプレート と して認
識されないため、 この場合も、 これらのドキュ メン ト を  XML ドキュ メ
ン トにコンバートするよ う要求されます。 XML エディ タが余分な引用符
を挿入しないよ うに、 インポート したドキュ メン ト を変換しないでくだ
さい。

既存のフ リーフォームまたはコンテンツ型 XML ドキュ メン ト をインポートする
手順は、 次のとおりです。

1. アクシ ョ ン ダイアログ ボッ クスで [ インポート ] ボタン  をク リ ッ ク し、
XML ファ インダを表示します。

2. 7-19ページの 「XML エンティティ を取り出す」 の手順に従って、 XML ファ
インダを使用してさまざまなソースから ドキュ メン ト を選択します。 ドキュ
メン トがドキュ メン ト  テンプレート と して検出されなかった場合、 「値を二
重引用符で囲む」 という メ ッセージが表示されます。

図 7-2   [値を二重引用符で囲む ] ダイアログ ボックス

3. 次の操作を行います。

旧バージ ョ ンの WebLogic Process Integrator から作成およびエクスポート
されたドキュ メン トの場合は、 [いいえ ] をク リ ッ ク します。

その他のメ ソ ッ ドによって作成されたドキュ メン トの場合は、 [はい ] を
ク リ ッ ク します。

ドキュ メン トが XML エディ タにインポート されます。
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4. 必要に応じて、 表 7-1 に示すツールバー ボタンを使用するか、 または 7-9
ページの 「XML ドキュ メン ト を編集する」 に示す手順に従って、 ノード と
値を追加および編集します。

5. （省略可能） コンテンツ型のドキュ メン トでは、 7-17ページの 「タイプ指定
ドキュ メン ト を検証する」 の手順に従って、 ドキュ メン トの検証を行いま
す。

6. （省略可能） 別のドキュ メン ト をインポート して現在のドキュ メン ト と置き
換えるには、 [ インポート ] ボタンをク リ ッ ク します。 現在のドキュ メン ト を
上書きするプロンプ トが表示されたら、 [はい ] をク リ ッ ク してインポート を
続行します。 または [いいえ ] をク リ ッ ク して取り消します。

7. ドキュ メン トの編集が完了したと きに、 次の操作のうち 1 つを行います。

（省略可能） ドキュ メン ト を  XML リ ポジ ト リ またはディ スク上のファイ
ルにエクスポート します。 エクスポートの手順は、 7-26ページの 「XML 
エンティティをエクスポートする」 を参照して ください。

アクシ ョ ン ダイアログ ボッ クス内の [OK] をク リ ッ ク して、 ワークフ
ロー内にドキュ メン ト を保存します。 要素または属性に無効なワークフ
ローの式が含まれている場合、 ドキュ メン ト を保存する前に訂正するよ
うに求められます。

ワークフローから ドキュ メン ト を破棄するには、 アクシ ョ ン ダイアログ 
ボッ クス内の [取消し ] をク リ ッ ク します。

XML ドキュ メン ト を編集する
新規またはインポート された、 フ リーフォームまたはコンテンツ型のドキュ メン
トの編集手順は、 一般的に次のとおりです。 コンテンツ型のドキュ メン ト を編集
する際の詳細は、 7-11ページの 「タイプ指定ドキュ メン ト を操作する」 を参照
して ください。

表 7-2  XML ドキュ メン トの編集

目的 操作

ドキュ メン ト内を移動
する

左ペインですべてのノードを展開する。 右ペインの右側
にあるスクロール バーを使用する、 または 〔Tab〕、 〔↑〕、
〔↓〕 を押して、 ドキュ メン ト内を上下に移動する。
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フ リーフォーム ド
キュ メン トの最初の要
素を追加する

[子を追加 ] ボタンをク リ ッ クする、 または 〔Insert〕 を押
す。

要素にサブ要素を追加
する

左ペイン内で要素を選択し、 [子を追加 ] ボタンをク リ ッ
クする、 または 〔Insert〕 を押す。

別の要素と同じレベル
に要素を追加する

左ペイン内で要素を選択し、 [兄弟を追加 ] ボタンをク
リ ッ クする、 または 〔Ctrl〕 + 〔Insert〕 を押す。

要素名を編集する 左ペインで要素をダブルク リ ッ ク してエン ト リ  フ ィール
ドを表示する。 必要に応じて要素名を変更する。

要素に属性を追加する 左ペイン内で要素を選択し、 [属性を追加 ] ボタンをク
リ ッ クする、 または 〔Ctrl〕 + 〔a〕 を押す。

属性名を編集する 左ペインで属性をダブルク リ ッ ク してエン ト リ  フ ィール
ドを表示する。 必要に応じて属性名を変更する。

要素または属性の値を
編集する

右ペイン内で、 値を追加または編集する要素または属性
の横にある線をダブルク リ ッ クする。 エン ト リ  フ ィール
ドが表示されるので値を入力する。 または [式 ] ボタンを
ク リ ッ ク して [Expression Builder] を呼び出し、 有効な
ワークフロー式を構築する。 文字列は二重引用符で囲む
必要がある。 構文が無効な場合、 エン ト リの横に赤い X 
が表示される。 ワークフローの式の定義については、第 8 
章 「ワークフロー式の使用法」 を参照。

コ メン ト  ノードを追
加する

左ペイン内でコ メン ト を追加する要素を選択し、 [ コ メン
ト を追加 ] ボタンをク リ ッ クする、 または 〔Ctrl〕 + 〔m〕
を押す。

処理手順を追加する 左ペイン内で、 処理手順を追加する要素を選択し、 [処理
手順を追加 ] ボタンをク リ ッ クする、 または 〔Ctrl〕 +
〔p〕 を押す。

処理手順のターゲッ ト
を変更する

左ペインで処理手順をダブルク リ ッ ク してエン ト リ  
フ ィールドを表示する。 必要に応じて処理手順対象を変
更する。

表 7-2  XML ドキュ メン トの編集

目的 操作
7-10 WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイド



XML ド キュメ ント の作成と編集
タイプ指定ドキュメン ト を操作する

既存の外部スキーマに基づいて XML ドキュ メン ト を作成するこ とができます。
内部 DTD 宣言はサポート されていません。

また、 既存ドキュ メン ト をスキーマに基づいてインポートするこ とや、 XML エ
ディ タに既にロード されている ドキュ メン トのコンテンツ  タイプを設定するこ
と も可能です。

CDATA セクシ ョ ンを
追加する

左ペイン内で、 CDATA セクシ ョ ンを追加する要素を選択
し、 [CDATA を追加 ] ボタンをク リ ッ クする、 または
〔Ctrl〕 + 〔n〕 を押す。

コ メン ト、 処理手順、
または CDATA セク
シ ョ ンの値の編集

右ペインで、 値を編集するコ メン ト、 処理手順、 または 
[CDATA] アイコンの横にあるラインをダブルク リ ッ クす
る。 エン ト リ  フ ィールドが表示されるので値を入力する。

ノードの順序を変更す
る

移動する要素、 属性、 コ メン ト、 処理手順、 または 
CDATA セクシ ョ ンを選択し、 [ ノードを上に移動 ] また
は [ ノードを下に移動 ] ボタンをク リ ッ クする、 または
〔Ctrl〕 + 〔↑〕 または 〔Ctrl〕 + 〔↓〕 を押す。

ノードの階層的レベル
を変更する

レベルを変更する要素、 コ メン ト、 処理手順、 または 
CDATA セクシ ョ ンを選択し、 [ ノードを右に移動 ] また
は [ ノードを左に移動 ] ボタンをク リ ッ クする、 または
〔Ctrl〕 + 〔→〕 または 〔Ctrl〕 + 〔←〕 を押す。

ノードを削除する 左右いずれかのペイン内で、 削除する要素または属性を
選択して、 [削除 ] ボタンをク リ ッ クする、 または
〔Delete〕 を押す。

表 7-2  XML ドキュ メン トの編集

目的 操作
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参照スキーマの格納について

WebLogic Integration サーバは、 XML ドキュ メン ト  テンプレートに関連付けら
れているスキーマ ドキュ メン トに実行時にアクセスできなければならないため、
Studio XML ドキュ メン トによって参照されるスキーマは URL でアクセスできる
場所にある  XSD ファ イルと して、 またはリポジ ト リ内のエンティティ と して存
在する必要があ り ます。

注意 : URL が WebLogic Integration サーバと異なるマシン上の場所を指す
場合、 実行時に処理エンジンが XML ドキュ メン トのインスタンスを生
成しても、 URL で参照するシステムが非アクティブな状態である危険
性があ り ます。 このよ うな場合、 サーバ例外が発生します。 XSD ファ
イルは、 実行時に確実にアクセスできる場所 （WebLogic Integration 
サーバのファ イル システム上など） に格納するよ うにしてください。 ま
た、 使用する  URL が実行時において有効で、 必要な リ ソースの正しい
場所を指すこ と も確認して ください。

スキーマ リ ソースを リポジ ト リに格納しておく と、 頻繁にアクセスされる ド
キュ メン トの取り出しが容易になる場合があ り ます。 リ ソースを リポジ ト リにイ
ンポートする手順については、 4-27ページの 「 リ ポジ ト リにあるエンティティ
の管理」 を参照して ください。

一方で、 新規作成されたドキュ メン ト をエクスポートする場合や、 インポート済
みのドキュ メン ト を再エクスポートする場合は、 リポジ ト リに保持されるスキー
マへの参照はコンテンツ  タイプ宣言内のエンティティ名でのみ識別され、 サー
ドパーティ製の XML パーサでは解決されないこ と もあ り ます。 したがって、 エ
クスポート された XML ドキュ メン トが WebLogic Integration の外と内のどちら
で使用されるかに応じて、 XSD を適切な場所に配置するこ とが重要です。 XML 
ドキュ メン ト を  WebLogic Integration の外部で使用する場合、ディ スク  ファ イル
上にリ ソースを格納し、 URL でアクセスするこ とをお勧めします。 XML ドキュ
メン ト を  WebLogic Integration 内で使用する場合、 XML リ ポジ ト リに リ ソース
を格納するこ とをお勧めします。

タイプ指定ドキュメン トのインポートについて

文書型宣言を含む既存ドキュ メン ト を外部スキーマ ドキュ メン トにインポート
するこ とは可能ですが、 内部ドキュ メン トにインポートするこ とはできません。
設計時に WebLogic Integration サーバが参照スキーマにアクセスできるこ と、 お
よび文書型宣言でドキュ メン トの場所を指定するために有効な URL が使用され
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ているこ とを確認してください。 宣言にドキュ メン ト名のみが含まれていて、 完
全な場所は含まれていない場合は、 WebLogic Integration サーバは参照を解決で
きず、 ドキュ メン トのインポートは不可能です。

別の方法と して、参照スキーマ リ ソースを  XML リ ポジ ト リに格納するこ と も可
能です。 この方法では、 リポジ ト リ  エンティティの名前を文書型宣言に単に指
定すれば、 WebLogic Integration サーバが参照を解決します。 リ ソースを リポジ
ト リにインポートする手順については、 4-27ページの 「リポジ ト リにあるエン
ティティの管理」 を参照してください。

インポート したドキュ メン ト を再度エクスポートする場合は、 前述の実行時の注
意事項をご覧ください。

コンテンツ型ドキュ メン トのインポート手順については、 7-7ページの 「既存の
ドキュ メン ト をインポートする」 を参照して ください。

タイプ指定ドキュメン ト を作成する

XML ドキュ メン ト をスキーマに基づいて作成する と、 XML エディ タによって
以下のコンポーネン トから構成されるデフォルト  ドキュ メン トが作成されます。

スキーマ定義ドキュ メン トの場合は、 参照スキーマを指定するルート要素内

の属性。

すべての必須要素および属性、 任意の要素および属性の 1 つのインスタン
ス。 コンテンツ  タイプ定義によってサポート される、 任意の要素および属性
をさらに追加できます。

要素または属性のデフォルト値。 定義済みの許容値のセッ トからデフォルト

値を指定します。 値を編集して、 コンテンツ  タイプ定義によってサポート さ
れる別の値を指定できます。

処理手順。 ドキュ メン トがワークフロー XML テンプレートであるかど うか
を示します。 処理手順は見えませんが、 エクスポート されたドキュ メン ト内
に生成されます。

新しいコンテンツ型ドキュ メン ト を作成する手順は、 次のとおりです。

1. XML エディ タを含むアクシ ョ ン ダイアログ ボッ クスで、 [ コンテンツ  タイ

プを設定 ] ボタン  をク リ ッ ク します。 [XML ファ インダ ] が表示されま

す。
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2. 7-19ページの 「XML エンティティ を取り出す」 の手順に従い、 [XML ファ
インダ ] を使用して適切なソースからスキーマ ドキュ メン ト を選択します。
コンテンツ型ドキュ メン トが取得される と、 「デフォルトのドキュ メン ト を
生成」 とい う メ ッセージが表示されます。

図 7-3   [デフォルトのドキュ メン ト を生成 ] ダイアログ ボックス

3. [はい ] をク リ ッ ク して、 デフォルト  ドキュ メン ト を生成します。 [ルート要
素を選択して ください ] ダイアログ ボッ クスに、 定義したすべての要素が表
示されます。

図 7-4   [ルート要素を選択して く ださい ] ダイアログ ボックス

4. ドキュ メン トのルート要素となる要素を選択し、 [OK] をク リ ッ ク します。 デ
フォルト  ドキュ メン トが作成されます。 DTD ベースのドキュ メン トでは、
ルート要素の上位にプロログが文書型宣言と一緒に挿入されます。 スキーマ
に基づく ドキュ メン トでは、 ルート要素内にスキーマを参照する属性が挿入
されます。

5. 表 7-1 のツールバー ボタンを使用、 または 7-9ページの 「XML ドキュ メン
ト を編集する」 の手順に従って、 ノード と値を必要に応じて追加および編集
します。
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6. 7-17ページの 「タイプ指定ドキュ メン ト を検証する」 の手順に従って、 ド
キュ メン ト を検証します。

7. ドキュ メン トの作成および検証が完了したと きに、 次の操作のうち 1 つを行
います。

（省略可能） ドキュ メン ト を  XML リ ポジ ト リ またはディ スク上のファイ
ルにエクスポート します。 エクスポートの手順は、 7-26ページの 「XML 
エンティティをエクスポートする」 を参照して ください。

アクシ ョ ン ダイアログ ボッ クス内の [OK] をク リ ッ ク して、 ワークフ
ロー内にドキュ メン ト を保存します。 要素または属性に無効なワークフ
ローの式が含まれている場合、 ドキュ メン ト を保存する前に訂正するよ
うに求められます。

ワークフローから ドキュ メン ト を破棄するには、 アクシ ョ ン ダイアログ 
ボッ クス内の [取消し ] をク リ ッ ク します。

既存のドキュメン トへの新しいコンテンツ タイプを設定する
作成したドキュ メン ト またはインポート した既存のドキュ メン トに、コンテンツ  
タイプ定義を適用できます。 また、 コンテンツ  タイプ ドキュ メン トからコンテ
ンツ  タイプを削除したり、 新規または既存のコンテンツ型ドキュ メン トのコン
テンツ タイプを変更するこ と もできます。

フ リーフォーム ドキュ メン トにコンテンツ タイプ定義を適用する手順は、 次の
とおりです。

1. 以下のいずれか 1 つを実行します。

7-6ページの 「フ リーフォーム ドキュ メン ト を作成する」 の手順に従っ
て、 新しいフ リーフォーム ドキュ メン ト を作成します。

7-7ページの 「既存のドキュ メン ト をインポートする」 に記載の手順 1 ～ 
3 に従い、 既存のフ リーフォーム ドキュ メン ト をインポート します。

2. [ コンテンツ  タイプを設定 ] ボタン  をク リ ッ ク します。 [XML ファ イン

ダ ] が表示されます。

3. 7-19ページの 「XML エンティティ を取り出す」 の手順に従い、 [XML ファ
インダ ] を使用して適切なソースからスキーマ ドキュ メン ト を選択します。
コンテンツ型ドキュ メン トが取得される と、 「デフォルトのドキュ メン ト を
生成」 とい う メ ッセージが表示されます。
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図 7-5   [デフォルトのドキュ メン ト を生成 ] ダイアログ ボックス

4. [いいえ ] をク リ ッ ク して、 既存のドキュ メン ト を保持します。

5. 7-9ページの 「XML ドキュ メン ト を編集する」 の説明に従って、 ドキュ メン
ト を定義します。

6. 7-17ページの 「タイプ指定ドキュ メン ト を検証する」 の説明に従って、 ド
キュ メン ト を検証します。

コンテンツ型ドキュ メン トからコンテンツ  タイプ定義を削除する手順は、 次の
とおりです。

1. スキーマ型ドキュ メン トでは、 スキーマを参照するルート要素の属性ノード
を選択します。

2. [削除 ] ボタン  をク リ ッ ク します。 コンテンツ  タイプ定義が削除され、

ドキュ メン トがフ リーフォーム ドキュ メン トに変わり ます。

コンテンツ型ドキュ メン トのコンテンツ  タイプを変更する手順は、 次のとおり
です。

1. スキーマ型ドキュ メン トでは、 スキーマを参照するルート要素の属性ノード
を選択します。

2. ルート要素の上位にある、 コンテンツ  タイプ定義を含むノードを選択しま
す。

3. [削除 ] ボタン  をク リ ッ ク します。 コンテンツ  タイプ定義が削除され

ます。

4. [ コンテンツ  タイプを設定 ] ボタン  をク リ ッ ク します。 [XML ファ イン

ダ ] が表示されます。
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5. 7-19ページの 「XML エンティティ を取り出す」 の手順に従い、 [XML ファ
インダ ] を使用して適切なソースからスキーマ ドキュ メン ト を選択します。
コンテンツ型ドキュ メン トが取得される と、 「デフォルトのドキュ メン ト を
生成」 とい う メ ッセージが表示されます。

6. [いいえ ] をク リ ッ ク して、 既存のドキュ メン ト を保持します。

7. 7-9ページの 「XML ドキュ メン ト を編集する」 の説明に従って、 ドキュ メン
ト を定義します。

8. 7-17ページの 「タイプ指定ドキュ メン ト を検証する」 の説明に従って、 ド
キュ メン ト を検証します。

タイプ指定ドキュメン ト を検証する

新規作成またはインポート されたタイプ指定ドキュ メン ト を構成または編集して
いる間は、 現在のコンテンツ  タイプと して設定されているスキーマ ドキュ メン
トのコンテンツを参照でき、エラーの原因の参照とその修正を同時に可能にする  
Studio 検証機能を利用できます。

関連付けられているスキーマのコンテンツを参照する手順は、 次のとおりです。

1. [ コンテンツ  タイプ定義を表示 ] ボタン  をク リ ッ ク します。[ コンテンツ  
タイプ定義 ] ウ ィンド ウが開き、 現在のコンテンツ  タイプ定義ドキュ メン ト
のコンテンツが表示されます。
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図 7-6   [ コンテンツ タイプ定義 ] ウィンドウ

2. [閉じる ] をク リ ッ ク して、 ウ ィンド ウを終了します。

新規またはインポート したコンテンツ型ドキュ メン ト をコンテンツ  タイプ定義
に対して検証する手順は、 次のとおりです。

1. [ ドキュ メン ト構造を検証 ] ボタン  をク リ ッ ク します。 ドキュ メン トが

有効かど うかを示すメ ッセージが表示されます。 ドキュ メン トにエラーが含
まれている場合、 [検証エラー ] ダイアログ ボッ クスが開き、 エラーの性質
および場所が表示されます。

図 7-7   [検証エラー ] ダイアログ ボックス
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2. [次へ ] または [前へ ] をク リ ッ ク してエラーのリ ス ト をスク ロールし、 エ
ラーのある ノードを編集します。

3. [閉じる ] をク リ ッ ク して、 ダイアログ ボッ クスを閉じます。

4. [ ドキュ メン ト構造を検証 ] ボタンを再度ク リ ッ ク し、 ドキュ メン ト を再検証
します。 「有効なドキュ メン ト 」 とい う メ ッセージが表示されるまで、 手順 1 
から  3 を繰り返します。

5. [OK] をク リ ッ ク して、 [有効なドキュ メン ト ] メ ッセージ ボッ クスを閉じま
す。

XML ファインダによる XML エンテ ィテ ィ
の取り出しとエクスポート

[XML ファ インダ ] ダイアログ ボッ クスを使用する と、 XML エンティティ を取
り出して リポジ ト リ、 ローカル ファ イル システム、 または URL に保存できま
す。 また、 このダイアログ ボッ クスには、 最近使用した XML エンティティの リ
ス トが保持されているため、 これらのエンティティを再度使用する と きに検索す
る必要があ り ません。

XML エンティティ と しては、 XML ドキュ メン ト 、 文書型定義 （DTD）、 スキー
マ ドキュ メン ト （XSD）、 MFL (Message Format Language: メ ッセージ フォー
マッ ト言語 ) ファ イル、 XSL (Extensible Stylesheet Language: 拡張スタイルシー
ト言語 ) テンプレート  ドキュ メン ト などがあ り ます。

XML ファ インダにアクセスするには、 いくつかの方法があ り ます。 XML ファ
インダにアクセスする方法によって、 また、 ドキュ メン ト を検索するか保存する
かによって、 操作方法は異なり ます。 この方法について、 以下の節で説明しま
す。

XML エンテ ィテ ィ を取り出す
XML エンティティ を検索して、 次のダイアログ ボッ クスにロードできます。
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[ ワークフロー変数を設定 ]、 [XML をク ラ イアン トに送信 ]、 [XML をク ライ
アン トに送信 ] および [例外ハンド ラの呼び出し ] の各アクシ ョ ン ダイアロ
グ ボッ クスでは、 リポジ ト リ 、 ローカル ファ イル システム、 または URL 
から既存の XML ドキュ メン ト を検索できます。 取り出した XML ドキュ メ
ン トは、 ダイアログ ボッ クス内で編集できます。 リポジ ト リ または URL か
ら既存のスキーマ ドキュ メン ト を取り出して、 構成または編集する ドキュ メ
ン トのコンテンツ  タイプを設定するこ と も可能です。

[XSL 変換 ] ダイアログ ボッ クスでは、 リポジ ト リ または URL から  XSL ド
キュ メン トの名前を検索して、 変換ドキュ メン ト と して使用できます。

[XPath Wizard] では、 リポジ ト リ、 ローカル ファ イル システム、 または 
URL から  XML エンティティ を開いて、 XPath 式を生成またはテス トできま
す。

[_ ツール｜ XML ファ インダを表示 ] を選択する と、 XML エンティティ を
ローカル ファ イル システムまたは URL から リポジ ト リにインポートできま
す。 詳細については、 4-27ページの 「リ ポジ ト リにあるエンティティの管
理」 を参照してください。

最近使用した XML エンティテ ィ を取り出す
XML ファ インダによ り、 ワークステーシ ョ ンで最近使用した XML エンティ
ティの リ ス トが保持されます。 リ ス ト内のエンティティは、 再検索しな くても再
使用できます。

最近使用したエンティティのリ ス トからエンティティ を取り出す手順は、 次のと
おりです。

1. 以下のいずれかの操作を行って [XML ファ インダ ] を開きます。

[ ワークフロー変数を設定 ]、 [XML をク ライアン トに送信 ]、 [XML イベ
ン ト をポス ト ]、 または [例外ハンド ラの呼び出し ] アクシ ョ ン ダイアロ

グ ボッ クスで、 [ インポート ]  ボタンをク リ ッ ク して XML ドキュ

メン ト を取り出します。

[XPath Wizard] で [開く ]  ボタンをク リ ッ ク します。

注意 : [履歴 ] タブは、 [XSL 変換 ] ダイアログ ボッ クスや、 スキーマ ド
キュ メン ト を開く こ とのできるダイアログ ボッ クスでは使用できま
せん。 これらの操作によ り、 実行時に XML ドキュ メン ト  インスタン
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スが作成されるからです。 この場合、 実行時に処理エンジンがファイ
ルにアクセスできないため、 最近使用したエンティティ を指定するの
は適切ではあ り ません。

2. [XML ファ インダ ] ダイアログ ボッ クス内の [履歴 ] タブを選択します。
ディ スク  ファ イルはファイル名と場所で識別され、 リポジ ト リ  エンティ
ティはエンティティ名で識別されます。

図 7-8   [XML ファインダ ] : [履歴 ] タブ

3. 使用するエンティティ を選択します。

4. （省略可能） エンティティのコンテンツを確認するには、 [プレビュー ] をク
リ ッ ク して [ ドキュ メン トのプレビュー ] ウ ィンド ウを開きます。 [OK] をク
リ ッ ク してウ ィンド ウを閉じます。

5. エンティティを元のダイアログ ボッ クスに戻すには、 [OK] をク リ ッ ク しま
す。
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リポジ ト リから取り出す

リ ポジ ト リからエンティティ を検索する手順は、 次のとおりです。

1. 以下のいずれかの操作を行って [XML ファ インダ ] を開きます。

[ ワークフロー変数を設定 ]、 [XML をク ライアン トに送信 ]、 [XML イベ
ン ト をポス ト ]、 または [例外ハンド ラの呼び出し ] アクシ ョ ン ダイアロ

グ ボッ クスで、 [ インポート ]  ボタンをク リ ッ ク して XML ドキュ

メン ト を取り出します。 または、 [ コンテンツ  タイプを設定 ]  ボタ
ンをク リ ッ ク してスキーマ ドキュ メン ト を取り出します。

[XSL 変換 ] ダイアログ ボッ クスで [XML] ボタンをク リ ッ ク します。

[XPath Wizard] で [開く ]  ボタンをク リ ッ ク します。

2. [XML ファ インダ ] ダイアログ ボッ クス内の [ リ ポジ ト リ ] タブを選択しま
す。

3. XML エンティティ を検索するフォルダを選択します。
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図 7-9   [XML ファインダ ] : [ リポジト リ ] タブ

4. 右側の一番上のパネルで、 取り出すエンティティ を選択します。

5. （省略可能） エンティティのコンテンツを確認するには、 [プレビュー ] をク
リ ッ ク して [ ドキュ メン トのプレビュー ] ウ ィンド ウを開きます。 [OK] をク
リ ッ ク してウ ィンド ウを閉じます。

6. エンティティを元のダイアログ ボッ クスに戻すには、 [OK] をク リ ッ ク しま
す。

ファイル システムから取り出す
ローカル ディ スク  ド ラ イブ上のファイル、 またはローカル マシンにマップされ
たあらゆるネッ ト ワーク  ド ラ イブから、 コンテンツを検索できます。

ローカル ファ イル システムからエンティティを取り出す手順は、 次のとおりで
す。

1. 以下のいずれかの操作を行って [XML ファ インダ ] を開きます。
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[ ワークフロー変数を設定 ]、 [XML をク ライアン トに送信 ]、 [XML イベ
ン ト をポス ト ]、 または [例外ハンド ラの呼び出し ] アクシ ョ ン ダイアロ

グ ボッ クスで、 [ インポート ]  ボタンをク リ ッ ク して XML ドキュ

メン ト を取り出します。

[XPath Wizard] で [開く ]  ボタンをク リ ッ ク します。

注意 : [ ファ イル ] タブは、 [XSL 変換 ] ダイアログ ボッ クスや、 スキーマ 
ドキュ メン ト を開く こ とのできるダイアログ ボッ クスでは使用でき
ません。 これらの操作によ り、 実行時に XML ドキュ メン ト  インスタ
ンスが作成されるからです。 この場合、 実行時に処理エンジンがロー
カル ファ イル システムにアクセスできないため、 ローカル ファ イル 
システム上にファイルを指定するのは適切ではあ り ません。

2. [XML ファ インダ ] ダイアログ ボッ クス内の [ ファ イル ] タブを選択します。

図 7-10   [XML ファインダ ] : [ ファイル ] タブ
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3. [参照 ] フ ィールドに、 XML エンティティを検索する ド ラ イブおよびフォル
ダを指定します。 必要に応じて、 [参照 ] フ ィールドの右にあるボタンを使用
します。

4. ファ イルのリ ス トから、 検索するエンティティ を選択します。

5. （省略可能） エンティティのコンテンツを確認するには、 [プレビュー ] をク
リ ッ ク して [ ドキュ メン トのプレビュー ] ウ ィンド ウを開きます。 [OK] をク
リ ッ ク してウ ィンド ウを閉じます。

6. エンティティを元のダイアログ ボッ クスに戻すには、 [OK] をク リ ッ ク しま
す。

URL から取り出す
URL を使って、 ローカル マシン、 ネッ ト ワーク上のリモート  マシン、 またはそ
の他の外部システムの場所を指定できます。 リモート  マシンの場所は、 ローカ
ル マシン上のド ライブにマップされている必要があ り ます。

URL からエンティティ を取り出す手順は、 次のとおりです。

1. 以下のいずれかの操作を行って [XML ファ インダ ] を開きます。

[ ワークフロー変数を設定 ]、 [XML をク ライアン トに送信 ]、 [XML イベ
ン ト をポス ト ]、 または [例外ハンド ラの呼び出し ] アクシ ョ ン ダイアロ

グ ボッ クスで、 [ インポート ]  ボタンをク リ ッ ク して XML ドキュ

メン ト を取り出します。 または、 [ コンテンツ  タイプを設定 ]  ボタ
ンをク リ ッ ク してスキーマ ドキュ メン ト を取り出します。

[XSL 変換 ] ダイアログ ボッ クスで [XML] ボタンをク リ ッ ク します。

[XPath Wizard] で [開く ]  ボタンをク リ ッ ク します。

2. [XML ファ インダ ] ダイアログ ボッ クス内の [URL] タブを選択します。
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図 7-11   [XML ファインダ ] : [URL] タブ

3. [URL] フ ィールドに、 検索する  XML エンティティのプロ ト コル、 サーバ、
パス、 およびファイル名を含む完全な URL を入力します。

4. （省略可能） エンティティのコンテンツを確認するには、 [プレビュー ] をク
リ ッ ク して [ ドキュ メン トのプレビュー ] ウ ィンド ウを開きます。 [OK] をク
リ ッ ク してウ ィンド ウを閉じます。

5. エンティティを元のダイアログ ボッ クスに戻すには、 [OK] をク リ ッ ク しま
す。

XML エンテ ィテ ィ をエクスポートする
Studio で作成された XML ドキュ メン トは以下のダイアログ ボッ クスで保存でき
ます。
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[ ワークフロー変数を設定 ]、 [XML をク ラ イアン トに送信 ]、 [XML イベン ト
をポス ト ] および [例外ハンド ラの呼び出し ] の各アクシ ョ ン ダイアログ 
ボッ クスでは、 アクシ ョ ン内に作成した XML ドキュ メン ト を、 リポジ ト リ
またはローカル ファ イル システムに保存できます。 保存したドキュ メン ト
は、 別のワークフロー アクシ ョ ン、 ノード、 またはテンプレート定義で再使
用できます。

[ ツール｜ XML ファ インダを表示 ] を選択する と、XML リ ポジ ト リに格納さ
れている  XML エンティティ をファ イル システムにエクスポートできます。
詳細については、 4-27ページの 「 リ ポジ ト リにあるエンティティの管理」 を
参照してください。

アクシ ョ ン ダイアログ ボッ クスからエクスポート されたドキュ メン トは、 標準 
XML エスケープ シーケンス （&quot;） でフォーマッ ト され、 要素と属性の値は
引用符で囲まれます。 コンテンツ型ドキュ メン トでは、 DOCTYPE を含むプロ
ログ、 および有効性を示すエピログも挿入されます。

リポジ ト リへエクスポートする

XML ドキュ メン ト  テンプレート をアクシ ョ ン ダイアログ ボッ クスから リポジ
ト リにエクスポートする と、 エン ト リが 2 段階の手順で作成されます。 最初に、
空のエンティティが作成されます。 次に、 エンティティにドキュ メン ト  テンプ
レートのコンテンツが入力されます。 このため、 コンテンツが実際に入力される
まで、 ドキュ メン トのプレビューは不可能です。 コンテンツの入力は、 XML 
ファ インダの終了時に行われます。

アクシ ョ ン ダイアログ ボッ クスのエンティティ を リポジ ト リに保存する手順は、
次のとおりです。

1. [ ワークフロー変数を設定 ]、 [XML をク ライアン トに送信 ]、 [XML イベン
ト をポス ト ]、 または [例外ハンド ラの呼び出し ] アクシ ョ ン ダイアログ 

ボッ クスで、 [ エクスポート ] ボタン  をク リ ッ ク します。 XML ファ イン

ダが表示されます。

2. [ リ ポジ ト リ ] タブを選択します。

3. 左ペイン内で、 エンティティ を保存するフォルダを右ク リ ッ ク し、 表示され
たメニューから  [エンティティを追加 ] を選択します。 [ エンティティ を追加
] ダイアログ ボッ クスが表示されます。
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4. [名前 ] フ ィールドに、 追加するエンティティに固有な名前を入力します。

図 7-12   [ エンテ ィテ ィ を追加 ] ダイアログ ボックス

5. [ タイプ ] ド ロ ップダウン リ ス トから、 追加するエンティティの型を選択し
ます。

6. （省略可能） [説明 ] フ ィールドおよび [ メモ ] フ ィールドに、 そのエンティ
ティに関する説明と メモをそれぞれ入力します。

7. [OK] をク リ ッ ク します。 エンティティが [XML ファ インダ ] の右上にある
ウ ィンド ウに表示されます。

8. [OK] をク リ ッ ク し、 XML ファ インダを終了します。 リポジ ト リ内にエン
ティティが作成されます。
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ファイル システムへエクスポートする
アクシ ョ ン ダイアログ ボッ クスから、 ローカル ディ スク  ド ラ イブまたはローカ
ル マシンにマップされた任意のリモート  ド ラ イブ上に、 作成または編集した 
XML ドキュ メン ト を保存できます。 ドキュ メン トは .xml ファ イルと して保存
されます。

ディ スク上のファイルにエンティティを保存する手順は、 次のとおりです。

1. [ ワークフロー変数を設定 ]、 [XML をク ライアン トに送信 ]、 [XML イベン
ト をポス ト ]、 または [例外ハンド ラの呼び出し ] アクシ ョ ン ダイアログ 

ボッ クスで、 [ エクスポート ] ボタン  をク リ ッ ク します。 XML ファ イン
ダが表示されます。

2. [XML ファ インダ ] ダイアログ ボッ クス内の [ ファ イル ] タブを選択します。

図 7-13   [XML ファインダ ] : [ ファイル ] タブ
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3. [参照 ] フ ィールドに、 XML エンティティを保存する ド ラ イブおよびフォル
ダを指定します。 必要に応じて、 [参照 ] フ ィールドの右にあるボタンを使用
します。

4. [ ファ イル名 ] フ ィールドに、 作成するファイルの名前を入力し、 拡張子 
.xml を追加します。 ファ イルが既に存在する場合、 警告メ ッセージが表示さ
れます。 [はい ] をク リ ッ ク してファ イルを上書きする、 [いいえ ] をク リ ッ
ク して新しいファイル名を入力する、 または [取消し ] をク リ ッ ク してエク
スポート を取り消します。

5. [OK] をク リ ッ ク し、 ファ イルを保存して XML ファ インダを終了します。

最近アクセスしたファイルへエクスポートする

[履歴 ] タブを使用して、 既存のファイルにエクスポート した り、 既存のファイ
ルを上書きできます。

最近アクセスしたファ イルにエンティティ を保存する手順は、 次のとおりです。

1. [ ワークフロー変数を設定 ]、 [XML をク ライアン トに送信 ]、 [XML イベン
ト をポス ト ]、 または [例外ハンド ラの呼び出し ] アクシ ョ ン ダイアログ 

ボッ クスで、 [ エクスポート ] ボタン  をク リ ッ ク します。 [XML ファ イ

ンダ ] が表示されます。

2. [XML ファ インダ ] ダイアログ ボッ クス内の [履歴 ] タブを選択します。

3. エンティティの リ ス トから、 上書きする  XML ファ イルまたはリポジ ト リの
エンティティを選択します。

4. [OK] をク リ ッ ク してファ イルを保存し、 [XML ファ インダ ] を終了します。

URL で指定したファイルへエクスポートする
[URL] タブは、 URL で指定可能な既存ファイルへのエクスポートおよび上書き
のみに使用できます。

URL で場所を指定した既存のファ イルにエンティティ を保存する手順は、 次の
とおりです。
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XML ファ インダによる  XML エンティ ティ の取り 出し と エクスポート
1. [ ワークフロー変数を設定 ]、 [XML をク ライアン トに送信 ]、 [XML イベン
ト をポス ト ]、 または [例外ハンド ラの呼び出し ] アクシ ョ ン ダイアログ 

ボッ クスで、 [ エクスポート ] ボタン  をク リ ッ ク します。 [XML ファ イ

ンダ ] が表示されます。

2. [XML ファ インダ ] ダイアログ ボッ クス内の [URL] タブを選択します。

3. [URL] フ ィールドに、 上書きする  XML ファ イルのプロ ト コル、 サーバ、 パ
ス、 およびファイル名を含む完全な URL を入力します。

4. [OK] をク リ ッ ク してファ イルを保存し、 [XML ファ インダ ] を終了します。
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8 ワークフロー式の使用法

この章ではワークフローを表現する式の言語を説明し、 またワークフロー式を生
成する場合の Expression Builder と  XPath Wizard の使用法について説明します。

ワークフロー式の概要

リテラルの使い方

変数の使い方

演算子の使い方

関数の使用法

変数を代入した場合の日付の型変換

Expression Builder の使い方

XPath Wizard を使用する  XPath 式の作成

ワークフロー式の概要

Studio のダイアログ ボッ クス内でフ ィールドの横に [式 ] ボタン  が表示
される場合、 そのフ ィールドにはワークフロー式の言語で定式化したエン ト リ を
入力する必要があ り ます。 式は、 テンプレート定義ラベルの作成、 分岐ノードや
イベン トでの条件の定義、 イベン ト  キーの設定、 および実行時に提供する情報
の指定を行うために、 Studio 全体で使用されます。

ワークフロー式は、 実行時にシステムによって実行される計算を定義する数式
で、 文字列、 整数、 およびその他の定数などのリテラルや、 ワークフロー変数、
演算子、 ワークフロー関数で構成されます。 ワークフロー式構文を使って、 文字
列の操作、関係と条件のテス ト、算術計算の実行、実行時にワークフローまたは 
XML メ ッセージからの情報を取得する関数の使用などを行う こ とができます。
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8 ワークフロー式の使用法
式の結果は、 文字列、 整数、 倍精度の値、 日付 /時間の値、 またはブール値にな
り ます。 結果と してブール値を返す式は、 条件式または条件と呼びます。

また Studio では、 式の作成に役立つ次の 2 つのツールが用意されています。 1 つ
は Expression Builder で、 これは構文の検査とエラー情報を提供します （8-28
ページの 「Expression Builder の使い方」 を参照）。 も う  1 つは XPath Wizard で、
これはサンプルの XML ドキュ メン トから  XPath 式を生成する場合に使います
（8-31ページの 「XPath Wizard を使用する  XPath 式の作成」 を参照）。

以下の節では、 リ テラル、 演算子、 およびワークフローの各変数の構文を示し、
また組み込み関数の使用法と構文について説明します。

リテラルの使い方

式には、 リ テラルの値または定数が含まれています。 使用可能な リテラルは次の
表のとおりです。

表 8-1  リテラルの使用法

リテラル
型

フォーマッ ト 説明 サンプル

文字列 “string” または 
‘string’

文字列は一重または二重引用
符で囲まれる。 文字列に特殊
文字を埋め込むには、 以下の
エスケープ シーケンスを使用
する。

\r  キャ リ ッジ リ ターン
\n  改行文字
\'  一重引用符
\"  二重引用符
\f  用紙送り文字
\t  タブ文字
\\  バッ クスラ ッシュ文字
\0  ASCII ヌル文字

“cancelled”
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変数の使い方
注意 : 日付のリテラルは、 日付型の変数を設定するためにのみ使用できます。
他のコンテキス トで使用する関数や式には、 日付のリテラルを使用でき
ません。

変数の使い方

式には、 カレン ト  ワークフローで定義したワークフロー変数の参照が含まれま
す。

ワークフロー変数の参照には、 以下の構文のいずれか 1 つを使用できます。

:variable

:'variable'

:"variable"

$variable

$'variable'

$"variable"

整数 [+|-] digits -2,147,483,647 ~ 
+2,147,483,648 の
範囲内の 32 ビッ ト符号付き整
数 （約 9 桁または精度）。

5000

倍精度の
値

[+|-]digits[.[digits
]]

64 ビッ ト  IEEE 標準の倍精度浮
動小数点数。 範囲は -253 Ｘ  
10104 ～ + 253 Ｘ  10104 まで (約 
15 桁の精度 )。

5000.00

日付 “MM/dd/yyyy hh:mm:ss 
AM|PM 
GMT[+|-]hh:mm:ss” 

"10/01/2001 
12:11:11 AM 
GMT-04:00" 

表 8-1  リテラルの使用法

リテラル
型

フォーマッ ト 説明 サンプル
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8 ワークフロー式の使用法
演算子の使い方

次の表は、 利用可能な演算子の値を示します。

表 8-2  演算子の使用法

演算子 記号 構文 オペランド 結果

AND AND expr1 AND expr2 論理オペランド expr1 と  expr2 の両方が True 
の場合は、 True。 それ以外
の場合は False。

OR OR expr1 OR expr2 論理オペランド expr1 または expr1 と  expr2 
の両方が True の場合は、
True。 それ以外の場合は 
False。

XOR XOR expr1 XOR expr2 論理オペランド expr1 または expr2 の一方の
みが True の場合は、 True。
それ以外の場合は False。

NOT NOT NOT expr 論理オペランド expr が False の場合は True。
それ以外の場合は False。

（括弧） () (expr) 任意の式 expr を最初に評価する。

乗算 * expr1 * expr2 数値オペランド 数値の積。

除算 / expr1 / expr2 数値オペランド 数値の商。

モジュロ % expr1 % expr2 数値オペランド 数値のモジュロ （expr1 を 
expr2 で除算した時の残り）。

加算 + + expr

expr1 + expr2
数値オペランド

文字列または数
値

単項プラス。

文字列の連結または数値の
加算。

減算 - - expr

expr1 - expr2
数値オペランド

数値オペランド

マイナスの単項演算子 （expr 
を減算する）。

減算。
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関数の使用法

関数とは組み込みの式のこ とで、 これを使用して実行時にデータを取得できま
す。 関数は、 変数の型キャス ト 、 ワークフロー情報の識別、 データ演算の実行な
ど、 さまざまな目的で使用します。 また多くの関数では、 特定のワークフローや
システム データを実行時に返す組み込み属性を指定できます。

以下の節では、 ワークフロー関数をカテゴ リ別にグループ化して示します。 それ
ぞれのリ ス ト内では、 関数の代表的な属性を丸かっこで囲んで示しています。 た
だし、 関数に他の関数や式を組み込んだり、 属性を埋め込み式と して表現するこ
と もできます。

よ り小さい < expr1 < expr2 文字列または数
値オペランド

expr1 が expr2 よ り小さい場
合は、 論理的に True。 それ
以外の場合は False。

よ り小さい
または等し
い （以下）

<= expr1 <= expr2 文字列または数
値オペランド

expr1 が expr2 以下の場合は、
論理的に True。 それ以外の
場合は False。

等しい = expr1 = expr2 文字列または数
値オペランド

expr1 が expr2 と等しい場合
は、 論理的に True。 それ以
外の場合は False。

等し くない <> expr1 <> expr2 文字列または数
値オペランド

expr1 が expr2 に等し くない
場合は、 論理的に True。 そ
れ以外の場合は False。

よ り大きい > expr1 > expr2 文字列または数
値オペランド

expr1 が expr2 よ り大きい場
合は、 論理的に True。 それ
以外の場合は False。

よ り大きい
または等し
い （以上）

>= expr1 >= expr2 文字列または数
値オペランド

expr1 が expr2 以上の場合は、
論理的に True。 それ以外の
場合は False。

表 8-2  演算子の使用法

演算子 記号 構文 オペランド 結果
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8 ワークフロー式の使用法
注意 : この節で示すデフォルトの関数の他に、 プラグイン関数も使用するこ と
ができます。

関数の結果を変数に代入するか、 または 2 つの関数の結果を比較したい場合は、
それぞれのデータの型が一致するこ とを確認する必要があ り ます。 したがって、
返却値の型も以下の関数の説明に一覧で示します。

実行時のシステム データを収集する
システム情報を実行時に収集するには、 次の関数を使用します。

Date()

Date()

実行時のイベン ト  データを抽出する
ワークフローの JMS メ ッセージのヘッダまたは XML 本文から内容を抽出する
場合、 あるいはプロパティを調べる場合に以下の関数を使う こ とができます。

EventAttribute()

EventData()

XPath()

説明 ノードのアクティブ化、 またはアクシ ョ ンの実行時
など、 式が評価された瞬間のシステム日時を返す。

フォーマッ ト Date()

戻り値の型 Java の Date オブジェク ト。
戻り値を文字列と してフォーマッ ト し、 Date() 関数を 
DateToString() 関数に組み込み、 フォーマッ ト を指定
する。 詳細については、 8-17ページの 「DateToString()」
を参照。
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 EventAttribute()

説明 受信する  JMS メ ッセージまたはプラグイン定義イベ
ン トから、 イベン ト  プロパティを取得する。

フォーマッ ト EventAttribute(expression)

expression は、 JMS ヘッダまたはプロパティ  フ ィール
ドの名前を返す式。 JMS ヘッダおよびプロパティ  フ ィ -
ルドについては、 次の URL にある 『WebLogic JMS プロ
グラマーズ ガイ ド』 の 「WebLogic JMS の基礎」 の
「Message」 を参照。
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/j
ms/fund.html

注意 : EventAttribute() は、 受信した JMS メ ッ
セージが消費される、 以下のコンテキス トのみ
で使用します。

イベン ト  ノード

イベン トによって ト リガされる開始ノード

[ イベン ト  キー ] コンフ ィグレーシ ョ ン

サンプル EventAttribute(“JMSDestination”)

戻り値の型 Java オブジェク ト
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8 ワークフロー式の使用法
EventData()

XPath()

説明 受信 JMS メ ッセージの実際の内容、 またはプラグ
インが定義されたイベン ト を検索する。 内容は 
XML ドキュ メン トの場合もある。

注意 : EventData() は、 受信 JMS メ ッセージが使用
される、 以下のコンテキス トのみで使用。

イベン ト  ノード

イベン トによって ト リガされる開始ノード

[ イベン ト  キー ] コンフ ィグレーシ ョ ン

フォーマッ ト EventData()

戻り値の型 Java オブジェク ト

説明 XML ドキュ メン トから内容を抽出する。
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関数の使用法
XPath は、 XML ドキュ メン トの部分をアドレッシングする言語です。 これは文
字列、 数字、 およびブール値を扱う基本的な機能を提供します。 XPath は、
XML ドキュ メン トの階層構造でナビゲートするための URL のパス名から名前
を取得します。 XPath 言語の公式な仕様を入手するには、 次のインターネッ ト  
サイ ト を参照して ください。 http://www.w3.org/TR/xpath.html

フォーマッ ト XPath(“xpathstring”, [,xmldocument])

xpathstring は、 XPath 言語の式。
xmldocument は、 XPath 式の評価対象となる  XML ド
キュ メン ト を取得する式。 これは、 有効な XML ドキュ
メン トのソース  テキス ト を含む文字列、 または XML テ
キス ト を含む XML または文字列変数への参照 （この方
が一般的） を指す。 このパラ メータは省略できる。 これ
を指定しない場合、 XML ドキュ メン トが着信 XML イベ
ン ト と見なされる。

注意 : XML ドキュ メン ト を含む変数を指定しなかっ
た場合、 XPath() 関数は、 受信する  XML ド
キュ メン トのアイデンティティが判明してい
る以下のコンテキス トの中でのみ使用できる。

イベン ト  ノード

イベン トによって ト リガされる開始ノード

イベン ト  キー コンフ ィグレーシ ョ ン

XML をク ラ イアン トに送信アクシ ョ ン

例外ハンド ラの呼び出しアクシ ョ ンから  
XML ドキュ メン ト を受け取る例外ハンド
ラ。

サンプル 以下を参照。

戻り値の型 DOM オブジェク ト
通常は Node List を返すワークフローの XPath 関数式の
中で、 XPath 言語の text() 関数を使用する （詳細は以
下を参照）。 ただし、 他の XPath の関数は、 倍精度の値、
ブール値、 文字列、 または整数の型を返すこ とがある。
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8 ワークフロー式の使用法
XPath の表記法や関数のクイ ッ ク  リ ファレンス  ガイ ドを入手するには、 次のイ
ンターネッ ト  サイ ト を参照してください。
http://www.mulberrytech.com/quickref/XSLTquickref.pdf

各ノードからのテキス ト値の取り出し、 属性値の取り出し、 サブツ リーの選択、
属性値などによる  XML ドキュ メン トからのノードの選択など、 XPath の最も一
般的な使用サンプルを次に示します。 リ ス ト  8-1 の XML ドキュ メン ト を検証し
てください。

コード  リス ト  8-1   XML サンプル ドキュ メン ト

<?xml version="1.0"?>
<a>
 <b name="bill">This is the first value</b>
 <c>

 <d id="d1">This is the second value</d>
 <d id="d2">This is the third value</d>
 <d id="d3">This is the fourth value</d>
 <d id="d4">This is the fifth value</d>

 </c>
</a>

<b> 要素のテキス ト値 （"This is the first value" など） を選択する場合 : 

XPath("/a/b/text()")

ID 属性が "d3" の値を持つ <d> 要素 （"This is the fourth value" など） を選択する
には次のコードを使います。

XPath("/a/c/d[@id=\"d3\"]/text()")

2番目の <d> 要素のテキス ト値 （"This is the third value" など） を選択するには次
のコードを使います。

XPath("/a/c/d[2]/text()")

<b> 要素の名前属性の値 （"bill" など） を選択するには次のコードを使います。

XPath("/a/b/@name")

<c> サブツ リー全体を選択するには次のコードを使います。

<c>
 <d id="d1">This is the second value</d>
 <d id="d2">This is the third value</d>
 <d id="d3">This is the fourth value</d>
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 <d id="d4">This is the fifth value</d>
</c>)
XPath("/a/c")

注意 : XPath 式は、 ユーザ自身がキー入力するか、 または XPath Wizard を使っ
て作成できます。 Wizard の使用法の詳細は、 8-31ページの 「XPath 
Wizard を使用する  XPath 式の作成」 を参照して ください。

XML 要素のド ッ ト表記
変数の初期化の際に、 [開始のプロパティ ]、 [ イベン トのプロパティ ]、 [例外ハ
ンド ラのプロパティ ]、 および [XML をク ライアン トに送信 ] でよ り簡素なド ッ
ト （.） 表記を使用して XML ドキュ メン トから要素データを取得するこ とができ
ます。 それには、 次の構文を使います。

root_element.subelement1.subelement2.subelement3 . . .

XML ドキュ メン トの例と しては次のよ うなものがあ り ます。

コード  リス ト  8-2   XML ドキュ メン トの例

<account>
<number>847365</number>
<customer>John Doe</customer>
<balance>

<status>past due</status>
<date_due>7-11-2001</date_due>
<amount_due>5670.85</amount_due>

</balance>
<credit_limit>7500.00</credit_limit>

</account>

この例では、 期限切れの値を検索するのに、 次の式を使用します。

account.balance.status

この表記を使って属性値を取得するこ とはできません。 また、 式の先頭がルート
要素である必要があ り ます。 サブ要素で式を始めるこ とはできません。

この表記では常に文字列が返されます。 型キャス ト を実行する関数と併用したと
してもその他のデータ型を返すこ とはできません。
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実行時のワークフロー データを収集する
実行時のデータをワークフローから収集するには、 以下に一覧で示す関数を使用
します。

CurrentUser()

TaskAttribute()

WorkflowAttribute()

WorkflowVariable()

CurrentUser()

TaskAttribute()

説明 現在タスクを実行しているユーザの ID (ユーザ名 ) 
を返す。

フォーマッ ト CurrentUser()

戻り値の型 文字列

説明 ワークフローのタスクに関する情報を提
供する。

フォーマッ ト TaskAttribute(“attribute” 
[,”taskname”])

attribute は、 タスクの属性を示す。 以下の
属性が使用できる。

関数の属性 情報 戻り値の型

TaskId システム定義のタスク  イン
スタンス  ID

文字列
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注意 : 上記の表に示す属性以外のものを使用する と、 サーバで例外が発生しま
す。

WorkflowAttribute()

Assignee ユーザまたは assignee (受託
者 ) の役割 ID

文字列

Priority ユーザが設定した優先順位 整数

Due タスクの期限経過日 日付

Name タスクの名前 文字列

Started タスクの開始日 /時間 日付

Completed 完了日 /時間 日付

Comment ユーザが設定したタスクの
コ メン ト

文字列

taskname を使って、 式が定義された現在の
タスク以外のタスクを指定できる。

注意 : 指定できるのは同じワークフロー内
のタスクのみです。

説明 現在のワークフローのみの情報を表示する。

フォーマッ ト WorkflowAttribute(“attribute” )

attribute  はワークフローの属性である。 以下の属性が使用できる。

関数の属性 情報 戻り値の
型

InstanceId システム定義のワークフロー インスタンス  ID 文字列

TemplateId システム定義のワークフロー テンプレート  ID 文字列

TemplateDefinitionId システム定義のワークフローのテンプレート定義 ID 文字列
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8 ワークフロー式の使用法
Initiator ワークフロー イニシエータ 文字列

ParentId 呼び出されたワークフロー インスタンスの場合、 親ワーク
フロー インスタンスのシステム定義のワークフロー インス
タンス  ID

文字列

Name ユーザが設定したテンプレート名 文字列

Started 開始日 /時間 日付

Completed 完了日 /時間 日付

Label

Id
ユーザが設定したテンプレート定義ラベル。 文字列

Comment ユーザが設定したワークフローのコ メン ト 文字列

ExceptionType

ErrorType
エラーを発生した Java 例外クラスの名前。 文字列

ExceptionNumber

ErrorNumber
例外ハンド ラで処理された、 エラーのメ ッセージ番号。

ワークフローのエラー メ ッセージをエラー番号やテキス ト
で分類した リ ス トについては、 9-15ページの 「システム エ
ラー メ ッセージ」 を参照。

整数
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関数の使用法
注意 : 上記の表に示す属性以外のものを使用する と、 サーバで例外が発生しま
す。

WorkflowVariable()

ExceptionSeverity

ErrorSeverity
重大度は、 以下の 5 つの値のいずれかで示される。

0: エラー タイプは不明。 内部使用専用。

1: ユーザ要求の処理時に致命的な例外が発生した。

2: ワークフロー ステータスの不一致など、 致命的で違
法な条件が発生した。

3: ユーザが手作業で修正できる、 致命的でないワーク
フロー条件が発生した。

4: 
WorkflowProcessor.invokeWorkfowErrorHandler 
を呼び出すアプリ ケーシ ョ ン、 または例外ハンド ラを呼
び出しアクシ ョ ンを実行するワークフローでカスタム 
エラーが発生した。

注意 : ワークフローが例外ハンド ラを呼び出しアクシ ョ ン
を介すか、 または API を介して例外ハンド ラを呼び
出した場合、 この値は 4 に設定されます。

整数

ExceptionText

エラー メッセージ本文
例外ハンド ラで処理された、 エラーのメ ッセージ テキス ト。
ワークフローのエラー メ ッセージをエラー番号やテキス ト
で分類した リ ス トについては、 9-15ページの 「システム エ
ラー メ ッセージ」 を参照。

文字列

ExceptionObject

ErrorObject
例外ハンド ラで処理される、 例外オブジェク ト。 例外オブ

ジェク ト

説明 特定のワークフロー インスタンスに関するワーク
フロー変数の値を返す。
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8 ワークフロー式の使用法
データ型を変換する

以下の関数を使用して、 1 つの式の戻り値の型を別のものに変換できます。 ワー
クフローの型の変換ルールについては、 8-24ページの 「変数を代入した場合の
日付の型変換」 を参照して ください。

DateToString()

StringToDate()

ToInteger()

ToString()

フォーマッ ト workflowVariable(instanceid, variable)

instanceid は、 ワークフロー インスタンスの ID で、
通常は別のワークフローから送信された 
WorkflowAttribute (“InstanceID”) 関数によって
値が設定される、 文字列型の変数と して表現される。

variable は、 ワークフロー変数。 フォーマッ トの詳細
は、 8-3ページの 「変数の使い方」 を参照。

サンプル workflowVariable($InstanceID), 
$ItemQuantity)

戻り値の型 オブジェク ト
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関数の使用法
DateToString()

説明 日付を文字列に変換する。

フォーマッ ト dateToString(“date”, “format”)
date は文字列の値に変換する日付を表す。 日付は Java の日付オブジェク ト と して表現
しなければならず、 したがって日付を指定する場合は以下の関数を組み込む。

式を評価する際に、 現在の実行時の日付および時間を指定する場合は、 Date() を
使用する。 8-6ページの 「Date()」 を参照。
カレン ト  ワークフローの開始または終了時に、 実行時の日付および時間を指定する
場合は、 WorkflowAttribute(“Started”) または 
WorkflowAttribute(“Completed”) を使用する。
カレン ト  タスクが呼び出されるか終了する実行時の日付および時間を指定する場合
は、 TaskAttribute(“Started”) または TaskAttribute(“Completed”) を
使用する。

format は文字列のフォーマッ ト を指定する文字列を表す。 以下は指定可能な値である。

注意 : フォーマッ トで指定する文字は、 大文字と小文字が区別されます。

フォーマッ ト 説明 サンプル

yyyy 年 2000

MM 月 1 月 = 01、 2 月 = 02、

dd 日 02 または 28

DD 1 年の日数 （365 日） をベースにし
た、 3 桁の日付

 2000 年 10 月 18 日 = 
292 （1 月 1 日から数え
て 292 日目）

hh 時間 （12 時間制） 午後 1 時 = 01、 午後 2 
時 = 02

HH 時間 （24 時間制） 午後 1 時 = 13、 午後 2 
時 = 14

mm 分 02

ss 秒 35 

SSS  ミ リ秒 370

次のセパレータ文字、 - （ハイフン）、 / （ス ラ ッシュ）、: （コ ロン）、 . （ピ リオド）、 ス
ペースが有効です。
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StringToDate()

ToInteger()

サンプル DateToString(Date(), “yyyy-MM-dd HH:mm:ss.SSS”) は次のよ うになる  
2000-10-18 14:30:35.370

戻り値の型 文字列

説明 文字列を日付に変換する。

フォーマッ ト StringToDate(“string”, “format”)

string は、 日付の値に変換する文字列を表す。 文字列
のフォーマッ トは、 2 番目の引数で指定したフォーマッ
トに従う必要がある。

format は、 日付のフォーマッ ト を指定する文字列を表
す。 利用可能なフォーマッ トについては、 8-22ページの
「日付関数のフォーマッ ト 」 を参照。

サンプル StringToDate(“2001.09.10”, “yyyy.MM.dd”)

戻り値の型 日付

説明 文字列値を整数に変換する。

注意 : 文字列は、 有効な整数値を表す必要がある。

フォーマッ ト ToInteger(expression)

expression は、 整数に変換する式 （二重引用符で囲ん
だ文字列）。

サンプル ToInteger(ToString(XPath(“/item/quantity/tex
t()”)))

戻り値の型 整数
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関数の使用法
ToString()

データを処理する

データに対して各種のオペレーシ ョ ンを行う場合、 以下に示す関数を使用できま
す。

Abs()

DateAdd()

StringLen()

SubString()

Abs()

説明 任意のデータ型を文字列に変換する。

フォーマッ ト ToString(expression)

expression は、 文字列に変換する式。

サンプル ToString($TotalPrice)

戻り値の型 文字列

説明 式の絶対値を返す。

フォーマッ ト Abs(expression)

expression は、 絶対値を計算するワークフロー式を表す。

サンプル Abs($ItemPrice * $ItemQuantity)

戻り値の型 整数、 倍精度の値、 または文字列 （入力値による）
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8 ワークフロー式の使用法
DateAdd()

説明 日付計算を実行する。

フォーマッ ト DateAdd(date, “interval”, number [,business calendar name])
date は、 基本の日付を表す。 日付は Java の日付オブジェク ト を返却しなければなら
ず、 したがって日付を指定する場合は以下の関数を組み込む。

式を評価する際に、 現在の実行時の日付および時間を指定する場合は、 Date() 
を使用する。 8-6ページの 「Date()」 を参照。
カレン ト  ワークフローの開始または終了時に、 実行時の日付および時間を指定す
る場合は、 WorkflowAttribute(“Started”) または 
WorkflowAttribute(“Completed”) を使用する。
カレン ト  タスクが呼び出されるか終了する実行時の日付および時間を指定する場
合は、 TaskAttribute(“Started”) または TaskAttribute(“Completed”) 
を使用する。

定数の基本日付を指定する場合は、 適切なフォーマッ トで StringToDate() 関
数を使用する。 8-18ページの 「StringToDate()」 を参照。 フォーマッ トの詳細は、
8-22ページの 「日付関数のフォーマッ ト 」 を参照。

interval は、 使用する時間の単位を表す。 以下は、 指定可能な値である。

注意 : 時間の単位は、 m と  M 以外は大文字と小文字を区別しません。

インターバル 説明

S 秒

m 分

H 時間

D 日

W 週

M 月

BH ビジネス時間

BD ビジネス日

number は、 加算または減算を行う単位の数を示す整数である （符号付も可能）。
business calendar name は、 ビジネス時間およびビジネス日の計算で使用す
るビジネス  カレンダーの名前である。 この値を指定しないと、 デフォルトのカレ
ンダーが使用される。
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StringLen()

SubString()

サンプル DateAdd(Date(), D, 7, mycalendar)

戻り値の型 日付

説明 文字列の長さの値を返す。

フォーマッ ト stringlen(expression)

string は、 長さを示す文字列または式を表す。

サンプル stringlen(TaskAttribute(“Comment”))

戻り値の型 整数

説明 文字列からサブ文字列を抽出する。

フォーマッ ト SubString(expression, start [,length])
string は、 下位文字列を抽出する文字列を表す。
start は、 文字列内の開始位置を表す （最初の位置は、
0）。
length は下位文字列の長さを表す。 このパラ メータは
省略できる。 サブ文字列が文字列に収まらない場合、 開
始文字から最後の文字まで抽出される。

サンプル SubString(TaskAttribute(“Comment”), 0, 50)

戻り値の型 文字列
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8 ワークフロー式の使用法
日付関数のフォーマッ ト

日付関数の日付フォーマッ ト を指定するには、 タイム パターン 文字列を使用し
て日付と時間を記述します。たとえば、 DateToString() 関数では、 次のよ うな
タイム パターン文字列が使用されています。

"yyyy.MM.dd G 'at' hh:mm:ss z"

結果は、 次のよ うなフォーマッ トにな り ます。

2000.07.31 AD at 13:10:35 PDT

同様に、 StringToDate() 関数を使用する場合は、 ユーザが指定するフォーマッ
トに応じて日付のリテラルを書式指定しなければなり ません。

こ こではパターンの文字を説明し、 書式指定の指針を示し、 また指定サンプルを
示します。

表 8-3  パターンの文字の定義

記号 説明 フォーマッ ト サンプル

 G 紀元前 /後の表示 Text AD

 y 年 number 1996

 M 月 月 & 01 - 12 July & 07

 d 日 01 - 31 10

 h 午前 /午後の時間 1 - 12 12

 H 時 0 - 23 0

 m 分 number 30

 s 秒 number 55

 S ミ リ秒 number 978

 E 曜日 曜日 Tuesday

 D 1 月 1 日からの積算日数 number 189

 F 1 か月の中の何週目 number 2 (7 月の 2 
週目の水曜日 )
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関数の使用法
フォーマッ トの指針

フォーマッ トはパターン文字の数によって決定されます。

テキストの場合－ 4 またはそれ以上のパターン文字の場合は、 フル フォーム
を使用。 3 文字以下の場合で、 0 でない場合は、 シ ョート  フォームまたは短
縮形フォームを使用します。

数字の場合－最小桁数。 桁数が少ない場合は、 ゼロが埋め込まれます。 年は

特別な処理が行われます。 つま り、 ‘y’ の数値が 2 の場合、 年は 2 桁に切り
捨てられます。

テキストまたは数字の場合－パターン文字の数が 3 文字以上の場合は、 テキス
ト を使用します。 それ以外の場合は、 数字を使用します。

パターン内のいずれかの文字が ['a'..'z'] と   ['A'..'Z'] の範囲外の場合、
その文字は引用符で囲まれたテキス ト と して扱われます。たとえば、 ':', '.', 
' ', '#' および '@' などの文字は、 一重引用符で囲まれていなくても、 結果は
時間のテキス トで示されます。

無効なパターン文字を含むパターンは、 フォーマッ ト処理またはパーシングの結
果例外が発生します。

 w 1 年の中の何週目 number 27

 W 1 か月の中の何週目 number 2

 a 午前 /午後 （am/pm） マー
カー

AM または PM PM

 k 時 1 - 24 24

 K 午前 /午後の時間 0 - 11 0

 z 時間帯 短縮形のテキスト PST

 ' テキス トのエスケープ文字 ‘at’

 '' 一重引用符 ' ‘Wednesday’
’s’

表 8-3  パターンの文字の定義

記号 説明 フォーマッ ト サンプル
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8 ワークフロー式の使用法
時間パターンのサンプル

変数を代入した場合の日付の型変換

式を実行した結果の値をワークフローの変数に代入する場合があ り ます。 たとえ
ば、 XML ドキュ メン トから  XPath 式で返されたデータを使って、 ワークフロー
の起動時に変数を初期設定する場合です。 また、 1 つの変数の型の値を別のもの
に割り当てたい場合があ り ます。

式の戻り値の型が、 式の結果の値を割り当てたい変数の型と異なる場合、 サーバ
は自動的に型の変換を行います。 ただし、 型の変換を行う こ とができない場合も
あ り、 その場合は例外が発生します。 次の表は、 型の変換を行う方法を示しま
す。 表中の * の数は、 表の後の 「メモ」 の項目番号に対応しています。

注意 : 以下の表で示す型の変換ルールは、 データ型のデフォルト設定値に適用
されます。 ヌル値のサポートに用いる変換ルールについては、
『WebLogic Integration の起動、 停止およびカスタマイズ』 の 「WebLogic 
Integration のカスタマイズ」 にある 「Null 変数をサポートする  BPM のコ
ンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照して ください。

表 8-4  米国のロケールを使用したサンプル

フォーマッ ト  パターン 結果

"yyyy.MM.dd G 'at' hh:mm:ss z" 1996.07.10 AD at 15:08:56 PDT

"EEE, MMM d, ''yy" Wed, July 10, '96

"h:mm a" 12:08 PM

"hh 'o''''clock' a, zzzz" 12 o'clock PM, Pacific Daylight Time

"K:mm a, z" 0:00 PM, PST

"yyyyy.MMMMM.dd GGG hh:mm aaa" 1996.July.10 AD 12:08 PM
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変数を代入した場合の日付の型変換
表 8-5  データの型の変換ルール

評価する元
の式

ターゲッ トの変数の型

文字列 整数 倍精度の値 日付 Boolean XML

文字列 文字列 整数 * 倍精度の値 * 日付 * ブール値 ** メモの 
***** を参
照。

整数 文字列 整数 整数の倍精度値 NS 整数の値が 
0 の場合は 
False、 それ
以外の値の
場合は 
True。

NS

倍精度の値 文字列 倍精度の整数
の値

倍精度の値 NS 倍精度の値
が 0.0 の場
合は False、
それ以外の
値の場合は 
True。

NS

日付 文字列 NS NS 日付 NS NS

Boolean  「True」
または
「False」

True の場合は 
1、 False の場合
は 0。

True の場合は 
1.0、 False の場
合は 0.0。

NS ブール値の 
True または 
False。

NS

XML 文字列
にシ リ
アライ
ズされ
た DOM

整数 *** 倍精度の値 *** 日付 *** ブール値
****

XML

ノード
リス ト

文字列
にシ リ
アライ
ズされ
た DOM

整数 *** 倍精度の値 *** 日付 *** ブール値
****

XML ノー
ド ***
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NS = サポート されません （Not supported）。 変換を行おう とする と、 型の変換が
違法なこ とを示すエラー メ ッセージが表示されます。

ノード  リ ス ト  = XPath の text() 関数で返されるオブジェク トです。

* ソースの値が、 ターゲッ トのデータの型に対して有効な入力でない場合、 型の
変換が違法なこ とを示すエラー メ ッセージが表示されます。

** 文字列の値が 「True」、 「t」、 または 「1」 の場合は True です。 文字列の値が
「False」、 「f」、 「0」 の場合は False です。 文字列の値がそれ以外の場合は、 型の
変換が違法なこ とを示すエラー メ ッセージが表示されます。

*** 文字列にシ リ アライズされ、 その後でターゲッ トのデータの型に変換される  
DOM オブジェク トです。 ソースの値が、 ターゲッ トのデータの型に対して有効
な入力でない場合、 型の変換が違法なこ とを示すエラー メ ッセージが表示され
ます。

**** 文字列にシ リ アライズされる  DOM オブジェク トです。 文字列の値が
「True」、 「t」、 または 「1」 の場合は True です。 文字列の値が 「False」、 「f」、 「0」
の場合は False です。 文字列の値がそれ以外の場合は、 型の変換が違法なこ とを
示すエラー メ ッセージが表示されます。

***** XML ドキュ メン トの要素に解析する  DOM で、 単なる ノードではあ り ま
せん。 これは、 文字列に再変換した場合に、 文字列に以下のよ うな XML のヘッ
ダが含まれるこ とを意味します。 <?xml version=”1.0” encoding=”UTF-8”?>.
ソースの値が、 DOM の解析に有効でない場合、 型の変換が違法なこ とを示すエ
ラー メ ッセージが表示されます。

これらの変換ルールは式の計算を完全にサポート していないこ とに注意して くだ
さい。 たとえば、 次の式を仮定します。

XPath(“your_expression”) + 2 

your_expression のデータの型が不明なため、 この文の結果は計算できません。
この文を有効にするには、 型キャス ト関数を使用して、 ユーザが希望するデータ
の型に結果を変換する必要があ り ます。

たとえば、 your_expression の評価が 3 の値になる と仮定し、 また結果を文字
列のデータ型にする と仮定します。 その場合は、 次の文を使用する必要があ り ま
す。

ToString(XPath(“your_expression”) + 2

この場合、 式の評価は 52 の文字列の値になり ます。
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たとえば、 your_expression の評価が 3 の値になる と仮定し、 また結果を整数
にする と仮定します。 その場合は、 次の文を使用する必要があ り ます。

ToInteger(ToString(XPath(“your_expression”)) + 2

この場合、 式の評価は 7 の整数値になり ます。
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8 ワークフロー式の使用法
Expression Builder の使い方

Expression Builder は、 関数、 演算子、 リ テラルおよび変数から成る式の作成に
役立ちます。 Studio 全体を通して、 次の図に示す [Expression Builder] ボタンが
ダイアログ ボッ クスの各フ ィールドに表示されます。

図 8-1   [Expression Builder] ボタン

[Expression Builder] ダイアログ ボッ クスを表示するには、 このボタンをク リ ッ
ク します。
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Expression Builder の使い方
図 8-2   [Expression Builder] ダイアログ ボックス

注意 : 式の一部になる関数に対してプラグインが定義されている場合、 このダ
イアログ ボッ クスには新しい関数が含まれます。

式を作成する手順は次のとおりです。

1. 次の操作を行います。

式または式のコンポーネン ト を、 [式 ] フ ィールドに直接キー入力します。

[関数 ]、[演算子 ]、[ リ テラル ] または [変数 ] オプシ ョ ンから選択し、スク
ロール可能リ ス トの右のコンポーネン ト をダブルク リ ッ ク して、 選択し
た式のテキス ト を [式 ] フ ィールドに入れます。 場合によっては、 挿入さ
れた項目にプレースホルダが含まれるこ と もあ り ます。 正しい情報を入
力する、 またはコンポーネン トの リ ス トから追加コンポーネン ト を挿入
して、 プレースホルダを置き換えます。

（省略可能） XPath の関数の場合、 XPath Wizard をク リ ッ ク して XPath 
Wizard を開き、 XML のサンプル ドキュ メン トから  XPath 関数の式を自
動的に生成するこ とができます。 Wizard の使用法の詳細は、 8-31ページ
の 「XPath Wizard を使用する  XPath 式の作成」 を参照して ください。

2. [式 ] フ ィールド内の式が完成した後、 [OK] をク リ ッ ク して式をダイアログ 
ボッ クスの元のフ ィールドに戻します。
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8 ワークフロー式の使用法
無効な式を入力した場合、 式が無効な理由を説明する メ ッセージが表示されま
す。 表示されるこ とのある メ ッセージについて、 考えられる原因を以下の表に示
します。

表 8-6  無効な式に対するメ ッセージ

メ ッセージ 主な原因

無効な operator オペラ
ンドです

AND、 OR、 XOR、 NOT、 *、 /、 %、 +、 -、 <、 <=、 =、
<>、 >=、 > 演算子に対する一方または両方のオペラン
ドが有効でない。 たとえば、 次のよ うな非数値の文字
列に対して算術演算を行おう と した場合 :"Name: " * 
25.4 

比較オペランド  
operator、 operator が一
致しません

異なる型の値の比較を試みた。 たとえば、 次のよ うに
文字列と数値を比較した場合。 “mystring” <= 56.9

NumberFormatException 数字の文字列表現で、 数字の型に必要なフォーマッ ト
を使っていない。 たとえば、 1.23ZX

関数名 "function" が認識
されません

未定義の関数を式で呼び出している。 たとえば、
"Name: " + somefunc() は、 有効な関数名ではない。

不完全なエスケープ 
シーケンス

引用符で囲んだ文字列内の最後の文字がバッ クスラ ッ
シュ文字で、 その後に続く文字が次のどれにも該当し
ない。 r、 n、 f、 t、 \、 '、 "、 0

無効なエスケープ シー
ケンス

引用符で囲んだ文字列にバッ クスラ ッシュ文字が含ま
れ、 その後に続く文字が次のどれにも該当しない。 r、
n、 f、 t、 \、 '、 "、 0

Fatal error 式の評価子で内部エラーが発生した。 式には構文エ
ラーが含まれる と考えられる。

文字列 "string" が閉じて
いません

文字列のリテラルで、 終りの引用符が一致していない。
次のサンプルでは、 前が二重引用符で後が一重引用符
になっており、 引用符が一致していない。 "This is 
an unclosed string'

第 n 行に不正な文字 「x」
があ り ます

式に、 式言語の構文に違反する文字が含まれる。 次の
例では、 ! が無効な文字。 7 * $wks + " days" !
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XPath Wizard を使用する  XPath 式の作成
Expression Builder は、 次のそれぞれについて有効性は調べません。

式で参照するワークフロー変数のデータの型。

関数に渡されるかっこの正しい数。

型の一致。 式の中で型の不一致がある場合 （たとえば、 数値でない文字列に

対して数値演算を行った場合など）、 式を評価する際に実行時エラーが発生
します。

関数の属性。 ある関数に対して有効でない属性を使用した場合、 実行時の例

外が発生します。

XPath Wizard を使用する XPath 式の作成

XPath Wizard のグラフ ィカル インタフェースを使って、 実際の XML エンティ
ティから自動的に XPath 式を生成したり、 XML エンティティの定義と検証を行
う  XPath 式を定義およびテス トできます。 XPath 式を生成してテス ト した後でそ
の式を Expression Builder に返すこ とによ り、 ワークフロー構文に準拠するため
に追加する必要がある引数を Expression Builder に追加できます。

XPath Wizard は、 サンプルの XML ドキュ メン ト 、 つま り  Document Type 
Definition (DTD)、 XML Schema Document (XSD)、 Extensible Stylesheet 
Language (XSL) または Message Format Language (MFL) ファ イルをサンプリ ング
できます。 ユーザが DTD、 Schema、 XSL、 または MFL ファ イルを Wizard に

Error:unmatched input 評価子が式を解釈できない。 式には構文エラーが含ま
れる と考えられる。

構文エラー 式に、 無効な トークンが含まれている。 次の例では、 + 
演算子が省略されているため、名前は無効。 "Name: " 
$name

正しい式は、 次のとおり。 "Name: " + $name

表 8-6  無効な式に対するメ ッセージ

メ ッセージ 主な原因
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8 ワークフロー式の使用法
ロードする と、 ユーザが選択したファイル内の仕様に基づいて、 サンプルの 
XML ドキュ メン トが自動的に生成されます。 生成された XML ドキュ メン ト を
使用して、 XPath 式を作成します。

[XPath Wizard] を開くには、[Expression Builder] から  XPath Wizard をク リ ッ ク し
ます。

図 8-3   XPath Wizard

[XPath Wizard] には、 [ ワークスペース ] タブ、 [サンプル ] タブ、 および [ テス
ト ] タブの 3 つのタブが含まれています。 これらは次を行うために使用します。

[ ワークスペース ] タブ－ Studio セッシ ョ ン中に作成したすべての XPath ロ
ケーシ ョ ン式と関数を表示します。 これらの式と関数は、 [ テス ト ] タブで 1 
つずつ選択してテス トする、 または [Expression Builder] に返します。 8-36
ページの 「XPath 式を表示する」 を参照。

[サンプル ] タブ－サンプルの XML、 DTD、 MFL、 および Schema ドキュ メ
ン トに対して XPath 式を生成します。 手順の詳細は、 8-34ページの 「XPath 
ロケーシ ョ ン式を XML エンティティから生成する」 を参照して ください。
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XPath Wizard を使用する  XPath 式の作成
[ テス ト ] タブ－ XPath 式を XML ドキュ メン トに適用してテス ト します。
8-38ページの 「XPath 式をテス トする」 を参照。

これらの 3 つのタブには、 ツールバーと以下の 2 つの読み取り専用フ ィールドが
表示されます。

ドキュ メン ト  タイプ－現在ロード されている ドキュ メン トが型定義と関連付
けられているかど うかを示します。 ロード されたファ イルが DTD または 
XSD の場合、 パス とファ イル名が与えられます。 その他のドキュ メン トの場
合は、 ファ イルの型や ID が表示されません。

ドキュ メン トの場所－現在ロード されている ドキュ メン トがシステムで生成

されたサンプル ドキュ メン トかど うかを示します。 ロード されたファイルが 
XML、 MFL または XSL ドキュ メン トの場合、 パス とファ イル名が与えられ
ます。

ツールバーのボタンについて以下の表で説明します。

表 8-7  [XPath Wizard] ツールバー ボタン

ボタン 説明

XML エンティティを XPath Wizard にロードする。
詳細については、 8-34ページの 「XPath ロケーシ ョ
ン式を XML エンティティから生成する」 を参照。

XML 式を [ ワークスペース ] に固定する。 詳細につ
いては、 8-34ページの 「XPath ロケーシ ョ ン式を 
XML エンティティから生成する」 を参照。

選択した XML 式を、 XML エンティティに対してテ
ス トする。 詳細については、 8-38ページの 「XPath 
式をテス トする」 を参照。

XPath Wizard に関する情報を表示する。
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8 ワークフロー式の使用法
XPath ロケーシ ョ ン式を XML エンテ ィテ ィから生
成する

Xpath Wizard を使用して、 以下をターゲッ ト とする  XPath ロケーシ ョ ン式を生
成できます。

要素コンテンツ

属性コンテンツ

ノード

XML§MFL、 XSL、 DTD または XSD ドキュ メン ト をサンプリ ング用にロードで
きます。 ユーザが DTD または XSD ドキュ メン ト を開く と、 Wizard はサンプル
の XML ドキュ メン ト を、 ユーザが選択した DTD または Schema から生成しま
す。 生成された XML ドキュ メン ト を使用して、 XPath 式を作成します。

XPath ロケーシ ョ ン式を生成する手順は、 次のとおりです。

1. [Expression Builder] ダイアログ ボッ クスで [XPath Wizard] をク リ ッ ク し、
[XPath Wizard] を表示します。

2. [XPath Wizard] の [サンプル ] タブを選択し、 XPath 式を作成する  [サンプル
] 領域を表示します。

3.  ボタンをクリ ックして、 [XML ファ インダ ] ダイアログ ボッ クスを開き
ます。 [XML ファ インダ ] ダイアログ ボッ クスを使って、 XPath 式の作成に
使用する  XML、 DTD、 XSD、 MFL または XSL ドキュ メン ト を検索します。
詳細については、 7-19ページの 「XML エンティティを取り出す」 を参照し
てください。

XML ファ インダによってドキュ メン トが検出される と、 ドキュ メン トのコ
ンテンツが Xpath Wizard に表示されます。 ユーザが DTD または XSD ド
キュ メン ト を開く と、 Wizard はサンプルの XML ドキュ メン ト を、 ユーザが
選択した DTD または Schema から生成します。
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XPath Wizard を使用する  XPath 式の作成
図 8-4   [XPath Wizard] : サンプルの XML ドキュ メン ト を持つ [サンプル ] タブ

4. XPath 式のターゲッ トにする、 要素、 属性、 またはノードのマークアップま
たはコンテンツを選択します。 選択したターゲッ トに基づいて、 XPath 
Wizard によって XPath 式が生成され、 [XPath 式 ] フ ィールドに表示されま
す。

5.  ボタンをク リ ッ ク して、 ユーザが作成した XPath 式を [ ワークスペース
] に入れます。

6. 作成した式を表示するには、 [ ワークスペース ] タブをク リ ッ ク します。 詳細
については、 8-36ページの 「XPath 式を表示する」 を参照して ください。
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8 ワークフロー式の使用法
7. 作成した式をテス トするには、 [ テス ト ] タブをク リ ッ ク します。 詳細につい
ては、 8-38ページの 「XPath 式をテス トする」 を参照して ください。

8. [OK] をク リ ッ ク して、 式を [Expression Builder] に返します。

XPath 式を表示する
Studio セッシ ョ ン中に XPath Wizard で作成したすべての XPath 式は、[ ワークス
ペース ] に配置できます。 XPath 式を作成するごとに、 式を [ ワークスペース ] 
に固定できます。 このよ うにして、 1 つの XML ドキュ メン トに対して複数の式
を作成し、 これらの式が正しい結果を返すこ とを後でテス トできます。
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XPath Wizard を使用する  XPath 式の作成
図 8-5   [XPath Wizard] : [ ワークスペース ] タブ

ワークスペースには、 各 XPath 式について以下の情報が表示されます。

XPath 式 [サンプル ] タブで生成した、 または [ テス ト ] タ
ブに入力した XPath ロケーシ ョ ン式。

ターゲッ ト XPath 式のターゲッ トである、 XML ドキュ メン ト
内の要素または属性。

ドキュ メン ト XPath 式が生成される元となったソース  ドキュ メ
ン ト。
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8 ワークフロー式の使用法
式をテス トするには、 リ ス ト内の式を選択して [ テス ト ] タブをク リ ッ ク しま
す。 テス トの手順については、 8-38ページの 「XPath 式をテス トする」 を参照し
てください。

[Expression Builder] に式を返すには、 リ ス ト内の式を選択して [OK] をク リ ッ ク
します。 [XPath Wizard] ウ ィンド ウが閉じ、選択した式が [Expression Builder] に
配置されます。

XPath 式をテストする
XPath Wizard のテス ト機能は、 次の目的で使用します。

Expression Builder で構築した、 またはサンプル ドキュ メン トから生成した
ロケーシ ョ ン式をテス ト します。 1 つのドキュ メン トから  XPath ロケーシ ョ
ン式を生成した後、 他のサンプル ドキュ メン トに対してこれらの式をテス ト
して、 正しいコンテンツが返されるこ とを確認したほうがよい場合があ り ま
す。

XPath 言語関数など、 ユーザが作成した別の型の XPath 式を、 サンプル ド
キュ メン トに対して検証します。 Expression Builder で構築した式を直接 
XPath Wizard に渡す、 Sample 機能によって生成済みの場所に XPath 関数を
追加する、 または XPath Wizard で式を新し く作成できます。 XPath Wizard 
の以下のテス ト機能は、 XPath 言語のすべての関数をサポート しています。

文字列関数－ノードおよび属性の文字列のコンテンツに対して、 アクセ

ス、 抽出、 結合などの処理を行います。

ブール関数－引数に対して Boolean テス ト または演算を行い、 それに
よって得られた値を返します。

数値関数－ドキュ メン ト内のノード数や数値の合計など、 数値で表され

る結果を返します。

ノード設定関数－個々のノードまたはノード  セッ トについての情報を返
します。

XPath 言語によって指定される関数の一覧については、
http://www.w3.org/TR/xpath.html を参照して ください。

式を構築した後、 計算値が XPath Wizard によって返されます。
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XPath Wizard を使用する  XPath 式の作成
ロケーシ ョ ン式をテストする

XPath のロケーシ ョ ン式をテス トする手順は、 次のとおりです。

1. （省略可能） テス トする  XPath 式を [Expression Builder] に入力して、 [XPath 
Wizard] をク リ ッ ク します。 XPath 式が、 [ ワークスペース ] 内の [XPath 式 ] 
リ ス トの最初の項目と して表示されます。

2. [サンプル ] タブをク リ ッ ク して [開く ] ボタンをク リ ッ ク し、 [XML ファ イ
ンダ ] ダイアログ ボッ クスを表示します。 [XML ファ インダ ] ダイアログ 
ボッ クスを使って、 XPath 式のテス トに使用する  XML、 DTD、 XSL、 XSD、
または MFL ドキュ メン ト を検索します。 詳細については、 7-19ページの
「XML エンティティを取り出す」 を参照してください。

XML ファ インダによってドキュ メン トが検出される と、 ドキュ メン トのコ
ンテンツが XPath Wizard に表示されます。 ユーザが DTD または XSD ド
キュ メン ト を開く と、 Wizard はサンプルの XML ドキュ メン ト を、 ユーザが
選択した DTD または Schema から生成します。

3. 手順 1 で Expression Builder から式を渡さなかった場合、 サンプル ドキュ メ
ン トから  XPath ロケーシ ョ ン式を生成します。 手順については、 8-34ページ
の 「XPath ロケーシ ョ ン式を XML エンティティから生成する」 を参照して
ください。

4. [ ワークスペース ] 内で、 テス トする式を選択します。

5. [ テス ト ] タブを選択します。 [ テス ト ] 領域に XML ドキュ メン トが表示さ
れ、 XPath 式のターゲッ トが強調表示されます。
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図 8-6   [XPath Wizard] : [ テスト ] タブ

6. 必要に応じて、 [XPath 式 ] フ ィールドで XPath 式を編集して修正します。

7. 式を再びテス ト して、 その値をドキュ メン ト内でハイライ ト させるには、

 ボタンをク リ ッ ク します。 式の新しい結果が XML ドキュ メン ト内で強
調表示されます。

8. [OK] をク リ ッ ク して、 式を [Expression Builder] に返します。

関数を含む式をテストする

関数を含む XPath 式をテス トする手順は、 次のとおりです。
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XPath Wizard を使用する  XPath 式の作成
1. （省略可能） テス トする  XPath 式を [Expression Builder] に入力して、 [XPath 
Wizard] をク リ ッ ク します。 XPath 式が、 [ ワークスペース ] 内の [XPath 式 ] 
リ ス トの最初の項目と して表示されます。

2. [サンプル ] タブをク リ ッ ク して [開く ] ボタンをク リ ッ ク し、 [XML ファ イ
ンダ ] ダイアログ ボッ クスを表示します。 [XML ファ インダ ] ダイアログ 
ボッ クスを使用して、 XPath 式のテス トに使用する  XML、 DTD、 または 
Schema (XSD) ドキュ メン ト を取り出します。 詳細については、 7-19ページ
の 「XML エンティティ を取り出す」 を参照して ください。

ユーザが DTD または XSD ドキュ メン ト を開く と、 Wizard はサンプルの 
XML ドキュ メン ト を、 ユーザが選択した DTD または Schema から生成しま
す。 生成された XML ドキュ メン ト を使用して、 XPath 式をテス ト します。

3. （省略可能） サンプル ドキュ メン トから  XPath ロケーシ ョ ン式を生成します。
手順については、 8-34ページの 「XPath ロケーシ ョ ン式を XML エンティ
ティから生成する」 を参照して ください。

4. [ テス ト ] タブを選択します。

5. [XPath 式 ] フ ィールドに式を入力するか、 [ ワークスペース ] から配置した
式を編集 （関数を追加するなど） します。

6.  ボタンをク リ ッ ク します。 [ テス ト ] 領域に関数の戻り値が表示されま
す。
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図 8-7   XPath の関数の演算結果

7. 必要に応じて、 [XPath 式 ] フ ィールドで XPath 関数を編集して修正します。

8. 関数を再びテス トする場合は、  ボタンをク リ ッ ク します。 [ テス ト ] 領
域に関数の戻り値が表示されます。

9. [OK] をク リ ッ ク して、 関数を [Expression Builder] に返します。
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9 ワークフロー例外の処理

この章では、 内部および外部的に発生したワークフロー例外条件を処理する方法
について説明します。

ワークフローの例外処理

例外ハンド ラ定義タスクの概要

例外ハンド ラの定義

ワークフローからの例外ハンド ラの呼び出し

システム エラー メ ッセージ

ワークフローの例外処理

ワークフローの例外処理機能によ り、 実行時に内部的および外部的に発生する例
外条件に対し、 定義、 ト ラ ップ、 および対処ができます。 例外には、 ユーザが
ワークフロー内で対象とする特定の異常な条件、 またはト ラ ップし対処する代表
的な実行時のサーバ例外があ り ます。

WebLogic Integration 内の例外処理は、 タスク  レベルではなく、 ワークフロー レ
ベルで行われます。すべてのワークフロー テンプレート定義には、少なく と も  1 
つの例外ハンド ラ、 すなわちシステム例外ハンド ラがあ り ます。 システム例外ハ
ンド ラは、 デフォルトによる初期例外ハンド ラで、 例外が発生するたびに呼び出
されます。 例外は、 ワークフロー内から特定の例外ハンド ラが呼び出される前に
発生する可能性があるため、 初期例外ハンド ラのコンセプ トが必要になり ます。
たとえば、 開始ノードで変数を初期化する間に例外が発生するこ とがあ り ます。
この場合、 システム例外ハンド ラは、 アクティブな ト ランザクシ ョ ンにロール
バッ クのみというマークを付けるこ と、 およびク ライアン トに対して例外を再送
出するこ とで、 例外に応答します。

ワークフローの例外処理機能によ り、 例外に対応して実行するアクシ ョ ンを指定
するカスタマイズされた例外ハンド ラを、 定義できます。 例外ハンド ラは、 コ
ミ ッ ト と ロールバッ ク処理のパスを持ちます。 ユーザは、 これらのパスのそれぞ
れで実行するワークフロー内の所定のアクシ ョ ンを指定します。 例外が発生した
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際に、 現在アクティブな ト ランザクシ ョ ンのロールバッ クのみがマーク された場
合、 例外ハンド ラはその ト ランザクシ ョ ンに対するロールバッ ク処理パスを実行
します。 ト ランザクシ ョ ンに対してロールバッ クのみのマークが付けられていな
い場合、 例外ハンド ラはそのコ ミ ッ ト  パスを実行します。 ワークフローの ト ラ
ンザクシ ョ ン モデルについては、 『BPM ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ン プログ
ラ ミ ング ガイ ド』 の 「BPM ト ランザクシ ョ ン プログラ ミ ング モデル」 を参照
して ください。

また、 キャ ッチしたい特定の例外を、 型、 重大度、 テキス ト 、 その他の基準別に
識別するために、 ワークフローの関数を条件付きの式で使用するこ とができま
す。 詳細については、 8-12ページの 「実行時のワークフロー データを収集する」
を参照して ください。

カスタム例外ハンド ラ とそのアクシ ョ ンは、 一度定義すれば、 以下の 3 つの方法
で呼び出すこ とができます。

初期例外ハンド ラ と して動作するよ うに設定する方法。 これによ り、 ワーク

フローが示された時点で直ちに、 指定されたカスタム例外ハンド ラは例外を
キャ ッチします。

任意のワークフロー ノードで、 ワークフロー例外ハンド ラを設定アクシ ョ ン
を使用する方法。 これによ り カスタム例外ハンド ラは、 それ以降から、 ワー
クフロー内で次のワークフロー例外ハンド ラを設定アクシ ョ ンになるか、
ワークフローが終了するかのどちらか最初に起こるまで、 アクティブ状態に
なっています。

任意のワークフロー ノードで例外ハンド ラの呼び出しアクシ ョ ンを使用する
方法。 これによ り、 指定された例外ハンド ラ内で定義されたアクシ ョ ンは、
例外の発生の有無にかかわらず、 そのポイン トで実行されます。 必要に応じ
て、 XML ドキュ メン ト を例外プロセッサに送信し、 この XML ドキュ メン
トからの値を用いて、 ワークフローの変数を作成します。 このアクシ ョ ンは
一般的に、 ワークフローの定義で特に指定された例外をキャ ッチするよ う な
条件付の状況で使用されます。

例外ハンドラ定義タスクの概要

例外ハンド ラは、 例外が発生した ト ランザクシ ョ ンのコ ミ ッ ト / ロールバッ ク  パ
スで各種のアクシ ョ ンを指定できるワークフロー内のサブワークフローのよ うな
ものです。 例外ハンド ラは一般的な例外の発生に対応でき、 また例外ハンド ラ
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は、 ト ラ ップする特定の例外を指定するために条件を用いるこ と もできます。
ワークフロー内でカスタム例外ハンド ラを使用するには、 以下を行う必要があ り
ます。

注意 : 例外ハンド ラやそれを参照するアクシ ョ ンの定義を始める前に、 ワーク
フロー式の言語や Studio の Expression Builder や XPath Wizard について
の学習も必要です。 例外ハンド ラの呼び出しアクシ ョ ンでの XML ド
キュ メン トの構成や、 例外ハンド ラでの変数の初期化など、 この節で説
明するタスクの多く を行うには、 ダイアログ ボッ クスのフ ィールドに式
を入力する必要があ り ます。 ワークフロー式の詳細については、 第 8 章
「ワークフロー式の使用法」 を参照して ください。

1. 例外ハンド ラを作成し、 次に必要に応じて、 それを初期例外ハンド ラ と して
設定します。 手順の詳細は、 9-5ページの 「カスタム例外ハンド ラを作成す
る」 を参照してください。

2. 例外ハンド ラにアクシ ョ ンを追加します。 アクシ ョ ンの詳細については、 第 
6 章 「アクシ ョ ンの定義」 を参照して ください。

3. 終了メ ソ ッ ドを例外ハンド ラに追加します。 手順の詳細は、 9-8ページの
「例外ハンド ラを終了する」 を参照して ください。

4. 例外ハンド ラを呼び出すワークフロー ノードに、 アクシ ョ ンを追加します。
手順の詳細は、 9-11ページの 「ワークフローからの例外ハンド ラの呼び出
し」 を参照してください。

例外ハンドラの定義

例外ハンド ラ定義機能を使用して、 カスタム例外ハンド ラを定義します。 例外ハ
ンド ラを定義しない場合は、 デフォルトでシステム例外ハンド ラが使用されま
す。

カスタム例外ハンド ラは、 初期例外ハンド ラ と して設定できます。 つま り、 ワー
クフローがインスタンス化される とその例外ハンド ラがすぐにアクティブになり
ます。 テンプレート定義では、 例外ハンド ラを設定アクシ ョ ンを用いて、 ワーク
フローの開設時にアクティブな例外ハンド ラを変更できます （9-12ページの
「ワークフロー例外ハンド ラを設定する」 を参照）。
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現在のテンプレート定義に対して定義されたカスタム例外ハンド ラは、 [例外ハ
ンド ラ ] フォルダの下のフォルダ ツ リーに表示され、 また [ テンプレート定義 ] 
のプロパティ  ダイアログ ボッ クスに表示されます。

図 9-1   [ テンプレート定義のプロパティ ] ダイアログ ボックス : [例外ハンドラ
] タブ

カスタム例外ハンド ラを定義する際、 コ ミ ッ トおよびロールバッ クの両方の例外
条件で実行するアクシ ョ ンを指定できます。 コ ミ ッ ト  パスの場合、 すべての
ワークフロー アクシ ョ ンを実行できます。 ロールバッ ク  パスの場合は、 次のア
クシ ョ ンのみを実行できます。 XML イベン ト をポス ト 、 プログラムの呼び出
し、 ビジネス  オペレーシ ョ ンを実行、 例外ハンド ラを編集、 処理なし、 および
監査エン ト リ を作成。 アクシ ョ ンの詳細については、 第 6 章 「アクシ ョ ンの定

義」 を参照してください。
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注意 : 一部の Enterprise Java Beans (EJB) は、 UserTransaction メ ソ ッ ドを呼び出
して ト ランザクシ ョ ンにロールバッ クのみのマークを付けるこ とができ、
またコンテナ境界で非検査の例外を返すこ とができます。 これら  2 つの
ケースのいずれの場合も、WebLogic Server はト ランザクシ ョ ンをロール
バッ ク します。

また、 ワークフロー変数を定義するこ とによって、 例外ハンド ラの呼び出しアク
シ ョ ン内で定義された XML メ ッセージの値を取り込むこ と もできます。 詳細に
ついては、 9-13ページの 「例外ハンド ラを呼び出す」 を参照して ください。

カスタム例外ハンドラを作成する

ワークフロー テンプレートの定義用に例外ハンド ラを作成する手順は、 次のと
おりです。

1. 以下のいずれか 1 つを実行します。

フォルダ ツ リー内で、 テンプレート定義のフォルダを展開します。 [例外
ハンド ラ ] フォルダを右ク リ ッ ク して [例外ハンド ラを作成 ] を選択しま
す。

テンプレート定義のプロパティ  ダイアログ ボッ クスの [例外ハンド ラ ] タ
ブで、 [追加 ] をク リ ッ ク します。

[例外ハンド ラのプロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。
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9 ワークフロー例外の処理
図 9-2   [例外ハンドラのプロパティ ] ダイアログ ボックス

2. [名前 ] フ ィールドに、 新しい例外ハンド ラ用に有意で簡単に識別可能な名前
を入力します。

3. （省略可能） [初期例外ハンド ラ ] チェッ クボッ クスを選択して、 例外ハンド
ラをワークフロー内でデフォルトの初期例外ハンド ラ と してマークを付けま
す。 ワークフローが例外を検出する と、 この例外ハンド ラが最初に呼び出さ
れる。

4. （省略可能） [変数 ] タブで [追加 ] をク リ ッ ク して、 [ ワークフロー変数の割
り当て ] ダイアログ ボッ クスを表示します。 このダイアログ ボッ クスは、 実
行時に評価する式を変数の値と して指定するこ とによ り、 ワークフロー内で
作成した変数を初期化するために使用できます。

5. [変数 ] ド ロ ップダウン リ ス トで、 受信するデータを格納する変数を選択し
ます。

6. 以下のいずれかを実行して、実行時に評価して変数の値を生成する式を  [式 ] 
フ ィールドに入力します。

定数の指定に使用する構文については、 8-2ページの 「 リ テラルの使い方」
を参照して ください。

変数を渡すための値を含む XML メ ッセージを送信するために、 例外ハン
ド ラの呼び出しアクシ ョ ンを使用する場合は （9-13ページの 「例外ハン
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ド ラを呼び出す」 を参照）、 XPath() 関数を使用するか （8-8ページの
「XPath()」 を参照）、 または XML 要素のド ッ ト表記を使用します （8-11

ページの 「XML 要素のド ッ ト表記」 を参照）。 また [式 ] ボタン  
を使用して XPath Wizard を呼び出し、 このウ ィザードを使ってサンプル
の着信ドキュ メン トから  XPath の式を自動的に生成できます。 詳細につ
いては、 8-31ページの 「XPath Wizard を使用する  XPath 式の作成」 を参
照して ください。

7. [OK] をク リ ッ ク します。 変数の初期化内容が、 [例外ハンド ラのプロパティ
] ダイアログ ボッ クスの [変数 ] タブのリ ス トに表示されます。

8. 初期化するすべての変数に対し、 手順 4 から  7 を繰り返します。

9. [ コ ミ ッ ト時アクシ ョ ン ] タブで、 [追加 ]、 [更新 ] または [削除 ] ボタンを
使用して、 現在アクティブな ト ランザクシ ョ ンのマークがロールバッ ク専用
と して付けられていない場合に実行するアクシ ョ ンを指定します。 アクシ ョ
ンの実行に関する説明は、 第 6 章 「アクシ ョ ンの定義」 を参照して くださ

い。

10. [ ロールバッ ク時アクシ ョ ン ] タブで、 現在アクティブな ト ランザクシ ョ ンが
ロールバッ ク専用にプログラムでマークが付けられている場合に実行するア
クシ ョ ンの追加、 更新、 または削除を指定します。 ワークフローは、 現在ア
クティブな ト ランザクシ ョ ンの先頭にロールバッ ク されます。

11. [ コ ミ ッ ト時アクシ ョ ン ] または [ ロールバッ ク時アクシ ョ ン ] タブで、 プロ
グラムの制御を メ イン ワークフローに戻すために、 [例外ハンド ラを編集 ] 
アクシ ョ ンを追加します。 詳細については、 9-8ページの 「例外ハンド ラを
終了する」 を参照してください。

12. [OK] をク リ ッ クする と、 カスタム例外ハンド ラが追加されます。 する と新し
い例外ハンド ラがテンプレート定義の [プロパティ ] ダイアログ ボッ クスの 
[例外ハンド ラ ] タブに表示され、 またフォルダ ツ リーの [例外ハンド ラ ] 
フォルダの下に表示されます。
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例外ハンドラを終了する

例外ハンド ラを終了するには、 [例外ハンド ラのプロパティ ] ダイアログ ボッ ク
スからのみ指定できる  [例外ハンド ラを編集 ] アクシ ョ ンを使用します （詳細

は、 9-3ページの 「例外ハンド ラの定義」 を参照）。 このアクシ ョ ンを [例外ハン
ド ラ ] の [ コ ミ ッ ト時アクシ ョ ン ] タブまたは [ ロールバッ ク時アクシ ョ ン ] タブ
に必ず追加して、 メ イン フローに制御を返すこ とができるよ うにして ください。

[ ロールバッ ク ] パスで使用可能な終了オプシ ョ ンは、 [ ロールバッ ク ] だけで
す。 Commit パスでは、 以下の 4 つのオプシ ョ ンから選択できます。

ロールバッ ク－ユーザ ト ランザクシ ョ ンにロールバッ クのみのマークを付
け、 ト ランザクシ ョ ンの開始前の状態にワークフローを戻します。 例外は、
例外ハンド ラを設定と してク ライアン トに伝播される。

停止－例外ハンド ラを終了し、 後続のアクシ ョ ンの実行を取り止めます。

再試行－例外ハンド ラを終了し、 失敗したオペレーシ ョ ンの再試行を試みま

す （失敗した操作とは、 アクシ ョ ンまたは変数設定を指す）。

続行－例外ハンド ラの実行を停止し、 次のオペレーシ ョ ンでワークフローの

実行の継続を試みます （次の操作とは、 次のアクシ ョ ンまたは次に設定する
変数を指す）。

注意 : 一部の Enterprise Java Beans (EJB) は、 UserTransaction メ ソ ッ ドを呼び出
して ト ランザクシ ョ ンにロールバッ クのみのマークを付けるこ とができ、
またコンテナ境界で非検査の例外を返すこ とができます。 これら  2 つの
ケースのいずれの場合も、WebLogic Server はト ランザクシ ョ ンをロール
バッ ク します。
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図 9-3   [例外ハンドラを編集 ]

例外ハンド ラを終了する手順は、 次のとおりです。

1. [例外ハンド ラのプロパティ ] ダイアログ ボッ クスから、 [ アクシ ョ ンを追加
] ダイアログ ボッ クスを呼び出し、 [例外処理アクシ ョ ン ] フォルダを展開
し、 [例外ハンド ラを編集 ] を選択し、 [OK] をク リ ッ ク して [例外ハンド ラ
を編集 ] ダイアログ ボッ クスを表示します。

[ ロールバッ ク時アクシ ョ ン ] タブにアクシ ョ ンを追加する場合、 選択可能
なオプシ ョ ンは [ ロールバッ ク ] に限られます。 [ コ ミ ッ ト時アクシ ョ ン ] タ
ブにアクシ ョ ンを追加する場合は、 [ メ ソ ッ ドを終了 ] オプシ ョ ンの 1 つを
選択します。

2. [OK] をク リ ッ クする とアクシ ョ ンが追加されます。

カスタム例外ハンドラを更新する

1. 以下のいずれか 1 つを行い、 [例外ハンド ラのプロパティ ] ダイアログ ボッ
クスを表示します。

フォルダー ツ リーで、 [例外ハンド ラ ] フォルダを展開し、 希望の例外ハ
ンド ラ  フォルダを右ク リ ッ ク し、 ポップアップ メニューから  [プロパ
ティ ] を選択します。
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テンプレート定義のプロパティ  ダイアログ ボッ クスの [例外ハンド ラ ] タ
ブから、 希望の例外ハンド ラを選択し、 [更新 ] をク リ ッ ク します。

2. 例外ハンド ラに対して必要な変更を行います。

3. [OK] をク リ ッ ク して変更を保存します。

例外ハンドラの用途を表示する

例外ハンド ラがワークフロー内で参照する場所を閲覧する手順は、 次のとおりで
す。

1. フォルダー ツ リーで、 例外ハンド ラのフォルダを右ク リ ッ ク し、 ポップアッ
プ メニューから  [使用場所 ] を選択して [例外ハンド ラの使用場所 ] ダイアロ
グ ボッ クスを表示します。 このダイアログ ボッ クスには、 選択した例外ハン
ド ラが参照するワークフロー内の場所が一覧で示されます。

図 9-4   [例外ハンドラの使用場所 ] ダイアログ ボックス

2. （省略可能） ダイアログ ボッ クスの以下のボタンを用いて以下の操作を行い
ます。

[更新 ] －選択したオブジェク トに対するダイアログ ボッ クスを開きます。
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[削除 ] －選択したオブジェク ト を削除します。

3. [OK] をク リ ッ ク します。 [例外ハンド ラの使用場所 ] ダイアログ ボッ クスを
終了します。

カスタム例外ハンドラを削除する

一度定義しておけば、 例外ハンド ラは例外ハンド ラの呼び出しアクシ ョ ンまたは
ワークフロー例外ハンド ラを設定アクシ ョ ンで参照しない場合にのみ削除されま
す （9-13ページの 「例外ハンド ラを呼び出す」 を参照）。 例外ハンド ラが参照す
る場所のリ ス ト を閲覧する場合は、 9-10ページの 「例外ハンド ラの用途を表示
する」 の手順に従います。

例外ハンド ラを削除する手順は、 次のとおりです。

1. 以下のいずれか 1 つを実行します。

フォルダー ツ リーで、 [例外ハンド ラ ] フォルダを展開し、 該当する例外
ハンド ラ  フォルダを右ク リ ッ ク し、 ポップアップ メニューから  [削除 ] 
を選択します。

テンプレート定義のプロパティ  ダイアログ ボッ クスの [例外ハンド ラ ] タ
ブから、 該当する例外ハンド ラを選択し、 [削除 ] をク リ ッ ク します。

2. メ ッセージが表示されたら削除の操作を確認します。

ワークフローからの例外ハンドラの呼び出
し

ワークフローから例外ハンド ラを呼び出すには、 以下の例外処理アクシ ョ ンを用
います。

[ ワークフロー例外ハンド ラを設定 ] －このアクシ ョ ンは、 ワークフローの例
外ハンド ラをユーザが指定したものに設定します。 このポイン トからのすべ
ての例外は、 このアクシ ョ ンが再び指定されるまで、 指定された例外ハンド
ラによってキャ ッチされます。 詳細については、 9-12ページの 「ワークフ
ロー例外ハンド ラを設定する」 を参照してください。
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9 ワークフロー例外の処理
[例外ハンド ラの呼び出し ] －このアクシ ョ ンはカスタム例外ハンド ラ内で定
義したアクシ ョ ンを呼び出し、 また必要に応じて、 ワークフロー内の所定の
ポイン トで例外プロセッサに XML メ ッセージを送信します。 これは一般的
に、 ワークフロー内で特に定義された例外に対して、 代替アクシ ョ ンを行う
よ うな条件付きの状況で用いられます。 詳細については、 9-13ページの 「例
外ハンド ラを呼び出す」 を参照してください。

[例外ハンド ラを編集 ] －このアクシ ョ ンは、例外ハンド ラ内から メ イン ワー
クフローに制御を返すために使用されます。 詳細については、 9-8ページの
「例外ハンド ラを終了する」 を参照して ください。

ワークフロー例外ハンドラを設定する

指定した例外ハンド ラを、 ワークフロー テンプレート定義でアクティブな例外
ハンド ラにするには、 ワークフロー例外ハンド ラを設定アクシ ョ ンを使用しま
す。 このアクシ ョ ンをワークフロー テンプレート定義内で使わず、 かつ初期の
例外ハンド ラ と して定義しマーク付けした例外ハンド ラが他に存在しない場合、
システムの例外ハンド ラがデフォルトで使用され、 例外が発生するたびに呼び出
されます。

ワークフローに設定した例外ハンド ラは、 後続の [ ワークフロー例外ハンド ラを
設定 ] アクシ ョ ンを使用してその例外ハンド ラをシステム  ハンド ラまたは別のカ
スタム定義ハンド ラに リセッ トするまで、 ワークフローのインスタンス全体を通
して持続します。

図 9-5   [ ワークフロー例外ハンドラを設定 ]
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ワークフローからの例外ハンド ラの呼び出し
ワークフロー例外ハンド ラをカスタム ハンド ラに設定する手順は、 次のとおり
です。

1. [ アクシ ョ ンを追加 ] ダイアログ ボッ クスから  [例外処理アクシ ョ ン ] フォル
ダを展開し、 [ ワークフロー例外ハンド ラを設定 ] を選択し、 [OK] をク リ ッ
ク して [ ワークフロー例外ハンド ラを設定 ] ダイアログ ボッ クスを表示しま
す。

2. [例外ハンド ラ ] ド ロ ップダウン リ ス トから、 以下のいずれか 1 つを行いま
す。

ワークフロー例外ハンド ラを、 ユーザが定義したカスタム例外ハンド ラ

に設定するには、 [例外ハンド ラ ] ド ロ ップダウン リ ス トからその例外ハ
ンド ラを選択します。

ワークフロー例外ハンド ラをデフォルトのシステム例外ハンド ラに戻す

には、 [例外ハンド ラ ] ド ロ ップダウン リ ス トから （システム例外ハンド
ラを） 選択します。

3. [OK] をク リ ッ クする とアクシ ョ ンが追加されます。

例外ハンドラを呼び出す

特定の例外ハンド ラをワークフロー内で呼び出し、 また必要に応じて、 ユーザが
定義した XML ドキュ メン ト を例外ハンド ラに送信するには、 例外ハンド ラの呼
び出しアクシ ョ ンを使用します。 XML ドキュ メン ト を使う と、 例外ハンド ラを
呼び出したと きに変数入力に使用する値を送信できます。 （詳細は、 9-3ページ
の 「例外ハンド ラの定義」 を参照）。

しかし、 このアクシ ョ ンによって、 アクティブに設定されている例外ハンド ラが
オーバーライ ド されるこ とはあ り ません。 例外が発生しても、 引き続きその例外
ハンド ラによって処理されます。 さ らに、 例外ハンド ラの呼び出しアクシ ョ ンの
実行時には、 例外が発生したかど うかに関係なく、 例外ハンド ラで定義したアク
シ ョ ンが実行されます。 したがって、 一般的にこのアクシ ョ ンは、 ワークフロー
そのものの中から例外が送出されている結果、 例外ハンド ラで定義したアクシ ョ
ンを呼び出したいという条件の下で使用します。 このアクシ ョ ンは、 ビジネス  
オペレーシ ョ ンによって送出された例外を処理するものではあ り ません。

また、 このアクシ ョ ンは XML ドキュ メン ト を選択した任意の例外ハンド ラに単
に送信する場合にも使用できます。
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9 ワークフロー例外の処理
図 9-6   [例外ハンドラの呼び出し ] ダイアログ ボックス

カスタム例外ハンド ラを呼び出す手順は、 次のとおりです。

1. [ アクシ ョ ンを追加 ] ダイアログ ボッ クスから  [例外処理アクシ ョ ン ] フォル
ダを展開し、 [例外ハンド ラの呼び出し ] を選択し、 [OK] をク リ ッ ク して [
例外ハンド ラの呼び出し ] ダイアログ ボッ クスを表示します。

2. [例外ハンド ラ ] ド ロ ップダウン リ ス トから、 以下のいずれか 1 つを行いま
す。

XML ドキュ メン ト を、 ワークフロー内のこのポイン トでイベン ト  プロ
セッサに単に送信する場合は、 [例外ハンド ラ ] フ ィールドの設定をデ
フォルトのシステム例外ハンド ラのままに残します。

既に定義しているカスタム例外ハンド ラを選択する。 こ こで指定するカ

スタム定義の例外ハンド ラ内のアクシ ョ ンは、 例外が実際に発生したか
9-14 WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイド



システム エラー メ ッ セージ
ど うかに関係なく、 このアクシ ョ ンの実行時に呼び出されます。 このポ
イン トで発生する例外は、 ワークフロー例外ハンド ラ と して設定された
例外ハンド ラによって引き続き処理されます。

3. （省略可能） 例外ハンド ラの呼び出し時にイベン ト  プロセッサに送信する  
XML ドキュ メン ト を定義します。 XML ドキュ メン ト構造を指定するには以
下のいずれかを行います。

新たな自由形式ドキュ メン ト を作成するには、 [子を追加 ] ボタンをク
リ ッ ク し、 ノードを追加するこ とによ り、 ドキュ メン トの作成を開始し
ます。

既存の XML ドキュ メン ト を指定するには、[ インポート ] ボタンをク リ ッ
ク してドキュ メン ト をロード します。

新たなタイプ指定 XML ドキュ メン ト を作成するには、 [ コンテンツ  タイ
プを設定 ] ボタンをク リ ッ ク し、 適切なスキーマ ドキュ メン ト をロード
します。

上記のオプシ ョ ンの詳細な手順については、 7-2ページの 「XML ドキュ メン
トの作成と編集」 を参照してください。

ユーザ定義の XML ドキュ メン トは、 ワークフロー テンプレート定義内に保
存される。

4. [OK] をク リ ッ クする とアクシ ョ ンが追加されます。

システム エラー メ ッセージ

8-12ページの 「実行時のワークフロー データを収集する」 で説明したよ うに、
例外ハンド ラが以下の情報を問い合わせできるよ うに、 4 つの属性を指定して 
WorkflowAttribute() 関数を使用するこ とができます。

Java の例外クラス名

エラー番号

エラー メ ッセージ本文

エラー重大度コード （ユーザには例外ハンド ラがアクシ ョ ンまたは API 経由
で呼び出されたか、 キャ ッチした例外の結果と して呼び出されたか通知され
る）。
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9 ワークフロー例外の処理
0: エラー タイプは不明。 内部使用専用。

1: ユーザ要求の処理時に致命的な例外が発生した。

2: ワークフロー ステータスの不一致など、 致命的で違法な条件が発生し
た。

3: ユーザが手作業で修正できる、 致命的でないワークフロー条件が発生
した。

4: WorkflowProcessor.invokeWorkfowErrorHandler を呼び出すアプリ
ケーシ ョ ン、 または例外ハンド ラを呼び出しアクシ ョ ンを実行するワー
クフローでカスタム エラーが発生した。

次の表に、 ワークフロー エラー メ ッセージを番号と本文別に一覧で示します。

表 9-1  ワークフロー エラー メ ッセージ

エラー番号 エラー メ ッセージ本文

0 不明なエラー

1 システム エラー

2 ワークフロー エラー

3 ワークフロー警告

4 ネス と された例外

5 サーバではリ クエス ト を完了できませんでした。

6 サーバではリ クエス ト を完了できませんでした。

7 ワークフローは完了しているので、 変更できません。

8  このタスクのプロパティでは、 タスクに完了マークを付けられません。

9 このタスクのプロパティでは、 タスクの k何両マークを外せません。

10 このタスクのプロパティでは、 タスクを再割り当てできません。

11 このタスクのプロパティでは、 タスクを変更できません。

12 このタスクはすでに完了しているので、 取得できません。

13 このタスクはすでに完了しているので、 割り当てられません。
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14 このタスクはすでに完了しているので、 実行できません。

15 このタスクは非アクティブなので、 実行できません。

16 ワークフローが完了しているので、 このタスクを実行できません。

17 このタスクは割り当てられていないので、 実行できません。

18 ルート変更の送り元と送り先は異なっている必要があ り ます。

19 有効日は、 期日以前とする必要があ り ます。

20 ソース  ユーザは、 指定の期間中にすでにルート変更されています。

21 このルート変更で循環的な参照がされます。

22 タスク名はワークフロー内で一意である必要があ り ます。

23 指定したオーガニゼーシ ョ ン "{0}" はすでに定義されています。

24 ロール名はオーガニゼーシ ョ ン内で一意である必要があ り ます。

25 指定したユーザ "{0}" はすでに定義されています。

26 レポート名は一意である必要があ り ます。

27 変数名は一意である必要があ り ます。

28 ワークフロー テンプレート名は一意である必要があ り ます。

29 作業負荷グラフ名は一意である必要があ り ます。

30 ビジネス  カレンダー "{0}" はすでに定義されています。

31 ユーザ "{0}" は現在ログオンされており、 削除できません。

32 ユーザ "{0}" に割り当てられているタスクがあるため、 このユーザを削除するこ とは
できません。 先にすべてのタスクの再割り当てを行ってください。

33 ユーザを管理するパーミ ッシ ョ ンが付与されていません。

34 ロールを管理するパーミ ッシ ョ ンが付与されていません。

表 9-1  ワークフロー エラー メ ッセージ

エラー番号 エラー メ ッセージ本文
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9 ワークフロー例外の処理
35 オーガニゼーシ ョ ンを管理するパーミ ッシ ョ ンが付与されていません。

36 ワークフローを定義するパーミ ッシ ョ ンが付与されていません。

37 ワークフローを監視するパーミ ッシ ョ ンが付与されていません。

38 タスクのルート変更を行うパーミ ッシ ョ ンが付与されていません。

39 サーバのコンフ ィグレーシ ョ ンを変更するパーミ ッシ ョ ンが付与されていません。

40 変数 "{0}" は ID 式またはト リガ定義によって参照されているので、 削除できません。

41 変数 "{0}" は、 1 つ以上のアクシ ョ ンによって参照されているので、 削除できません。

42 変数 "{0}" は、 1 つ以上の決定によって参照されているので、 削除できません。

43 変数名は空白にできません。

44 ロール "{0}" に割り当てられているタスクがあるため、 このロールを削除するこ とは
できません。 先にすべてのタスクの再割り当てを行ってください。

45 ワークフロー "{0}" は、 1 つ以上のアクシ ョ ンによって参照されているので、 削除で
きません。

46 タスク  "{0}" は、 1 つ以上のアクシ ョ ンによって参照されているので、 削除できませ
ん。

47 ロール "{0}" は、 1 つ以上のアクシ ョ ンによって参照されているので、 削除できませ
ん。

48 ユーザ "{0}" は、 1 つ以上のアクシ ョ ンによって参照されているので、 削除できませ
ん。

49 このワークフローはサスペンド されているので、 変更できません。

50 ビジネス  カレンダーのテンプレート  ルールを削除できません。

51 式の中でビジネス  カレンダー ID が指定されていません。

52 カレンダーの XML が定義されていません。

53 指定したビジネス  カレンダー "{0}" が見つかり ませんでした。

表 9-1  ワークフロー エラー メ ッセージ

エラー番号 エラー メ ッセージ本文
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54 ビジネス  カレンダー "{0}" で {1} 年のルールが定義されていません。

55 ビジネス  カレンダー "{0}" のプロセッサが見つかり ませんでした。

56 {0}, {1}: ビジネス  カレンダー ルールに予期しない トークン "{2}" があ り ます。

57 {0}, {1}: ビジネス  カレンダー ルールに予期しない文字 "{2}" があ り ます。

58 タイムゾーン識別子 "{0}" が無効です。

59 EJB ホーム環境が設定されていません。

61 初期コンテキス ト を取得できません。 環境が無効である可能性があ り ます : {0}

62 型 "{0}" のホーム インタフェースのク ラス  オブジェク ト をロードできません。 {1}

63 型 "{0}" のリモート  インタフェースのク ラス  オブジェク ト をロードできません。 {1}

64 指定したコンテキス トで "{0}" にバインド されたオブジェク トがあ り ません。 {1}

65 "{0}" にバインド されたオブジェク トが、 ホーム  インタフェース  "{1}" を実装してい
ません。

66 オブジェク ト  "{0}" にホーム メ ソ ッ ド  "{1}" が含まれていません。 {2}

67 オブジェク ト  "{0}" にリモート  メ ソ ッ ド  "{1}" が含まれていません。 {2}

68 ビジネス  オペレーシ ョ ンによ り、 不明なク ラス  "{0}" のオブジェク トが返されまし
た。 {1}

69 リモート  オブジェク トが見つかり ませんでした。

70 EJB "{0}" メ ソ ッ ドの呼び出しが失敗しました。 {1}

71 "{0}" オブジェク トのメ ソ ッ ドによ り、 予期しない型 "{1}" の値が返されました。

72 メ ソ ッ ドに対するパラ メータの数が違います。 予想していたのは {1} 個でしたが、 見
つかったのは {2} 個でした。

73 型 "{1}" のパラ メータ  {0} に対するク ラス （プ リ ミ テ ィブの場合はラ ップされてい
る） をロードできませんでした。 {2}

表 9-1  ワークフロー エラー メ ッセージ

エラー番号 エラー メ ッセージ本文
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74 型 "{1}" のパラ メータ  {0} に対するク ラス （プ リ ミ テ ィブの場合はラ ップされていな
い） をロードできませんでした。 {2}

75 パラ メータ  {0} の値を要求された型 "{1}" にキャス トできません。

76 ホーム メ ソ ッ ドがセッシ ョ ン Bean を返しませんでした。

77 指定したワークフロー テンプレート （ID={0}） が見つかり ませんでした。

78 指定したワークフロー テンプレート定義 （ID={0}） が見つかり ませんでした。

79 開始すべきアクティブかつ有効なテンプレート定義が見つかり ませんでした。

80 第 {0} 行、 第 {1} 列に XML 構文エラーがあ り ます。

81 "{0}" のク ラス  オブジェク ト をロードできません。 {1}

82 "{0}" で一致するコンス ト ラ ク タが見つかり ませんでした。 {1}

83 新しい "{0}" を作成できませんでした。 {1}

84 "{0}" で "{1}" に一致する メ ソ ッ ドが見つかり ませんでした。 {2}

85 "{0}" メ ソ ッ ドの呼び出しが失敗しました。 {1}

86 ワークフロー テンプレートは現在、 {0} によってロ ッ ク されています。

87 間隔の 「開始」 日が無効です。

88 間隔の 「終了」 日が無効です。

89 日付 "{0}" は無効です。

90 月名 "{0}" は無効です。

91 曜日名 "{0}" は無効です。

92 指定したタスク  インスタンス  "{0}" が見つかり ませんでした。

93 必須の入力変数 "{0}" が指定されていません。

94 指定した結合インスタンス  "{0}" が見つかり ませんでした。

表 9-1  ワークフロー エラー メ ッセージ

エラー番号 エラー メ ッセージ本文
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95 指定した変数インスタンス  "{0}" が見つかり ませんでした。

96 指定したオーガニゼーシ ョ ン "{0}" が見つかり ませんでした。

97 指定したロール "{0}" が見つかり ませんでした。

98 指定したユーザ "{0}" が見つかり ませんでした。

99 ユーザ "{0}" はオーガニゼーシ ョ ン "{1}" に所属していません。 .

100 ユーザ "{0}" をオーガニゼーシ ョ ン "{1}" に追加できませんでした。

101 ユーザ "{0}" をロール "{1}" に追加できませんでした。

102 ユーザ "{0}" をオーガニゼーシ ョ ン "{1}" から削除できませんでした。

103 ユーザ "{0}" をロール "{1}" から削除できませんでした。

104 指定したユーザ "{0}" は、 ロール "{1}" の定義が行われているオーガニゼーシ ョ ンに
は所属していません。

105 サーバにセキュ リティ  レルムがインス トールされていません。

106 インス トールされているセキュ リティ  レルム "{0}" はリ ス トできません。

107 セキュ リティ  レルム "{0}" は管理できません。

108 データベースに接続できません。

109 ロール "{0}" にはメンバーが含まれていません。

110 準備エラー : 参照 "{0}" が無効です。

111 感覚の単位 "{0}" が無効です。

112 変数値の割り当てが不正です。 型 "{1}" の変数 "{0}" に値の型 "{2}" を割り当ててみ
てください。

113 テンプレート定義が非アクティブであるため、 ワークフローをインスタンス化できま
せん。

114 対象タスク  "{0}" が見つかり ませんでした。

表 9-1  ワークフロー エラー メ ッセージ

エラー番号 エラー メ ッセージ本文
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9 ワークフロー例外の処理
115 対象イベン ト  "{0}" が見つかり ませんでした。

116 対象アクシ ョ ン "{0}" が見つかり ませんでした。

117 指定したビジネス  オペレーシ ョ ン "{0}" が見つかり ませんでした。

118 引数 "{1}" を有するプログラム "{0}" の呼び出し中にエラーが発生しました。

119 ユーザ "{0}" には電子メール アドレスがあ り ません。

120 ロール "{1}" のユーザ "{0}" には電子メール アドレスがあ り ません。

121 ルーティング テーブルで、 適切な割り当て対象を識別できませんでした。

122 ユーザ "{0}" に対してワークフローオーガニゼーシ ョ ンが定義されていません。

123 開始日の式 "{0}" が違います。 \n"(1)"

124 例外ハンド ラ  "{0}" が見つかり ませんでした。

125 例外ハンド ラの処理中にエラーが発生しました。

126 例外ハンド ラが、 許容されている最大再試行回数を超えました。

127 アプリ ケーシ ョ ンまたはワークフローのインスタンスが、 例外ハンド ラを呼び出しま
した。

128 指定したワークフロー インスタンス  {0} が見つかり ませんでした。

129 XML ドキュ メン トの解析時にエラーが発生しました。

130 この定義は、新しいバージ ョ ンで作成されています。 \n\ WebLogic Integrator Studio を 
{0} 以降のバージ ョ ンにアップグレード して ください。

表 9-1  ワークフロー エラー メ ッセージ

エラー番号 エラー メ ッセージ本文
9-22 WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイド



10 ワークフローのモニタ リング

この章では、 ワークフローのモニタ リ ングについて説明します。

ワークフロー モニタ リ ング タスクの概要

ワークフロー インスタンスの操作

ユーザ ワーク リ ス ト と ロールのワーク リ ス トの表示

タスクのパーミ ッシ ョ ンと優先度の変更

タスクのステータス と割り当ての変更

作業負荷レポートの使用

統計レポートの使用

ワークフロー モニタ リング タスクの概要

Studio でワークフローのモニタ機能を使う と、 ワークフローの設計者は実行時に
モニタしながら、 設計環境内でワークフロー設計のデバッグおよびト ラブル
シューティングを行う こ とができます。 また、 システム管理者は、 本稼動環境で
リアルタイムに実行されるワークフローをモニタして介入できます。

さ らに本稼動環境では、 管理者は手動で割り当てられたタスクのユーザおよび
ロールの作業負荷をモニタできます。

最後にビジネス  アナリ ス トは、 手動で割り当てたタスクについて実行後のデー
タ収集を実行し、 作業負荷とパフォーマンスに関する生の履歴データ と統計デー
タを収集し蓄積するこ とによ り、 ビジネス処理におけるボ トルネッ ク と非効率性
を分析できます。 この節では、 以下のタスクについて説明します。

実行中または完了したワークフロー インスタンスのステータスを表示しま
す。 手順の詳細は、 10-5ページの 「ワークフロー インスタンスの状態を表示
する」 を参照して ください。
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10 ワークフローのモニタ リング
実行中のインスタンスにおける変数の現在の値を表示して修正します。 手順

の詳細は、 10-8ページの 「ワークフロー インスタンスの変数を表示し、 更新
する」 を参照して ください。

ワークフロー インスタンスに関連するタスク （たとえば、 タスクの再割り当
てや、 ワークフローの強制的な再実行など） を修正します。 手順の詳細は、
10-16ページの 「タスクのステータス と割り当ての変更」 を参照して くださ
い。

タスクごとに定義されたパーミ ッシ ョ ンを変更して、 Worklist のユーザや他
の管理者がタスクを変更できるよ うにします。 手順の詳細は、 10-14ページ
の 「タスクのパーミ ッシ ョ ンと優先度の変更」 を参照して ください。

ユーザまたはロールのタスク  リ ス ト を表示し、 タスクの割り当て、 ステータ
ス、 またはパーミ ッシ ョ ンを修正します。 手順の詳細は、 10-12ページの
「ユーザ ワーク リ ス ト と ロールのワーク リ ス トの表示」 を参照して ください。

タスク数をユーザまたはロール別にステータス （保留中、 非アクティブ、 完

了、 期限切れ） ごとに表示して、 システムの作業負荷ステータスを表示しま
す。 手順の詳細は、 10-18ページの 「作業負荷レポートの使用」 を参照して
ください。

未使用データを蓄積し、 作業負荷および実行回数の統計レポート をユーザお

よびロール別に作成します。 手順の詳細は、 10-22ページの 「統計レポート
の使用」 を参照して ください。

注意 : ユーザおよびロールのワーク リ ス トの表示を除き、 この節で説明するモ
ニタ  タスクを実行するには、 インスタンスのモニタ  パーミ ッシ ョ ンが必
要です。 パーミ ッシ ョ ンの詳細は、 3-26ページの 「ユーザおよびロール
へのパーミ ッシ ョ ンの割り当て」 を参照して ください。

ワークフロー インスタンスの操作

ワークフロー インスタンスは、 実行時に配置されたワークフロー テンプレート
定義のセッシ ョ ンです。 ワークフロー インスタンスのステータス、 および変数
の現在の値を表示できます。 設計環境では、 インスタンスを表示して、 ワークフ
ロー設計のデバッグおよびト ラブルシューティングを行う こ とができます。 プロ
ダクシ ョ ン環境では、 実行中のワークフローのステータスを表示したり、 介入し
て変数の更新またはタスクの修正を行う こ とができます。
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ワークフロー インスタンスのリ ス ト を表示する手順は、 次のとおりです。

1. フォルダ ツ リー内で、 インスタンスを表示するワークフロー テンプレート ま
たはテンプレート定義を右ク リ ッ ク します。 ポップアップ メニューから  [ イ
ンスタンス ] を選択し、 [ ワークフロー インスタンス ] ダイアログ ボッ クス
を表示します。

2. 以下のオプシ ョ ンからいずれか 1 つを選択します。

開始－指定した時間の範囲内に開始した、 処理中または完了後のすべて

のワークフローを表示します。

完了－指定した時間の範囲内に完了した、 すべてのワークフローを表示

します。

3. [開始 ] および [終了 ] ド ロ ップダウン ボッ クスから開始日および終了日を選
択し、 選択したワークフロー テンプレート定義のインスタンスを表示する期
間を指定します。

図 10-1   [ ワークフロー インスタンス ] ダイアログ ボックス

各ワークフロー インスタンスについて、 以下の情報が表示されます。

ワークフロー 
ラベル

テンプレート定義の [プロパティ ] ダイアログ ボッ
クスの [ ワークフロー ラベル ] フ ィールドで指定し
た式からラベルが生成される。 詳細については、
5-13ページの 「テンプレート定義を更新、 ラベリ
ングおよびアクティブ化する」 を参照。

開始 ワークフローがインスタンス化された日付。
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性能上の理由から、 プロセス  エンジンは一度に 100 件の項目のみを返します。
さ らに追加項目がある場合は、 ボタン （+） が表示されます。 このボタンをク
リ ッ クする と、 次の 100 個の項目が取り出されます。 追加項目がなくなる と、 ボ
タンは表示されません。

インスタンス  リ ス ト を更新するには、 [最新の情報に更新 ] をク リ ッ ク します。

[ ワークフロー インスタンス ] ダイアログ ボッ クスで、 以下の操作を行う こ とが
できます。

ワークフロー インスタンスのステータスを、 グラフまたはリ ス トに表示しま
す。 詳細については、 10-5ページの 「ワークフロー インスタンスの状態を表
示する」 を参照して ください。

ワークフロー インスタンス変数の現在の値を表示および更新します。 詳細に
ついては、 10-8ページの 「ワークフロー インスタンスの変数を表示し、 更新
する」 を参照して ください。

タスクの割り当てとプロパティを修正します。詳細については、 10-14ページ
の 「タスクのパーミ ッシ ョ ンと優先度の変更」 を参照して ください。

ワークフロー インスタンスを削除します。 詳細については、 10-11ページの
「ワークフロー インスタンスを削除する」 を参照して ください。

完了 ワークフローが完了した日付。 まだ完了していな
い場合、 このカラムは空白になる。

コ メン ト ワークフロー内の [ ワークフロー コ メン ト を設定 ] 
アクシ ョ ンで指定した式から生成されたコ メン ト。
詳細については、 6-47ページの 「ワークフロー コ
メン ト を設定する」 を参照して ください。 このア
クシ ョ ンが定義されていない場合、 このカラムは
空白になる。
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ワークフロー インスタンスの状態を表示する
特定のワークフロー インスタンスのステータスを表示するには、 [ ワークフロー 
インスタンス ] ダイアログ ボッ クスの リ ス ト内でインスタンスをダブルク リ ッ ク
する、 またはインスタンスを右ク リ ッ ク して、 ポップアップ メニューから  [ ワー
クフロー ステータス ] を選択します。

ウ ィンド ウが開き、 実行中のワークフローの現在のステータスを表すフロー
チャート またはタスク  リ ス トが表示されます。 ウ ィンド ウの上部にあるボタン
を使って、 以下の操作を行います。

ワークフロー インスタンスの [ フローチャート ] ビューを表示するには、  ボ

タンをク リ ッ ク します。

表 10-1  [ ワークフロー ステータス ] ウィンドウのボタン

ボタン 目的

ワークフロー インスタンスのフロー
チャート をグラフで表示する。

ワークフロー インスタンス内のすべての
タスクを表示する。

ワークフロー ビューを更新する。
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図 10-2   [ ワークフロー ステータス ] ウィンドウ : [ フローチャート ] ビュー

アクティブなタスクは緑、 実行済みのタスクはグレー、 非アクティブなタスクや
その他のノードは白で表示されます （タスクのステータスについては、 5-57
ページの 「タスクの状態を理解する」 を参照）。
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デバッグの際にタスクのステータスを表す色の情報を使う と、 ワークフロー内の
どこで停止したかを識別できます。 完了したはずのタスクが緑で表示されている
（タスクはアクティブ化されたが実行されなかったこ とを示す） 場合、 ノードの
定義にエラーがある可能性があ り ます。

ワークフロー内の全タスク とその状態のリ ス ト を表示するには、  ボタンを
ク リ ッ ク します。

図 10-3   [ ワークフロー ステータス ] ウィンドウ : [ リス ト ] ビュー

リ ス ト  ビューには、 各タスクに対して以下の情報が表示されます。

タスク タスク名。

割り当て対象 タスクが割り当てられたユーザまたはロール。 タス
クの割り当てに関する詳細については、 6-48ページ
の 「手動タスクの設定」 を参照。

開始 タスクが開始された日付と時刻。

期限 タスクの期限。 これは、 ワークフロー内の [ タスク
期日を設定 ] アクシ ョ ンによって指定する。 詳細に
ついては、 6-56ページの 「タスク期日を設定する」
を参照。

完了 タスクが完了した日付と時刻。

優先度 タスクに割り当てられた優先度。 詳細については、
5-59ページの 「タスクの優先順位について」 を参照。
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タスクのステータスによって、 以下のボッ クスが表示されます。

ボッ クス無しで表示されたタスクは、 非マニュアル タスクか、 またはまだア
クティブ化されていないタスクです （開始日および完了日は表示されない）。

アクティブ化されたが保留中、 つま り実行待ちのタスク （開始日付は表示さ

れているが、 完了日付が表示されていない） には、 空のボッ クスが表示され
ます。

完了後のタスク （完了日付が表示される） には、 チェッ ク されたボッ クスが

表示されます。

期限切れのタスク （期限が現在の日付の前） には、 赤いボッ クスが表示され

ます。

[ ワークフロー インスタンス ] ダイアログ ボッ クスで、 以下の操作を行う こ とが
できます。

タスクのステータス と割り当てを変更します。詳細については、 10-14ページ
の 「タスクのパーミ ッシ ョ ンと優先度の変更」 を参照して ください。

タスクのパーミ ッシ ョ ンと優先度を変更します。詳細については、 10-14ペー
ジの 「タスクのパーミ ッシ ョ ンと優先度の変更」 を参照してください。

ワークフロー インスタンスの変数を表示し、 更新
する

ワークフローについて定義したすべての変数の現在値を、 実行中いつでも表示お
よび更新できます。

設計時にワークフローをデバッグする と き、 変数値を表示すれば、 設計エラーの
ト ラブルシューティングがやりやすくな り ます。 ワークフローが正し く実行され
たよ うに見える場合でも、 設計のバグを示す間違った変数の値の設定が見つかる
可能性があ り ます。

コ メン ト ワークフロー内の [ タスク  コ メン ト を設定 ] アク
シ ョ ンで指定した式から生成されたコ メン ト。 詳細
については、 6-58ページの 「タスクのコ メン ト を設
定する」 を参照。 このアクシ ョ ンが定義されていな
い場合、 このカラムは空白になる。
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ワークフロー インスタンス変数を表示する手順は、 次のとおりです。

1. 以下のいずれか 1 つを実行します。

 [ ワークフロー インスタンス ] ダイアログ ボッ クス内で、必要なワークフ
ロー インスタンスを右ク リ ッ ク し、 ポップアップ メニューから  [変数 ] 
を選択します。

インスタンスの [ ワークフロー ステータス ] ウ ィンド ウが表示されたら、[
変数 ] ボタンをク リ ッ ク します。

[ ワークフロー変数 ] ダイアログ ボッ クスに各変数がリ ス トで表示され、 そ
の名前、 型、 およびカレン ト値が示されます （変数の型については、 5-28
ページの 「変数に関する作業」 を参照）。

図 10-4   [ ワークフロー変数 ] ダイアログ ボックス

2. XML 型の変数のみの内容を表示するには、 リ ス トで XML 変数を選択し、
[XML を表示 ] をク リ ッ ク します。変数の XML の内容を示す [XML を表示 ] 
ウ ィンド ウが表示されます。
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図 10-5   [XML を表示 ] ウィンドウ

3. [XML を表示 ] ウ ィンド ウを終了するには、 [閉じる ] をク リ ッ ク します。

変数の値を更新する手順は、 次のとおりです。

1. [ ワークフロー変数 ] ダイアログ ボッ クスから必要な変数を選択し、 [更新 ] 
をク リ ッ ク して [変数を設定 ] ダイアログ ボッ クスを表示します。

図 10-6   [変数を設定 ] ダイアログ ボックス

2. [値 ] フ ィールドに、 変数の新しい値になる定数を入力します。

注意 : ワークフロー ロジッ クは変数の値に依存する場合が多いので、 手動によ
る変数値の変更は、 注意して行ってください。 また、 変数の日付型に対
して有効な値を入力する必要があ り ます。

3. [OK] をク リ ッ ク して変更を保存し、 変数を リセッ ト します。
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ワークフロー インスタンスを削除する
日付に従って、 1 つまたは複数のワークフロー インスタンスを削除できます。

1 つのワークフロー インスタンスを削除する手順は、 次のとおりです。

1. [ ワークフロー インスタンス ] ダイアログ ボッ クス内のリ ス トからワークフ
ロー インスタンスを右ク リ ッ ク し、 表示されたメニューから  [削除 ] を選択
します。

2. 「ワークフロー インスタンスを削除」 とい う警告メ ッセージが表示されたら、
[はい ] をク リ ッ ク してインスタンスを削除する、 または [いいえ ] をク リ ッ
ク して操作を取り消します。

1 つのテンプレートについて複数のワークフロー インスタンスを削除する手順
は、 次のとおりです。

1. フォルダ ツ リー内で、 削除するワークフロー インスタンスのテンプレート ま
たはテンプレート定義フォルダを右ク リ ッ ク し、 ポップアップ メニューから  
[ インスタンスを削除 ] を選択します。 [ ワークフロー インスタンスを削除 ] 
ダイアログ ボッ クスが表示されます。

図 10-7   [ ワークフロー インスタンスを削除 ] ダイアログ ボックス
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2. 以下のオプシ ョ ンからいずれか 1 つを選択します。

[開始 ] －このオプシ ョ ンを選択する と、 指定した日付の範囲内に開始さ
れた、 完了後のすべてのワークフロー インスタンスが削除されます。

[完了 ] －このオプシ ョ ンを選択する と、 指定した日付の範囲内に完了し
たワークフロー インスタンスが削除されます。

3. [開始 ] および [終了 ] ボッ クスで日付を選択し、 選択したワークフロー内の
すべてのインスタンスを削除する日付の範囲を指定します。

4. [OK] をク リ ッ ク して選択したワークフロー インスタンスを削除する、 また
は [取消し ] をク リ ッ ク して操作を取り消します。

ユーザ ワークリス ト とロールのワークリス
トの表示

ユーザのワーク リ ス ト を表示するには、 必要なオーガニゼーシ ョ ンのフォルダ 
ツ リー内のリ ス トからユーザを右ク リ ッ ク し、 ポップアップ メニューから  [ユー
ザ ワーク リ ス ト を開く ] を選択します。 [ ユーザ ワーク リ ス ト ] ダイアログ ボッ
クスに、 ユーザに割り当てられたタスクのリ ス トが表示されます。

図 10-8   [ユーザ ワークリスト ] ダイアログ ボックス

ロールのワーク リ ス ト を表示するには、 必要なオーガニゼーシ ョ ンのフォルダ 
ツ リー内のリ ス トからロールを右ク リ ッ ク し、 ポップアップ メニューから  [ ロー
ル ワーク リ ス ト を開く ] を選択します。 [ ロール ワーク リ ス ト ] ダイアログ ボッ
クスに、 ロールに割り当てられたタスクのリ ス トが表示されます。
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ユーザ ワークリ スト と ロールのワークリ スト の表示
図 10-9   [ ロール ワークリスト ] ダイアログ ボックス

リ ス トには、 各タスクについて以下の情報が表示されます。

タスクのステータスによって、 以下のボッ クスが表示されます。

まだアクティブ化されていないタスク （開始日付または完了日付が表示され

ない） には、 ボッ クスが表示されません。

アクティブ化されたが保留中、 つま りユーザによって実行されていないタス

ク （開始日付は表示されているが、 完了日付が表示されていない） には、 空
のボッ クスが表示されます。

タスク タスク名。

ワークフロー タスクが定義されたワークフローの名前。

開始 タスクが開始された日付と時刻。

期限 タスクの期限。 これは、 ワークフロー内の [ タスク期日を設定 ] アク
シ ョ ンによって指定する。 詳細については、 6-56ページの 「タスク
期日を設定する」 を参照。

完了 タスクが完了した日付と時刻。

優先度 タスクに割り当てられた優先度。 詳細については、 5-59ページの
「タスクの優先順位について」 を参照。

コ メン ト ワークフロー内の [ タスク  コ メン ト を設定 ] アクシ ョ ンで指定した式
から生成されたコ メン ト。 詳細については、 6-58ページの 「タスク
のコ メン ト を設定する」 を参照。 このアクシ ョ ンが定義されていな
い場合、 このカラムは空白になる。
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完了後のタスク （完了日付が表示される） には、 チェッ ク されたボッ クスが

表示されます。

期限切れのタスク （期限が現在の日付の前） には、 赤いボッ クスが表示され

ます。

ユーザまたはロールに対するタスク  リ ス ト を リ フレッシュするには、  ボタン
をク リ ッ ク します。

[ ロール ワーク リ ス ト ] ダイアログボッ クスおよび [ ユーザ ワーク リ ス ト ] ダイ
アログ ボッ クスで、 以下の操作を行う こ と もできます。

タスクのステータス と割り当てを変更します。詳細については、 10-14ページ
の 「タスクのパーミ ッシ ョ ンと優先度の変更」 を参照して ください。

タスクのパーミ ッシ ョ ンと優先度を変更します。詳細については、 10-14ペー
ジの 「タスクのパーミ ッシ ョ ンと優先度の変更」 を参照してください。

タスクのパーミ ッシ ョ ンと優先度の変更

タスクの定義に 実行時に変更パーミ ッシ ョ ンが割り当てられている場合は、 タ
スクの優先度とパーミ ッシ ョ ンを変更できます （詳細は、 5-55ページの 「タス
クのプロパティを定義する」 を参照）。 また、 実行時に変更パーミ ッシ ョ ンがあ
る と、 Worklist のユーザはタスクのステータス と割り当てを変更できます。 詳細
については、 10-16ページの 「タスクのステータス と割り当ての変更」 を参照し
てください。

タスクのパーミ ッシ ョ ンと優先度を変更する手順は、 次のとおりです。

1. [ ワークフロー ステータス ]、 [ユーザ ワーク リ ス ト ] または [ ロール ワーク
リ ス ト ] の各ダイアログ ボッ クスで、 再割り当てを行う タスクを右ク リ ッ ク
します。 ポップアップ メニューから  [プロパティ ] を選択して、 [ タスクのプ
ロパティ ] ダイアログ ボッ クスを表示します。
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タ スクのパーミ ッ ショ ンと 優先度の変更
図 10-10   [ タスクのプロパティ ] ダイアログ ボックス

2. （省略可能） [優先度 ] フ ィールドで、 タスクの優先度レベル （[低 ]、 [中 ]、
[高 ]） を選択します。

3. 以下の [ タスクのパーミ ッシ ョ ン ] チェッ ク  ボッ クスを必要に応じてチェッ
ク します。

パーミ ッシ ョ ン 説明

実行せずに完了
マークを付ける

Worklist ユーザまたは Studio 管理者に、 実行されていない
タスクに完了マークを付けるこ とを許可し、 タスクの完了
日付を手動で設定できる。

完了マークがあ
れば再実行

Worklist ユーザは、 完了済みのタスクを再実行できる。

完了マークがあ
れば外す

Worklist ユーザまたは Studio 管理者に、 完了マークが付い
ているタスクの状態を未完了に戻すこ とを許可する （ユー
ザが完了済みのタスクに完了済みではないというマークを
付ける と、 タスクのステータスは Active に変更されるが、
実行済みのアクシ ョ ンによる効果が取り消されるこ とはな
い）。

実行時に変更 Worklist ユーザまたは Studio 管理者に、 タスク実行前にタ
スクに対するパーミ ッシ ョ ンを変更するこ とを許可する。
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4. [OK] をク リ ッ ク して、 タスクへの変更を保存します。

タスクのステータスと割り当ての変更

タスクに設定されたパーミ ッシ ョ ンの範囲内で、 現在実行中のワークフローに介
入してタスクを別のユーザまたはロールに再割り当てしたり、 タスクの完了済み
のマークを付けたり削除した りできます。

注意 : タスクの再割り当て、 完了済みマークの添付と削除、 プロパティの変更
などを行う こ とができますが、 Studio から起動したワーク リ ス トについ
てタスクを実行するこ とはできません。 タスクを実行するには、
Worklist またはカスタム ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ンから行います。
詳細については、 『WebLogic Integration Worklist ユーザーズ ガイ ド』 を
参照してください。

タスクを再割り当てする

タスクの定義に 実行時に再割り当てパーミ ッシ ョ ンが割り当てられていて、 タ
スクがまだ完了していない場合、 別の Worklist またはカスタム ク ライアン ト  ア
プリ ケーシ ョ ンのユーザ、 ロール、 またはロール内のユーザに、 タスクを再割り
当てできます （これらの違いやタスクの割当てについては、 6-48ページの 「手
動タスクの設定」 を参照）。

タスクを再割り当てする手順は、 次のとおりです。

1. [ ワークフロー ステータス ]、 [ユーザ ワーク リ ス ト ] または [ ロール ワーク
リ ス ト ] の各ダイアログ ボッ クスで、 再割り当てを行う タスクを右ク リ ッ ク
します。 ポップアップ メニューから  [ タスクの再割り当て ] を選択して、 [ タ
スクを再割り当て ] ダイアログ ボッ クスを表示します。

実行時に再割り
当て

Worklist ユーザに、 タスクを受けるか再割り当てするこ とを
許可する。 あるいは、 Studio 管理者に、 タスク実行前にタス
クを別のユーザまたはロールに再り割当てするこ とを許可
する。

パーミ ッシ ョ ン 説明
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タ スクのステータ スと割り 当ての変更
図 10-11   [ タスクを再割り当て ] ダイアログ ボックス

2. 以下のオプシ ョ ンからいずれか 1 つを選択します。

[ ユーザ ] －特定のユーザにタスクを再割り当てします。

[ ロール ] －指定したロールに属する任意のユーザにタスクを再割り当て
します。

[ ロール内のユーザ ] －指定したロールに属するユーザのうち、 割り当て
られたタスクの数が最小の人にタスクを再割り当てします。

3. [割り当て先 ] ド ロ ップダウン リ ス トから、 タスクを再割り当てするユーザ
またはロールの名前を選択します。

4. [OK] をク リ ッ ク して、 タスクの再割り当てを行います。

タスクのステータスに完了マークを付ける

タスクの定義に 実行せずに完了マークを付けるパーミ ッシ ョ ンが割り当てられ
ている場合、 ユーザによって実際にタスクが実行される前に、 タスクのステータ
スを完了に変更できます。

タスクのステータスを完了に変更するには、 [ ワークフロー ステータス ]、 [ ユー
ザ ワーク リ ス ト ] または [ ロール ワーク リ ス ト ] の各ダイアログ ボッ クスで、完
了ステータスに変更するタスクを右ク リ ッ ク します。 ポップアップ メニューか
ら、 [ タスクに完了マークを付ける ] を選択します。 タスクの完了日は現在の日
付が設定され、 ワークフローは先に進みます。
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タスクのステータスの完了マークを外す

タスクの定義に 完了マークがあれば外すパーミ ッシ ョ ンが割り当てられている
場合、 完了済みのタスクのステータスを変更できます。

タスクのステータスを完了以外に変更するには、 [ ワークフロー ステータス ]、 [
ユーザ ワーク リ ス ト ] または [ ロール ワーク リ ス ト ] の各ダイアログ ボッ クス
で、 変更するタスクを右ク リ ッ ク します。 ポップアップ メニューから、 [ タスク
の完了マークを外す ] を選択します。 タスクのステータスが保留中にリセッ ト さ
れ、 完了日付が消去されます。

作業負荷レポートの使用

Studio では、 ワークフロー、 タスク、 ユーザまたはロール、 およびタスクのス
テータスごとにタスク数を示す作業負荷レポート を表示できます。 Studio のフォ
ルダー ツ リーで、 [作業負荷レポート ] を右ク リ ッ ク し、 ポップアップ メニュー
から  [開く ] を選択して [作業負荷レポートのプロパティ ] ダイアログ ボッ クス
を表示します。
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作業負荷レポート の使用
図 10-12   [作業負荷レポートのプロパティ ] ダイアログ ボックス

作業負荷レポートの情報をコンパイルする

作業負荷レポートに、 [作業負荷レポートのプロパティ ] ダイアログ ボッ クスで
選択した以下の内容に応じて、 情報が表示されます。

[ ワークフロー テンプレート ] フォルダ－ワークフロー テンプレート内のす
べてのワークフロー テンプレート定義に関する情報を含める場合、 または
ワークフロー テンプレート を展開して 1 つのワークフロー テンプレート定
義のみを選択する場合に、 ワークフロー テンプレート を選択します。 選択し
たワークフロー テンプレート またはワークフロー テンプレート定義内の情
報のみが、 レポートに表示されます。
WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ ド 10-19



10 ワークフローのモニタ リング
[保留中 ] －保留中のタスクを表示します。 保留中のタスク とは、 開始してま
だ完了していないタスクです。

[非アクティブ ] －非アクティブ状態のタスクを表示します。 非アクティブな
タスク とは、 開始前のタスクです。

[完了 ] －完了したタスクを表示します。

[期限切れ ] －期日超過のタスクを表示します。 期限切れのタスク とは、 現在
の日付またはそれ以前に期限が設定されている保留中のタスクです。

[総タスク ] －タスクの状態に関係なく、 すべてのタスクを表示します （つま

り、 非アクティブ状態、 保留中、 および完了したタスクがすべて含まれる）。

[すべてのユーザ ] －各ユーザの作業負荷の情報を表示します。

[すべてのロール ] －各ロールの作業負荷の情報を表示します。

[指定したユーザ ] －表示されたユーザ リ ス ト内で選択されたユーザの作業負
荷の情報を表示します。

[指定したロール ] －表示されたロールリ ス ト内で選択されたロールの作業負
荷の情報を表示します。

[指定したロールのユーザ ] －表示されたロールリ ス ト内で選択されたロール
のメンバーであるユーザの作業負荷の情報を表示します。

[ グループ化して合計のみを表示 ] －上記の選択したオプシ ョ ンで示されるグ
ループに関して、 タスクの総件数のみを表示します。 選択しなかった場合
は、 個々のユーザまたはロールが作業負荷レポートに示されます。

作業負荷レポート を表示する

作業負荷レポートの選択を行った後、 [OK] をク リ ッ ク して現在の作業負荷をグ
ラフ ィ ッ ク表示します。
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作業負荷レポート の使用
図 10-13   [作業負荷レポート ] ダイアログ ボックス

レポートの内容は、 選択したオプシ ョ ンに基づいて、 ユーザ、 ロール、 または総
件数別に細分化されます。 情報量が多い場合、 この表示画面は左右にスクロール
できます。 棒グラフは、 該当する各種の状態の合計タスク件数を示します。 ウ ィ
ンド ウの最上部の凡例は、 設計時に選択したオプシ ョ ンに応じて、 それぞれの表
示色の意味を示します。 さ らに正確な表示のために、 実際のタスク件数が各棒グ
ラフの上に表示されます。
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統計レポートの使用

タスク、 ユーザ、 ロールなどを基本にした統計レポート を表示するこ とができま
す。 統計レポートには、 完了したワークフローの履歴データに基づいた統計的情
報が表示されます。 このレポートには、 完了したタスクの件数、 各タスクに要し
た合計時間、 平均時間、 最小および最大時間が示されます。 また、 平均時間から
の標準偏差も含まれます。

統計レポートの情報をコンパイルする

Studio のフォルダー ツ リーで、 [統計レポート ] を右ク リ ッ ク し、 ポップアップ 
メニューから  [開く ] を選択して [統計レポートのプロパティ ] ダイアログ ボッ
クスを表示します。 このレポートには、 [統計レポートのプロパティ ] ダイアロ
グ ボッ クスで選択した内容に応じた情報が含まれています。
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統計レポート の使用
図 10-14   [作業負荷レポートのプロパティ ] ダイアログ ボックス

[ ワークフロー テンプレートの リ ス ト ] －利用可能なワークフロー テンプ
レートの一覧。 テンプレート を展開して、 統計レポートに含めるワークフ
ロー テンプレート定義を選択します。

[すべての日付 ] －統計情報の計算値を、 日付と関係なく収集します。

[開始 ] －当該日付以降に完了したワークフロー内の全タスクを、 統計計算に
含めます。

[終了 ] －当該日付以前に完了したワークフロー内の全タスクを、 統計計算に
含めます。
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[すべてのユーザ ] －各ユーザの統計情報を表示します。

[すべてのロール ] －各ロールの統計情報を表示します。

[指定したユーザ ] －選択された各ユーザの統計情報を表示します。

[指定したロール ] －選択された各ロールの統計情報を表示します。

[指定したロールのユーザ ] －表示されたロールリ ス ト内で選択されたロール
のメンバーである各ユーザの統計情報を表示します。

[ グループ化 ] －上記の選択したオプシ ョ ンで示されるグループに関して、 タ
スクの総件数のみをレポートで表示します。 選択しなかった場合は、 個々の
ユーザまたはロールが作業負荷レポートに示されます。

統計レポート を表示する

統計レポートの選択を行った後、 [OK] をク リ ッ ク して統計レポート を表示しま
す。

図 10-15   統計レポート
 

ダイアログ ボッ クスの最上部に、 以下のオプシ ョ ンが表示されます。

[構築 /再構築 ] －時間の単位または制度レベルの単位を変更した場合に、 レ
ポート を再作成します。

[秒 ]、 [分 ]、 [時間 ]、 [日 ] －レポートで使用する時間の単位。
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統計レポート の使用
[精度 ] －統計情報で設定する小数点以下の桁数を選択できる ド ロ ップダウン 
リ ス ト 。

レポートの設計時に選択したオプシ ョ ンに応じて、 レポートには以下のカラムが
表示されます。

[ タスク ] －測定対象のタスクの名前。

[ ユーザ ] －タスクに割り当てるユーザまたはロール。 レポートの設計時に [
グループ化 ] オプシ ョ ンを選択した場合、 結果は全ユーザまたは全ロールに
対して合計されるため、 このカラムは表示されません。

[数 ] －完了したタスクの総件数。

[合計 ] －タスクの実行に要した時間の合計。 つま り、 タスクの開始日付と完
了日付の間の時間。

[平均 ] －このタスクの実行に要した時間の平均値。

[StdDev] －このタスクの実行に要した時間の平均値の標準偏差。

[最小 ] －このタスクの実行に要した時間の最小値。

[最大 ] －このタスクの実行に要した時間の最大値。

レポートの定義は、 結果とは別の場所に格納されるので、 統計レポートはいつで
も実行できます。
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インポート およびエクスポート
11 ワークフロー パッケージのイン
ポート とエクスポート

この章では、 Java アーカイブ ファ イルに対するワークフロー パッケージのイン
ポート とエクスポートの方法について説明し、 また XML ファ イルに対するテン
プレート定義のインポート とエクスポートの方法について説明します。

インポートおよびエクスポート

ワークフロー パッケージのエクスポート

ワークフロー パッケージのインポート

XML ファ イルに対するワークフロー テンプレート定義のインポート とエク
スポート

インポートおよびエクスポート

WebLogic Integration には、 Java アーカイブ （JAR） ファ イルにワークフロー オ
ブジェク ト をエクスポートする機能と、 同ファ イルからワークフロー オブジェ
ク ト をインポートする機能があ り ます。 この機能を使用する と、 テンプレート、
テンプレート定義、 ビジネス  オペレーシ ョ ン、 ビジネス  カレンダー、 イベン ト  
キー テーブル、および XML リ ポジ ト リ項目をエクスポートおよびインポートで
きます。 オーガニゼーシ ョ ン、 ユーザ、 ロールは、 エクスポート も インポート も
できません。

エクスポート済みのパッケージには発行済みパッケージのマークを付けるこ とが
できますが、 これはインポート時にその内容が読み取り専用であるこ とを示しま
す。 発行済みのテンプレート内には、 新しいテンプレート定義を作成できませ
ん。 ただし、 発行済みのテンプレートおよびテンプレート定義は削除できます。

さ らに、 許可のないインポートから、 エクスポート されたパッケージを保護する
ためのパスワードを割り当てるこ と もできます。
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ワークフロー パッケージのエクスポート

ワークフロー パッケージをエクスポートする手順は、 以下のとおりです。

1. [ ツール｜パッケージをエクスポート ] の順に選択して、 [ エクスポート  : 
ファ イルを選択 ] ダイアログ ボッ クスを表示します。

図 11-1   [ エクスポート  : ファイルを選択 ] ダイアログ ボックス

2. 以下のいずれかを実行して、 パッケージをエクスポートする  JAR ファ イルの
フル パス名を指定します。

パス とファ イル名を、 [ ファ イル ] フ ィールドに直接入力します。
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ワークフロー パッ ケージのエクスポート
[参照 ] をク リ ッ ク して [保存 ] ダイアログ ボッ クスを表示し、 [参照 ] 
フ ィールドからフォルダを選択します。 次に、 ファ イルの名前を [ ファ イ
ル名 ] フ ィールドに入力し、 [保存 ] をク リ ッ ク してパス とファ イル名を
保存します。

3. [次 ] をク リ ッ ク します。

パスワードで保護されていない既存の JAR ファ イルを指定した場合は、 [ エ
クスポート  : エクスポートするコンポーネン ト を選択 ] ダイアログ ボッ クス
が表示されます。

パスワードで保護されている既存の JAR ファ イルを指定した場合は、 [エク
スポート  : パスワードを入力 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。 必要な
パスワードを入力し、 [次 ] をク リ ッ ク して [エクスポート  : エクスポートす
るコンポーネン ト を選択 ] ダイアログ ボッ クスを表示する、 または [戻る ] 
をク リ ッ ク して別のファイルを指定します。
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図 11-2   [ エクスポート  : エクスポートするコンポーネン ト を選択 ] ダイアログ 
ボックス

注意 : [ エクスポート  : ファ イルを選択 ] ダイアログ ボッ クスで、 パッケー
ジをエクスポートするユーザ システム上の既存の JAR ファ イルを選
択した場合は、 選択した JAR ファ イルの内容に基づいて、 ツ リー内
の各項目が事前にチェッ ク されます。

4. 該当するチェッ ク  ボッ クスをチェッ クする、 またはチェッ クを外して、 エク
スポートするコンポーネン ト を指定する。 エクスポート機能ではテンプレー
ト定義の整合性が強制されないので、 任意のオブジェク トの選択を解除し
て、 エクスポートするパッケージから除外できる。

注意 : エクスポート対象のテンプレート定義を選択した場合、 テンプレート
定義で参照するサブワークフローまたはビジネス  オペレーシ ョ ンが
自動的に選択されます。 ただし、 ビジネス  カレンダーと  XML エン
ティティは自動的には選択されない。 したがって、 エクスポート  
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ワークフロー パッ ケージのインポート
パッケージにこれらを含める場合は、 これらの項目を手動で選択する
必要がある。

タスクの期日を指定するテンプレート定義をエクスポート し、 かつその
期日をビジネス  カレンダーを使用して設定している場合は、 テンプレー
ト定義と共にカレンダーをエクスポートする必要がある。

同様に、 XSL 変換 アクシ ョ ンを用いるテンプレート定義をエクスポート
する場合は、 その XSL 変換 アクシ ョ ンで必要な リポジ ト リの XML エン
ティティ をエクスポート して ください。 XML エンティティは、 XSLT テ
ンプレート  ドキュ メン ト または XML 入力ドキュ メン トのこ と。

5. （省略可能） [パブリ ッシュされたパッケージ形式 ] のチェッ クボッ クスを選
択し、 対象システムにインポート した後で、 発行済みパッケージのオブジェ
ク トに読み取り専用のマークを付けます。

6. （省略可能） [パスワード保護 ] チェッ クボッ クスを選択してパッケージにパ
スワードを割り当て、 [パスワード ] および [確認 ] フ ィールドにパスワード
を入力します。 対象システム上のユーザは、 パッケージをインポートするた
めに、 このパスワードを指定しなければなり ません。

7. [ エクスポート ] をク リ ッ ク して、 エクスポート を開始します。 エクスポート
操作が完了する と、 エクスポート操作が成功したかど うかを示す [ エクス
ポートの概略を確認 ] レポートが表示されます。

8. [閉じる ] をク リ ッ ク して、 [ エクスポートの概略を確認 ] ダイアログ ボッ ク
スを閉じます。

ワークフロー パッケージのインポート

発行済みのパッケージ （以前にエクスポート して、 発行済みのマークを付けた
パッケージ） からテンプレート定義をインポートする場合に、 テンプレートが対
象システム上に存在しない場合は、 発行済みのテンプレートが自動的に作成され
ます。 ただし、 既存のテンプレートにパブリ ッシュされたテンプレート定義をイ
ンポート している場合、 既存のテンプレート もパブリ ッシュされたものである必
要があ り ます。 発行済みのテンプレート定義は、 未発行のテンプレートにイン
ポートできません。
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同様に、 パブリ ッシュされていないパッケージからテンプレート定義をインポー
ト していて、 インポート先のシステム上にテンプレートが存在しない場合、 パブ
リ ッシュされていないテンプレートが自動的に作成されます。 パブリ ッシュされ
ていないテンプレート定義を既存のテンプレートにインポートするには、 既存の
テンプレート もパブリ ッシュされていないものでなければなり ません。 未発行の
テンプレート定義は、 発行済みのテンプレートにインポートできません。

システム上の既存のオブジェク ト と同じ名前を持つオブジェク ト をインポートす
る と、 インポート処理中に警告が表示されます。 テンプレート、 ビジネス  オペ
レーシ ョ ン、 およびビジネス  カレンダーは上書きできます。 テンプレート定義
の上書きは許可されていないため、 代わりに複数のコピーが作成されます。

インポートの後、 [ テンプレートのプロパティ ] ダイアログ ボッ クスを使用し、
また追加のオーガニゼーシ ョ ンをチェッ クするこ とによ り、 それぞれのテンプ
レートに追加のオーガニゼーシ ョ ンを対応付けるこ とができます （手順について
は、 5-6ページの 「テンプレート  プロパティを更新する」 を参照）。 同じテンプ
レート を追加のオーガニゼーシ ョ ンに再インポートする と、 複数のテンプレート
定義が作成されてしま うため、 決して再インポート しないでください。

ワークフロー パッケージをインポートする手順は、 以下のとおりです。

1. [ ツール｜パッケージをインポート ] の順に選択して、 [ インポート  : ファ イ
ルを選択 ] ダイアログ ボッ クスを表示します。
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図 11-3   [ インポート  : ファイルを選択 ] ダイアログボックス
 

2. 以下のいずれかを実行して、 パッケージをインポートする  JAR ファ イルのフ
ル パス名を指定します。

パス とファ イル名を、 [ ファ イル ] フ ィールドに直接入力します。

[参照 ] をク リ ッ ク して [開く ] ダイアログ ボッ クスを表示し、 [参照 ] 
フ ィールドからフォルダを選択します。 次に、 ファ イルの名前を [ ファ イ
ル名 ] フ ィールドに入力し、 [開く ] をク リ ッ ク してパス とファ イル名を
保存します。

3. [次 ] をク リ ッ ク します。

インポートするパッケージがパスワードで保護されていない場合は、 [ イン
ポート  : インポートするコンポーネン ト を選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示
されます。
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インポートするパッケージがパスワードで保護されていれば、 [ インポート  : 
パスワードを入力 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。 必要なパスワード
を入力して [次 ] をク リ ッ クする と、 [ インポート  : インポートするコンポー
ネン ト を選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

図 11-4   [ インポート  : インポートするコンポーネン ト を選択 ] ダイアログ ボッ
クス

x

4. インポート しないオブジェク トのチェッ ク  ボッ クスのチェッ クはすべて外
す。

注意 : タスクの期日を指定するテンプレート定義をインポート し、 かつその
期日をビジネス  カレンダーを使用して設定している場合は、 テンプ
レート定義と共にカレンダーをインポートする必要がある。 同様に、
XSL 変換 アクシ ョ ンを用いるテンプレート定義をインポートする場
合は、 その XSL 変換 アクシ ョ ンで必要な リポジ ト リに XML エン
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ティティ を確実にインポート して ください。 XML エンティティは、
XSLT テンプレート  ドキュ メン ト または XML 入力ドキュ メン トのこ
と。

5. [対象オーガニゼーシ ョ ン ] ド ロ ップダウン メニューから、 インポート した
テンプレート定義を最初に割り当てるオーガニゼーシ ョ ンを選択します。

6. （省略可能） インポート したテンプレート定義をインポートの後に自動的に
アクティブ化する場合は、 インポート  チェッ ク  ボッ クスの後の [ アクティブ
時 ] を選択します。 テンプレート定義のアクティブ化については、 5-13ペー
ジの 「テンプレート定義を更新、 ラベリ ングおよびアクティブ化する」 を参
照して ください。

注意 : テンプレート定義に、 オブジェク トに対して未解決の参照がある場合
は、 アクティブ化できません。

7. [ インポート ] をク リ ッ ク して、 インポート を開始します。 [取消し ] をク
リ ッ クする と操作はキャンセルされます。

インポート  オペレーシ ョ ンが完了する と、 [ インポート概略を確認 ] レポー
トが表示されます。 このレポートには、 インポート されたすべてのオブジェ
ク ト と、 インポート操作中に検出された問題がリ ス ト アップされます。
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図 11-5   [ インポート概略を確認 ] ウィンドウ

8. [ インポート概略を確認 ] ダイアログ ボッ クスを閉じるには [閉じる ] をク
リ ッ ク し、 前の画面に戻るには [戻る ] をク リ ッ ク します。
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XML ファイルに対するワークフロー テンプ
レート定義のインポート とエクスポート

旧バージ ョ ンの WebLogic Process Integrator との互換性については、 ユーザ コン
ピュータ上でマッピングされた任意ド ライブの XML ファ イルに対してワークフ
ロー テンプレート定義をエクスポートでき、 また XML フォーマッ トの （前にエ
クスポート した） ワークフロー テンプレート定義を Studio にインポート して、
新しいワークフロー テンプレート定義を作成するこ とができます。

注意 : 旧バージ ョ ンの WebLogic Process Integrator との互換性を維持する必要が
ない場合は、 この章で前述したパッケージのインポートおよびエクス
ポート機能の活用をお勧めします。

XML にワークフロー テンプレート定義をエクス
ポートする

ワークフロー テンプレート定義をエクスポートする手順は、 次のとおりです。

1. フォルダ ツ リーでエクスポートするテンプレート定義を右ク リ ッ ク します。

2. ポップアップ メニューから  [エクスポート ] を選択する と、 [保存 ] ダイアロ
グ ボッ クスが表示されます。

3. エクスポート したワークフロー テンプレート定義を保存する ド ラ イブとディ
レク ト リ を選択します。

4. （省略可能） [ ファ イル名 ] フ ィールドで、 ファ イルの名前を選択するか、
キー入力します。 デフォルト名は、 テンプレート名です。

5. [保存 ] をク リ ッ ク してテンプレート定義をエクスポート します。 [取消し ] 
をク リ ッ クする と操作はキャンセルされます。
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XML からワークフロー テンプレート定義をイン
ポートする

XML ファ イルからインポート したワークフロー テンプレート定義には、 常に非
アクティブ状態のマークが付けられます。 インポート したワークフロー テンプ
レート定義をインスタンス化するには、 [ テンプレート定義 ] ダイアログ ボッ ク
スで定義をアクティブに変更する必要があ り ます。 詳細については、 5-13ペー
ジの 「テンプレート定義を更新、 ラベリ ングおよびアクティブ化する」 を参照し
てください。

テンプレートが存在しない場合は、 テンプレート定義をインポートする前にテン
プレート を作成する必要があ り ます。 テンプレートの作成の詳細は、 5-4ページ
の 「ワークフロー テンプレート を作成する」 を参照して ください。

注意 : ワークフローのインポートで警告メ ッセージが表示されるこ と もあ り ま
す。 インポート したワークフローが参照するビジネス  オペレーシ ョ ンや
イベン ト  キーがある場合はそれらを定義し、 インポート されたワークフ
ローに含まれる  [ ビジネス  オペレーシ ョ ンを実行 ] アクシ ョ ンや [ ワーク
フローを開始 ] アクシ ョ ンを再定義する必要があ り ます。

ワークフロー テンプレート定義をインポートする手順は、 以下のとおりです。

1. Studio のフォルダ ツ リーで、 ワークフロー テンプレート定義のインポート先
とするワークフロー テンプレート を右ク リ ッ ク します。

注意 : ワークフローをインポートするテンプレートの名前が、 インポート し
ている  XML ファ イルの名前と異なる場合は、 警告メ ッセージが表示
されます。

2. ポップアップ メニューから  [ テンプレート定義をインポート ] を選択して、 [
開く ] ダイアログ ボッ クスを表示します。

3. [開く ] ダイアログ ボッ クスで、 ハード  ド ラ イブ上の XML ファ イルのカレ
ン ト位置を選択し、 [開く ] をク リ ッ ク します。

注意 : ワークフロー テンプレート定義がエクスポート されたと きに割り当
てられた名前と異なる名前を使用してワークフロー テンプレート定
義をインポートするこ とはできません。 その場合は、 警告メ ッセージ
が表示されます。
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XML ファ イルに対するワークフロー テンプレート 定義のインポート と エクスポート
4. ファ イルのインポート後に、 インポート確認のダイアログ ボッ クスが表示さ
れ、 インポートの確認を求めてきます。 [はい ] をク リ ッ ク して、 ワークフ
ロー テンプレート定義をインポート します。 最初に指定した日付と時間で、
テンプレート定義が作成されます。
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11 ワークフロー パッケージのインポート とエクスポート
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	図2-7 [インタフェース ビュー 設定] ダイアログ ボックス
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	データ コンフィグレーション タスクの概要
	1. オーガニゼーション、ユーザ、およびロールに関連付けることのできるカレ ンダーを作成します。手
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	図3-1 [カレンダー プロパティ] ダイアログ ボックス
	2. [名前] フィールドに、類推できるカレンダー名を入力します。
	3. [タイム ゾーン] ドロップ ダウン リストから、カレンダーのタイム ゾーン を選択します。
	4. [期間] ボックスで、[開始] および [終了] のボックスから日付を選択して、 カレンダー
	5. カレンダーのルールを追加する場合は、[追加] をクリックし、[ルール] ダ イアログ ボック

	図3-2 [ルール] ダイアログ ボックス
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	9. 手順 7 と 8 を繰り返して、カレンダーへのルールの追加を続けます。
	10. [OK] をクリックしてカレンダーを保存します。


	カレンダーを更新する
	1. 任意のアクティブなオーガニゼーションについて、フォルダ ツリーにある [ カレンダー] フォ
	2. [カレンダー プロパティ] ダイアログ ボックスで、そのカレンダーの時間帯 と対象期間を必要
	3. カレンダーのルールを変更するには、[ルール] リストから適切なルールを選 択し、[削除] ボ
	4. [OK] をクリックしてカレンダーに加えた変更を保存します。

	カレンダーの削除
	1. 削除するカレンダーを右クリックして、ポップアップ メニューから [削除] を選択します。
	2. 「カレンダーを削除」という警告メッセージが表示されたら [はい] をクリッ クします。削除を


	オーガニゼーションの保守
	オーガニゼーションを追加する
	1. [コンフィグレーション｜オーガニゼーション] を選択して、[オーガニゼー ションを定義] ダ
	図3-8 [オーガニゼーションを定義] ダイアログ ボックス
	2. [オーガニゼーションを定義] ダイアログ ボックスで、[追加] をクリックし て [オーガニ

	図3-9 [オーガニゼーションのプロパティ] ダイアログ ボックス
	3. [オーガニゼーション ID] フィールドにオーガニゼーションの名前として有 意な名前を入力し
	4. カレンダーの作成完了後、[カレンダー ID] ドロップダウン リストから、 オーガニゼーショ
	5. [OK] をクリックしてオーガニゼーションを作成します。


	オーガニゼーションを更新する
	1. [コンフィグレーション｜オーガニゼーション] を選択して、[オーガニゼー ションを定義] ダ
	2. [オーガニゼーションを定義] ダイアログ ボックスで、更新するオーガニ ゼーションを強調表示
	3. [更新] をクリックします。[オーガニゼーションのプロパティ] ダイアログ ボックスが表示さ
	図3-10 [オーガニゼーションのプロパティ] ダイアログ ボックス
	4. [オーガニゼーション ID] フィールドまたは [カレンダー ID] フィールドに必 要に応


	オーガニゼーションを削除する
	1. [コンフィグレーション｜オーガニゼーション] を選択して、[オーガニゼー ションを定義] ダ
	2. [オーガニゼーションを定義] ダイアログ ボックスで、削除するオーガニ ゼーションを強調表示
	3. 「オーガニゼーションを削除」という警告メッセージが表示されたら、削除 する場合は [はい] 


	ユーザの保守
	ユーザを作成する
	1. 任意のアクティブなオーガニゼーションについて [ユーザ] を右クリックし、 [ユーザを作成]
	図3-11 [ユーザを作成] ダイアログ ボックス
	2. 以下の各フィールドに値を入力して、[OK] をクリックします。


	オーガニゼーションにユーザを追加する
	1. フォルダ ツリーの上の [オーガニゼーション] フィールドから、ユーザを追 加するオーガニゼ
	2. フォルダ ツリーで [ユーザ] フォルダを右クリックし、[ユーザを追加] を選 択して [ユ
	図3-12 [ユーザを追加] ダイアログ ボックス
	3. 追加するユーザの左のチェック ボックスをオンにして、[OK] をクリックし ます。
	4. フォルダ ツリーにユーザが追加されます。


	ユーザを更新する
	1. フォルダ ツリーの上の [オーガニゼーション] フィールドから、ユーザを定 義するオーガニゼ
	2. フォルダ ツリーで、[ユーザ] フォルダを展開してユーザ名を右クリックし、 ポップアップ メ
	図3-13 [ユーザのプロパティ] ダイアログ ボックス
	3. 以下のフィールドを必要に応じて編集します。
	4. [OK] をクリックします。または、この操作を取り消す場合は、[取消し] を クリックします


	オーガニゼーションからユーザを削除する
	1. フォルダ ツリーの上の [オーガニゼーション] フィールドからユーザを削除 するオーガニゼー
	2. フォルダ ツリーで [ユーザ] フォルダを展開し、ユーザ名を右クリックし て、ポップアップ 
	3. 「ユーザを消去」という警告メッセージが表示されたら [はい] をクリックし ます。削除を取り

	ユーザを削除する
	1. 任意のアクティブなオーガニゼーションについて [ユーザ] フォルダを右ク リックし、[ユーザ
	図3-14 [ユーザを削除] ダイアログ ボックス
	2. 削除するユーザの左のチェック ボックスをオンにして [OK] をクリックしま す。
	3. 削除の確認を求めるメッセージが表示されたら [はい] をクリックします。



	ロールの保守
	ロールの作成
	1. フォルダ ツリーの上の [オーガニゼーション] フィールドから、ロールを作 成するオーガニゼ
	2. フォルダ ツリーで [ロール] フォルダを右クリックし、メニューから [ロー ルを作成] を
	図3-15 [ロールを作成] ダイアログ ボックス
	3. [ID] フィールドにロールの名前として有意な名前を入力します。
	4. （省略可能） [カレンダー] ドロップダウン リストを使用して、ロールにカレ ンダーを割り当
	5. 以下のいずれか 1 つを実行します。
	6. ダイアログ ボックスの [メンバー] セクションで、このロールのメンバーに するユーザ（複数
	7. [OK] をクリックして作成した新しいロールを保存します。操作を取り消すに は、[取消し] 


	ロールの更新
	1. フォルダ ツリーの上の [オーガニゼーション] フィールドから、ロールを定 義するオーガニゼ
	2. フォルダ ツリーで [ロール] フォルダを展開してロール名を右クリックし、 ポップアップ メ
	図3-16 [ロール プロパティ] ダイアログ ボックス
	3. 必要に応じてカレンダーおよびロール メンバーに変更を加えます。
	4. [OK] をクリックして更新した内容を保存します。操作を取り消すには、[取 消し] をクリッ


	ロールを削除する
	1. フォルダ ツリーの上の [オーガニゼーション] フィールドから、ロールを定 義するオーガニゼ
	2. フォルダ ツリーで [ロール] フォルダを展開してロール名を右クリックし て、ポップアップ 
	3. 「カレンダーを削除」 という警告メッセージが表示されたら [はい] をクリッ クします。削除

	ロールに対するマッピングを変更する
	1. Studio のメイン ウィンドウから [コンフィグレーション｜ロール マッピング ] を選
	図3-17 [ロール マッピング] ダイアログ ボックス
	2. [オーガニゼーション] ドロップダウン リストから、WebLogic Server グルー 
	3. マッピングを変更するロールまたはグループを選択します。変更するグルー プ名の右に下向きの矢印
	4. [グループ] フィールドでドロップダウンの矢印をクリックし、ドロップダウ ン リストで定義済
	5. [OK] をクリックして手順を完了します。[取消し] をクリックすると操作は キャンセルされ



	ユーザおよびロールへのパーミッションの 割り当て
	表3-1 パーミッション レベル
	ロールに対してパーミッションを設定する
	1. Studio のメイン ウィンドウから、[コンフィグレーション｜パーミッション] の順に選択
	2. [ロール] タブを選択します。
	図3-18 [パーミッション] ダイアログ ボックス : [ロール] タブ
	3. [オーガニゼーション] ドロップダウン リストから、ロール パーミッション を設定するオーガ
	4. 必要に応じてチェック ボックスにチェックする、またはチェックを外しま す。
	5. [OK] をクリックして変更を適用します。[取消し] をクリックすると操作は キャンセルされ


	ユーザに対してパーミッションを設定する
	1. Studio のメイン ウィンドウから、[コンフィグレーション｜パーミッション] の順に選択
	2. [ユーザ] タブを選択します（選択されていない場合）。
	図3-19 [パーミッション] ダイアログ ボックス : [ユーザ] タブ
	3. 必要に応じてチェック ボックスにチェックする、またはチェックを外しま す。
	4. [OK] をクリックして変更を適用します。[取消し] をクリックすると操作は キャンセルされ



	タスク ルーティングの管理
	注意: タスク ルーティングを管理するには、管理ユーザ パーミッションが必 要です。パーミッション
	タスク ルーティング指定を表示する
	1. フォルダ ツリーの上の [オーガニゼーション] フィールドから、ルーティン グを表示するオー
	2. フォルダ ツリーで [ルーティング] フォルダを右クリックして、ポップアッ プ メニューから
	図3-20 [ルーティング] ダイアログ ボックス

	ルーティング指定を追加する
	1. フォルダ ツリーの上の [オーガニゼーション] フィールドから、ルーティン グ指定を削除する
	2. フォルダ ツリーで [ルーティング] フォルダを右クリックし、ポップアップ メニューから [
	3. [ルーティング] ダイアログ ボックスで、[追加] をクリックして [タスクを 再ルーティン
	図3-21 [タスクを再ルーティング] ダイアログ ボックス
	4. [ルーティング元] ドロップダウン リストから、全タスクのルーティング元 のユーザを選択しま
	5. [ルーティング先] ドロップダウン リストから、全タスクのルーティング先 のユーザ、ロール、
	6. 発効日を指定するには [開始] ペインで年度と月を選択し、月表示から日付 をクリックします。
	7. 同様に、タスク再ルーティングの有効期限終了日を [終了] ペインで指定し ます。
	8. [OK] をクリックして再ルーティング指定を保存します。操作を取り消すに は、[取消し] を


	タスク ルーティング指定を更新する
	1. フォルダ ツリーの上の [オーガニゼーション] フィールドから、ルーティン グ指定を削除する
	2. フォルダ ツリーで [ルーティング] フォルダを右クリックし、ポップアップ メニューから [
	3. タスク ルーティングのリストが表示されるので、そのリストから更新する ルーティングを選択しま
	4. [更新] をクリックして、[タスクを再ルーティング] ダイアログ ボックスを 表示します。
	5. 必要に応じて、[ルーティング先]、[開始]、および [終了] の値を変更しま す。
	6. [OK] をクリックして、更新した内容を保存します。操作を取り消すには、[ 取消し] をクリ

	タスクのルーティング指定の削除
	1. フォルダ ツリーの上の [オーガニゼーション] フィールドから、ルーティン グ指定を削除する
	2. フォルダ ツリーで [ルーティング] フォルダを右クリックし、ポップアップ メニューから [
	3. タスク ルーティングのリストが表示されるので、そのリストから更新する ルーティングを選択しま
	4. 「再ルーティングを削除」 という警告メッセージが表示されたら [はい] をク リックします。

	再ルーティング タスク リストをリフレッシュする


	4 ワークフロー リソースのコンフィ グレーション
	リソース コンフィグレーション タスクの概 要
	プラグインのコンフィグレーション
	プラグインを表示する
	図4-1 [プラグインのコンフィグレーション] ダイアログ ボックス

	プラグインをロードする
	1. [プラグインのコンフィグレーション] ダイアログ ボックスで必要なプラグ インを選択します。
	2. [ロード] をクリックします。リスト内のプラグインのステータスが [ロード 済み] に変わり
	1. [プラグインのコンフィグレーション] ダイアログ ボックスで必要なプラグ インを選択し、[更
	2. [コンフィグレーション] ダイアログ ボックスで [開始モード] を [自動] ま たは [
	3. [プラグインのコンフィグレーション] ダイアログ ボックスでそのプラグイ ンを選択して [ロ

	プラグイン コンフィグレーションを更新する
	1. [プラグインのコンフィグレーション] ダイアログ ボックスでコンフィグ レーションを行うプラ
	2. [更新] をクリックします。コンフィグレーションを行うダイアログ ボック スが表示されます。
	3. （省略可能）以下のうちいずれかのボタンをクリックする方法でプラグイン の開始モードを選択しま
	4. プラグインのコンフィグレーション設定を目的に合わせて指定します。
	5. [OK] をクリックしてコンフィグレーションを完了します。または、この操作 を取り消す場合は

	プラグイン コンフィグレーションを削除する
	1. [プラグインのコンフィグレーション] ダイアログ ボックスで、コンフィグ レーションを削除す
	2. [削除] をクリックします。選択したプラグインに登録されていたコンフィグ レーションは削除さ


	ビジネス オペレーションのコンフィグレー ション
	ビジネス オペレーションを表示する
	図4-2 [ビジネス オペレーション] ダイアログ ボックス

	ビジネス オペレーションの追加
	1. [ビジネス オペレーション] ダイアログ ボックスから、[追加] をクリックし て [ビジネ
	図4-3 [ビジネス オペレーションを定義] ダイアログ ボックス
	2. [名前] フィールドにビジネス オペレーションの名前として有意な名前を入 力します。たとえば
	3. そのビジネス オペレーションが呼び出すソフトウェアコンポーネントを指定 します。オプションは
	4. [ビジネス オペレーションを定義] ダイアログ ボックスで、[OK] をクリック してビジネ

	Java クラスを呼び出すビジネス オペレーションを追加する
	1. [Java クラス] ラジオ ボタンを選択します。
	2. [設定] をクリックして [Java クラス名] ダイアログ ボックスを表示します。
	図4-4 [Java クラス名] ダイアログ ボックス
	3. Java クラスの完全修飾名（たとえば、java.lang.string）を入力し、[OK]

	図4-5 [ビジネス オペレーションを定義] ダイアログ ボックス : [Java クラス] オプ
	4. [呼び出すメソッド] ドロップダウン リストで、ワークフローでビジネス オ ペレーションが呼
	5. （省略可能）メソッドのパラメータに有意な名前を付けるには、Parameters リ ストでそ

	図4-6 [パラメータ] ダイアログ ボックス
	6. [名前] フィールドにパラメータの説明となる名前を入力して [OK] をクリッ クします。
	7. Parameters リストにあるすべてのパラメータについて、手順 5 および 6 を繰 り


	セッション EJB を呼び出すビジネス オペレーションを追加す る
	図4-7 [ビジネス オペレーションを定義] ダイアログ ボックス : [セッション EJB] オ
	1. [ビジネス オペレーションを定義] ダイアログ ボックスで [セッション EJB] ラジオ 
	2. [セッション EJB のJNDI 名] ドロップダウン リストから、セッション EJB のJ
	3. [呼び出すメソッド] ドロップダウン リストで、ワークフローでビジネス オ ペレーションが呼
	4. （省略可能）メソッドのパラメータに有意な名前を付けるには、Parameters リ ストでそ
	5. [名前] フィールドにパラメータの説明となる名前を入力して [OK] をクリッ クします。
	6. Parameters リストにあるすべてのパラメータについて、手順 4 および 5 を繰 り


	エンティティ EJB を呼び出すビジネス オペレーションを追加 する
	図4-8 [ビジネス オペレーションを定義] ダイアログ ボックス : [エンティティ EJB] 
	1. [ビジネス オペレーションを定義] ダイアログ ボックスで [エンティティ EJB] ラジオ
	2. [エンティティ EJB の JNDI 名] ドロップダウン リストからエンティティ EJB 
	3. [呼び出すメソッド] ドロップダウン リストで、ワークフローでビジネス オ ペレーションが呼
	4. （省略可能）メソッドのパラメータに有意な名前を付けるには、Parameters リ ストでそ
	5. [名前] フィールドにパラメータの説明となる名前を入力して [OK] をクリッ クします。
	6. Parameters リストにあるすべてのパラメータについて、手順 4 および 5 を繰 り



	ビジネス オペレーションの更新
	1. [ビジネス オペレーション] ダイアログ ボックスから更新するビジネス オペ レーションを選
	2. 必要な変更を加え、完了したときに [OK] をクリックします。

	ビジネス オペレーションの削除
	1. [ビジネス オペレーション] ダイアログ ボックスから削除するビジネス オペ レーションを選
	2. 削除の警告メッセージが表示されたら、削除する場合は [OK] を、取り消す 場合は [取消し


	イベント キーのコンフィグレーション
	イベント キーのコンフィグレーションを表示する
	図4-9 [イベント キー] ダイアログ ボックス

	イベント キーのコンフィグレーションを追加する
	1. [イベント キー] ダイアログ ボックスから [追加] をクリックして [イベント キーを定
	図4-10 [イベント キーを定義] ダイアログ ボックス
	2. [コンテンツ タイプ] フィールドで、XML/JMS メッセージと対応する text/xml
	3. [イベント記述子] フィールドに、受信 XML ドキュメントの DOCTYPE ま たはルー
	4. [式] フィールドに、以下のうち 1 つを入力します。
	5. [OK] をクリックします。イベント キーは、WebLogic Integration デー
	6. [閉じる] ボタンをクリックします。


	イベント キーのコンフィグレーションを更新する
	1. [イベント キー] ダイアログ ボックスから更新するイベント キーを選択し、[ 更新] をク
	2. 必要に応じて式を編集します。
	3. 完了したときに [OK] をクリックします。

	イベント キーのコンフィグレーションを削除する
	1. [イベント キー] ダイアログ ボックスから削除するイベント キーを選択し、[ 削除] をク
	2. 警告メッセージが表示されたら、削除する場合は [OK] を、取り消す場合は [ 取消し] を


	リポジトリにあるエンティティの管理
	リポジトリにある XML エンティティを表示する
	1. [ツール｜XML ファインダを表示] を選択します。[XML ファインダ] ダイ アログ ボ
	2. 左ペインで XML リポジトリを選択します。リポジトリにある XML エン ティティが表示さ
	図4-11 リポジトリ内の XML エンティティ
	1. 左側のペインですべてのフォルダを展開し、内容を表示するフォルダを選択 します。フォルダに格納

	図4-12 選択したフォルダ内の XML エンティティ
	2. エンティティ作成時に入力された説明やメモを表示するには、リストからエ ンティティを選択します
	3. （省略可能）エンティティを選択した状態で [プレビュー] をクリックし、[ ドキュメントのプ

	図4-13 [ドキュメントのプレビュー] ウィンドウ
	4. [OK] をクリックして、[ドキュメントのプレビュー] ダイアログ ボックスを 閉じます。


	フォルダを操作する
	フォルダを追加する
	1. [リポジトリ] ウィンドウの左のペインで [XML リポジトリ] アイコンまたは 任意のサブ
	図4-14 [フォルダを追加] ダイアログ ボックス
	2. [名前] フィールドにフォルダ名を入力します。
	3. （省略可能）[説明] および [メモ] フィールドに、フォルダの説明と注意を それぞれ入力し
	4. [OK] をクリックします。[XML ファインダ] ダイアログ ボックスに新しい フォルダが


	フォルダ情報を更新する
	1. [リポジトリ] ウィンドウの左のペインで更新するフォルダを右クリックし、 ポップアップ メニ
	図4-15 [フォルダ情報を更新] ダイアログ ボックス
	2. 必要に応じて、[名前]、[説明]、および [メモ] フィールドの内容を変更し ます。
	3. [OK] をクリックします。


	フォルダを削除する
	1. [リポジトリ] ウィンドウの左のペインで削除するフォルダを右クリックし、 ポップアップ メニ
	2. メッセージが表示されたら削除の操作を確認します。


	XML エンティティを操作する
	リポジトリに XML エンティティをインポートする
	1. [リポジトリ] ウィンドウの左のペインでフォルダを展開して、エンティティ を追加するフォルダ
	図4-16 [エンティティを追加] ダイアログ ボックス
	2. [名前] フィールドに、追加するエンティティに固有な名前を入力します。
	3. [タイプ] ドロップダウン リストから追加するエンティティの型を選択しま す。
	4. （省略可能） [説明] フィールドおよび [メモ] フィールドに、そのエンティ ティに関する
	5. [コンテンツ URL] フィールドに追加するエンティティの URL を入力しま す。または、

	図4-17 [開く] ダイアログ ボックス
	6. [参照] ドロップダウン リストから、インポートする内容を含むファイルが 格納されたフォルダ
	7. [ファイル名] フィールドにファイル名と拡張子を入力、あるいはファイルを 選択し [開く] 
	8. [エンティティを追加] ダイアログ ボックスにそのファイルの URL が返され ます。
	9. （省略可能） [表示] をクリックして、追加するエンティティのコンテンツを 表示します。
	10. [取消し] をクリックするとウィンドウが閉じ、コンテンツは [エンティティ を追加] ダイ
	11. [OK] をクリックします。選択したフォルダの [XML ファインダ] ダイアロ グ ボッ


	エンティティを更新する
	1. [リポジトリ] ウィンドウの左側のペインでフォルダを展開して、更新するエ ンティティが格納さ
	2. ウィンドウの右側のペインで更新するエンティティを右クリックし、ポップ アップ メニューから 
	図4-18 [エンティティ定義を更新] ダイアログ ボックス
	3. 必要に応じて、[名前]、[説明]、および [メモ] フィールドの内容を変更し ます。
	4. [コンテンツ URL] フィールドに、追加する新しいコンテンツのソースの URL を入力しま
	5. （省略可能） [表示] をクリックして、そのエンティティの新しいコンテンツ を表示します。
	6. [OK] をクリックして [エンティティ定義を更新] ダイアログ ボックスを閉じ ます。これ


	エンティティを移動する
	1. [リポジトリ] ウィンドウの左側のペインでフォルダを展開して、切り取るエ ンティティが格納さ
	2. ウィンドウの右のペインで切り取るエンティティを右クリックし、ポップ アップ メニューから [
	3. [リポジトリ] ウィンドウの左のペインでフォルダを展開し、そのエンティ ティを貼り付けるフォ

	エンティティをファイル システムにエクスポートする
	1. [リポジトリ] ウィンドウの左側のペインでフォルダを展開して、エクスポー トするエンティティ
	2. ウィンドウの右のペインでエクスポートするエンティティを右クリックし、 ポップアップ メニュー
	図4-19 [保存] ダイアログ ボックス
	3. [参照] ドロップダウン リストから、そのエンティティのエクスポート先の ドライブとフォルダ
	4. [ファイル名] フィールドでエンティティのエクスポート先ファイルの名前を 指定するか、既存の
	5. [保存] をクリックします。ファイルは、ファイルのタイプに合った拡張が付 けられてディスクに


	エンティティを削除する
	1. [リポジトリ] ウィンドウの左側のペインでフォルダを展開して、削除するエ ンティティが格納さ
	2. ウィンドウの右のペインで削除するエンティティを右クリックし、ポップ アップ メニューから [
	3. メッセージが表示されたら削除の操作を確認します。




	5 ワークフロー テンプレートの定義
	テンプレート定義タスクの概要
	1. ワークフロー テンプレートの作成手順の詳細は、5-4ページの「ワークフ ロー テンプレートを
	2. テンプレート内で、テンプレート定義を作成します。手順の詳細は、5-4 ページの「ワークフロー
	3. 設計領域にシェイプとコネクタを追加して高レベルのワークフローを作成し ます。手順の詳細は、5
	4. 機能を認識しやすくするため、タスク、イベントおよび開始ノード型の名前 を変更します。手順の詳
	5. 変数の作成を開始します。手順の詳細は、5-31ページの「変数を作成する」 を参照してください
	6. 条件を定義して分岐ノードの名前を変更します。分岐のプロパティの定義の 手順については、5-5
	7. トリガ型とプロパティ、変数の初期設定を定義し、必要に応じてイベントト リガ開始の場合のイベン
	8. イベント ノードのプロパティを指定し、イベントのイベント キーのコン フィグレーション（省略
	9. 手動割り当てタスクに対するタスク ノード プロパティを指定します。タス ク プロパティの説明
	10. （省略可能） タスク ノードおよび他のノードにアクションを追加します。ア クションの追加と
	11. （省略可能）テンプレート定義の例外ハンドラを定義し、それらのハンドラ を呼び出すアクション
	12. テンプレート定義を保存します。手順の詳細は、5-12ページの「テンプレー ト定義を保存し終
	13. ワークフローを実行する準備ができたら、5-13ページの「テンプレート定義 を更新、ラベリン

	テンプレートに関する作業
	図5-1 ワークフロー テンプレートとワークフロー テンプレート定義
	ワークフロー テンプレートを作成する
	1. オーガニゼーションがアクティブな状態で、Studio のメイン ウィンドウの [ テンプレー
	2. ポップアップ メニューから [テンプレートを作成] を選択します。[テンプ レートのプロパテ
	図5-2 [テンプレートのプロパティ] ダイアログ ボックス
	3. [名前] フィールドで、ワークフロー テンプレートに対する有意な固有名を 入力します。このワ
	4. ダイアログ ボックスの [オーガニゼーション] セクションで、このワークフ ロー テンプレー
	5. [OK] をクリックします。フォルダ ツリーの [テンプレート] フォルダの下に 新しいワー


	テンプレート プロパティを更新する
	1. フォルダ ツリーの上の [オーガニゼーション] フィールドで、更新するテン プレートが定義さ
	2. フォルダ ツリーで [テンプレート] フォルダを展開し、テンプレートを右ク リックして、ポッ
	3. このテンプレートが割り当てられているオーガニゼーションに必要な変更を 加えます。
	4. [OK] をクリックして変更を保存し、ダイアログ ボックスを閉じます。

	テンプレートを削除する
	1. テンプレートがオープン テンプレート定義を含む場合、描画ウィンドウの右 上隅にある [X] 
	2. フォルダ ツリーのワークフロー テンプレート名を右クリックします。
	3. ポップアップ メニューから [削除] を選択します。
	4. 「テンプレートの削除」警告メッセージが表示された場合は [はい] をクリッ クして、ワークフ


	テンプレート定義に関する作業
	ワークフロー テンプレート定義を作成する
	1. フォルダ ツリーの上の [オーガニゼーション] フィールドで、定義の追加を 行うテンプレート
	2. フォルダ ツリーで [テンプレート] フォルダを展開し、テンプレートを右ク リックし、ポップ
	図5-3 [テンプレート定義] ダイアログ ボックス
	3. [一般] タブで以下を指定します。
	4. （省略可能） [監査を有効化] を選択します。これにより、実行時のワーク フロー情報をロギン
	5. （省略可能） [メモ] フィールドにテンプレート定義を説明する全般的なコメ ントを入力します
	6. [OK] をクリックしてワークフロー設計領域を表示します。

	図5-4 ワークフロー設計領域

	既存のテンプレート定義を開く
	1. フォルダ ツリーの上の [オーガニゼーション] フィールドで、開きたいテン プレートが定義さ
	2. フォルダ ツリーで [テンプレート] フォルダを展開して、目的のテンプレー ト定義を含むテン
	図5-5 [既存のインスタンス] ダイアログ ボックス
	3. 以下のオプションのうち 1 つを選択する。


	テンプレート定義を保存し終了する
	テンプレート定義を更新、ラベリングおよびアク ティブ化する
	1. ワークフロー テンプレート定義が開いた状態で設計ウィンドウの任意の場所 を右クリックするか、
	図5-6 テンプレート定義のプロパティの更新
	2. [テンプレート定義] ダイアログ ボックスの [一般] タブの [ワークフロー ラベル] フ
	3. テンプレート定義をアクティブにするには [アクティブ] チェック ボックス にチェックします
	4. （省略可能） [開始] および [終了] を更新し、監査を有効または無効にしま す。
	5. （省略可能） [テンプレート定義] ダイアログ ボックスの [例外ハンドラ] タブで、例外ハ
	6. [OK] をクリックして変更を保存し、ダイアログ ボックスを閉じます。


	ワークフロー テンプレート定義をコピーする
	1. コピーするワークフロー テンプレート定義を右クリックし、ポップアップ メ ニューから [コピ
	2. テンプレート定義の名前を変更し、プロパティを変更する場合は、5-13ペー ジの「テンプレート

	テンプレート定義を印刷する
	図5-7 ワークフロー テキストの印刷
	図5-8 ワークフロー グラフィックの印刷

	テンプレート定義を削除する
	1. テンプレート定義が開かれている場合、描画ウィンドウの右上隅にある [X] をクリックするか、
	2. フォルダ ツリーのワークフロー テンプレート定義を右クリックします。
	3. ポップアップ メニューから [削除] を選択します。
	4. 「ワークフローを削除」警告メッセージが表示されたら、[はい] をクリック してワークフロー 


	ノードに関する作業
	表5-1 ワークフローシェイプおよびコネクタ
	ノードを追加、配置および接続する
	ノードまたはコネクタを削除する
	1. 以下のいずれか 1 つを実行します。
	2. 警告メッセージが表示されたら、削除する場合は [OK] を、この操作を取り 消す場合は [取
	1. コネクタを右クリックし、ポップアップ メニューから [削除] を選択します。
	2. メッセージが表示されたら削除を確認します。そのノードとの間のすべての コネクタが削除されます

	ワークフロー設計のガイドラインとヒント
	ノード プロパティに関する作業を行う
	ノードの名前を変更する
	1. イベント、開始またはタスク ノードに対する [プロパティ] ダイアログ ボッ クスを開きます
	2. [名前] フィールドに Check Inventory など、実行するアクションを表す有 意
	3. [OK] をクリックして変更を保存します。

	サクセサ ノードを指定または更新する
	図5-9 ノードの [プロパティ] ダイアログ ボックスの [次] タブ

	ノードへの注意を追加する
	図5-10 ノードの [プロパティ] ダイアログ ボックスの [メモ] タブ

	ワークフロー アクションを追加、更新、並べ替えおよび削除 する
	図5-11 ノードの [プロパティ] ダイアログ ボックスの [アクション] タブ


	ノードをコピーする
	1. 以下のいずれか 1 つを実行します。
	2. 以下のいずれか 1 つを実行します。
	3. 必要に応じて、ノードのプロパティを変更します。

	タスクおよびイベント用途を表示する
	1. 設計領域またはフォルダ ツリーで目的のイベントまたはタスク ノードを右ク リックし、ポップア
	図5-12 [タスクの使用場所] ダイアログ ボックス
	2. 選択したノードを参照する項目が表示されるまでフォルダを展開します。
	3. （省略可能）以下に示すダイアログ ボックスのボタンを使用して操作を行い ます。
	4. [OK] をクリックして、[タスクの使用場所] または [イベントの使用場所] ダイアログ 



	変数に関する作業
	表5-2 ワークフロー変数のタイプおよび初期値
	変数を作成する
	1. フォルダ ツリーで適切なワークフロー テンプレート定義の [変数] を右ク リックし、[変数
	図5-13 [変数プロパティ] ダイアログ ボックス
	2. [名前] フィールドで OrderID などの有意な変数名を入力します。
	3. [タイプ] ドロップダウン リストから、表 5-2 に示す変数タイプを選択しま す。
	4. （省略可能）ワークフローが呼び出されたワークフローの場合、Parameter と それが入力
	5. （省略可能）変数に関するコメントを [メモ] テキスト ボックスに入力しま す。
	6. [OK] をクリックして変数の定義を保存します。新しい変数がフォルダ ツ リーの [変数] 


	変数を更新する
	1. フォルダ ツリーで既存の変数を右クリックし、ポップアップ メニューから [ プロパティ] を
	2. 必要に応じて変数を変更し、[OK] をクリックします。

	変数の用途を表示する
	1. フォルダ ツリーで変数を右クリックし、ポップアップ メニューから [使用場 所] を選択して
	図5-14 [変数の使用場所] ダイアログ ボックス
	2. 選択した変数を参照する項目が表示されるまでフォルダを展開します。
	3. （省略可能）以下に示すダイアログ ボックスのボタンを使用して操作を行い ます。
	4. [OK] をクリックして、[変数の使用場所] ダイアログ ボックスを閉じます。


	変数を削除する
	1. フォルダ ツリーで [変数] フォルダを展開し、削除する変数を右クリックし て、ポップアップ
	2. 警告メッセージが表示されたら、[OK] をクリックして削除を確認するか、[ 取消し] をクリ


	ノードのプロパティの定義
	開始のプロパティを定義する
	1. 開始ノードをダブルクリックするか、フォルダ ツリーで開始ノードを右ク リックして [プロパテ
	図5-15 [開始のプロパティ] ダイアログ ボックス
	2. （省略可能） [説明] フィールドで開始ノードの名前を固有で識別しやすい名 前に変更します。
	3. ワークフローのトリガ メソッドを選択します。時限を選択した場合、5-37 ページの「時限開始
	4. （省略可能）ワークフロー開始時に変数を初期化するために [変数] タブを選 択し、[追加] 

	図5-16 [ワークフロー変数の割り当て] ダイアログ ボックス
	5. [変数] ドロップダウン リストから初期化する変数を選択します。
	6. [式] フィールドに式を入力します。入力した式は実行時に評価され、結果と して変数の値が得ら
	7. （省略可能）開始ノードの起動時に実行されるアクションを追加します。ア クションに関する詳細に
	8. [OK] をクリックして変更を保存します。

	時限開始ノードを定義する
	図5-17 [開始のプロパティ] ダイアログ ボックス : [時限] オプション
	1. [開始のプロパティ] ダイアログ ボックスで [時限] オプションを選択しま す。
	2. [開始日の式] フィールドに絶対値または相対値として、ワークフローの開始 日時を指定する式を
	3. （省略可能） [再スケジューリング] フィールドに値を入力し、ドロップダウ ン リストから時
	4. （省略可能）開始日を評価するために用いるビジネス カレンダーを選択しま す。
	5. [開始オーガニゼーション] フィールドで、以下のいずれかを行ってワークフ ローを開始するオー
	6. [OK] をクリックして開始ノードを保存します。
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	イベント キーを理解する
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	イベント条件を理解する
	イベント データからの変数を初期化する
	図5-19 開始およびイベント ノードの [プロパティ] ダイアログ ボックスの [変 数] タブ
	図5-20 [ワークフロー変数の割り当て] ダイアログ ボックス

	イベントトリガ型開始のプロパティを定義する
	1. [開始のプロパティ] ダイアログ ボックスで [イベント] オプションを選択し ます。
	図5-21 [開始のプロパティ] ダイアログ ボックス : [イベント] オプション
	2. [ドキュメント タイプ/ルート要素] フィールドで、ワークフローの開始を トリガする XML
	3. (省略可能) [キー値の式] フィールドに、実行時にイベントをトリガする正 確な XML コ
	4. (省略可能) [条件] フィールドで、ワークフローの開始前に評価する必要が ある条件を定義し
	5. [開始オーガニゼーション] フィールドで、以下のいずれかを行ってワークフ ローを開始するオー
	6. [変数] タブを選択して、着信イベント データなどからの変数を初期化し、[ 追加] をクリッ

	図5-22 [ワークフロー変数の割り当て] ダイアログ ボックス
	7. [変数] ドロップダウン リストで、受信するデータを格納する変数を選択し ます。
	8. 以下のいずれかを実行して、実行時に評価して変数の値を生成する式を [式] フィールドに入力し
	9. [OK] をクリックします。変数の初期化が [開始のプロパティ] ダイアログ ボックスの [
	10. 初期化するすべての変数に対し、手順 6 から 9 を繰り返します。
	11. [OK] をクリックして変更を保存します。


	イベント プロパティを定義する
	1. イベント ノードをダブルクリックするか、フォルダ ツリーでイベント ノー ドを右クリックして
	図5-23 [イベントのプロパティ] ダイアログ ボックス
	2. [説明] フィールドでデフォルト名を修正して、Wait for New Inventory 
	3. [ドキュメント タイプ/ルート要素] フィールドで、イベントをトリガする XML メッセージ
	4. (省略可能) [キー値の式] フィールドに、実行時にイベントをトリガする正 確な XML コ
	5. (省略可能) [条件] フィールドで、イベントのトリガ前に評価する必要のあ る条件を定義しま
	6. [変数] タブを選択して、着信イベント データなどからの変数を初期化し、[ 追加] をクリッ

	図5-24 [ワークフロー変数の割り当て] ダイアログ ボックス
	7. [変数] ドロップダウン リストで、受信するデータを格納する変数を選択し ます。
	8. 以下のいずれかを実行して、実行時に評価して変数の値を生成する式を [式] フィールドに入力し
	9. [OK] をクリックします。変数の初期化が [イベントのプロパティ] ダイアロ グ ボックス
	10. 初期化するすべての変数に対し、手順 6 から 9 を繰り返します。
	11. （省略可能）イベントのトリガ時に実行されるアクションを追加します。ア クションに関する詳細
	12. [OK] をクリックして変更を保存します。



	分岐のプロパティを定義する
	図5-25 [分岐のプロパティ] ダイアログ ボックス
	1. 分岐ノードをダブルクリックするか、フォルダ ツリーで分岐ノードを右ク リックして [プロパテ
	2. [条件] フィールドで実行時に評価される条件式を指定します。条件には、定 数、変数、関数を含
	3. （省略可能） [False] や [True] タブにアクションを追加して、実行時の条件の 
	4. [OK] をクリックして変更を保存します。


	タスクのプロパティを定義する
	図5-26 [タスクのプロパティ] ダイアログ ボックス
	タスクの状態を理解する
	表5-3 タスク状態

	タスク パーミッションについて
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	タスク ノードを定義する
	1. タスク ノードをダブルクリックするか、フォルダ ツリーで [タスク] を右ク リックして [
	2. [タスク名] フィールドでデフォルト名を修正して、Confirm Order など識 別しや
	3. 適切なタブで各タスク状態に対して実行されるアクションを追加します。こ れらの状態に関する詳細
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	7. [OK] をクリックして変更を保存します。
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	図5-27 [結合のプロパティ] ダイアログ ボックス
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	2. 以下のオプションのうち 1 つを選択します。
	3. [OK] をクリックして変更を保存します。設計領域内のシェイプが更新されま す。
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	1. 完了ノードをダブルクリックするか、フォルダ ツリーで完了ノードを右ク リックして [プロパテ
	図5-28 [完了のプロパティ] ダイアログ ボックス
	2. （省略可能）完了ノードの到達時に実行されるアクションを追加します。
	3. [OK] をクリックして変更を保存します。
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	2. [完了マークを外すタスク] フィールドで、アクション実行時に完了マークを 付けるタスクを選択
	3. [OK] をクリックすると [タスクの完了マークを外す] アクションが追加され ます。
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	図6-12 [ワークフロー イベントを取消し] ダイアログ ボックス
	1. [アクションを追加] ダイアログ ボックスの [その他のアクション] フォルダ で、[ワーク
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	図6-13 [ワークフローに完了マークを付ける]
	1. [アクションを追加] ダイアログ ボックスの [ワークフロー アクション] フォ ルダから 
	2. [OK] をクリックすると [ワークフローに完了マークを付ける] アクションが 追加されます


	ワークフローを中断する
	図6-14 [ワークフローを中断] ダイアログ ボックス
	1. [アクションを追加] ダイアログ ボックスの [ワークフロー アクション] フォ ルダから 
	2. [OK] をクリックすると [ワークフローを中断] アクションが追加されます。
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	図6-15 [タスクを実行] ダイアログ ボックス
	1. [アクションを追加] ダイアログ ボックスの [タスク アクション] フォルダか ら [タス
	2. [実行するタスク] フィールドで実行するタスクを選択します。一度に選択で きるタスクは、1 
	3. [OK] をクリックすると [タスクを実行] アクションが追加されます。
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	図6-16 [処理なし] ダイアログ ボックス
	1. [アクションを追加] ダイアログ ボックスの [その他のアクション] フォルダ から [処理
	2. [説明] フィールドに処理なしアクションの内容を表わす名前を入力します。 後でアクションを追
	3. [OK] をクリックすると [処理なし] アクションが追加されます。
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	7. [トリガ時のアクション] タブで [追加] をクリックすると、[アクションを 追加] ダイア
	8. [OK] をクリックすると [時限イベント] アクションが追加されます。
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	1. [アクションを追加] ダイアログ ボックスの [ワークフロー アクション] フォ ルダから 
	2. [開始するワークフロー] フィールドで、アクション実行時に開始するワーク フロー テンプレー
	3. [オーガニゼーション内での開始] フィールドで、以下のいずれかのオプショ ンを選択します。
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	5. [パラメータ] タブの [パラメータ] リストからパラメータを選択し、[更新] をクリックす
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	図6-21 [結果から変数を設定] ダイアログ ボックス
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	13. （省略可能） [アクション] タブを選択し、[追加] をクリックすると、[アク ションを追
	14. [OK] をクリックすると [ワークフローを開始] アクションが追加されます。



	条件付きシーケンスを埋め込む
	図6-22 [条件を評価] ダイアログ ボックス
	1. [アクションを追加] ダイアログ ボックスの [その他のアクション] フォルダ から [条件
	2. [条件] フィールドに、どのサブアクションのセットを実行するかを決定する ために実行時に評価
	3. [False] タブまたは [True] タブで、[追加] をクリックすると [アクションを
	4. [OK] をクリックすると [条件を評価] アクションが追加されます。



	実行時状態のモニタリング
	監査エントリを作成する
	図6-23 [監査エントリを作成] ダイアログ ボックス
	1. [アクションを追加] ダイアログ ボックスの [その他のアクション] フォルダ で、[監査エ
	2. [監査エントリ式] フィールドに、監査エントリ情報を生成するために実行時 に評価する式を入力
	3. [OK] をクリックするとアクションが追加されます。


	ワークフロー コメントを設定する
	図6-24 [ワークフロー コメントを設定] ダイアログ ボックス
	1. [アクションを追加] ダイアログ ボックスの [ワークフロー アクション] フォ ルダから 
	2. [コメント] フィールドに、コメントを生成するために実行時に評価する式を 入力します。一般的
	3. [OK] をクリックすると [ワークフロー コメントを設定] アクションが追加さ れます。



	手動タスクの設定
	タスク アクションの配置に関するガイドライン
	タスクをユーザに割り当てる
	図6-25 [ユーザにタスクを割り当て] ダイアログ ボックス
	1. [アクションを追加] ダイアログ ボックスの [タスク アクション] フォルダか ら [ユー
	2. [割り当てるタスク] フィールドで割り当てるタスクを選択します。一度に選 択できるタスクは、
	3. ユーザを指定するには以下のオプションから選択します。
	4. [OK] をクリックすると [ユーザにタスクを割り当て] アクションが追加され ます。


	ロールに対するタスクを割り当てる
	図6-26 [ロールにタスクを割り当て] ダイアログ ボックス
	1. [アクションを追加] ダイアログ ボックスの [タスク アクション] フォルダか ら [ロー
	2. [割り当てるタスク] フィールドで割り当てるタスクを選択します。一度に選 択できるタスクは、
	3. ロールを指定するには以下のオプションから選択します。
	4. [OK] をクリックすると [ロールにタスクを割り当て] アクションが追加され ます。


	ルーティング テーブルによりタスクを割り当てる
	図6-27 [ルーティング テーブルを使用してタスクを割り当て] ダイアログ ボッ クス
	1. [アクションを追加] ダイアログ ボックスの [タスク アクション] フォルダか ら [ルー
	2. [割り当てるタスク] フィールドで割り当てるタスクを選択します。一度に選 択できるタスクは、
	3. [ルーティング テーブル] フィールドの横の [追加] をクリックすると、[ ルーティング条

	図6-28 [ルーティング条件を定義] ダイアログ ボックス
	4. [条件] フィールドに、論理結果（True または False）を生成する有効なワー クフロ
	5. [割り当て先] フィールドで、[ユーザ]、[ロール内のユーザ]、または [ ロール] のいず
	6. ドロップダウン リストで希望のユーザまたはロール名を選択します。
	7. [OK] をクリックするとルーティング テーブルにルーティング条件が追加さ れます。
	8. さらに必要な数のルーティング条件を追加します。ルーティングを削除する には [削除] ボタン
	9. [OK] をクリックすると [ルーティング テーブルを使用してタスクを割り当 て] アクショ


	タスク期日を設定する
	期日超過アクションを非同期的および同期的に実行する
	図6-29 [タスク期日を設定] ダイアログ ボックス
	1. [アクションを追加] ダイアログ ボックスの [タスク アクション] フォルダか ら [タス
	2. [期日を設定するタスク] フィールドで、アクション実行時に期日設定を持っ ている必要のあるタ
	3. [期日] タブの [式に設定] フィールドに、絶対日時または相対日時を指定す る式を入力しま
	4. （省略可能） DateAdd() 関数のパラメータとしてビジネス カレンダーを指定し ない場
	5. （省略可能） [期日に実行するアクション] タブを選択し、[追加] をクリック すると、[ア
	6. [OK] をクリックすると [タスク期日を設定] アクションが追加されます。



	タスクのコメントを設定する
	図6-30 [タスク コメントを設定] ダイアログ ボックス
	1. [アクションを追加] ダイアログ ボックスの [タスク アクション] フォルダか ら [タス
	2. [コメントを設定するタスク] で対象のタスクを選択します。一度に選択でき るタスクは、1 つ
	3. [コメント] フィールドに、コメントを生成するために実行時に評価する式を 入力します。一般的
	4. [OK] をクリックすると [タスク コメントを設定] アクションが追加されま す。


	タスク優先順位を設定する
	図6-31 [タスク優先度を設定] ダイアログ ボックス
	1. [アクションを追加] ダイアログ ボックスの [タスク アクション] フォルダか ら [タス
	2. [優先度を設定するタスク] で対象のタスクを選択します。一度に選択できる タスクは、1 つの
	3. [優先度] ドロップダウン リストから、[低]、[中]、または[高] を選択し ます。
	4. [OK] をクリックすると [タスク優先度を設定] アクションが追加されます。


	タスクの割り当てを解除する
	図6-32 [タスクの割り当てを解除] ダイアログ ボックス
	1. [アクションを追加] ダイアログ ボックスの [タスク アクション] フォルダか ら [タス
	2. [割り当てを解除するタスク] フィールドで割り当て解除するタスクを選択し ます。一度に選択で
	3. [OK] をクリックすると [タスクの割り当てを解除] アクションが追加されま す。


	クライアント アプリケーションに対し XML メッ セージを送信する
	メッセージを非同期的または同期的に送信する
	データを抽出する
	XML をクライアントに送信アクションを定義する
	図6-33 [XML をクライアントに送信] ダイアログ ボックス
	1. [アクションを追加] ダイアログ ボックスの [統合アクション] フォルダから [XML を
	2. XML ドキュメント構造を指定するには以下のいずれかを行います。
	3. クライアントからの応答を受け取る変数を指定するには、[コールバック変 数] タブを選択し、[

	図6-34 [ワークフロー変数の割り当て] ダイアログ ボックス
	4. [式] フィールドに、実行時に評価される応答 XML ドキュメントからデータ を抽出する式を
	5. [OK] をクリックします。[XML をクライアントに送信] ダイアログ ボック スの [コ
	6. 応答ドキュメントから取り込む必要があるデータ項目すべてについて、手順 4 〜 5 を繰り返し
	7. [コールバック アクション] タブを選択し、[追加] をクリックして [アク ションを追加]
	8. タイプ指定ドキュメントを使用している場合、actionid 値の追加を要求さ れます。[はい
	9. 再度 [OK] をクリックするとアクション定義が保存されます。


	Worklist アプリケーションに対する XML メッセージを送信 する
	表6-2 Worklist DTD ファイル
	ユーザに対してメッセージ プロンプトを表示する
	図6-35 メッセージ プロンプトのサンプル
	コード リスト 6-1 ClientMsgBoxReq XML ドキュメントの構造
	表6-3 ClientMsgBoxReq の要素と属性

	コード リスト 6-2 ClientMsgBoxReq XML ドキュメントの構造
	表6-4 ClientMsgBoxResp の要素と属性


	ユーザに対してフォームを表示する
	図6-36 フォームのサンプル
	コード リスト 6-3 ClientSetVarsReq XML ドキュメントの構造
	表6-5 ClientSetVarsReq の要素と属性

	コード リスト 6-4 ClientSetVarsResp XML ドキュメントの構造
	表6-6 ClientSetVarsResp の要素と属性


	クライアント上の実行可能プログラムを呼び出す
	コード リスト 6-5 ClientCallProgramReq XML ドキュメントの構造
	表6-7 ClientCallProgramReq の要素と属性

	コード リスト 6-6 ClientCallProgramResp XML ドキュメントの構造
	表6-8 ClientCallProgramResp の要素


	クライアント上でのカスタム Worklist 拡張を呼び出す
	コード リスト 6-7 ClientCallAddInReq XML ドキュメントの構造
	表6-9 ClientCallAddInReq の要素と属性

	コード リスト 6-8 ClientCallAddInResp XML ドキュメントの構造
	表6-10 ClientCallAddInResp の要素と属性





	電子メール メッセージを送信
	図6-37 [電子メール メッセージを送信] ダイアログ ボックス
	1. [アクションを追加] ダイアログ ボックスの [その他のアクション] フォルダ から [電子
	2. [件名] フィールドに、電子メールの件名を生成するために実行時に評価する 有効なワークフロー
	3. [メッセージ] タブのテキスト ボックスに、電子メールのメッセージ テキス トを生成するため
	4. （省略可能） [MIME 文字セット] フィールドで、Java 言語によりサポートさ れてい
	5. [To] タブを選択すると受取人に関する次の情報が表示されます。

	図6-38 [電子メール メッセージを送信] ダイアログ ボックスの [To] タブ
	6. [追加] をクリックすると受取人が追加されます。[メールの宛先] ダイアロ グ ボックスが表

	図6-39 [メールの宛先] ダイアログ ボックス
	7. 以下のオプションの 1 つを選択することにより、アドレスを指定します。
	8. [OK] をクリックします。新しい受取人がリストに追加されます。
	9. さらに受取人を追加するには、手順 6 から 8 を繰り返します。受取人を更新 するには、リス
	10. （省略可能） [CC] タブまたは [BCC] タブで、手順 5 から 8 を繰り返し、明
	11. [OK] をクリックすると [電子メール メッセージを送信] アクションが追加さ れます。


	コンポーネントの呼び出し
	サーバ上の実行可能なプログラムを呼び出す
	図6-40 [プログラムの呼び出し] ダイアログ ボックス
	1. [アクションを追加] ダイアログ ボックスで [統合アクション] フォルダを展 開し、[プロ
	2. [プログラム] フィールドに、実行可能ファイルの名前を拡張子も含めて入力 します。
	3. [引数] フィールドに、変数名などプログラムに渡す引数を生成するために実 行時に評価する有効
	4. [OK] をクリックすると [プログラムの呼び出し] アクションが追加されま す。


	ビジネス オペレーションを呼び出す
	EJB または Java クラス インスタンスを作成するためのビジ ネス オペレーションを呼び出す
	図6-41 [ビジネス オペレーションを実行] ダイアログ ボックス
	1. [アクションを追加] ダイアログ ボックスの [統合アクション] フォルダから [ビジネス 
	2. [オペレーション] ドロップダウン リストから、Java クラスまたは EJB イン スタン
	3. [結果の割り当て先] ドロップダウン リストから、このビジネス オペレー ションのためのイン
	4. [OK] をクリックすると [ビジネス オペレーションを実行] アクションが追加 されます。


	他のビジネス オペレーションを呼び出す
	図6-42 [ビジネス オペレーションを実行] ダイアログ ボックス
	1. [アクションを追加] ダイアログ ボックスの [統合アクション] フォルダから [ビジネス 
	2. [オペレーション] ドロップダウン リストから、実行するビジネス ロジック を表わすビジネス
	3. [インスタンス変数] ドロップダウン リストから、EJB または Java クラスに 対する
	4. ビジネス オペレーションにより [パラメータ] リストにパラメータが表示さ れた場合、そのリ
	5. ビジネス オペレーションから結果が戻される場合、[結果の割り当て先] ド ロップダウン リス
	6. [OK] をクリックすると [ビジネス オペレーションを実行] アクションが追加 されます。




	JMS トピックまたはキューへの XML メッ セージのポスト
	イベントを非同期的または同期的にポストする
	図6-43 XML イベントの非同期的ポスト
	図6-44 イベントの同期的ポスト

	JMS メッセージング オプション
	送り先
	ヘッダ
	配信モード
	存続時間
	優先度
	トランザクション モード
	アドレス指定メッセージング
	順序指定メッセージング

	XML イベントをポストアクションを定義する
	1. [アクションを追加] ダイアログ ボックスの [統合アクション] フォルダから [XML イ
	図6-45 [XML イベントをポスト] ダイアログ ボックスの [XML メッセージ] タ ブ
	2. [XML メッセージ] タブを選択し、以下のいずれかを行うことにより、この アクションを送信
	3. [送り先] タブの [送り先] オプションで、以下のいずれかを選択します。

	図6-46 [XML イベントをポスト] ダイアログ ボックスの [送り先] タブ
	4. （省略可能） [トランザクション モード] オプションから以下のいずれかを選 択します。
	5. （省略可能） [メッセージ ヘッダ] タブを選択し、メッセージに追加する JMS メッセージ
	a. [JMS プロパティ] フィールドに、プロパティ名を指定する。
	b. [JMS プロパティ値] フィールドに、プロパティの値を入力する。引用符 で囲んだ値を直接入
	c. [OK] をクリックします。

	図6-47 [JMS プロパティを設定] ダイアログ ボックス
	6. （省略可能） [メッセージ ヘッダ] タブで以下のオプションから選択すること により、配信モ

	図6-48 [XML イベントをポスト] ダイアログ ボックスの [メッセージ ヘッダ] タブ
	7. （省略可能） [メッセージ ヘッダ] タブで、[存続期間] フィールドに存続時間 をミリ秒単
	8. （省略可能）ドロップダウン リストから 0 (最低の優先順位) から 9 (最高の 優先順位
	9. （省略可能）アドレス指定メッセージを送信する場合は、[アドレス指定] タ ブを選択し、1 つ

	図6-49 [XML イベントをポスト] ダイアログ ボックスの [アドレス指定] タブ
	10. （省略可能）順序指定メッセージを送信する場合、[アドレス指定] タブで メッセージの順序キ
	11. [OK] をクリックすると [XML イベントをポスト] アクションが追加されま す。



	XML ドキュメントの変換
	図6-50 [XSL 変換] ダイアログ ボックス
	1. [アクションを追加] ダイアログ ボックスの [統合アクション] フォルダから [XSL 変
	2. [入力ドキュメント] フィールドに、変換する XML ドキュメントを表わす式 を入力します。
	3. [変換ドキュメント] フィールドの 1 つに、入力ドキュメントを変換するた めに使用する X
	4. XSL ドキュメントを表わす式を入力した場合、またはパラメータを取る XSL ドキュメントを

	図6-51 [XSL パラメータ] ダイアログ ボックス
	5. [パラメータ] フィールドにパラメータ名を入力する。
	6. [式] フィールドに、実行時に評価されてパラメータの値を生成する式を入力 する。
	7. [OK] をクリックしてパラメータを追加する。新しいパラメータが [XSL パラ メータ] 
	8. パラメータをさらに追加する場合は、手順 4 〜 7 を繰り返す。あるいは、[ 更新] または
	9. [出力変数] ドロップダウン リストから、変換された XML ドキュメントを 入れる変数を選
	10. [OK] をクリックするとアクションが追加されます。


	例外処理

	7 XML エンティティを操作
	XML ドキュメント管理タスクの概要
	XML ドキュメントの作成と編集
	図7-1 アクション ダイアログ ボックスの XML エディタ
	表7-1 XML エディタのツールバー ボタンとキーボード ショートカット

	フリーフォーム ドキュメントを作成する
	1. XML エディタを含むアクション ダイアログ ボックスで、[子を追加] ボタン をクリックし
	2. デフォルト名 element を変更するには、新しい名前を入力して上書きしま す。
	3. 要素に値を追加するには、右ペインで要素の横にあるフィールドをダブルク リックし、ワークフロー
	4. 表 7-1 に示すツールバー ボタンを使用する、または7-9ページの「XML ド キュメント
	5. ドキュメントの作成が完了したときに、次の操作のうち 1 つを行います。

	既存のドキュメントをインポートする
	1. アクション ダイアログ ボックスで [インポート] ボタン をクリックし、 XML ファイン
	2. 7-19ページの「XML エンティティを取り出す」の手順に従って、XML ファ インダを使用
	図7-2 [値を二重引用符で囲む] ダイアログ ボックス
	3. 次の操作を行います。
	4. 必要に応じて、表 7-1 に示すツールバー ボタンを使用するか、または 7-9 ページの「X
	5. （省略可能）コンテンツ型のドキュメントでは、7-17ページの「タイプ指定 ドキュメントを検証
	6. （省略可能）別のドキュメントをインポートして現在のドキュメントと置き 換えるには、[インポー
	7. ドキュメントの編集が完了したときに、次の操作のうち 1 つを行います。


	XML ドキュメントを編集する
	表7-2 XML ドキュメントの編集

	タイプ指定ドキュメントを操作する
	参照スキーマの格納について
	タイプ指定ドキュメントのインポートについて
	タイプ指定ドキュメントを作成する
	1. XML エディタを含むアクション ダイアログ ボックスで、[コンテンツ タイ プを設定] ボ
	2. 7-19ページの「XML エンティティを取り出す」の手順に従い、[XML ファ インダ] を
	図7-3 [デフォルトのドキュメントを生成] ダイアログ ボックス
	3. [はい] をクリックして、デフォルト ドキュメントを生成します。[ルート要 素を選択してくだ

	図7-4 [ルート要素を選択してください] ダイアログ ボックス
	4. ドキュメントのルート要素となる要素を選択し、[OK] をクリックします。デ フォルト ドキュ
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	8 ワークフロー式の使用法
	ワークフロー式の概要
	リテラルの使い方
	表8-1 リテラルの使用法

	変数の使い方
	演算子の使い方
	表8-2 演算子の使用法

	関数の使用法
	実行時のシステム データを収集する
	Date()

	実行時のイベント データを抽出する
	EventAttribute()
	EventData()
	XPath()
	コード リスト 8-1 XML サンプル ドキュメント

	XML 要素のドット表記
	コード リスト 8-2 XML ドキュメントの例


	実行時のワークフロー データを収集する
	CurrentUser()
	TaskAttribute()
	WorkflowAttribute()
	WorkflowVariable()

	データ型を変換する
	DateToString()
	StringToDate()
	ToInteger()
	ToString()

	データを処理する
	Abs()
	DateAdd()
	StringLen()
	SubString()

	日付関数のフォーマット
	表8-3 パターンの文字の定義
	フォーマットの指針
	時間パターンのサンプル
	表8-4 米国のロケールを使用したサンプル



	変数を代入した場合の日付の型変換
	表8-5 データの型の変換ルール

	Expression Builder の使い方
	図8-1 [Expression Builder] ボタン
	図8-2 [Expression Builder] ダイアログ ボックス
	1. 次の操作を行います。
	2. [式] フィールド内の式が完成した後、[OK] をクリックして式をダイアログ ボックスの元の
	表8-6 無効な式に対するメッセージ


	XPath Wizard を使用する XPath 式の作成
	図8-3 XPath Wizard
	表8-7 [XPath Wizard] ツールバー ボタン

	XPath ロケーション式を XML エンティティから生 成する
	1. [Expression Builder] ダイアログ ボックスで [XPath Wizard
	2. [XPath Wizard] の [サンプル] タブを選択し、XPath 式を作成する [サ
	3. ボタンをクリックして、[XML ファインダ] ダイアログ ボックスを開き ます。[XML フ
	図8-4 [XPath Wizard] : サンプルの XML ドキュメントを持つ [サンプル] 
	4. XPath 式のターゲットにする、要素、属性、またはノードのマークアップま たはコンテンツを
	5. ボタンをクリックして、ユーザが作成した XPath 式を [ワークスペース ] に入れます。
	6. 作成した式を表示するには、[ワークスペース] タブをクリックします。詳細 については、8-3
	7. 作成した式をテストするには、[テスト] タブをクリックします。詳細につい ては、8-38ペー
	8. [OK] をクリックして、式を [Expression Builder] に返します。


	XPath 式を表示する
	図8-5 [XPath Wizard] : [ワークスペース] タブ

	XPath 式をテストする
	ロケーション式をテストする
	1. （省略可能）テストする XPath 式を [Expression Builder] に入力し
	2. [サンプル] タブをクリックして [開く] ボタンをクリックし、[XML ファイ ンダ] ダ
	3. 手順 1 で Expression Builder から式を渡さなかった場合、サンプル ドキ
	4. [ワークスペース] 内で、テストする式を選択します。
	5. [テスト] タブを選択します。[テスト] 領域に XML ドキュメントが表示さ れ、XPat
	図8-6 [XPath Wizard] : [テスト] タブ
	6. 必要に応じて、[XPath 式] フィールドで XPath 式を編集して修正します。
	7. 式を再びテストして、その値をドキュメント内でハイライトさせるには、 ボタンをクリックします。
	8. [OK] をクリックして、式を [Expression Builder] に返します。


	関数を含む式をテストする
	1. （省略可能）テストする XPath 式を [Expression Builder] に入力し
	2. [サンプル] タブをクリックして [開く] ボタンをクリックし、[XML ファイ ンダ] ダ
	3. （省略可能）サンプル ドキュメントから XPath ロケーション式を生成します。 手順につい
	4. [テスト] タブを選択します。
	5. [XPath 式] フィールドに式を入力するか、[ワークスペース] から配置した 式を編集（
	6. ボタンをクリックします。[テスト] 領域に関数の戻り値が表示されま す。
	図8-7 XPath の関数の演算結果
	7. 必要に応じて、[XPath 式] フィールドで XPath 関数を編集して修正します。
	8. 関数を再びテストする場合は、 ボタンをクリックします。[テスト] 領 域に関数の戻り値が表示
	9. [OK] をクリックして、関数を [Expression Builder] に返します。





	9 ワークフロー例外の処理
	ワークフローの例外処理
	例外ハンドラ定義タスクの概要
	1. 例外ハンドラを作成し、次に必要に応じて、それを初期例外ハンドラとして 設定します。手順の詳細
	2. 例外ハンドラにアクションを追加します。アクションの詳細については、第 6 章「アクションの定
	3. 終了メソッドを例外ハンドラに追加します。手順の詳細は、9-8ページの 「例外ハンドラを終了す
	4. 例外ハンドラを呼び出すワークフロー ノードに、アクションを追加します。 手順の詳細は、9-1

	例外ハンドラの定義
	図9-1 [テンプレート定義のプロパティ] ダイアログ ボックス : [例外ハンドラ ] タブ
	カスタム例外ハンドラを作成する
	1. 以下のいずれか 1 つを実行します。
	図9-2 [例外ハンドラのプロパティ] ダイアログ ボックス
	2. [名前] フィールドに、新しい例外ハンドラ用に有意で簡単に識別可能な名前 を入力します。
	3. （省略可能） [初期例外ハンドラ] チェックボックスを選択して、例外ハンド ラをワークフロー
	4. （省略可能） [変数] タブで [追加] をクリックして、[ワークフロー変数の割 り当て] 
	5. [変数] ドロップダウン リストで、受信するデータを格納する変数を選択し ます。
	6. 以下のいずれかを実行して、実行時に評価して変数の値を生成する式を [式] フィールドに入力し
	7. [OK] をクリックします。変数の初期化内容が、[例外ハンドラのプロパティ ] ダイアログ 
	8. 初期化するすべての変数に対し、手順 4 から 7 を繰り返します。
	9. [コミット時アクション] タブで、[追加]、[更新] または [削除] ボタンを 使用して、
	10. [ロールバック時アクション] タブで、現在アクティブなトランザクションが ロールバック専用
	11. [コミット時アクション] または [ロールバック時アクション] タブで、プロ グラムの制御
	12. [OK] をクリックすると、カスタム例外ハンドラが追加されます。すると新し い例外ハンドラ


	例外ハンドラを終了する
	図9-3 [例外ハンドラを編集]
	1. [例外ハンドラのプロパティ] ダイアログ ボックスから、[アクションを追加 ] ダイアログ 
	2. [OK] をクリックするとアクションが追加されます。


	カスタム例外ハンドラを更新する
	1. 以下のいずれか 1 つを行い、[例外ハンドラのプロパティ] ダイアログ ボッ クスを表示しま
	2. 例外ハンドラに対して必要な変更を行います。
	3. [OK] をクリックして変更を保存します。

	例外ハンドラの用途を表示する
	1. フォルダー ツリーで、例外ハンドラのフォルダを右クリックし、ポップアッ プ メニューから [
	図9-4 [例外ハンドラの使用場所] ダイアログ ボックス
	2. （省略可能）ダイアログ ボックスの以下のボタンを用いて以下の操作を行い ます。
	3. [OK] をクリックします。[例外ハンドラの使用場所] ダイアログ ボックスを 終了します。


	カスタム例外ハンドラを削除する
	1. 以下のいずれか 1 つを実行します。
	2. メッセージが表示されたら削除の操作を確認します。


	ワークフローからの例外ハンドラの呼び出 し
	ワークフロー例外ハンドラを設定する
	図9-5 [ワークフロー例外ハンドラを設定]
	1. [アクションを追加] ダイアログ ボックスから [例外処理アクション] フォル ダを展開し、
	2. [例外ハンドラ] ドロップダウン リストから、以下のいずれか 1 つを行いま す。
	3. [OK] をクリックするとアクションが追加されます。


	例外ハンドラを呼び出す
	図9-6 [例外ハンドラの呼び出し] ダイアログ ボックス
	1. [アクションを追加] ダイアログ ボックスから [例外処理アクション] フォル ダを展開し、
	2. [例外ハンドラ] ドロップダウン リストから、以下のいずれか 1 つを行いま す。
	3. （省略可能）例外ハンドラの呼び出し時にイベント プロセッサに送信する XML ドキュメントを
	4. [OK] をクリックするとアクションが追加されます。



	システム エラー メッセージ
	表9-1 ワークフロー エラー メッセージ


	10 ワークフローのモニタリング
	ワークフロー モニタリング タスクの概要
	ワークフロー インスタンスの操作
	1. フォルダ ツリー内で、インスタンスを表示するワークフロー テンプレートま たはテンプレート定
	2. 以下のオプションからいずれか 1 つを選択します。
	3. [開始] および [終了] ドロップダウン ボックスから開始日および終了日を選 択し、選択し
	図10-1 [ワークフロー インスタンス] ダイアログ ボックス
	ワークフロー インスタンスの状態を表示する
	表10-1 [ワークフロー ステータス] ウィンドウのボタン
	図10-2 [ワークフロー ステータス] ウィンドウ : [フローチャート] ビュー
	図10-3 [ワークフロー ステータス] ウィンドウ : [リスト] ビュー

	ワークフロー インスタンスの変数を表示し、更新 する
	1. 以下のいずれか 1 つを実行します。
	図10-4 [ワークフロー変数] ダイアログ ボックス
	2. XML 型の変数のみの内容を表示するには、リストで XML 変数を選択し、 [XML を表示

	図10-5 [XML を表示] ウィンドウ
	3. [XML を表示] ウィンドウを終了するには、[閉じる] をクリックします。
	1. [ワークフロー変数] ダイアログ ボックスから必要な変数を選択し、[更新] をクリックして 

	図10-6 [変数を設定] ダイアログ ボックス
	2. [値] フィールドに、変数の新しい値になる定数を入力します。
	3. [OK] をクリックして変更を保存し、変数をリセットします。


	ワークフロー インスタンスを削除する
	1. [ワークフロー インスタンス] ダイアログ ボックス内のリストからワークフ ロー インスタン
	2. 「ワークフロー インスタンスを削除」という警告メッセージが表示されたら、 [はい] をクリッ
	1. フォルダ ツリー内で、削除するワークフロー インスタンスのテンプレートま たはテンプレート定
	図10-7 [ワークフロー インスタンスを削除] ダイアログ ボックス
	2. 以下のオプションからいずれか 1 つを選択します。
	3. [開始] および [終了] ボックスで日付を選択し、選択したワークフロー内の すべてのインス
	4. [OK] をクリックして選択したワークフロー インスタンスを削除する、また は [取消し] 



	ユーザ ワークリストとロールのワークリス トの表示
	図10-8 [ユーザ ワークリスト] ダイアログ ボックス
	図10-9 [ロール ワークリスト] ダイアログ ボックス

	タスクのパーミッションと優先度の変更
	1. [ワークフロー ステータス]、[ユーザ ワークリスト] または [ロール ワーク リスト] 
	図10-10 [タスクのプロパティ] ダイアログ ボックス
	2. （省略可能）[優先度] フィールドで、タスクの優先度レベル（[低]、[中]、 [高]）を選択
	3. 以下の [タスクのパーミッション] チェック ボックスを必要に応じてチェッ クします。
	4. [OK] をクリックして、タスクへの変更を保存します。


	タスクのステータスと割り当ての変更
	タスクを再割り当てする
	1. [ワークフロー ステータス]、[ユーザ ワークリスト] または [ロール ワーク リスト] 
	図10-11 [タスクを再割り当て] ダイアログ ボックス
	2. 以下のオプションからいずれか 1 つを選択します。
	3. [割り当て先] ドロップダウン リストから、タスクを再割り当てするユーザ またはロールの名前
	4. [OK] をクリックして、タスクの再割り当てを行います。


	タスクのステータスに完了マークを付ける
	タスクのステータスの完了マークを外す

	作業負荷レポートの使用
	図10-12 [作業負荷レポートのプロパティ] ダイアログ ボックス
	作業負荷レポートの情報をコンパイルする
	作業負荷レポートを表示する
	図10-13 [作業負荷レポート] ダイアログ ボックス


	統計レポートの使用
	統計レポートの情報をコンパイルする
	図10-14 [作業負荷レポートのプロパティ] ダイアログ ボックス

	統計レポートを表示する
	図10-15 統計レポート



	11 ワークフロー パッケージのイン ポートとエクスポート
	インポートおよびエクスポート
	ワークフロー パッケージのエクスポート
	1. [ツール｜パッケージをエクスポート] の順に選択して、[エクスポート : ファイルを選択] 
	図11-1 [エクスポート : ファイルを選択] ダイアログ ボックス
	2. 以下のいずれかを実行して、パッケージをエクスポートする JAR ファイルの フル パス名を指
	3. [次] をクリックします。

	図11-2 [エクスポート : エクスポートするコンポーネントを選択] ダイアログ ボックス
	4. 該当するチェック ボックスをチェックする、またはチェックを外して、エク スポートするコンポー
	5. （省略可能） [パブリッシュされたパッケージ形式] のチェックボックスを選 択し、対象システ
	6. （省略可能） [パスワード保護] チェックボックスを選択してパッケージにパ スワードを割り当
	7. [エクスポート] をクリックして、エクスポートを開始します。エクスポート 操作が完了すると、
	8. [閉じる] をクリックして、[エクスポートの概略を確認] ダイアログ ボック スを閉じます。


	ワークフロー パッケージのインポート
	1. [ツール｜パッケージをインポート] の順に選択して、[インポート : ファイ ルを選択] ダ
	図11-3 [インポート : ファイルを選択] ダイアログボックス
	2. 以下のいずれかを実行して、パッケージをインポートする JAR ファイルのフ ル パス名を指定
	3. [次] をクリックします。

	図11-4 [インポート : インポートするコンポーネントを選択] ダイアログ ボッ クス
	4. インポートしないオブジェクトのチェック ボックスのチェックはすべて外 す。
	5. [対象オーガニゼーション] ドロップダウン メニューから、インポートした テンプレート定義を
	6. （省略可能）インポートしたテンプレート定義をインポートの後に自動的に アクティブ化する場合は
	7. [インポート] をクリックして、インポートを開始します。[取消し] をク リックすると操作は

	図11-5 [インポート概略を確認] ウィンドウ
	8. [インポート概略を確認] ダイアログ ボックスを閉じるには [閉じる] をク リックし、前の


	XML ファイルに対するワークフロー テンプ レート定義のインポートとエクスポート
	XML にワークフロー テンプレート定義をエクス ポートする
	1. フォルダ ツリーでエクスポートするテンプレート定義を右クリックします。
	2. ポップアップ メニューから [エクスポート] を選択すると、[保存] ダイアロ グ ボックス
	3. エクスポートしたワークフロー テンプレート定義を保存するドライブとディ レクトリを選択します
	4. （省略可能）[ファイル名] フィールドで、ファイルの名前を選択するか、 キー入力します。デフ
	5. [保存] をクリックしてテンプレート定義をエクスポートします。[取消し] をクリックすると操

	XML からワークフロー テンプレート定義をイン ポートする
	1. Studio のフォルダ ツリーで、ワークフロー テンプレート定義のインポート先 とするワー
	2. ポップアップ メニューから [テンプレート定義をインポート] を選択して、[ 開く] ダイア
	3. [開く] ダイアログ ボックスで、ハード ドライブ上の XML ファイルのカレ ント位置を選
	4. ファイルのインポート後に、インポート確認のダイアログ ボックスが表示さ れ、インポートの確認
	索引
	D
	E
	J
	M
	S
	W
	X
	あ
	い
	え
	お
	か
	き
	け
	こ
	さ
	し
	せ
	そ
	た
	つ
	て
	と
	は
	ひ
	ふ
	へ
	ほ
	ま
	も
	ゆ
	よ
	り
	る
	れ
	ろ
	わ





